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本 書 は 、X68030 に 新しく 搭載 され た MC68EC030 の 命令 セッ ト を MC68000 か ら の 変更 点 
を 中 心 に 、 数 値 演算 プロ セッ サ MC68882 の 命令 セッ ト と 共に 記述 し て いま す 。 


まず 、 別 民 の 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」| に 「Ccompiler PRO-68K Ver2.1 NEW KIT| の 
商品 構成 、 動 作 環境 の 作成 方 法 、 各 マニ ュ ア ル の 内 容 が 説明 され て いま す 。 

初め て 本 プロ グラ ム を ご 使用 に な る 方 は 、 必 ず 「C ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」| を 先 に ご 覧 く 
だ さい 。 


また 、 本 書 は ある 程度 の MC68EC030,MC68882 に 対す る 知識 を 持た れ て いる 方 を 対象 に 
記述 され て いる 他 、MC68EC030.MC68882 の すべ て の 内 容 に つい て 記述 され て いる わけ 
で は あり ませ ん の で あら か じ め ご 耳 承 くだ さい 。 


本 書 の 構成 


本 書 で は 、X68030 に MPU と し て 新しく 搭載 され た MC68EC030 の 特長 を 、68000 か ら の 変 
更 点 や 、 数 値 演算 プロ セッ サ (以下 で は FPCP と 略し ます ) 命令 を 含め て 説明 し て いま 


oO 


vT 


本 書 の 構成 は 、 次 の と お り で す 。 


第 1 章 MPU68030 


MC68EC030 の MC68000 か ら の 追加 機能 ・ 変 更 点 に つい て 説明 し て いま す 。 


第 2 章 コ プ ロ セッ サン FPCP 命 令 


コ プ ロ セッ サ 命 令 、 特 に FPCP に 関す る 命令 に つい て 詳し く 説 明 し て いま す 。 


5E へ へ 、 6 _ 訂 
第 3 草 命令 セッ ト 一 覧 
アセ ンプ ブラ XAssembler で 使用 で きる 命令 セッ ト 一 覧 を 掲載 し て いま す 。 
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兎 1 草 
MPU68030 


68EC030 の 特長 
半周 デ ログ ラミ ング モテ ル に つい て 
動作 モー ド に つい て 
拡張 レジ スタ に つい て 
拡張 アド レッ シン グ に つい て 
拡張 命令 セッ ト に つい て 
キャ ッ ン ュ 制 御 に つい て 


MC68EC030 の 特長 


MC68EC030 は 、 中 央 処理 ユニ ッ ト コ ア 、 デ ー タ キャ ッシュ 、 命令 キ ャ ッシュ 、 高 性 能 バ 
スコ ント ロー ラ を シン グル VLSI デ バイ ス に 搭載 し た 、 完 全 32 ビ ッ ト 高 性 能 マ イク ロ プ ロ 
セ 2 ua 0 


MC68EC030 は 、 以 下 の よ うな 特長 を 備え て いま す 。 
但 MC68000 と オブ ジェ クト コー ドレ ベル で の 上 位 互換 性 
完全 32 ビ ッ ト 非 多重 化 ア ドレ ス お よび デー タバ ス 
@16 個 の 32 ビ ッ ト 汎 用 デー タ お よび アド レス レジ スタ 
@ 2 個 の 32 ビ ッ ト ス ー パ ー バ イザ ー ス タッ ク ポ イン タ お よび 10 個 の 特殊 制御 レジ スタ 
人 @ 同 時 アク セス 可能 な 256 バ イト 命令 キャ ッシュ お よび 256 バ イト デー タキ ャ ッシュ 


但 ACU (アク セス 制御 ユニ ッ ト ) に より 、 特 定 の アド レス 空間 に 対し て キャ ッシュ の 有 
効 ノ 無効 を 指定 可能 


倫 さら に 充実 し た 命令 お よび 18 種 類 の アド レッ シン グ 方 式 


人 @ 高 度 な 並列 処理 機能 を も つ 3 段 の パイ プラ イン アー キテ クチ ャ に より 、 バ ス 転 送 お よ 
び 命 令 実 行 と オー バー ラッ プ し て 、 内 部 キャ ッシュ へ の アク セス が 可能 


介 高 性 能 バ スコ ント ロー ラ で 、 す べ て の 物理 アド レス 空間 に 対し て 、 非 同期 バス サイ ク 
ル (最小 3 クロ ッ ク ) 、 同 期 バ ス サ イ クル (最小 2 クロ ッ ク ) 、 お よび バー スト デー 
タ 転 送 (最小 1 クロ ッ ク ) を サポ ー ト 


倫 プ ロ セ ッ サ が 外部 デバ イス と の 間 で 、 オ ペラ ンド を 転送 する ご と に サイ クル 単位 で 自 
動 的 に デバ イス の ポー ト サ イ ズ を 決定 する ダイ ナミ ッ ク バ パス サイ ジン グ に より 、8・ 
16・32 ビ ッ ト メ モリ お よび 周辺 デバ イス を サポ ー ト 


昔 コ プロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ ス 付 き の コ プロ セッ サ の サポ ー ト 。MC68881/68882 数 値 
演算 プロ セッ サ に より 完全 な IEEE 浮 動 小数 点 を サポ ー ト 


で 4 ギガ バイ ト の 物理 アド レッ シン グ 空 間 


但 ワ ー ド プロ ング ワー ド デ ー タ お よび スタ ッ ク の ワー ドア ライ メン ト 制 限 が と れ 、 礎 数 
アド レス に 配置 する こと が 可能 (命令 に は ワー ドア ライ メン ト 制 限 が か か り ま す ) 


1. 1 MC68EC030 の 特長 


以下 に MC68000 と の 性 能 比 較 表 を 示し ます 。 


MPU MC68000 ] MC68EC030 
物理 アド レス 空間 16M バ イト 4G バ イト 
アド レス バス 幅 24 ビ ッ ト 32 ビ ッ ト 
外部 デー タバ ス 幅 16 ビ ッ ト 32 ビ ッ ト 
命令 用 キャ ッシュ ー 256 バ イト 
デー タ 用 キャ ッシュ ー 256 バ イト 
コ プ ロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ ス ー 内 蔵 
バー スト アク セス ー リー ド 
ダイ ナミ ッ ク バ ス サ イ ジン グ ー 内 蔵 


な お X68030/X68000 で 動作 する プロ グラ ム 作 成 の た め の 、 ソ フト ウェ ア 互 換 の た め の 注 
意 点 に 関し て は 、 拡張 マニ ュ ア ル を ご 参照 くだ さい 。 
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MC68030 と の 相違 点 


MC68EC030 は 、MC68030 か ら MMU (メモ リマ ネー ジン グ ユ ニッ ト ) 機能 が 省略 され 、 そ の 
代わ り ACU (アク セス 制御 ユニ ッ ト ) が 装備 され た 以外 は ソフ トウ ェ ア レ ベル で は 同じ 機能 
を も っ た MPU で す 。 し た が っ て 、 以 下 の MMU 関 連 の レジ スタ や 命令 を 使用 する こと は で き 
ませ ん 。 な お これ ら の レジ スタ 、 命 令 セ ッ ト (ニー モニ ッ ク ) を 使用 し て も 未定 義 命令 例外 
処理 は 発生 せ ず 、 無 視 さ れ ま す 。 


| レジ スタ | | レジ スタ 


内 容 


CRP 


PFLUSH 


PFLUSHA 
PLOADR 
PLOADW 


CPU ルー ト ポ イ ンタ レジ スタ 

スー パー バイ ザー ルー ト ポ イ ンタ レジ スタ 
変換 制御 レジ スタ 

透過 変換 レジ スタ 0 

透過 変換 レジ スタ 1 

MMU ス テー タス レジ スタ 


内 容 
ATC (アド レス 変換 キャ ッシュ ) の エン トリ の フラ ッシュ 
ATC の 全 エ ント リ の フラ ッシュ 
ATC の エン トリ の ロー ド 
ATC の エン トリ の ロー ド 


TTO,TT1MMUSR レ ジス タ は 、ACU 搭 載 に より それ ぞ れ ACO,AC1,ACUSR レジ 
スタ と し て 使用 され ます 。 


1. 1 MC68EC030 の 特長 


共通 プロ グラ ミン グモ デル に つい て 


MPU68000 フ ァ ミ リ (MC68000/68010/68020/68030/68040 な ど 。 以下 で は 68K フ ァ ミ リ と 略し 


ます ) で は 、 ユ ー ザ ー モ ー ド に お いて 共通 の プロ グラ ミン グモ デル を も っ て いま す 。 


68K フ ァ ミ リ の 進化 に 伴い 、OS な どの シス テム プロ グラ ム を 作成 する た め に 必要 な 機能 が 
スー パー バイ ザー モー ド を 中 心 に 拡張 され て いま す が 、 ユ ー ザ ー モ ー ド で 動作 する プロ グラ 
ム を コー ディ ング する 際 に 、 以 下 の レ ジス タプ アド レッ シン グ ノ 命 令 の み を 使用 する こと 


で 、 オ プ ジ ェ クト レベ ル で 互換 性 を 保つ こと が で きる よう に 設計 され て いま す 。 
この た め 、X68030 と X68000 で 同様 に 利用 する こと が で きま す 。 


DO,D1.D2,D3.D4.DS,D6,D7 
A0.A1.A2.A3.A4,AS,A6 


USP(A7),PC,CCR 

b31 b16 b1S bS b7 bO 
DO 
D1 
D2 
D3 
D4 
DS 
De 
D7 

b31 b16 b1S b0 


b31 b16 b15 b0 


引 


データ レジ スタ 


0 


ERRRREPSEPE EE | 


b31 b0 


b15 b7 b0 


ポイ ンタ 
「 一 プロ グラ ムカ ウン タ 


L_ 9 し ん ] cm ト ョ ン テ ィ シ ョ ン ョ ー ド 


レジ スタ 


1。 2 半 通 プロ グラ ミン ダ 毛 デ 北 に いて 


| 表記 例 アド レッ シン グ 
Dn デー タレ ジス タ 直 接 形式 
An アド レス レジ スタ 直接 形式 
(An) アド レス レジ スタ 間接 形式 
(An) 二 ポス トイ ンク リ メ ン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形 式 
ー(An) プレ デ ク リ メン ト ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 
(d16,An) ディ スプ レー スメント 付き アド レス レジ スタ 間接 形式 
(d8,An.Rn) イン デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形 式 
(8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 
(d16,PC) ディ スプ レー スメント 付き プロ グラ ムカ ウン タ 相 対 形式 
(d8.PC.Rn) イン デック ス 付 き プ ログ ラム カウ ンタ 相対 形式 
(8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 
$XXXXXXXX | 絶対 ロン グ ア ド レ ス 形 式 
$XXXX 絶対 ショ ー ト アド レス 形式 
# ぐ 式 > イミ ディ エー ト デ ー タ 形式 
moveq,addq,subq | クイ ッ ク イ ミディ エー ト 形 式 
| loCCR CCR 形 式 


な お d8・d16 に は 、 そ れ ぞ れ 8 ・16 ビ ッ ト ま で の 値 を と る 計算 式 を 記述 で きま 
す 。 


命 人 色 | | ユー ザー モー ド 命 令 
ABCD,ADD,ADDA,ADDI,ADDO,ADDX,AND,ANDILANDI to CCR,ASL,ASR 
Bcc,BCHG,BCLR,BRA,BSET,BSR,BTST 
CHK,CLR,CMP,CMPA,CMPI,CMPM 

DBcc,DIVS,DIVU 

EOR,EORI,EORI to CCR,EXG,EXT 

JMP,JSR 

LEA,LINK,LSL,LSR 

MOVE.MOVE to CCR,MOVEA,MOVEM,MOVEP,MOVEO,MULS,MULU 
NBCD,NEG,NEGX,NOP,NOT 

OR,ORI,ORI to CCR 

PEA 

ROL,ROR,ROXL,ROXR,RTR,RTS 
SBCD,Scc,SUB,SUBA,SUBI,SUBO,SUBX,SWAP 

TAS,TRAP,TRAPV,TST 

UNLK 


表記 の Bcc,Scc な どの cc と は 、CCR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 表し て いま 
す 。 
Pa 
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な お 、68K フ ァ ミ リ で 共通 な 特権 命令 は 以下 の 通り で す 。 


ANDI to SR 

EORI to SR 

MOVE USP,* MOVE SR 
ORIio SR 

RESET.RTE 

STOP 


MOVE from SR 命令 は MPU68000 で は 特権 命令 で は あり ませ ん で し た が 、 
MPU68010 以 降 で は 特権 命令 と た なり 、 こ れ に より SR を 操作 する 命令 は すべ て 
特権 命令 と な り ま し た 。 し た が っ て MPU68000 以 外 の MPU で は 、MOVE from 
SR 命令 を ユー ザー モー ド で 使用 し な いよ うに し て くだ さい 。 な お Human68k 
ver.3.0 は MPU68000 以 外 の MPU で は 、 こ の 命令 を スー パー バイ ザー モー ド で 
MOVE from CCR に 書き 換え 実行 し ます 。 


1 2 共通 プロ ダラ ミン グモ 有 胡 選 電 か て 


10 


動作 モー ド に つい て 


68K フ ァ ミ リ で は 、 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド ・ ユ ー ザ ー モ ー ド の 2 つの モー ド と 例外 処理 
と いう 合計 3 つの 動作 状態 が 存在 し て いま す 。 

スー パー バイ ザー モー ド は 、 ユ ー ザ ー モ ー ド より も 高い 特権 レベ ル に あり 、MPU の すべ 
て の 命令 を 実行 する こと が で きま す 。 通常 OO は この モー ド で 動作 し ます 。 

ユー ザー モー ド は 、 特 権 命令 と 呼ば れる シス テム の 資源 に アク セ モス で きる よう な 命令 以 
外 の 命令 を 実行 する こと が で きま す 。 通常 エー ザー プロ グラ ム は と この モー ド で 動作 させ 
ます 。 

例外 処理 は 、 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド で 実行 きれ ま す が 、 正 常 な 処理 の 流れ を 変え る 特 
殊 状態 で あり 、 バ スエ ラー や アド レス エラ ー、 未 定義 命令 の 実行 な ど が 発生 し た と き に 
例外 処理 に 移行 し ます 。 

MPU68030 で は MPU68000 と 比較 し て 、 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド を 中 心 に 拡張 され て いま 
す 。 


1。 3 動作 皇 一 ド に や いて 


特権 レベ ル の 変更 


ユー ザー モー ド か ら ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド へ の 変更 は 、 例 外 処理 を 通じ て 行わ れ ま 
す 。 例 外 状態 を 発生 させ る こと に よっ て 、 ユ ー ザ ー モ ー ド か ら ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド 
に 切り 替え 、 さ ら に マス タモ ー ド か ら 割 り 込 み モ ー ド に 切り 奉 え る こと が で きま す 。 例 
外 処 理 は 、 ス テー タス レジ スタ の 現在 値 を アク ティ プス ー パ ー バ イザ ー ス タッ ク (MSP 
また は ISP) に セー プ し 、 ス テー タス レジ スタ SR の S ビ ッ ト を セッ ト し て MPU を 強制 的 に 
スー パー バイ ザー モー ド に し ます 。 処理 中 の 例外 が 割り 込み で あり 、 か つ M ビ ッ ト が 
セッ ト さ れ て いる 場合 に は 、M ビ ッ ト が クリ ア さ れ 、MPU は 割り 込み モー ド に な り ま 
す 。 命令 の 実行 は スー パー バイ ザー モー ド で 進行 し 、 例 外 処理 が 実行 きれ ます 。 


スー パー バイ ザー モー ド か ら ユ ー ザ ー モ ー ド へ の 変更 は 、 シ ステ ムル ー チ ン で 、MOVE 
to SR,ANDI io SREORI to SR また は RTE を 実行 する 必要 が あり ます 。 これ ら の 命令 は 、 
スー パー バイ ザー モー ド で 実行 で き 、 ス テー タス レジ スタ の S ビ ッ ト の 変更 が 可能 で す 。 
これ ら の 命令 を 実行 し た 後 、 命 令 パ イプ ライ ン は フラ ッシュ され 、 所 定 の アド レス 空間 
か ら 再 補充 きれ ます 。 


RTE 命 令 は 例外 発生 前 に 実行 され て いた プロ グラ ム に 復帰 し ます 。 RTE 命 令 は スー パー 
バイ ザー スタ ッ ク に セー プ さ れ て いる 例外 スタ ッ ク フ レー ム を 復元 し ます 。 ス タッ ク の 
先頭 に ある フレ ー ム が 割り 込み 、 ト ラッ プ 、 ま た は 未定 義 命令 例外 に よっ て 生成 され た 
も の で ある 場合 、RTE 命 令 は ステ ー タ スレ ジス タ と プロ グラ ムカ ウン タ の 内 容 を スー 
パー バイ ザー スタ ッ ク に セー プ ブ さ れ て いる 値 に 復元 し ます 。 つ いで MPU は 復元 され た プ 
ログ ラム カウ ンタ アド レス か ら 、 ス テー タス レジ スタ の S ビ ッ ト の 値 に よっ て 決ま る 特権 
レベ ル で 実行 を 継続 し ます 。 

スタ ッ ク の 先頭 に ある フレ ー ム が 、 バ ス フ ォ ー ル ト (バス エラ ー ま た は アド レス エラ ー 
例外 ) に よっ て 生成 され た も の で ある 場合 、 RTE 命 令 は 、 セ ー プ され て いる MPU の すべ 
て の 内 部 状態 を スタ ッ ク か ら 復 元 し ます 。 


な お MPU68030 で は 、 ス タッ ク フ レ ー ム の 構造 が MPU68000 と は 異な っ て いま す 。 例外 処 
理 を プロ グラ ミン グ す る 際 は 、 RTE 命 令 の 扱い に ご 注意 くだ さい 。 
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MPU68030 で は 、MPU68000 に は 存在 し な か っ た 複数 の アド レス 空間 と いう 概念 が 追加 さ 
れ ま し た 。MPU は 要求 きれ る アク セス の 状況 に 応じ て 、 指 定 し た アド レス が どの アド レ 
ス 空 間 に 存 在 す る か を 特定 し 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド を 自動 的 に セッ ト し ます 。 


| Fc2 | cl | Foo | アド レス 答 則 


0 |O |O (予約 ) 

0 1 |1 | エロ が ーー み 開 

0 1 0 ユー ザー プロ グラ ム 空 間 

0 1 1 (ユー ザー 定義 用 ) 

1 0 |O (予約 ) 

1 0 1 スー パー バイ ザー デー タ 空 間 

1 1 0 スー パー パイ ザー プロ グラ ム 空 間 

1 1 1 CPU 空間 ( コ プ ロ セッ サ な ど と の 通信 に 利用 ) 


MPU は 、 ス ー パ ー バ イザ ー ノ ユー ザー お よび プロ グラ ム プ デー タ を 区 別 す る だ け で な 
く 、 特 殊 プ ロモ セッ ササ イク ル を 識別 する こと も で きま す 。 ま た この ファ ンク ショ ンコ ー 
ド を 使用 し て 、ACU (アク セス 制御 ユニ ッ ト ) は 特定 の アド レス 空間 に 対し て の キャ ッ 
シュ の 有効 ・ 無 効 ア クセ ス を 制御 し ます 。 

あら か じ め メ モリ アロ ケー ショ ン が 定義 きれ て いる アド レス 空間 は 、 ス ー パ ー バ イザ ー 
プロ グラ ム 空 間 だ け で す 。 リ セッ ト 時 に は 、 ス ー パ ー バ イザ ー プ ログ ラム 空間 の メモ リ 
ロケ ーション 0 か ら 始 まる 最初 の 2 つの ロン グ ワ ー ド が 、MPU の 初期 化 に 使用 きれ ま 
す 。 そ れ 以 外 、MPU68030 で 明示 的 に 定義 され て いる メモ リロ ケー ショ ン は あり ませ ん 。 


ファ ンク ショ ンコ ー ド S$7 ( [FC2:FCO] 三 111) は 、CPU ア ドレ ス 空 間 を 選択 し ます 。 こ 
れ は 特殊 を な アド レス 空間 で 、 命 令 オ ペラ ンド は 含ま れ て いま せん が 、 特 殊 プ ロ セ ッ サ 
機能 の た め に 確保 ミ れ て いま す 。 MPU は この 空間 に アク セス する こと に より 、 特 殊 な 目 
的 を も つ 外 部 デバ イス と 更新 を 行い ます 。 例え ば 、68K フ ァ ミ リ は CPU 空間 を 割り 込み 認 
謙 に 使用 し ます 。 ま た MPU68030 は 、 プ レー ク ポ イン ト 認 識 と コ プ ロ セッ サ 操 作 に も 、 
CPU 空間 アク セス を 行い ます 。 

スー パー バイ ザー プロ グラ ム は 、MOVES 命 令 を 使用 し て 、 ユ ー ザ ー 空 間 と CPU アド レス 
空間 を 含む 全 ア ドレ ス 空 間 に ア クセ ス す る こと が で きま す 。 

な お MOVES 命 令 を 使用 し て 、CPU 空 間 バ ス サ イ クル を 発生 させ る こと が で きま す が 、 こ 
れ に よっ て シス テム の 正常 な 動作 に 妨害 を 与え を る こと が あり ます の で 、MOVES 命 令 を 使 
用 し て CPU 空間 に アク セス する 場合 に は 、 注 意 が 必要 で す 。 
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1 。 3 動作 モー ド に つい 


攻 K 是 較 スー パー バイ ザー モー ド 


ステ ー タ スレ ジス タ SR の ビッ ト 13 の S ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる と き に 、MPU は スー 
パー バイ ザー モー ド と な り 、 す べ て の 命令 を 実行 する こと が で きま す 。 ス ー パ ー バ イ 
ザー モー ド で 実行 され て いる 命令 は 、 通 常 ス ー パ ー バ イザ ー 参 照 に 分 類 さ れ 、FC0 一 FC2 
の ファ ンク ショ ンコ ー ド 値 に スー パー バイ ザー アド レス 空間 と し て 認識 され ます 。 
MC68EC030 で は 、 マ スタ スタ ッ ク ポ イン タ MSP お よび 割り 込み スタ ッ ク ポ イン タ ISP の 
2 つの スー パー バイ ザー スタ ッ ク を 備え て お り 、 ス テー タス レジ スタ の M ビ ッ ト で この 
2 つの うち どちら を アク ティ ブ に する か を 選択 し ます 。 


M ビ ッ ト が 1 に セッ ト さ れ て いる と き 、 ス ー パ ー バ イザ ー ス タッ ク ポ イン タク タ 参照 (暗黙 
に ある い は アド レス レジ スタ A7 を 指定 し た も の ) は 、MPU68EC030 で 追加 され た マス タ 
スタ ッ ク ポ イン タ MSP に アク セス し ます 。 OS は 各 タ スク の MSP が スー パー バイ ザー デー 
タ 空 間 の タス ク 関 連 領域 を 指す よう に 設定 し ます 。 こ れ に よっ て 、 タ スク 関連 の スー 
パー バイ ザー 動作 を 、 現 在 実行 中 の タス ク と 偶然 に 一 致す る 可能 性 の ある 非同期 IO 関連 
スー パー バイ ザー タス ク と 分 離し ます 。 マ スタ スタ ッ ク ポ イン タ MSP は 、 現 在 実行 中 の 
各 ユ ー ザ ー タ スク に 関す る タス ク 制 御 情報 を 個別 に 維持 する こと が で き 、 タ スク スイ ッ 
チ が 行わ れん た と き に ソフ トウ ェ ア が MSP ポ イン タ を 更新 する こと に より 、 タ スク 関連 の 
スタ ッ ク 情 報 を 効率 よく 転送 する た め の 手 段 を 提供 し ます 。 他 の スー パー バイ ザー ス 
タッ クボ ポイ ンタ ISP は 、 割 り 込 み 処理 ルー チン の 要求 に 応じ て 、 割 り 込 み 制御 情報 お よび 
作業 用 空間 と し て 使用 する こと が で きま す 。 


M ビ ッ ト が クリ ア さ れ て いる と き 、MPU68EC030 は スー パー バイ ザー モー ド の 割り 込み 
モー ド に あり 、MPU68000 の スー パー バイ ザー モー ド と 同じ 動作 を 実行 し ます 。MPU は 
リセ ッ ト 動 作 後 に この モー ド に な り ま す 。 こ の モー ド で は 、 ス ー パ ー バ イザ ー ス タッ ク 
ポイ ンタ 参照 は すべ て 割り 込み スタ ッ ク ポ イン タ ISP を 使用 し ます 。 

な お Human68k で は 、 過 去 の 機種 と の 互換 性 の 問題 か ら 、MSP は 使用 され て いま せん 。 


ステ ー タ スレ ジス タ の M ビ ッ ト の 値 は 、 特 権 命令 の 実行 に は 影響 を 与え ませ ん 。 マ スタ 
お よび 割り 込み モー ド の 両方 が スー パー バイ ザー モー ド に あり ます 。M ビ ピット に 影響 を 
与え る 命令 は 、MOVE to SR,ANDI to SR,EORI to SR,ORI toSR お よび RTE で す 。 ま た MPU 
は 割り 込み に 対す る 例外 処理 の 過程 で 、M ビ ッ ト の 状態 を セー ブ し た の ち 、SR の M ビ ッ 
ド 索 グ ア し ます 。 

例外 処理 は 、 す べ て スー パー バイ ザー モー ド で 実行 きれ ま す 。 例外 処理 中 に 発生 する す 
べ て の バス サイ クル が スー パー バイ ザー 参照 で も や り 、 ス タッ クア クセ ス は どれ も アク 
ティ プス ー パ ー バ イザ ー ス タッ ク ポ イン タ を 使用 し ます 。 


て 
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論 紀 人 入 ュー ザー モ キー ド 。。。。 0 66{6{t%W0 つ | 
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ステ ー タ スレ ジス タ SR の ビッ ト 13 の S ビ ッ ト が クリ ア さ れ て いる と き に 、MPU は ユー 
ザー モー ド と な り ま す 。 

ほとん どの 命令 は 、 ユ ー ザ ー モ ー ド と スー パー バイ ザー モー ド の いずれ の 特権 レベ ル で 
も 実行 され ます が 、 シ ステ ム に 対し て 重要 な 影響 を 与え る 一 部 の 命令 は 特権 化 さ れ て い 
て 、 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド で し か 実行 きれ ませ ん 。 例え ば 、 ユ ー ザ ー モ ー ド で は 、 
STOP 命 令 や RESET 命 令 は 実行 で きま せん 。 ユ ー ザ ー プ ログ ラム が 管理 され た 方 法 以外 
で 、 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド に 入る の を 防止 する た め に 、 ス テー タス レジ スタ の S ピ ビット 
を 変更 で きる 命令 は 特権 化 さ れん て いま す 。 MPU68000 で は 、MOVE from SR 命令 は 非 特権 
命令 で し た が 、MPU68EC030 か ら は 特権 命令 に 変更 され て いま す 。 な お ユー ザー プロ グ 
ラム で TRAP 命令 を 使用 すれ ば 、OS の サー ビス に アク セス する こと が で きま す 。 


ユー ザー モー ド で 実行 され る 命令 の バス サイ クル は ユー ザー 参照 に 分 類 さ れ 、 FC0 一 FC2 
の ファ ンク ショ ンコ ー ド 値 で ユー ザー アド レス 空間 を 指定 し ます 。ACU (アク セス 制御 
ユニ ッ ト ) が イネ ー ブ ル に な っ て いる と き は 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 値 を 使用 し て 、 
ユー ザー と スー パー バイ ザー の 動作 を 区 別 し 、 指 定 さ れん た メモ リプ ロッ ク へ の キャ ッ 
シュ の 有効 ・ 無 効 を 管理 する こと が で きま す 。MPU が ユー ザー モー ド に ある と き は 、 暗 
黙 に シス テム スタ ッ ク ポ イン タ を 参照 し た り 、 明 示 的 に アド レス レジ スタ A7 を 参照 する 
と 、 す べ て ユー ザー スタ ッ ク ポ イン タ USP を 参照 する こと に な り ま す 。 


1. 3 動作 モー ド に つい て 


民 ま まま 時 例外 処理 


例外 処理 は 、 処 理 の 流れ を 変え る 特殊 状態 と 定義 で きま す 。 内 部 と 外部 の 両方 の 状態 に 
よっ て 、 例 外 が 発生 し ます 。 例外 を 発生 させ る 外部 状態 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


外部 例外 

サリ タ ド 

バス エラ ー 

割り 込み 

コ プ ロ セッ サ 検 出 エ ラー 


また 、 例 外 を 発生 きせ る 内 部 状態 に は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


内 部 例外 

アド レス エラ ー 

命令 トラ ッ プ (TRAP.TRAPcc,TRAPV,cpTRAPcc) 
不当 未定 義 命 令 

特権 違反 

トレ ー ス 

キー マウ ツウ ドジ ジー 

MMUa7 イ ギ ュ ル ショッ (68EC030 で は 発生 し ませ ん ) 
プレ ー ク ポイ ント 命令 

ゼロ 除算 エラ ー (DIV 命 令 ) 

CHK,CHK2 
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例外 処理 は 、 プ ログ ラム の 通常 処理 か ら 例外 状態 に 要求 され る 処理 へ の 移行 で あり 、 例 


に ー ゴ 
草 


MPU68030 


外 ベ クタ テー プル と 例外 スタ ッ ク フ レー ム が 関係 し ます 。 


ベク タベース レジ スタ VBR に は 、1024 バ イト の 例外 ベク タテ ー ブ ル の ベー ス ア ドレ ス が 


保持 され て お り 、 こ の 中 に は 236 個 の 例外 ベク タ が 含ま れ て いま す 。 
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ペク タオ フ セ ッ ト 


割り 当て 


リセ ッ ト 初 期 割り 込み スタ ッ ク ポ イン タ 
リセ ッ ト 初 期 プ ログ ラム カウ ンタ 

パス エラ ウー 

アド レス エラ ー 


不当 命令 

ゼロ 除算 

CHK,.CHK2 命 令 
cpTRAPcc,TRAPcc,TRAPV 命 令 


特権 違反 
トレ ー ス 
A 系 列 エ ミュ レー タ 
F 系 列 エ ミュ レー タ 


やら oo いい の G 愉 いのら の いらい ー の 


(未定 義 、 予 約 ) 

コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 
グ ォ オデ マッ トラ ー 

未 初期 化 割り 込み 


未定 義 、 予 約 


スプ リア ス 割 り 込み 

レベ ル 1 割 り 込み オー トペ クタ 
レベ ル 2 割 り 込 み オ ー ト ペク タ 
レベ ル 3 割 り 込 み オ ー ト ペク タ 


レベ ル 4 割 り 込み オー トペ クタ 
レベ ル 5 割 り 込み オー トペ クタ 
レベ ル 6 割 り 込 み オ ー ト ペク タ 
レベ ル 7 割 り 込 み チ オー トペ クタ 


TRAP #0-15 命令 ペク タ 


FPCP 分 岐 また は 無秩序 状態 で の セッ ト 
FPCP 不正 確 な 結果 

FPCP ゼロ に よる 除算 

FPCP ア ンダ フロ ー 


FPCP オ ペラ ンド エラ ー 
FPCP オ ー バ フロ ー 

FPCP シグ ナル NAN 

未定 義 、 予 約 

MMU コ ン フ ィ ギ ュ レ ーション エラ ー 
MC68851 を 定義 、MC68030 で は 使用 し な い 
MC68851 を 定義 、MC68030 で は 使用 し な い 


未定 義 、 予約 


ユー ザ 定 義 さ クタ (192) 


SP= ニ スー パー バイ ザー プ ブログ ラム 空間 
SD= ニ スー パー バイ ザー デー タ 空 間 


1. 3 動作 モー ド に つい て 


例外 ベク タ に は 、 例 外 処理 が 完了 する と 実行 を 開始 する ルー チン の メモ リア ドレ ス が 
入っ て いま す 。 こ れ ら の ルー チン は 対応 する 例外 に 応じ た 一 連 の 操作 を 実行 し ます 。 例 
外 ベ クタ に は 、 メ モリ アド レス が 入っ て いる た め 、 リ セッ ト ベ クタ を 除い て 長 さ は すべ 
て 1 ロン グ ワ ー ド で す 。 リ セッ ト ベ クタ は 、 割 り 込 み ス タッ ク ポ イン タ の 初期 化 に 使用 
する アド レス 、 お よび プロ グラ ムカ ウン タ の 初期 化 に 使用 する アド レス の 2 つ で 構成 さ 
れ て いま す 。 

例外 ベク タ の アド レス は 、8 ビッ ト の ベク タ 番 号 と ベク タベース レジ スタ VBR で 作ら れ 
ます 。 例外 ベク タ 番 号 に は 、 外 部 か ら 発 生 す る も の と MPU 内 部 で 発生 する も の が あり ま 
す 。MPU は この ベク タ 番 号 を 4 倍 に し て ベク タオ フ セ ッ ト を 計算 し 、 そ れ を VBR に 加算 
し ます 。 そ の 合計 が ベク タ の メモ リア ドレ ス に な り ま す 。 リ セッ ト ベ クタ 以外 の 例外 べ 
み クタ は すべ で て スー パー パイ ザー デー タ 空 間 に あ り ます 。 り セッ トペ クタ は 、 ス ー パ ー パ 
イザ ー プ ログ ラム 空間 に あり ます 。MPU の メモ リマ ッ プ で は 、 初 期 の リセ ッ ト ベ クタ だ 
けが 固定 され て いま す 。 初期 化 が 完了 する と 、 固 定 さ れ た 割り 当て は な く な り ま す 。 
VBR は ベク タテ ー プ ル の ペー ス ア ドレ ス を 与え ます の で 、 ベ クタ テー ブル は メモ リ の ど 
こ に で も 配置 する こと が で きま す 。OS で 実行 さき れる 個々 の タス ク に 対し て ダイ ナミ ッ ク 
に 再 配置 する こと も 可能 で す 。 

な お Human68k で は 、 過 去 の 機種 と の 互換 性 の た め 、VBR は 常に 0 が セッ ト さ れ て いま 
す 。 
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第 1 章 MPU68030 


例外 スタ ッ ク フ レー ム 


MPU68030 で は 、 例 外 処理 の た め に 6 種類 の スタ ッ ク フ レー ム が 用 意 さ れ て いま す 。 

例外 処理 で は 、MPU の 現在 の コン テキ スト の うち 書き 換え られ る 可能 性 の ある 部 分 の ほとん 
ど が セー プ さ れ ま す 。 こ の コン テキ スト は 、 例 外 ス タッ ク フ レ ー ム と 呼ば れる フォ ー マ ッ ト 
で 構成 され て いま す 。 こ の 情報 に は 、 常 に ステ ー タ スレ ジス タ の コピ ー、 プ ログ ラム カウ ン 
タ 、 ベ クタ の ベク タオ フ セ ッ ト 、 お よび フレ ー ム フォ ー マ ッ ト フ ィ ー ル ド が 含ま れ て いま 
す 。 フ レー ム フ ォ ー マ ッ ト フ ィ ー ル ド は 、 ス タッ ク フ レ ー ム の タイ プ を 識別 し ます 。 RTE 命 
令 は フォ ー マ ッ ト フ ィ ー ル ド の 値 を 使用 し て 、 ス タッ ク フ レ ー ム に 格納 され て いる 情報 を 適 
切 に 復元 し 、 ス タッ ク 空 間 の 割り 当て 解除 を 行い ます 。 以下 に 例外 スタ ッ ク フ レー ム の リス 
ト を 明記 し ます 。 


スタ ッ ク ・ レ ジス タ 例外 の タイ プ (スタ ッ ク さ れ た PC が 指す も の ) 
信 割 込み [次 の 命令 ] 
人 @7- マ 2 テー [RET ま た は cpRESTORE 命 令 ] 
@⑯TRAP#N [次 の 命令 ] 


念 不当 命令 [不当 命令 ] 

人 @ ん 系 列 命令 [A 系 列 命令 ] 

人 @EF 系 列 命令 [F 系 列 命 令 ] 

人 @ 特 権 違 反 [特権 違反 の 原因 と な っ て いる 命令 の 第 1 

4 リー ドス タッ ク フ プレ ーーー フ プラ ォ デー マッ トド ト $0 ワー ド ] 

⑯ コ プロ セッ サ 命 令 実 行 前 
[命令 実行 前 で の 例外 処理 要求 (Take Pre 一 Instumuction) 
プリ ミ テ ィ ブ を 返し た 命令 の オペ ワー ド ] 


念 割 り 込 み 例外 の 処理 中 に マス タ 状 態 か ら 割 り 込 み 状態 へ の 
肥 移 が 発生 し た と き に 、 割 り 込 み ス タッ ク で 生成 され る 。 
[次 の 命令 一 マス タス タッ ク と 同じ ] 


人 @CHK 
b15 bO0 介 CHK2 
SP ステ ー タ スレ ジス タ 人 @cpTRAPcc 
プロ グラ ムカ ウン タ @TRAPv 
+S06 |0 0 1 0| ベク タオ フ セ ッ ト 人 @Trace 
+S08 か レス ⑱ ゼ ロ 除 算 
MMU コ ン フ ィ ギ ュ レ ーション 
6 ワー ドス タッ ク フ レ ー ム ーー フォーマット 3$2 人 @ コ プロ セッ サ 命 令 実行 後 
[これ ら す べ て の 例外 の 次 の 命令 ] 


命令 7 ドレ ス は 例外 を 引き 起こ し た 命令 アド レス 


b15 b0 
ステ ー タ スレ ジス タ 


プロ グラ ムカ ウン タ 
1001l ペク タオ フ セ ッ ト 
命令 7 ドレ ス 


人 @ コ プロ セッ サ 命 令 途中 

信 メ イン 一 検出 プロ トコ ル 違 反 

コブ プロ セッ サ 命 令 実行 中 の 割り 込み 検出 (ヌル 割り 込み 許 
可 状態 で の 再来 要求 (null come again wih interupts 
allowed) プリ ミ テ ィ ブ ) 


内 部 レジ スタ 
9 ド 


[これ ら す べ て の 例外 に 対し て 命令 スト リー ム か ら フ ェ ッ 
8 8 チ す る 次 の ワー ド ] 
37' pt も 9 命令 途中 例外 9727 ル -A(109- ド ) 一 7- マ 2? ト 59 命令 7 ドレ ス は 例外 を 引き 起こ し た 命令 の アド レス 。 
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1. 3 動作 モー ド に つい て 


スタ ッ ク ・ レ ジス タ 例外 の タイ プ (スタ ッ ク さ れ た PC が 指す も の ) 


b15 b0 
ステ ー タ スレ ジス タ 


プロ グラ ムカ ウン タ 


ペク タオ フ セ ッ ト 


命令 パイ プス テー ジ C アド レス エラ ー ま た は バス エラ ー 
命令 パイ プス テー ジ B 一 命令 境界 で の 実行 ユニット [次 の 命令 ] 


デー タ サ イク ルフ ォ ー ル ドア ドレ ス 


内 部 レジ スタ 
内 部 レジ スタ 
デー タ 出 力 バ パッ フ ァ 
内 部 レジ スタ 
ショ ー ト バス サイ クル フォ ー ル トス タッ ク フ レ ー ム (16 ワ ー ド ) 
ーー 作れ ルー マッド 
b15 b0 


SP ステ ー タ スレ ジス タ 


02 プロ グラ ムカ ウン タ 


+S06 
+S08 
+S0A 
+S0C 


+SOE 命令 パイ プス テー ジ B 


3 うー データ サ イク ルフ ォ ー ル ト ア ドレ ス 
+S14 内 部 レジ スタ 
+S16 内 部 レジ スタ 
+S18 
ea バッ 
+S1A SG 
+S1C 


⑱7 ア ドレ スエ ラー また は バス エラ ー 
内 部 レジ スタ 、4 ワ ー ド 一 命令 実行 中 
[フォ ー ル ト 発 生 時 に 実行 中 で あっ た 命令 の アド レス 一 


+S22 


+S24 ステ ー ジ B ア ドレ ス フォ ー ル ト の バス サイ クル を 引き 起こ し た 命令 で は な いこ 
と も ある ] 
+S28 時 e 
+S2A 内 部 レジ スタ 、2 ワ ー ド 
co デー タ 入 力 バ ッ フ ァ 
+S30 
内 部 レジ スタ 、3 ワ ー ド 
+S36 
+S38 | ー ジ ョ 7 


内 部 レジ スタ 、18 ワ ー ド 


+SSA 


ロン グ バ ス サ イ クル フォ ー ル トス タッ ク フ レ ー ム (46 ワ ー ド ) 
ーー ラ ォ ー マ ッ ' ド 3B 
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拡張 レジ スタ に つい て 


ここ で は 、MC68000 か ら MC68EC030 へ 拡張 され た スー パー バイ ザー モー ド で 使用 で き 
る レジ スタ に つい て 説明 し ます 。 


レジ スタ 分 類 | | レジスタ 内 容 
制御 レジ スタ SR ステ ー タ スレ ジス タ 
SSP スー パー バイ ザー スタ ッ ク ポ イン タ (A7) 
ISP 割り 込み スタ ッ ク ポ イン タ (A7) 


MSP マス タス タッ クボ ポイ ンタ (47") 

VBR ベク タベース レジ スタ 

SFC オル タネ ー ト ファ ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ 
DFC キッ っ レジ ルー 。 | 


キャ ッシュ レジ スタ |ICACR | キャ ッシュ 制御 レジ スタ 

CAAR | キャ ッシュ アド レス レジ スタ 

ACU レ ジス タ ACO | アク セス 制御 レジ スタ 0 
AC1 アク セス 制御 レジ スタ 1 
ACUSR | ACU ス テー タス レジ スタ 


b31 b16 b15 b0 


b31 bl6 b15 b0 
A7"(MSP) 
b15 b8 b7 b0 
| | es ls 
b31 b0 
還 還 EE 
1 CU 細 4 b2 b0 
SFC 
H DFC 
b31 b0 
b31 b0 
ーー 
b31 b0 
b31 bO 
b15 b0 
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1. 4 拡張 レジ スタ に つい て 


[SRーーーーーーーーーーー ュ テー タメ レジ ネタ | 


ステ ー タ スレ ジス タ SR は 、MPU の 状態 を 記憶 し て いま す 。 こ れ は 前 の 処理 の 結果 を 反映 
する コン ディ ショ ンコ ー ド を 保持 し て お り 、 プ ログ ラム の 条件 付き 命令 を 実行 する た め 
に 使用 で きま す 。 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド は 拡 旧 (区 ) 、 負 (N) 、 ゼ ロ (Z) 、。 オ ー バ パー 
フロ ー (V) 、 お よび キャ リー (C) で す 。CCR を 意味 する これ ら 下 位 8 ビ ピット の ユー 
ザー バイ ト は 、 ユ ー ザ ー モ ー ド で 利用 可能 な 唯一 の ステ ー タ スレ ジス タ 情 報 で す 。 ス ー 
パー バイ ザー モー ド で は 、 ソ フト ウェ ア は 割り 込み 優先 順位 マス ク (3 ビッ ト ) お よび 
追加 制御 ビッ ト を 含む 16 ビ ッ ト の ステ ー タ スレ ジス タ 全 体 に アク セス で きま す 。 これら 
の ビッ ト は プロ セッ サ が 次 の 状態 に ある か どう か を 示し ます 。 


トレ ー ス モー ド (TI.T0O) 


TI | TO | 内 容 


0 0 トレ ー ス な し 

0 1 分 岐 命令 の み ト レー ス 
1 0 全 命令 ト レース 

1 1 無効 


スー パー バイ ザー また は ユー ザー 特権 レベ ル (S) 


マス タ ま た は 割り 込み モー ド (M) 


ユー ザー バイ ト 
シス テム パイ ト (コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ ) 


b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b5 b7 b2 b1 


トレ ー ス 割り 込み プラ イオ リティ 思 還 
イネ ー プ ブル マス ク 0 

スー パー バイ ザー プ ユ ー ザ ー 状 感 
マス タン ノ 割 り 込み 状態 


MPU68000 で の SR と 比較 し て 、b12,b14 が 拡張 され て いま す 。 な お 現在 12 
ビッ ト し か 定義 され て いま せん が 、 未 定義 の ビッ ト は 将来 使用 する た め に 
予約 きれ て いま す 。 未定 義 の ビッ ト は 0 で 読み 込み され ます が 、 書 き 込 み 
の 際 は 将来 的 に 互換 性 が 維持 され る よう に 0 を 書き 込ん で くだ さい 。 
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第 1 章 MPU68030 


つき ピーーーーーー テ ーー バイ ターズ タック ポイ ンタ Q7 ] 


ステ ー タ スレ ジス タ SR の bit12 が セッ ト さ れ て いれ ば 、SSP は マス タス タッ クボ ポイ ンタ 
MSP を 意味 し ます 。 ま た リセ ッ ト さ れ て いれ ば 、 割 り 込み スタ ッ ク ポ イン タ ISP を 意味 し 
ます 。 


ISP 割り 込み スタ ッ ク ポ イン 人 タ (AZ) 


ステ ー タ スレ ジス タ SR の bit12 が リセ ッ ト さ れ て いる と き 、SSP は ISP を 意味 し ます 。 
この スタ ッ ク ボ イン タ に つい て は 、「1.3 動作 モー ド に つい て | を ご 参照 くだ さい 。 


SP マス タス タッ ク ポ イン タ (AZ") 


ステ ー タ スレ ジス タ SR の bit12 が セッ ト さ れ て いる と き 、SSP は MSP を 意味 し ます 。 
この スタ ッ ク ボ ポイ ンタ に つい て は 、「1.3 動作 モー ド に つい て | を ご 参照 くだ さい 。 


FVBHーーーー ーー ニュ ーー で 22 スタ ] 


ベク タベース レジ スタ VBR は 、 メ モリ 内 の 例外 ベク タテ ー ブ ル の ベー ス ア ドレ ス を 保持 
し て いま す 。 ベ クタ テー ブル に アク セス する た め に 、 例 外 ベ クタ の ディ スプ レー ス メ ン 
ト が この レジ スタ の 値 に 加算 され ます 。 

な お Human68k で は 、VBR は 0 固定 と な っ て いま す 。 

この レジ スタ を 使用 する 場合 は 、 す べ て ロン グ ワ ー ド 操作 と な り ま す 。 
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1. 4 拡張 レジ スタ に つい て 


SFC ソー ス オ ル タネ ー ト ファ ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ 


デス ティ ネー ショ ン オ ル タ ネ ー ト ファ ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ 


オル タネ ー ト ファ ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ SFC お よび DFC は 、3 ビット の ファ ンク ショ 
ンコ ー ド だ けが 実装 され た 32 ビ ッ ト レ ジス タ で す 。 

ファ ンク ショ ンコ ー ド は 、8 つ (3 ビット) の 4 ギガ バイ ト ア ドレ ス 空 間 を 提供 する 、 
32 ピ ビッ ト の リニア アド レス 空間 の 拡張 と 才 え る と と が で きま す 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 
は MPU に よっ て 自動 的 に 生成 され 、 ユ ー ザ ー お よび スー パー バイ ザー 特権 レベ ル に ある 
デー タ お よび プロ グラ ム の た め の ア ドレ ス 空 間 、 お よび プロ セッ サ 機 能 (例え ば コ プ ロ 
セッ サ 通 信 な ど ) に 使用 する CPU アド レス 空間 を 選択 し ます 。 

これ ら の ビッ ト は MOVES 命 令 の オペ ラン ド の 読み 込み また は 書き 込み の と き に 、 ア ドレ 
ス 空 間 の 値 (FC0-FC2) を 保持 し ます 。 ま た オル タネ ー ト ファ ンク ショ ンコ ー ド レジ ス 
タ と の 間 の 転送 は 、 MOVEC 命 令 で 行わ れん ます 。 こ れ ら は ロン グ ワ ー ド 転送 で す が 、 上 位 
29 ビ ッ ト は 0 で 読み 込ま れ 、 書 き 込 み は 無 視 さ きれ ま す 。 


FC1 | FCO | アド レス 空間 


スー パー フイ ザー デー ズ タ 空 間 
スー パー バイ ザー プロ グラ ム 空 間 
CPU 空間 ( コ プ ロ セッ サ な ど と の 通信 に 利用 ) 


ーー ビビ ビン ご マ どど どら の | 右 
S 


0 0 (予約 ) 

0 1 ユー ザー デー タ 空 間 

1 0 メー ザー プロ グラ ム 空 問 
1 1 (ユー ザー 定義 用 ) 

0 0 (予約 ) 

0 1 

1 0 

1 1 
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第 1 章 MPU68030 


CACR キャ ッシュ 制御 レジ スタ 
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キャ ッシュ 制御 レジ スタ CACR は 、MPU68030 の オン チッ プ 命 令 お よび デー タキ ャ ッシュ 
に 対し て 制御 を 行い 、 ス テー タス 情報 を 与え ます 。 
この レジ スタ を 使用 する 場合 は 、 す べ て ロン グ ワ ー ド 操作 と な り ま す 。 


b31 b14 b13 b8 


b7 b5 bO 
soeoooeooeeeeo [wlpmlo Teplmlplelelolmlglmlmlml 


WA ニラ イト アロ ケー ト 
DBE ニア デー タバ パース トイ ネー プル 
CD = ニア ー タ キャ ッシュ クリ ア 
CED ニー データ キャ ッシュ エン トリ クリ ア 
FD ニア ー タ キャ ッシュ 硬 粘 

ED = ニア ー タ キャ ッシュ イネ ー ブ ル 
TBE = 命令 パー スト イネ ー プ ブル 

CI = 命令 キャ ッシュ クリ ア 

= 命令 キャ ッシュ エン トリ クリ ア 
FI = 命令 キャ ッシュ 纏 粘 

EI = 命令 キャ ッシュ イネ ー プ ブル 


b4 一 b0 で 命令 キャ ッシュ を 、b13 一 b8 で デー タキ ャ ッシュ を 制御 し ます 。 各 キャ ッシュ は 
個別 に 制御 する こと が で きま す が 、 1 回 の MOVEC 命 令 で 、 両 方 の キャ ッシュ に 対し て 同 
時 に 操作 を 実行 する こと が で きま す 。 例え ば 、b3 と b11 が セッ ト さ れ て いる ロン グ ワ ー ド 
を CACR に セッ ト す る と 、 両 方 の キャ ッシュ と も クリ ア さ れ ま す 。b31 一 b14 お よび b7 一 
b5 は 未定 義 で す が 、 将 来 使用 する た め に 予約 され て いま す 。 未定 義 の ビッ ト は 0 で 読み 
込み され ます が 、 書 き 込 み を 行う と 無相 され ます 。 将来 的 な 互換 性 を 維持 する た め に 、 
これ ら の ビッ ト を セッ ト す る よう な 書き 込み は 行わ な いよ うに し て くだ さい 。 

以下 に 各 ビ ッ ト の 説明 を 行い ます 。 な お キャ ッシュ 制御 に つい て の 詳し い 説 明 は 、「1. 
7 キャ ッシュ 制御 に つい て | を ご 参照 くだ さい 。 

また 、Human68k Ver3.0 で は IOCS コ ユー ル で キャ ッシュ の 制御 を 行え を る よう に な っ て いま 
す 。 詳細 は 「 拡 張 マ ニュ アル | を ご 参照 くだ さい 。 


1. 4 拡張 レジ スタ に つい て 


WA ライ トド アロ ケート 


WA デ 0 の と き 、 ラ イト サイ クル に 対し て ノー ライ ト ア ロケ ー ト モー ド に な り ま す 。 ラ イ 
ト サ イ クル で ミス が 起こ る と 、 デ ー タ キャ ッシュ の 内 容 は 変更 され ませ ん 。 こ の モー ド 
で は MPU は ライ ト 操 作 中 に キャ ッシュ の エン トリ を 置き 換え ませ ん 。 キ ャ ッシュ は ライ 
ト ヒ ッ ト の と き に だ け 更 新 さ れ ま す 。 


WA ニ 1 の と き 、 ラ イト アロ ケー トモ ー ド と な り ま す 。MPU は キャ ッシュ 可能 な ライ ト サ 
イク ル で 常に デー タキ ャ ッシュ を 更新 し ます が 、 ヒ ッ ト し た 更新 エン トリ また は ロン グ 
ワー ド に 整列 し た ロン グ ワ ー ド デー タ で 更新 され た エン トリ し か 有効 に し ませ ん 。 ロン 
グ ワ ー ド に 整列 し た ロン グ ワ ー ド デー タ の ライ ト で タグ ミス が 発生 し た と き に は 、 対 応 
する タグ が 置き 換え られ 、 書 き 込 み 中 の ロン グ ワ ー ド だ けが 有効 と し て マー ク さ れ ま 
す 。 整列 し て いな い ロ ング ワー ド の ライ ト 、 ま た は バイ ト あ る い は ワー ドラ イト で タグ 
ミス が 発生 し た と き に は 、 キ ャ ッシュ ライ ン の 他 の 3 つの エン トリ だ けが 有効 と な り 、 
その デー タ は キャ ッシュ に 書き 込ま れず 、 ま た タグ は 変更 され ず 、 有 効 ビ ッ ト が クリ ア 
さき され ます 。 し た が っ て 、 整 列 し た ロン グ ワ ー ド デー タ の ライ ト は 、 以 前 の 有効 デー タ を 
置き 換え る こと が で きま す が 、 ミ ス ア ライ ン メ ント の デー タラ イト また は 非 ロ ング ワー 
ド デ ー タ の ライ ト は 、 以 前 の 有効 エン トリ を 無効 に する こと が あり ます 。 


スー パー バイ ザー モー ド で 、 ユ ー ザ ー タ スク と デー タ を 共有 し た り 、 タ スク が 複数 の 論 
理 ア ドレ ス を 1 つの 物理 アド レス に マッ プ す る と き は 、 こ の ビッ ト を セッ ト す る 必要 が 
あり ます 。 な お Human68k で は 、 メ モリ 空間 と 実 メ モリ の 対応 が 重 概 し て いま す の で 、 同 
じ メ モリ 位置 を 示す 異な る タグ が 存在 し を えま す の で 、 通 常 は WA=1 を 指定 し て くだ さ 
い 。 

デー タキ ャ ッシュ が 無効 と され て いる か 凍結 され て いる 場合 は 、WA ビ ッ ト は 無視 され ま 
2 中 

WA ビ ッ ト は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 


DBE デー タク パー スト イネ ー プ ル 


DBE ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 デ ー タ キャ ッシュ の バー スト 補充 が 有効 と な り ま す 。 デー 
タキ ャ ッシュ の バー スト 補充 が 必要 な と き に 、OS な ど が この ビッ ト を セッ ト し ます 。 
DBE ビ ッ ト は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 
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CD ビッ ト を セッ ト す る と 、 デ ー タ キャ ッシュ 内 の すべ て の エン トリ が クリ ア さ れ ま す 。 
マル チタ スク OS な ど で は 、 タ スク 切り 換え の 際 に 、 こ の ビッ ト を セッ ト し て キャ ッシュ 
か ら デ ー タ を クリ ア し ます 。MPU は 、MOVEC 命 令 で CACR の CD ビッ ト を 1 に セッ ト し 
た と き に 、 デ ー タ キャ ッシュ 内 の すべ て の 有効 ビッ ト を クリ ア し ます 。 

CD ビッ ト は 常に 0 で 読み 込ま れ ま す 。 


CED ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 デ ー タ キャ ッシュ の 任意 の エン トリ が クリ ア さ れ ま す 。 
キャ ッシュ アド レス レジ スタ CAAR の イン デック ス フ ィ ー ル ド は 、 イ ン デ ックス お よび 
アド レス の ロン グ ワ ー ド 選択 部 分 に 対応 し 、 ク リア する エン トリ を 指定 し ます 。MPU 
は 、ED お よび EFD ビッ ト の 状態 に は 関係 を な く 、MOVEC 命 令 が CACR の CED ビ ッ ト に 1 を 
セッ ト し た と き に 、 エ ント リド に 対応 する 有効 ビッ ト を クリ ア す る こと と に よっ て 、 指 定 し 
た ロン グ ワ ー ド だ け を クリ ア し ます 。 

CED ビ ッ ト は 、 常 に 0 で 読み 込ま れ ま す 。 


FD ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 デ ー タ キャ ッシュ が 凍結 され ます 。FD ビ ッ ト が セッ ト さ れ て 
いる と き に 、 デ ー タ キャ ッシュ の 読み 込み また は 書き 込み 中 に ミス が 起こ る と 、 イ ン 
デック ス 付 き の エ ント リ は 置き 換え られ ませ ん 。 し か し 、 デ ー タ キャ ッシュ で ライ ト サ 
イク ル が ヒッ ト す る と 、 キ ャ ッシュ が 凍結 され て いる 間 に も エン トリ が 更新 され ます 。 
FD ビ ッ ト が クリ ア さ れ て いる と き 、 リ ー ド サイ クル 中 に デー タキ ャ ッシュ で ミス が 起 
こっ た 場合 は 、、 エ ント リ ま た は ライ ン が 補充 きれ 、 ミ ス し た ライ ト で の エン トリ の 補充 
は WA ビ ッ ト で 制御 され ます 。 

FD ビ ッ ト は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 


ED ビッ ト を セッ ト す る と 、 デ ー タ キャ ッシュ が 有効 と な り ま す 。 こ の ビッ ト が クリ ア さ 
れる と 、 デ ー タ キャ ッシュ が 無効 と な り ま す 。 ス ー パ ー バ パイ ザー モー ド で は 通常 、 デ ー 
タキ ャ ッシュ を 有効 に し ます が 、 必要 に 応じ て ED ビッ ト を クリ ア し て シス テム の デバ ッ 
グ や エミ ュ レ ーション を 行う こと が で きま す 。 な お デー タキ ャ ッシュ を 無効 に し て も エ 
ント リ は フラ ッシュ され ませ ん 。 再度 有効 に すれ ば 、 以 前 に 有効 で も あっ た エン トリ は そ 
の まま で す の で 、 引 き 続 き 使 用 する こと が で きま す 。 

ED ビッ ト は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 


1. 4 拡張 レジ スタ に つい 


IBE ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 命 令 キ ャ ッシュ の バー スト 補充 が 有効 と な り ま す 。 命令 
キャ ッシュ の バー スト 補充 が 必要 な と き に 、OS な ど が この ビッ ト を セッ ト し ます 。 
TBE ビ ピット は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 


CI 命令 キャ ッシュ クリ ア 


CI ビッ ト を セッ ト す る と 、 命 令 キ ャ ッシュ の すべ て の エン トリ が クリ ア さ れ ま す 。 マルチ 
タス ク OS な ど で は 、 タ スク 切り 替え の 際 に 、 こ の ビッ ト を セッ ト し て 、 キ ャ ッシュ か ら 命 
令 を クリ ア し ます 。MPU は 、MOVEC 命 令 が CACR の CI ビッ ト に 1 を セッ ト し た と き に 、 
命令 キャ ッシュ 内 の すべ て の 有効 ビッ ト を クリ ア し ます 。 

CI ビッ ト は 常に 0 で 読み 込ま れ ま す 。 


| CEI 命令 キャ ッシュ エン トリ クリ ア | 

CEI ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 命 令 キ ャ ッシュ の 任意 の エン トリ が クリ ア さ れ ま す 。 キャッ 
シュ アド レス レジ スタ CAAR の イン デック ス フ ィ ー ル ド は 、 イ ン デ ックス お よび アド レス 
の ロン グ ワ ー ド 選択 部 分 に 対応 し 、 ク リア する エン トリ を 指定 し ます 。MPU は 、EI お よび 
FI ビッ ト の 状態 に は 関係 な く 、MOVEC 命 令 が CACR の CEI ビ ッ ト に 1 を セッ ト し た と き 
に 、 エ ント リ に 対す る 有効 ビッ ト を クリ ア す る こと に より 、 指 定 し た ロン グ ワ ー ド だ け を 
の 9 宣 更 下 。 

CEI ビ ッ ト は 常に 0 で 読み 込ま れ ま す 。 


FI 命令 キャ ッシュ 纏 結 

FI ビッ ト を セッ ト す る と 、 命 令 キ ャ ッシュ が 凍結 され ます 。 FI ビッ ト が セッ ト さ れ て いる 
と き に 、 命 令 キ ャ ッシュ で ミス が 発生 する と 、 エ ント リ ま た は ライ ン は 置 き 換 えら れ ま せ 
ん 。 II ビッ ト が 0 に クリ ア さ れ て いる と き 、 命 令 キ ャ ッシュ で ミス が 発生 し た 場合 は 、 エ 
ント リ ま た は ライ ン が 補充 され ます 。 

FI ビッ ト は リセ ッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 


EI ビ ッ ト を セッ ト す る と 、 命 令 キ ャ ッシュ が 有効 と な り ま す 。 こ の ビッ ト が クリ ア さ れる 
と 、 命 令 キ ャ ッシュ が 無効 と な り ま す 。 ス ー パ ー バ イザ ー モ ー ド で は 通常 、 命 令 キ ャ ッ 
シュ を 有効 に し ます が 、 必 要 に 応じ し て EI ビ ッ ト を クリ ア し て 、 シ ステ ム の デバ ッ グ や エ 
ミュ レー ショ ン を 行う こと が で きま す 。 な お 命令 キャ ッシュ を 無効 に し て も エン トリ は フ 
ラッ シュ され ませ ん 。 再度 有効 に する と 、 以 前 に 有効 で も っ た エン トリ は その まま で す の 
で 、 引き 続き 使用 する こと が で きま す 。 

II ビッ ト は リモ セ モッ ト 操 作 に より クリ ア さ れ ま す 。 
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CAAR キャ ッシュ アド レス レジ スタ 


キャ ッシュ アド レス レジ スタ CAAR は 、 キ ャ ッシュ 制御 機能 に 対す る アド レス を 記憶 し 
て いま す 。 イ ン デ ックス フィ ー ル ド (b7ーb2) に は 、 キ ャ ッシュ エン トリ の クリ ア 操 作 
の た め の ア ドレ ス が あり ます 。 こ れ は キャ ッシュ ライ ン の イン デック ス お よび ロン グ 
ワー ド を 指定 し ます 。 

この レジ スタ を 使用 する 場合 は 、 す べ て ロン グ ワ ー ド 操作 と な り ま す 。 

また 、Human68k Ver3.0 で は IOCS コ ー ル で キャ ッシュ の 制御 を 行 を る よう に な っ て いま 
す 。 詳細 は 「 拡 張 マ ニュ アル | を ご 参照 くだ さい 。 


b31 b8 b7 b2 b1 b0 


キャ ッシュ ファ ンク ショ ン ア ドレ ス ィ ュ イン アッ クス | | 
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1. 4 拡張 レジ スタ に つい て 
| ACO0 アク セス 制御 レジ スタ 0 | 
| AC1 アク セス 制御 レジ スタ 1 | 


アク セス 制御 レジ スタ AC0,AC1 は 、16M バ イト 単位 の メモ リプ ロッ ク に 対し て キャ ッ 
シュ の 有効 ・ 無 効 を 指定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド と アド レス の 最上 位 8 ビ ッ ト 
は 、 メ モリ プロ ッ ク と アク セス タイ プ (リー ド も し く は ライ ト ア クセ ス も し く は 両方 ) 
を 定義 する こと が で きま す 。 

アク セス 制御 の 特長 は 、AC0O も し く は AC1 レ ジス タ で 指定 され た アド レス を キャ ッシュ 
登録 され な いよ うに し 、1/O 空 間 な ど で キ ャ ッシュ させ な いよ うに 指定 する こと な ど に 役 
立ち ます 。 


31 b24 b23 に り 
アド レス ベー ス アド レス マス ク 四 IE 避 E | la 志 還 : に 2 回 5 

アド レス ベー スーーー トラ ンス ペア レン トブ プロ ッ ク を 定義 する A31-A24 の 値 

アド レス マス タク ーー 無視 され る ビッ ト A31-A24 

E ーー イネ ー プ ブル 

CI ーー キャ ッシュ 禁止 

RW 一 一 リー ド ノ ラ イト 

RWM リー ドラ イト マス ク 

FC ベー スーーー ト ラン スペ アレ ント プロ ッ ク の ファ ンク ショ ンコ ー ド 値 


FC マス クーーー 無視 きれ る ファ ンク ショ ンコ ー ド ビッ ト 
この ビッ ト は 、 こ の レジ スタ で 定義 する メモ リ 空 間 へ の アク セス 制御 を 有効 に し ます 。 


0 アク セス 制御 無効 
1 ニア クセ ス 制 御 有 効 


リセ ッ ト 操 作 で 、 こ の ビッ ト は クリ ア き され ます 。 


CI キャ ッシュ 禁止 


この ビッ ト は 、 指 定 さ れ た メモ リプ ロッ ク に 対す る キャ ッ シ ン グ を 禁止 し ます 。 


0 キャッ シン グ を 許可 
1= ニ キャッシング を 禁止 


この ビッ ト を セッ ト す る と 、 指 定 さ れ た メモ リプ ブロ ッ ク の 内 容 は 命令 キャ ッシュ また は 
デー タキ ャ ッシュ に 記憶 され ませ ん 。 ま た この ビッ ト が セッ ト さ れ て いて 、 か つ 指 定 き 
れ た メモ リプ ロッ ク が アク セス され る と 、 外 部 キャ ッシュ に 対し て これ ら の アク セス に 
対す る キャ ッ シ ン グ を 禁止 する よう 通知 し ます 。 
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R/V リー ドグラ イト 
この ビッ ト は 、 指 定 さ れん た メモ リプ ロッ ク に 対し て 、 ア クセ ス 制 御 さ れる アク セス タイ 
プ を 定義 し ます 。 


0 ライ ト ア クセ ス 制 御 
1 リード アク セス 制御 


RWM リー ド プ ライ トマ スク 


この ビッ ト は 、R/W フ ィ ー ル ド を マス ク し ます 。 


0 三 R/W フ ィ ー ル ド を 使用 
1 三 R/W フ ィ ー ル ド を 無視 


RWM を に セッ ト す る と 、 指 定 さ れん た メモ リプ ロッ ク の リー ド お よび ライ ト の 両 ア クセ ス 
が アク セス 制御 され ます 。 指定 さん た メモ リプ ロッ ク に よる リー ドモ ディ ファ イラ イト 
サイ クル の アク セス 制御 の 場合 は 、RWM を 1 に セッ ト し な けれ ば な り ま せん 。 RWM 
ビッ ト が 0 の 場合 、 ど の リー ドモ ディ ファ イラ イト サイ クル の リー ドブ プラ イト も 、 ア ク 
セス 制御 され ませ ん 。 


FCBASE ファ ンク ショ ンコ ー ド ペー ス 
この 3 ビッ ト フ ィ ー ル ド は 、 こ の レジ スタ で アク セス 制御 され る アク セス の ベー ス フ ァ 
ンク ショ ンコ ー ド を 定義 し ます 。 FC BASE フ ィ ー ル ド に 一 致す る ファ ンク ショ ンコ ー ド 
を も つ ア ドレ ス は 、 ア クセ ス 制 御 さ れ ま す 。 


FCMASK ファ ンク ショ ンコ ー ド マス ク 
この 3 ビッ ト フ ィ ー ル ド に は 、FCBASE に 対す る マス ク が あり ます 。 こ の フィ ー ル ド に 
ビッ ト を セッ ト す る と 、FCBASE フ ィ ー ル ド の 対応 する ビッ ト が 無 可 き され ます 。 


この 8 ビット フィ ー ル ド は 、 ア ドレ ス ビ ッ ト A24 一 A31 と 比較 され ます 。 こ の 比較 で 一 致 
する アド レス お よび 適当 な アド レス は 、 ア クセ ス 制 御 さ きれ ま す 。 


この 8 ビッ ト フ ィ ー ル ド に は 、 ア ドレ スベ ー ス フィ ー ル ド に 対す る マス ク が 含ま れ て い 
ます 。 こ の フィ ー ル ド の 1 ビッ ト を セッ ト す る と 、 ア ドレ スベ ー ス フィ ー ル ド の 対応 す 
る ビッ ト が 無相 さ れ ま す 。16M バ イト 以上 の メモ リプ ロッ ク は 、 ア ドレ スマ スク ビッ ト 
の いく つか を 1 に セッ ト す る こと に より 、 ア クセ ス 制 御 さ れ ま す 。 通常 この フィ ー ル ド 
の 下位 ビッ ト を セッ ト し て 、16M バ イト を 超え る 連続 プロ ッ ク を 定義 し ます 。 


1. 4 拡張 レジ スタ に つい て 


ACUSR ACU ス テー タス レジ スタ 


ACU ス テー タス レジ スタ ACUSR は 、PTEST 命 令 の 実行 に よる ステ ー タ ス を 含む 16 ビ ッ ト 
レジ スタ で す 。 PTEST 命 令 は 、 指 定 さ て れ た メモ リプ ロッ ク が セッ ト さ れ て いる ACO/AC1 
レジ スタ が 存在 する か どう か を 調べ ます 。AC0 も し く は AC1 の どちら か も し く は 両方 と 
一 致し た 場合 は 、ACUSR の AC ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 


b15 b7 b6 b5 b0 


回 還 


AC- ア クセ ス 制 御 
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拡張 アド レッ シン グ に つい て 


ここ と で は 、MPU68000 か ら MPU68030 に 拡張 も る し く は 新規 に 追加 され た アド レッ シン グ に 
つい て 説明 し ます 。 
※ ま が つい て いる アド レッ シン グ は 、 徒 来 か ら 存 在 し て いた アド レッ シン グ 方 式 が 一 部 拡 
張 さ れ た も の で す 。 


アド レッ シン グ 分 類 表記 例 


(d8,An,Rn.size ※\ scale) 


ーー ウタ ーー 
※ ネ インデ ックス 付き アド レス レジ スタ 間接 形式 
(8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 

イン デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形 式 
( ベ ペース デ ィ ス プレ ー ス メン ト ) 


ポス トイ ン デ ックス 付き メモ リ 間 接 形式 

プレ イン デック ス 付 き メ モリ 間接 形式 

ネ ※ ネ イン デック ス 付 き プ ログ ラム カウ ンタ 相対 形式 
(8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 


イン デック ス 付 き プ ログ ラム カウ ンタ 相対 形式 
(ベー ス デ ィ ス プレ ー ス メン ト ) 
ポス トイ ン デ ックス 付き プロ グラ ムカ ウン タメ モリ 


間接 形式 


プレ イン デック ス 付 き プ ログ ラム カウ ンタ メモ リ 間 
接 形 式 


size は 、.w ま た は .1 (イン デック スレ ジス タ の サイ ズ ) の どちら か を 指定 で きま す 。 
scale は 、 1 ・ 2 ・4 ま た は 8 の どれ か を 指定 で きま す 。 

size お よび scale、 ま た は その 一 方 の 使用 は オプ ショ ン 指 定 と な り ま す 。 

d8 は 、8 ビ ッ ト の ディ スプ レー スメント で す 。 計 算式 を 記述 で きま す 。 

bd は 、16 ま た は 32 ビ ッ ト の ベー ス デ ィ ス プレ ー ス メン ト で す 。 計算 式 を 記述 で きま す 。 


イン デック ス 付 き 
レジ スタ 間接 


(bd,An,Rn.size scale) 


( [bdAn] Rnsizz*scaleod) 
メモ リ 間接 


( [bdAnRnsize*scalel ,od) 


イン デック ス 付 き | (d8,PC,Rn.size * scale) 
プロ グラ ムカ ウン 
タ 相 対 


(bd,PC,Rn.size * scale) 


( [bdPC] Rnsize*scaleod) 


プロ グラ ムカ ウン タ 


メモ リ 
6 ( [bdPCRnsize*scale] ,od) 


1. 5 拡張 アド レッ シン グ に つい て 


* イ ン デ ックス 付き アド レス レジ スタ 間接 形式 (8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 


オペ ラン ド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 さ れ た ベー ス デ ィ ス プ 
レー スメント 、 お よび イン デック スレ ジス タ と scale の 積 の 加算 値 で す 。 こ の 形式 で は 、 ア ド 
レス レジ スタ 、 デ ィ ス プレ ー ス メン ト 、 イ ン デ ックス レジ スタ は すべ て 指定 する 必要 が あり 
まま 8 

共通 プロ グラ ミン グモ デル の イン デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 (8 ビッ トディ ス 
プレ ー ス メン ト ) で は 、 イ ン デ ックス レジ スタ に scale 指 定 を する こと が で きま せん で し た 
が 、 こ の 部 分 が 拡張 され た 形式 で す 。 


(d8.An.Rn.w) イン デック スレ ジス タ と し て Rn の 下位 ワー ド が 符号 ビッ ト を 
拡張 され て 使用 され ます 。 


(d8,An.Rnl*8) イン デック スレ ジス タ と し て Rn 全体 が 使わ れん れ 、 そ の 値 に 8 を か 
けた も の が イン デック ス と し て 使用 され ます 。 


実効 以 | EA =d8 十 An 十 Rn.size 玉 scale 


例 DISP equ 4 
add (DISP,A1,D1),D3 
A1 の 内 容 、 イ ン デ ックス レジ スタ D1 の 下位 ワー ド の 内 容 お よび ディ ス 
プレ ー ス メン ト DISP の 和 を アド レス と する ワー ド の 内 容 を 、D3 の 下位 
ワー ド へ 加え 、 結 果 を D3 に 格納 し ます 。 
move.I D3,($⑤20,.A2,D4.1*※ 8) 
A2 の 内 容 、 イ ン デ ックス レジ スタ D4 の 内 容 の 8 倍 お よび ディ スプ レー 


スメント 値 $%20 の 和 を アド レス と する ロン グ ワ ー ド の 領域 へ D3 全 体 の 値 
を 転送 し ます 。 
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第 1 章 MPU68030 


\ イ ン デ ックス 付き アド レス レジ スタ 間接 形式 (バー ス デ ィ ス プレ ー ス メン ト ) 


オペ ラン ド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 、 符号 ビッ ト 拡 張 さ きれ た ベー ス デ ィ ス プ 
レー スメント 、 お よび イン デック スレ ジス タ と scale の 積 の 加算 値 で す 。 こ の 形式 で は 、 ア ド 
レス レジ スタ 、 デ ィ ス プレ ー ス メン ト 、 イ ン デ ックス レジ スタ の 指定 は すべ て オプ ショ ン で 
す 。 どれ も 指定 され な か っ た 場合 、 実 交 ア ドレ ス は 0 と な り ま す 。 ア ドレ スレ ジス タ が 指定 
きれ て いな く て 、 イ ン デ ックス レジ スタ が デー タレ ジス タ の 場合 、 デ ー タ レジ スタ の 間接 参 
呈 と な り ま す 。 

共通 プロ グラ ミン グモ デル の イン デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 で は 、 デ ィ ス プ 
レー スメント は 8 ビッ ト ま で し か 許さ れ て いま せん で し た が 、16 ま た は 32 ビ ッ ト ま で 対応 で 
きる よう に 拡張 され た の が 、 こ の 形式 で す 。 


(bd,An.Rnw) イン デック スレ ジス タ と し て Rn の 下位 ワー ド が 符号 ビッ ト を 
拡張 され て 使用 され ます 。 


(bd,An.Rn.l*8) イン デック スレ ジス タ と し て Rn 全体 が 使わ れん 、 そ の 値 に 8 を 
か けた も の が イン デック ス と し て 使用 され ます 。 


実効 7 以 | EA ニ bd 十 An 十 Rn.size*scale 


例 ディ スプ レー スメント が 16 ビ ッ ト ま た は 32 ビ ッ ト に 拡張 され た 以外 は 、 イ ン 
デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 (8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 
の 場合 と 同じ で す 。 


ポス トイ ン デ ックス 付き メモ リ 間 接 形式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 と 符号 ビッ ト 拡 張 さ ん た ベー ス デ ィ ス プ 
レー スメント の 和 を 中 間 間 接 メ モリ アド レス と し 、 そ の アド レス に ある ロン グ ワ ー ド に 、 イ 
ン デ ックス レジ スタ と scale の 積 と 符号 ビッ ト 拡 張 さ れん た アウ ター ディ スプ レー スメント を 加 
算 し た 値 で す 。 

この 形式 で は 、 4 つの 指定 は すべ て オプ ショ ン で す 。 ペ ー ス お よび アウ ター ディ スプ レー ス 
メン ト (od) は 両方 と も ち 、 ヌ ル 、 ワ ー ド 、 ま た は ロン グ ワ ー ド を 指定 する こと が で きま す 。 
ディ スプ レー スメント な ど が 省略 され た 場合 は 、 そ の 値 を 0 と し て 実効 アド レス が 計算 され 
ます 。 


( [bd,An] ,Rn.size 玉 scale,od) 
実効 / ド 以 | EA =(bd 寺 An) 十 Rn.size*scale 十 od 


例 move.1 ([$20,A3] ,D3.1* 8.$10).D4 


A3 の 内 容 に $20 を 加え た アド レス に 格納 され て いる ロン グ ワ ー ド デー タ 
に 、D3 の 内 容 の 8 倍 と $10 を 加え た 和 を アド レス と する ロン グ ワ ー ド の 
デー タ を D4 に 転送 し ます 。 
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1. 5 拡張 アド レッ シン グ に つい て 


プレ イン デック ス 付 き メ モリ 間接 形式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 ア ドレ スレ ジス タ の 内 容 と 符号 ビッ ト 拡 張 の ベー ス デ ィ ス プレ ー 
スメント 、 な ら び に イン デック スレ ジス タ と scale の 積 の 和 を 中 間 間 接 メ モリ アド レス と し 、 
その アド レス に ある ロン グ ワ ー ド に 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 さ きれ た アウ ター ディ スプ レー スメント 
(od) を 加算 し た 値 で す 。 

この 形式 で は 、 4 つの 指定 は すべ て オプ ショ ン で す 。 ベ ー ス お よび アウ ター ディ スプ レー ス 
メン ト は 両方 と も る 、 ヌ ル 、 ワ ー ド 、 ま た は ロン グ ワ ー ド を 指定 する こと が で きま す 。 ディス 
プレ ー ス メン ト な ど が 省略 され た 場合 は 、 そ の 値 を 0 と し て 実効 アド レス が 計算 され ます 。 


( [bd.AnRn.sizescale] .od) 
EA 三 (bd 十 An 十 Rn.size*scale) 十 od 
例 move.1 ([$20.A3.D3.1*8] ,$10).D4 
D3 の 内 容 の 8 倍 と A3 の 内 容 と $20 を 加え た アド レス に 格納 され て いる 


ロン グ ワ ー ド デー タ に 、$10 を 加え た 和 を アド レス と する ロン グ ワ ー ド 
の デー タ を D4 に 転送 し ます 。 


* イ ン デ ックス 付き プロ グラ ムカ ウン タ 相 対 形 式 (8 ビッ トディ スプ レー スメント ) 


オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 内 容 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 さ れ た ベー ス デ ィ ス 
プレ ー ス メン ト 、 お よび イン デック スレ ジス タ と scale の 積 と の 加算 値 で す 。 こ の 形式 で は 、 
プロ グラ ムカ ウン タ 、 デ ィ ス プレ ー ス メン ト 、 イ ン デ ックス レジ スタ は すべ て 指定 する 必要 
が あり ます 。 

共通 プロ グラ ミン グモ デル の イン デック ス 付 き ア ドレ スレ ジス タ 間 接 形式 (8 ビッ トディ ス 
プレ ー ス メン ト ) で は 、 イ ン デ ックス レジ スタ に scale 指 定 を する こと が で きま せん で し た 
が 、 こ の 部 分 が 拡張 され た 形式 で す 。 


(d8.PC.Rn.size*scale) 
実効 7 尽 | EA = d8 十 PC 十 Rn.size 玉 scale 


例 jmp  ($20PC,A1.w*④ 


プロ グラ ムカ ウン タ の アド レス 値 と $20 と A1 の 下位 ワー ド を 符号 拡張 し 
た 値 を 4 倍 し た 値 の 和 が 示す アド レス へ 分 岐 し ます 。 
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プレ イン デック ス 付 き メ モリ 間接 形式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 内 容 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 さ きれ た ベー ス デ ィ ス 
プレ ー ス メン ト 、 お よび イン デック スレ ジス タ と scale の 積 と の 加算 値 で す 。 

この 形式 で は 、 プ ログ ラム カウ ンタ 、 デ ィ ス プレ ー ス メン ト 、 イ ン デ ックス レジ スタ の 指定 
は すべ て オプ ショ ン で す 。 し か し PC を 使用 し な い 場 合 は 、、 ア セン プラ 表記 "ZPC" (PC を 0 と 
する ) を 指定 する 必要 が あり ます 。 こ れ に より 、 実 効 プ アド レス の 計算 に PC を 使用 し な いで プ 
ログ ラム 空間 に アク セス する こと が で きま す 。 ユー ザー は 、 命 令 に ZPC を 置き 、 デ ー タ レジ 
スタ を イン デック スレ ジス タ と し て 指定 し て 、 デ ー タ レジ スタ 間接 参照 に より プロ グラ ム 空 
間 に ア クセ ス す る こと が で きま す 。 


(bdPC.Rn.sizescale) 
実効 7「 以 | EA = bd+PC 十 Rn.size*scale 


例 jmp ($10.ZPC,D0D 
DO0 の 値 と $10 の 和 が 示す アド レス へ 分 岐 し ます 。 


move.1#5,DO0 
jmp (mpTbl.PC,DO0.1*4 


jmpTDl: 


jmpTbl の 6 番目 の エン トリ ー へ 分 岐 し ます 。 
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1. 5 拡張 アド レッ シン グ に つい て 
ポス トイ ン デ ックス 付き プロ グラ ムカ ウン タメ モリ 間接 形式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 内 容 と 符号 ビッ ト 拡 張 さ れ た ベー ス デ ィ ス 
プレ ー ス メン ト の 和 を 中 間 間 接 メ モリ アド レス と し 、 そ の アド レス に ある ロン グ ワ ー ド に 、 
イン デック スレ ジス タ と scale の 積 と 符号 ビッ ト 拡 張 さ れ た アウ ター ディ スプ レー スメント を 
加算 し た 値 で す 。 

この 形式 で は 、 4 つの 指定 は すべ て オプ ショ ン で す 。 し か し PC を 使用 し な い 場 合 は 、 ア セン 
プラ 表記 "ZPC" (PC を 0 と する ) を 指定 する 必要 が あり ます 。 こ れ に より 、 実 効 ア ドレ ス の 
計算 に PC を 使用 し な いで プロ グラ ム 空 間 に ア クセ ス す る こと が で きま す 。 ベ ペー ス お よび アウ 
ター ディ スプ レー スメント は 両方 と も る 、 ヌ ル 、 ワ ー ド 、 ロ ング ワー ド を 指定 する こと が で き 
ます 。 デ ィ ス プレ ー ス メン ト な ど を 省略 し た 場合 、 そ の 値 を 0 と し て 実効 アド レス が 計算 さ 
れ ま す 。 


( [bdPC] Rn.size 事 scale,o ひ 
実効 7 以 | EA =(bd+PC) 十 Rn.size*scale 十 od 


例 jmp (【[$10,PC] ,DO.w,$40) 


プロ グラ ムカ ウン タ か ら オ フェ セッ ト $10 に 格納 され て いる ロン グ ワ ー ド 
デー タ と D0 の 下位 ワー ド を 符号 拡張 し た 値 と $40 の 和 の 示す アド レス へ 


分 岐 し ます 。 
move.! #S.DO 


move.1 ([Table.PC] ,DO.1* 8,$4),D1 


Table: 
Table に サイ ズ 8 の 構造 体 の リス ト へ の ポイ ンタ が 格納 され て いる 場 


合 、 こ の リス ト の 5 番目 の 構造 体 の オフ セッ ト 4 の 位置 の ロン グ ワ ー 
ド デ ー タ を D1 に 格納 し ます 。 
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プレ イン デック ス 付 き プ ログ ラム カウ ンタ メモ リ 間 接 形 式 


オペ ラン ド の アド レス は 、 プ ログ ラム カウ ンタ の 内 容 と 符号 ビッ ト 拡 張 の ベー ス デ ィ ス プ 
レー スメント 、 な ら び に イン デック スレ ジス タ と scale の 積 の 和 を 中 間 間 接 メ モリ アド レス と 
し 、 そ の アド レス に ある ロン グ ワ ー ド に 、 符 号 ビ ッ ト 拡 張 さ きれ た アウ ター ディ スプ レー ス メ 
ント (od) を 加算 し た 値 で す 。 

この 形式 で は 、 4 つの 指定 は すべ て オプ ショ ン で す 。 し か し PC を 使用 し な い 場 合 は 、 ア セン 
プラ 表記 "ZPC" (PC を 0 と する ) を 指定 する 必要 が あり ます 。 こ れ に より 、 実 効 ア ドレ ス の 
計算 に PC を 使用 し な いで プロ グラ ム 空 間 に ア クセ ス す る こと が で きま す 。 ベ ー ス お よび アウ 
ター アディ スプ レー スメント は 両方 と も 、 ヌ ル 、. ワ ー ド 、 ロ ング ワー ド を 指定 する と と が で き 
ます 。 デ ィ ス プレ ー ス メン ト な ど を 省略 し た 場合 、 そ の 値 を 0 と し て 実効 アド レス が 計算 さ 
れ ま す 。 


( [bdjPC.Rn.size 玉 scale] ,od) 
実効 7 | EA =(bd+PC 十 Rn.size**scale) 十 od 
例 jmp ( [3$20.PC,DO.w*4] ,$40) 
プロ グラ ムカ ウン タ と $20 と D0 の 下位 ワー ド の 値 を 符号 拡張 し 4 倍 し た 
値 の 和 の 示す アド レス に 格納 され て いる ロン グ ワ ー ド 値 に $40 を 加算 し 
た アド レス へ 分 岐 し ます 。 


move.1#6,DO 
move.w ( [StructLisuPC,D0.1*4] ,$20).A0 
StructList: 
構造 体 の ポイ ンタ の リス ト SrructList の 7 番目 の メン バー の オフ セッ ト 


$20 に 格納 され て いる ワー ド デ ー タ を 符号 拡張 し て A0 に ロン グ ワ ー ド 値 
と し て 格納 し ます 。 


38 


本 


5 拡張 アド レッ シン グ に つい て 
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拡張 命令 セッ ト に つい て 


こ で は 、MPU68000 か ら MPU68EC030 に 拡張 され た 命令 セッ ト に つい て 説明 し ます 。 
各 命令 の 詳細 に つい て は 、「3.1 MPU 命 令 セッ ト 一 覧 | を ご 参照 くだ さい 。 


特権 命令 に 変化 し た 命令 
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ニー モニ ッ ク 内 容 
Bcc 条件 分 岐 

BRA 無 条 件 分 岐 

サ プ ル ー チ ン 分 岐 
ビ ピット テ スト 
レジ スタ 境界 チェ ッ ク 


変更 点 
32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト サ ポ ー ト 


32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト サ ポ ー ト | 
32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト サ ポ ー ト 
サイ ズ 指 定子 が ロン グ ワ ー ド 対応 
デス ティ ネー ショ ン に イミ ディ エイ ト 値 ア 
ドレ ッ シ ン グ サ ポー ト 
ディ ステ ィ ネ ーション に PC 相対 アド レッ 
シン グ サ ポー ト 

32 ビ ッ ト 除 算 サ ポー ト 
32 ビ ッ ト 除 算 サ ポー ト 
32 ビ ッ ト 乗 算 サ ポー ト 
32 ビ ッ ト 乗 算 サ ポー ト 
32 ビ ピット ディ スプ レー スメント サポ ー ト 
割り 込み スタ ッ ク フ レー ム の 対応 


イミ ディ エイ ト 比 較 


符号 な し 乗算 

LINK リン ク と 割り 付け 
RTE 例外 処理 か ら の リタ ー・< 

(特権 命令 ) 

TST オペ ラン ド の テス ト 


デス ティ ネー ショ ン に PC 相対 アド レッ 
シン グ サ ポー ト 


※Bcc の cc と は 、CCR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 表し て いま す 。 


追加 され 名 人 


1. 6 拡張 命令 セッ ト に つい て 


内 容 


ニー モニ ッ ク 
BFCHG 
BFCLR 


BFEXTS 
BFEXTU 
BFFFO 
BFINS 
BFSET 
BFTST 
BKPT 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の テス ト と 変更 
ビ ピット フィ ー ル ド の テス ト と クリ ア 
符号 付き ビッ ト フ ィ ー ル ド 抽 出 
符号 な し ビッ ト フ ィ ー ル ド 抽 出 
ビッ ト フ ィ ー ル ド 内 の 最初 の 1 検出 
ビッ ト フ ィ ー ル ド 挿 入 

ビッ ト フ ィ ー ル ド の テス ト と セッ ト 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の テス ト 
プレ ー ク ポイ ント 


CAS 
CAS2 
CHK2 
CMP2 
DIVSL 
DIVUL 
EXTB 


オペ ラン ド の 比較 と 交換 

デュ アル オペ ラン ド の 比較 と 交換 
レジ スタ の 上 限 お よび 下限 の チェ ッ ク 
レジ スタ の 上 限 お よび 下限 の 比較 


符号 付き 除算 
符号 な し 除算 


MOVEC 
MOVES 


符号 拡張 


ILLEGAL 不当 命令 トラ ッ プ 処理 要求 
MOVE fromCCR | コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ か ら の 転送 


制御 レジ スタ 転送 (特権 命令 ) 
オル タネ ー ト アド レス 空間 転送 (特権 命令 ) 


PACK パッ ク BCD 
PMOVE ACU レ ジス タ 転 送 (特権 命令 ) 


PTESTR/PTESTW | アド レス の テス ト (特権 命令 ) 
RTD リタ ー ン お よび パラ メー タ の 割り 当て 解除 
還 TRAPcc 条件 トラ ッ プ 
UNPK アン パッ ク BCD 


」 


※TRAP の cc と は 、CCR か ら の コン ディ ショ ン 


コー ド を 表し て いま す 。 
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第 1 章 


MPU68030 
記 m 坦 計 ッ グ 内 容 
E cpBcc コ プ ロ セッ サ 条 件 分 岐 
cpDBcc コ プ ロ セッ サ 条 件 テス ト 、 デ クリ メン ト お よび 分 岐 
cpGEN コ プ ロ セッ サ の 一 般 機能 
cpPRESTORE | コ プ ロ セッ サリ スト ア 機 能 (特権 命 令 ) 
cpSAVE コ プ ロ セッ サ セ ー プ 機能 (特権 命令 ) 
cpScc コ プ ロ セッ サ 条 件 セッ ト 
cpTRAPcc コ プ ロ セッ サ 条 件 トラ ッ プ 
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※cpBcc,cpDBcc,.cpScc,cpTRAPcc の cc と は 、FPSR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド 
な ど を 表し て いま す 。 


な お アセ ンプ ラ XAssembler ver.3.0 お よび デバ ッ ガ XDebugger ver.3.0 で は 、 以 
上 の 汎用 コ プ ロ セッ サ 命 令 ニ ー モ ニッ ク は 認識 され ませ ん 。FBcc,FSIN な どの 
FPCP 専 用 命令 の み 使用 で きま す 。 コ プロ セッ サ 命 令 の 詳細 に つい て は 、「 第 
2 章 コ プ ロ セッ サン EPCP 命 令 ]」 を ご 参照 くだ さい 。 


1. 6 拡張 命令 セッ ト に つい て 
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キャ ッ ン ュ 制 御 に つい て 


プロ グラ ム で 使用 され る 命令 や デー タ は 、 汎 用 サ プ ル ー チ ン の 効果 的 な 利用 な ど に よ 
り 、 短 時 間 の うち に 再 使用 され る 確率 が 高く な っ て いま す 。 さらに 現在 使用 中 の 命令 お 
よび デー タ の 近く に ある 命令 や デー タ も 、 短 時 間 の うち に 再 使用 され る 確率 が 高い と 言 
えま す 。 

この よう な 局所 性 の 特質 を 生か す た め に 、MPU68030 で は 2 つの 論理 キャ ッシュ (デー タ 
キャ ッシュ 、 命 令 キ ャ ッシュ ) を 内 蔵 し て いま す 。 

各 キ ャ ッシュ は 、 そ れ ぞ れ が 4 つの ロン グ ワ ー ド (16 バ イト ) プロ ッ ク を も つ 16 個 (256 
バイ ト ) の 情報 を 記憶 し ます 。MPU は 1 回 に 1 つの ロン グ ワ ー ド ある い は バー スト モー 
ドア クセ ス 中 に は 連続 し た 4 つの ロン グ ワ ー ド を キャ ッシュ に 入れ ます 。 

バー スト 動作 モー ド は 、 キ ャ ッシュ を 効率 よく 満た す だ け で な く 、 実 行 タ スク の 局所 性 
の た め に 近い 将来 必要 に な る と 思わ れる 近傍 の 命令 や デー タ ア イ テ ム を も 捕捉 し ます 。 
キャ ッシュ に よっ て 、MPU が メ モリ か ら 情 報 を フェ ッ チ する の に 必要 な バス サイ クル 数 
が 減り 、 シ ステ ム の 他 の バス マス タ が 利用 で きる バス バン ド 幅 が 増え る た め 、 シ ステ ム 
の 全体 の 性 能 が 向上 し ます 。 ま た デー タキ ャ ッシュ に より 、 デ ー タ アク セス の 際 に も 
キャ ッシュ を 利用 する こと が で きま す 。 ラ イト サイ クル 中 、 デ ー タ キャ ッシュ 回 路 は 
デー タ を メモ リ 内 の アイ テム だ け で な く 、 キ ャ ッシュ に 入っ て いる デー タ ア イ テ ム に も 
書き 込み 、 キ ャ ッシュ 内 の デー タ と メモ リ 内 の デー タ の 一 貫 性 を 維持 し ます 。 

し か し 、 キ ャ ッシュ に な い デ ー タ の 書き 込み に つい て は 、 キ ャ ッシュ 制御 レジ スタ 
(CACR) で 選択 きれ て いる ライ ト ア ロケ ーション 方 式 に よっ て 、 デ ー タ アイ テム が 
キャ ッシュ に 格納 され る 場合 と され な い 場 合 が あり ます 。 

な お X68030 の I/O 空 間 な ど で は 、 こ れ ら の 設定 に か か わら ず 、 ハ ー ド ウェ アレ ベル で 
キャ ッシュ が 無効 に され て いる アド レス が 存在 し ます 。 こ れ は 、1/O ポ ボート で 、 リ ー ド ア 
クセ ス の た びに 内 容 が 変化 する た め 、 キ ャ ッシュ 登録 さき れ て いる と 正常 な デー タ 読 み 込 
み が で き な い た めで す 。 

Human68k Ver3.0 で は 、IOCS コ ー ル で キャ ッシュ の 制御 を 行え を る よう に な っ て いま す 。 
詳細 は 「 拡 張 マ ニュ アル | を ご 参照 くだ さい 。 
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1. 7 キャ ッシュ 制御 に つい て 
el 命令 キャ ッシュ 
命令 キャ ッシュ は 、1 ラ イン の サイ ズ が 4 ロン グ ワ ー ド 構成 に な っ て いま す 。 こ れ ら の 
各 ロ ング ワー ド は 、 そ れ ぞ れ が 個別 に 有効 ビッ ト を も っ て いる た め 、 独 立 し た キャ ッ 
シュ エン トリ と みな され ます 。 


ロン グ ワ ー ド の 選択 
みみ グ 。 イン デック ス 


| 
選民 
(あの 
1 0 


F A...AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
C きっ 2 の 2 の 23 AMJMN3I3HJUU1UO0O0O0 00'0.0:0 アク セス アド レス 
2 32109876543.21098763 和 3210 


| 


16 の うち 1 つ を 選択 


命令 キャ ッシュ デー タ 
バス か ら の デー タ 


命令 キャ ッシュ 保持 
レジ スタ へ の デー タ 


ME ウ ド 


キャ ッシュ 制御 ロジ ッ ク 


キャ ッシュ サイ ズー6@64 (ロン グ ワ ー ド ) 

ライ ン サ イズ =4 (ロン グ ワ ー ド ) 

セッ ト サ イ ズ ニ 1 

1 ライ ン に ある 4 つの エン トリ は すべ て 、 同 ヒ じ タ グ ア ド レ ス を も っ て いま す 。 4 ロン グ ワ ー 

ド す べ て に 対す る バー スト 補充 は 、 1 ライ ン の 補充 に 費やす 時 間 が 4 ロン グ ワ ー ド へ の 非 

バー スト アク セス に 要する 同等 の バス サイ クル 時 間 と 比べ て 短い と き に は 有利 で す 。 そ れ 

は 、 後 続 の アク セス で も 参照 し た オペ ラン ド ま た は 命令 に 隣接 する か 、 そ の 近傍 の メモ リ 内 

容 へ の アク セス が 要求 され る 確率 が 高い た めで す 。 

命令 キャ ッシュ は イネ ー ブ ル され る と 、MPU が 命令 を 要求 し た と き に 、 命令 プ リフ ェ ッ チ 

(命令 ワー ド お よび 拡張 ワー ド ) を 格納 され る の に 使用 され ます 。 命令 プリ フェ ッ チ は 、 分 

岐 な ど で プ ログ ラム フロ ー に 変更 が 生じ し たり 、 ス テー タス レジ スタ を 変更 する 可能 性 の ある 

命令 が 実行 され る と き (いずれ の 場合 も 、 命 令 パ イプ が 自動 的 に フラ ッシュ され 、 再 補充 さ 

れ ま す ) を 除い て 、 通 常 は 順次 メモ リア ドレ ス か ら 要 求 さ きれ ます 。 

命令 キャ ッシュ で は 、16 ラ イン の それ ぞ れ に 24 ビ ッ ト の 最上 位 論理 アド レス ビッ ト よ りな る 

タグ 、ERC2 フ ァ ン クシ ジョ ンコ ー ド ビッ ト (エー ザー アタ セス と スー バー バイ ザー アク キス を 

区 別 す る た め に 使用 ) 、 お よび 4 つの 有効 ビッ ト ( 各 ロ ング ワー ド に 対応 ) が あり ます 。 

アド レス ビッ ト A4 一 A7 で 16 ラ イン の うち の 1 つと 関連 する タグ を 選択 し ます 。 コ ン パ レー 

タ は 、 選 択 さ きれ た アド レス お よび ファ ンク ショ ンコ ー ド ビッ ト と 、 ア ドレ ス ビ ッ ト A8 一 A31 

お よび 内 部 プリ フェ ッ チ 要求 か ら の FC2 を 比較 し 、 要 求 さ れん た ワー ド が キャ ッシュ に ある か 
45 


| 
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1 草 MPU68030 


どう か 判断 し ます 。 タ グ が 一 致し 、 対 応 す る 有効 ビッ ト (A2 一 A3 で 選択 され る ) が セッ 
ト さ れ て いれ ば 、 キ ャ ッシュ ヒッ ト が 起こ り ま す 。 キ ャ ッシュ ヒッ ト が 起こ る と 、 ア ド 
レス ビッ ト A1l で 選択 さき まれ る ワー ド が 命令 パイ プ に 供給 きれ ます 。 

アド レス お よび ファ ンク ショ ンコ ー ド ビッ ト が 一 致し な か っ た り 、 要 求 さ きれ ん た エン トリ 
が 有効 で な い 場 合 は 、 ミ ス が 起こ り ま す 。 バ パス コン トロ ー ラ は 要求 され た 命令 ワー ド に 
対し て ロン グ ワ ー ド プリ フェ ッ チ 操作 を 開始 し 、 キ ャ ッシュ エン トリ が キャ ッシュ 可能 
で あれ ば 、 そ の エン トリ を 読み 込み ます 。 ま た キャ ッシュ ライ ン 全 体 を 補充 する の に 、 
バー スト モー ド 操 作 を 要求 すれ お こと が で きま す 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド と アド レス ビッ 
ト が 一 致し 、 対 応 す る ロン グ ワ ー ド が 有効 で な い (た だ し 、 そ の ライ ン に 対す る 他 の 3 
つの 有効 ビッ ト の 1 つま た は 覆 数 が セッ ト さ れ て いる ) 場合 、 シ ング ル エ ント リ 補 充 操 
作 に より 、 通 常 の 単数 も し く は 複 数 の バー スト モー ド で な い プ リフ ェ ッ チバ ス サ イ クル 
を 使用 し て 、 要 求 き れ た ロン グ ワ ー ド だ け を 置き 換え ます 。 

な お 自分 自身 の プロ グラ ム を 書き 換え る よう な 自己 改変 アロ グラ ム で は 、 キ ャ ッシュ が 
イネ ー プ ブル の 状態 で は 、 書き換え られ た プロ グラ ム が キャ ッシュ に あっ た 場合 、 正 常に 
動作 し ませ ん 。 こ れ は 指定 し た メモ リ の 内 容 が 書き 変わ っ て も 、 す で に キャ ッシュ に 読 
み 込 まれ た 部 分 は 書き 換え られ な いた めで す 。 


1. 7 キャ ッシュ 制御 に つい て 


距 太 デー タキ ャ ッシュ = 。 0 0 0 64%w%wW《〔〈《{| 


デー タキ ャ ッシュ は 、PC 相 対 ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド に よる 参照 お よび MOVES 命 令 に よ 
る アク セス を 含め 、MPU 空 間 (FC=$7) を 除く 任意 の アド レス 空間 に 対し て デー タリ ファ 
レン ス を 格納 し ます 。 デ ー タ キャ ッシュ の 操作 は 、 ア ドレ ス 比 較 と キャ ッシュ 補充 操作 
を 除い て 、 命令 キャ ッシュ の 操作 に 類似 し て いま す 。 


ロン グ ワ ー ド の 選択 
タグ イン デック ス 


| FT 1 


FEFEE A.. AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
CC C 3ruu。2222 グ 21HTHM11UTUIWHOOOOOO0OO00 アク セス アド レス 
2 1 0 1.:321098765432109876343210 


V 


TAG 


16 の うち 1 つ を 選択 


デー プ キャ ッシュ デー タタ 


」 タグ の 置換 え 
バス か ら の デー タ 


| _」 "実行 ニット へ の デー タク 


| う ニトリ トラ よ RU を キャ ッシュ 制御 ロジ ッ ク 


キャ ッシュ サイ ズ =64 (ロン グ ワ ー ド ) 
ライ ン サ イズ =4 (ロン グ ワ ー ド ) 
セッ ト サ イ ズ ニ 1 
デー タキ ャ ッシュ の 各 ラ イン の タグ は 、 ア ドレ ス A8 一 A31 の ほか に 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
コー ド ビ ッ ト FCOJFC1, お よび FC2 を も っ て いま す 。 キ ャ ッシュ 制御 回 路 は 、 ビ ッ ト A4 一 
A7 を 使用 し て タグ を 選択 し 、 そ れ を アク セス アド レス の 対応 する ビッ ト と 比較 し て 、 タ 
グ の 一 致 が あっ た か どう か を 判断 し ます 。 ア ドレ ス ビ ッ ト A2 一 A3 は 、 キ ャ ッシュ 内 で 該 
当 す る ロン グ ワ ー ド の 有効 ビッ ト を 選択 し 、 エ ント リ の ヒッ ト が 起こ っ た か どう か 判断 
し ます 。 ミ ス ア ライ メン ト の デー クタ 転送 は 、2 つの デー クタ キャ ッシュ エン トリ に また が 
る こと も あり ます 。 この 場合 、 MPU は 一 度 に 1 エン トリ の ヒッ ト を チェ ッ ク し ます 。 し 
た が っ て 、 ア クセ ス の 一 部 が ヒッ ト し 、 一 部 が ミス する と いう こと も ある わけ で す 。 
ヒッ ト と ミス は 別々 に 扱わ れ ま す 。 
デー タキ ャ ッシュ の 操作 は 、 リ ー ド サイ クル と ライ ト サ イ クル で は 異な り ま す 。 デ ー タ 
リー ドサ イク ル は 、 命 令 キ ャ ッシュ の リー ドサ イク ル と まっ た く 同 様 に 動作 し 、 ミ ス が 
発生 する と 、 メ モリ か ら オ ペラ ンド を 取り 出す た め に 、 外 部 サイ クル が 開始 され 、 ア ク 
セス が キャ ッシュ 可能 な 場合 、 デ ー タ が キャ ッシュ に 読み 込ま れ ま す 。 ミ ス ア ライ メ 
ント の オペ ラン ド が 2 つの キャ ッシュ エン トリ に また が る 場合 は 、 メ モリ か ら 2 つ の ロ 
ング ワー ド を 取り 出す 必要 が あり ます 。 ま た バー スト モー ド 操 作 を 開始 し て 、 デ ー タ 
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キャ ッシュ 全体 の ライ ン を 補充 する こと も で きま す 。 な お MPU ア ドレ ス 空 間 か ら の リー 
ドア クセ ス は デー タキ ャ ッシュ に は 格納 され ませ ん 。 

MPU68030 の デー タキ ャ ッシュ は 、 ラ イト スル ー キ ャ ッシュ で す 。 ラ イト サイ クル で ヒッ 
ト が 発生 する と 、 オ ペラ ンド サイ ズ に 関係 な く 、 ま た キャ ッシュ が 宣 結 され て いる 場合 
で も 、ACU が その アク セス を 誰 可 し た 場合 は 、 デ ー タ は キャ ッシュ と 外部 メモ リ の 両方 
に 書き 込ま れ ま す 。ACU が その アク セス を 無効 で ある と 判断 し た 場合 、 そ の ライ ト は 中 
止 さ れ 、 対 応 す る エン トリ が 無効 と なり 、 バ スエ ラー 例外 が 発生 し ます 。 キ ャ ッシュ へ 
の ライ ト は 、 外 部 メモ リ へ の ライ ト の 前 に 完了 し ます の で 、 外 部 ライ ト が バス エラ ー で 
終了 し て も 、 キ ャ ッシュ に は 新しい 値 が 入っ て いま す 。 デ ー タ キャ ッシュ の 値 は 、 外 部 
ライ ト サ イ クル が 完了 する 前 に 別 の 命令 で 使用 する こと も で きま す 。 た だ し 、 こ れ に 
よっ て 不都合 な 結果 が 生じ な いよ うに する こと が 必要 で す 。 


第 2 章 
コ プ ロ セッ サン FPCP 命 令 


コ プ ロ セッ ザ サ 命令 の 概要 
FPCP プ ログ ラミ ング モデ ル に つい て 
FPCP 命 令 
FPCP 例 外 処理 に つい て 


コ プ ロ セッ サ 命 令 の 概要 


68K フ ァ ミ リ は 、 広 範 な コン ピュ ー タ アプ リケーション を 満足 させ る 性 能 を 備え た MPU 
で す が 、 特 定 の アプ リケーション に 対し て は 特殊 を ハー ドウ ェ ア を 使用 し た ほう が 人 性能 
が 向上 する 場合 が あり ます 。MPU68020 以 上 の 68K フ ァ ミ リ で は 、MPU に コ プ ロ セッ サ と 
呼ば ん る プロ セッ サ を 接続 する こと で 、 プ ログ ラマ か ら 見 た 場合 、 あ た か も MPU 命 令 や 
レジ スタ な ど が 拡張 され た か に 見 える こと が で きる コ プ ロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ ス 機 構 
が 用 意 き され て いま す 。 

X68030 で は 、MC68882 数 値 演算 プロ セッ サ (FPCP) が コ プ ロ セッ サ に あたり 、 こ れ を 
接続 する こと で 、 従 来 の FE ファ ンク ショ ンコ ー ル を 使用 せ ず に 直接 FPCP 命 令 を あたかも 
MPU 命 令 の よう に 使用 し て 、 浮 動 小 数 点 演算 の 劇 的 な スピ ー ド アッ プ と アセ ンプ ラ ソ ー 
ス の 視認 性 の 向上 を も た ら す こと が で きま す 。 


fmove.s 。 #3.14FPO 
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fimul.s DO,FPO 
fmove.1 FPO,D1 


MPU68030 で は 、MMU コ プロ セッ サ 機 能 が MPU に 内 蔵 さ きれ 、MMU 命 令 は オン チッ プ 命 
令 と な り ま し た が 、X68030 に 搭載 され た MPU68EC030 は 、MMU 機 構 が 省略 され て いる 
た め 、MMU の 機能 を 使用 する こと は で きま せん 。 し た が っ て 、 コ プロ セッ サ 命 令 は 、 
X68030 で は 実質 FPCP 専 用 の た め の 命令 と な っ て いま す 。 


FPCP の 特長 は 以下 の 通り で す 。 


@IEEE 754 規 格 に 完全 準拠 し 、 さ ら に 拡張 命令 を 搭載 する こと で 47 種 類 の 命令 を 実行 可 
能 

信 8 つの 80 ビ ッ ト 用 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ と 3 つの 制御 レジ スタ を 搭載 

念 7 種類 の デー タタ イプ を 用 意 

信 オ ンチ ッ プ ROM に 22 個 の 定数 を 用 意 

WMPU と は コ プ ロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ ス を 通し て 、 並行 に 命令 実行 可能 

@MPU の アド レッ シン グ を サポ ー ト し て いる た め 、MPU 命 令 と 同じ 感覚 で 使用 可能 


MPU68030 か ら は 、 コ プロ セッ サ 命 令 を 通し て 、FPCP を 動作 させ る こと が で きま す 。 
コ プ ロ セッ サ 命 令 は 、 以 下 の 7 種類 の 汎用 グル ー プ か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


2. 1 コ プ ロ セッ サ 命 令 の 概要 


コ プ ロ セッ サ 命 令 | 内 容 FPCP で の ニー モニ ッ ク 数 
cpBcc コ プ ロ セッ サ 条 件 に よる 分 岐 33 
cpDBcc コ プ ロ セッ サ 条 件 テス ト 、 デ クリ メン ト 33 
お よび 分 岐 

cpPGEN コ プ ロ セッ サ の 一 般 機能 41 
cpDRESTORE コ プ ロ セッ サリ スト ア 機 能 (特権 命令 ) 1 
cpDSAVE コ プ ロ セッ サモ セー プ 機 能 (特権 命令 ) 1 
cDScc コ プ ロ セッ サ 条 件 に よる セッ ト 32 
cpPTRAPcc コ プ ロ セッ サ 条 件 に よる トラ ッ プ 32 


コ プ ロ セッ サ 特 有 の 機能 は cpGEN 命 令 で 実現 きれ 、 命 令 の コマ ンド ワー ド の 中 の 拡張 
フィ ー ル ド 部 に コマ ンド 番号 を 記述 する こと で 、FSIN や FCOS な どの 命令 を 区 別 で きる よ 
の に な っ て いま す 。 


コ プ ロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ ス は 、MPU68020 以 上 の MPU に 固有 の も の で 


す の で 、MPU68000 で FPCP を 利用 する 場合 は 、 従 来 ビ ば お り FE フ ァ ン クシ ョ 
ンコ ー ル を 使用 する 必要 が あり ます 。 
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OO 1 ・ AS * ーー ミ 
PPGPE デ プロ グラ ミン グモ デル 
ここ で は FEFPCP を 使用 し て 、 プ ログ ラミ ング する 際 の 基本 プロ グラ ミン グモ デル に つい て 
説明 し ます 。 
特に FPCP が 内 蔵 し て いる レジ スタ な ら び に デー タフ ォ ー マ ッ ト に つい て 説明 し ます 。 


2-2-1 


FPCP ( コ プ ロ セッ サ ) は 、MPU に よっ て 実現 きれ る いく つか の 機能 また は 実現 され な い 
いく つか の 機能 に 左右 され な いと いう 基準 を 満た す た め 、 単 独 で は アド レス 計算 を 行い 
ませ ん 。 

FPCP 命 令 を 実行 する と 、MPU68030 が アド レス 計算 を 行い 、 そ の 結果 を FPCP に 伝え 演算 
を 行い ます 。 

し た が っ て 、MPU68030 で 使用 で きる すべ て の アド レッ シン グ 方 式 を 使用 する こと が で き 
まま っ 


2。 2 PFPCP プ ログ ラミ ング 笠 デ 贅 


代入 レジ スタ 55SowuwIthKhKhKhK= っ > や ふも キ bh ホ や ホ 了 s 


FPCP で は 、 以 下 の 8 本 の 汎用 デー タレ ジス タ 、 3 つの 特殊 レジ スタ が 用 意 さ れ て お り 、 
MPU68030 か ら は 従来 の レジ スタ と 同様 の 感覚 で 操作 する こと が で きま す 。 


b79 b63 bO 


浮動 小数 点 
デー タレ ジス タ 


3338333833 


義 0 | | E っ 開 FPCR 浮動 小数 点 制御 レジ スタ 


ーー | | だ | FmSR 清和 数 点 ス ナー タス レジ スタ 
[し … | mAR 計 委 生 人 ア ポレ スレ ジス 


以上 の レジ スタ 以外 に 、 コ プロ セッ サ 単 独 で 使用 する と き を どの た め に コ プ 
ロ セ ッ サ イン ター フェ イス レジ スタ CIR が 用 意 き され て お り 、 こ の レジ スタ を 操 


作 す る こと で FPCP を コン トロ ー ル する こと が で きま す が 、MPU68030 か ら 
FPCP を 使用 する 場合 に は 特に 意識 する 必要 が な い の で 、 こ こ で は 説明 を 省略 
し まず 。 


FFP0F ピ ケーーーー 生生 デ ー タ レジ スタ | 


浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ FP0 一 FP7 は 、80 ビ ッ ト の デー タレ ジス タ で あり 、D0 一 D7 と 
同様 に アク セス する こと が で きま す 。 デ ー タ は 常に 拡張 精度 で 格納 され て いま す 。 外 部 
オペ ラン ド に か か わら ず 、 計 算 前 また は 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ へ の 格納 前 に 拡張 精 
度数 に 変換 され ます 。 

リセ ッ ト ま た は ヌル 状態 サイ ズリ スト ア 操 作 に よっ て 、FP0-FP7 は 正 の 非 シ グ ナ リ ング 
NAN (SNAN) に セッ ト さ れ ま す 。 
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上 FPCPーーーーーーー 義生 処 レ ジス タ | 


浮動 小数 点 制御 レジ スタ FPCR は 、 例 外 イ ネー プル バイ ト と モー ドド 制御 バイ ト の 2 バイ ト 
を 内 蔵 す る 制御 レジ スタ で す 。 


Exception Enable 例外 イネ ー ブ ル バイ ト 


b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 
ee | ommw | om | ww | g mol 


10 進 入力 時 の 不正 確 結果 
不正 確 結果 

0 除算 

アン ダー フロ ー 


ホー バー ラー 


オペ ラン ド エ ラ ー 
シグ ナリ ング 非 数 
比較 不能 状態 で の 分 岐 / ア セット 


例外 イネ ー プ ブル バイ ト 内 の ビッ ト が セッ ト さ れ 、 浮 動 小 数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 例 
外 ス テー タス バイ ト 内 の 対応 ビッ ト も セッ ト さ れ た 場合 は 、 対 応 する 特定 の ベク タ ア ドレ ス 
に よる 例外 が 発生 し ます 。 

2 重 も し く は 3 重 の 例外 が 1 個 の 命令 で 発生 する 場合 が あり ます 。 2 つ 以 上 の 例外 クラ ス に 
対し て トラ ッ プ が 可能 と 設定 され て いる 状態 で 、 複 数 の 例外 が 発生 し た 場合 は 、 優 先 順 位 が 
最も 高い 例外 が 発生 し 、 優 先 順位 が 最も 低い 例外 は 発生 し ませ ん 。 覆 数 の 例外 の 有無 の 
チェ ッ ク は 、 例 外 ハ ンド ラル ー チ ン が 行い ます 。 な お 例外 イネ ー プ ブル バ イ ト の ビッ ト は 、 職 
順 の 優先 度 で 左 か ら 右 に 構成 され て いま す 。 つ まり 、BSUN の 優先 度 が 最も 高く 、INEX1 の 
優先 度 が 最も 低く な り ま す 。 

な お 複数 例外 が 可能 な の は 、 次 の 組み 合わ せ だ け で す 。 


SNAN お よ び INEX1 
OPERR お よび INEX1 
OVFL お よび INEX2 
OVFL お よび INEX1 
UNFL お よ び INEX2 
UNFL お よび INEX1 
INEX2 お よび INEX1 


な お 例外 処理 に 関す る 詳し い 説 明 は 、「2.4 FPCP 例 外 処 理 に つい て | を ご 参照 くだ さ 
い 。 
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2。 人 き FFPCP プ ログ ラミ ング モデル 


Mode Control モー ド 制 御 バ イト 


丸め モー ド : 
00 最寄り の 値 へ の 丸め 
01 ゼロ 方 向 へ の 丸め 
10 負 の 無限 大 へ の 丸め 
11 正 の 無限 大 へ の 丸め 


11 (未定 義 、 予 約 ) 


この バイ ト が 0 で あれ ば 、IEEE デ フォ ルト 状態 が 選択 さき れ ま す 。 


仮数 内 の 丸め 場所 を 設定 し ます 。 


00 拡張 精度 64 ビ ッ ト 境 界 ま で 丸め ます 
01 単 精度 24 ビ ッ ト 境 界 ま で 丸め ます 
10 倍 精 度 33 ビ ッ ト 境 界 ま で 丸め ます 
11 未定 義 


な お FPCP は 計算 時 は 拡張 精度 で 行い 、 演 算 終 了 後に この バイ ト で 設定 し た 丸 
め 方 法 で 格納 され ます 。 

格納 先 が 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ FP0-FP7 の 場合 は 、 PREC ビ ッ ト で 指定 さ 
れ た 精度 まで 丸め られ た 拡張 精度 フォ ー マ ッ ト で 格納 され ます 。 
格納 先 が メ モリ の 場合 は 、 PREC ビ ッ ト は 無相 さ れ 、 拡 張 精度 フォ ー マ ッ ト の 
数 が 格納 先 の フォ ー マ ッ ト 精 度 ま で 丸め られ ます 。 


RND 丸め モー ド 
不正 確 な 結果 の 丸め 方 法 を 設定 し ます 。 


00 無限 に 正確 な 結果 に 最も 近い 数 に 丸め ます (RN) 
01 0 方 向 に 丸め 、 結 果 を 切り 捨て ます (RZ) 

10 負 の 無限 大 の 方 向 に 丸め ます (RM) 

11 正 の 無限 大 の 方 向 に 丸め ます (RP) 
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FPSR 浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ 


浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR は 、 条 件 コー ドバイ ト 、 商 パイ ト 、 例 外 ス テー タス 
バイ ト な ら び に 発生 例外 バイ ト の 4 バイ ト を 内 蔵 す る レジ スタ で す 。 

この レジ スタ は 、 リ セッ ト ま た は ヌル 状態 サイ ズリ スト ア 操 作 に よっ て クリ ア さ れ ま 
eg 


Condition Code 条件 コー ドバイ ト 


条件 コー ドバイ ト は 、4 個 の 条件 コー ド ビ ッ ト を 内 蔵 し て お り 、 こ れ ら の ビッ ト は FMOVE 
また は FMOVEM 命 令 以 外 の 浮動 小数 点 デ アー タレ ジス タ ド に 関係 する すべ て の 演算 命令 の 終了 
時 に セッ ト さ れ ま す 。 実際 に は 、 以 下 の 8 通 り の 組み 合わ せ の み が 発 生 し ます 。 


Z I NAN 結果 アー タタ イプ 
0 0 0 0 正規 化 数 も る しく は 非 正規 化 数 
1 0 0 0 ー 正 規 化 数 も し く は 非 正 規 化 数 
0 1 0 0 +0 
1 1 0 0 ー0 
0 0 1 0 + 無 限 大 
1 0 1 0 ー 無 限 大 
0 0 0 1 + 非 数 
1 0 0 1 ー 非 数 


演算 結果 が 負 に な っ た と き に 、 セ ッ ト さ れ ま す 。 
演算 粘 果 が 0 に な っ た と き に 、 セ ッ ト さ れ ま す 。 
演算 結果 が 無限 大 に な っ た と き に 、 セ ッ ト さ れ ま す 。 
演算 結果 が 非 数 に な っ た と き に 、 セ ッ ト さ れ ま す 。 
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Quotient 商 バ イト 
b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16 


L* 1 eommw 1.) や 0j0[61 


商 の 下位 7 ビッ ト (符号 な し ) 
商 の 符号 


商 バ イト は 、 モ ジュ ロ 剰 余 (FMOD) 命令 $ る しく は IEEE 剰 余 (FREM) 命令 の 終了 時 に セッ 
ト され ます 。 


商 バ イト は 、 ユ ー ザ ー が クリ ア す る か 次 の FMOD ま た は FREM 命 令 が 実行 され る まで 保持 さき 
れ て いま す 。 


セッ ト さ れ て いる と き は 、 商 は 負 の 数 を 意味 し て いま す 。 


リセ ッ ト さ れ て いる と き は 、 商 は 正 の 数 (0 を 含む ) を 意味 し て いま す 。 
QUOTIENT 商 


FMOD も し く は FREM 命 令 で の 剰余 が 、 7 ビッ ト で 格納 され て いま す 。 


Exception Status(EXC) 例外 ステ ー タ スバ イト 
b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 


wma owlww | [see me | 


10 進 入力 時 の 不正 確 結果 
不正 確 結果 

0 除算 

アゲ シ ダー フロ ー 


オキ ギー バー プロ ー 


オペ ラン ド エ ラ ー 
シグ ナリ ング 非 数 
比較 不能 状態 で の 分 岐 ン セッ ト 


例外 ステ ー タ スバ イト EXC は 、 演算 命令 また は 転送 命令 実行 後に 発生 し た 各 浮動 小数 点 例外 
に 対応 する ビッ ト を 内 蔵 し て いま す 。 こ の バイ ト は 、 浮 動 小 数 点 制御 レジ スタ FPCR の 例外 
イネ ー プ ブル バイ ト と 同じ 構成 に な っ て いま す 。 

例外 ステ ー タ スバ イト EXC は 、FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 以 外 の 命令 で は 、 演 算 の 開始 
時 に クリ ア さ れ 、 演 算 実 行 後 例外 条件 が 発生 し た 場合 は 、 対 応 ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 さ 
ら に 浮動 小数 点 制御 レジ スタ EPCR の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の 対応 ビッ ト が セッ ト さ れ て い 
た と き は 、 例 外 が 発生 し ます 。 

な お ユー ザー が この バイ ト に 書き 込み を 行っ て も 、 例 外 は 発生 し ませ ん 。 
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Accrued Exception(AEXC) 発生 例外 バイ ト 


b7 be b5 b4 b3 b2 b1 b0 


不正 確 結果 

0 除算 

アン ダー フロ ー 
オキ ボー パー ツ プロー 


不当 命令 


発生 例外 バイ ト AEXC は 、IEEE 規 格 に よっ て トラ ッ プ ディ セー プル オペ レー ショ ン 用 に 要求 
され て いる 5 個 の 例外 ビッ ト を 内 蔵 し て いま す 。 こ れ ら の ビッ ト は 、 例 外 ス テー タス バイ ト 
EXC 内 の ビッ ト の 論理 的 組み 合わ せ で 生成 され ます 。 

AEXC バ イト は 、 ユ ー ザ ー が 最後 に AEXC バ イト を クリ ア し た 後に 発生 し た すべ て の 浮動 小 
数 点 例外 の 履歴 を 保持 し て いま す 。 FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 以外 の 浮動 小数 点 命令 実 
行 後に 、EXC バ イト 内 の ビッ ト が 論理 的 に 組み 合わ さっ て 、AEXC 値 が 生成 され 、 元 の 
AEXC 値 と 論理 和 き れ て AEXC バ イト に 格納 され ます 。 し た が っ て 、 複 数 の 命令 群 を 実行 後 
に 、 こ の バイ ト を 見 る こと で 、 例 外 条件 が 発生 し た か どう か を 確認 する こと が で きま す 。 
な お ユー ザー が この バイ ト に 書き 込み を 行っ て も 、 例 外 は 発生 し ませ ん 。 

AEXC バ イト は 、 リ セッ ト も し く は ヌル 状態 リス ト ア 操作 に よっ て クリ ア さ れ ま す 。 


FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 実行 後 、 以 下 の 演 算 結 果 が IOP ビ ッ ト に 格納 さ 
れ ま す 。 


AEXC(IOP) = AEXC(IOP) or EXC(BSUN or SNAN or OPERR) 


OMFL オー パー フロ ー 


FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 実 行 後 、 以 下 の 演算 結果 が OVFL ビ ッ ト に 格納 
され ます 。 


AEXC(OVFL)= AEXC(OVFL) or EXC(OVFL) 


UNL アン ダー フロ ー 


FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 実行 後 、 以 下 の 演算 結果 が UNFL ビ ッ ト に 格納 
され ます 。 


AEXC(UNFL)= AEXC(UNFL) or EXC(UNFL and INEX2) 
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DZ 0 除算 
FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 実行 後 、 以 下 の 演算 結果 が DZ ビ ッ ト に 格納 さき 
泥 まず 。 
AEXC(DZ) = AEXC(DZ) or EXC(DZ) 

INEX 結果 
FMOVE も しく は FMOVEM 命 令 実 行 後 、 以 下 の 演算 結果 が INEX ビ ッ ト に 格納 
され ます 。 
AEXC(INEX) = AEXC(INEX) or EXC(INEX1 or INEX2 or OVFL) 

| FPIAR 浮動 小数 点 命 令 ア ドレ スレ ジス タ | 


FPCP 命 令 の 大 部 分 に お いて 、FPCP が 命令 を 実行 し て いる 間 に MPU68030 は 命令 を 並行 に 実 
行 す る こと が で きま す 。 

し た が っ て 、FPCP に お いて 例外 が 発生 し た と き 、 例 外 に 応答 し て スタ ッ ク に 積ま れ た プロ 
グラ ムカ ウン タ 値 が 、 実 際 に 例外 を 発生 し た 命令 の アド レス を 示し て いな いこ と が あり ま 
す 。 

浮動 小数 点 例外 を 発生 する こと の で きる PFPCP 命 令 は 、 こ の よう な 場合 の た め に 、 命 令 の 実 
行 前 に その 命令 の 論理 アド レス を 浮動 小数 点 例 外 ア ドレ スレ ジス タ EPIAR に 読み 込み ます 。 
例外 ハン ドラ の 中 で FPIAR を 参照 する こと に より 、 ど こ で 例外 が 発生 し た か を 知る こと が で 
きま す 。 

な お FPCR.FPSR,FPIAR に 対す る FMOVE も し く は FMOVEM 命 令 で は 浮動 小数 点 例外 が 発生 
し な いた め 、 浮 動 小数 点 例外 アド レス レジ スタ EPIAR は 更新 され ませ ん 。 

この レジ スタ は 、 リ セッ ト ま た は ヌル 状態 サイ ズリ スト ア 操 作 に よっ て クリ ア さ れ ま す 。 
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あま まま 信 デー タフ オー マッ ト 
デー タタ イプ に つい て 


FPCP で 扱う こと が で きる デー タタ イプ は 、 以 下 の 通り で す 。 


符号 付き 2 進 整数 フォ ー マ ッ ト バイ ト 整 数 (B) 
ワー ド 整 数 (W) 
ロン グ ワ ー ド 整数 (L) 
2 進 浮動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト 単 精度 実数 (S) 
倍 精 度 実数 (D) 
拡張 精度 実数 (X) 
パッ ク ド デ シマ ル 浮 動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト バック ド デ シ ャ ル 実 数 (P) 


() 内 の 記号 は 、 ア セン プリ 言語 構文 の 命令 に 付加 する サイ ズ 指 定子 で す 。 B,WL は 68K 
ファ ミリ 共通 の サイ ズ 指 定子 で 、 FPCP で は 新しく S,D,XP の 4 種類 の サイ ズ 指 定子 が 追加 さ 
れ た こと に な り ま す 。 

な お 各 フ ォ ー マ ッ ト の うち 、 2 バイ ト 以 上 で 表 さ れる デー タタ イプ は 、68K フ ァ ミ リ と 同様 
に 最上 位 バ イト が 最小 アド レス に 、 最 下位 バイ ト が 最大 アド レス に 存在 する よう に メモ リ 内 
で 構成 され ます 。 


符号 付き 2 進 整 数 フォ ー マ ッ ト 


FPCP で サポ ー ト され て いる 符号 付き 2 進 整 数 フォ ー マ ッ ト は 、68K フ ァ ミ リ で サポ ー ト され 
て いる ブ ォ ー マ ッ ト と 人 多く 同じ で す 。 
な お FPCP の 内 部 演算 は 、 す べ て 拡張 精度 実数 に 変換 され た 後に 行わ れ ま す 。 


b7 b0 


| バイ ト 整 数 


b15 


b0 


b31 b0 


32 ビ ッ ト ロン グ ワ ー ド 整数 


60 


デ 


2。 2 FPCP プ ロダ ラミ ング モデ 


2 進 浮 動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト 


FPCP で サポ ー ト され て いる 浮動 小数 点数 は 、32 ビ ッ ト の 単 精度 実数 、64 ビ ッ ト の 倍 精 度 実 
数 、96 ビ ッ ト の 拡張 精度 実数 (その うち 80 ビ ッ ト を 使用 ) の 3 種類 の デー タタ イプ が 存在 し 
ま 才 。 


指数 部 ビッ ト 数 | 仮数 部 ビッ ト 数 | 全体 の ビッ ト 数 
単 精 度 8 23 4 32 
倍 精度 11 532 ( 填 1) 64 
拡張 精度 15 64 96 


どの デー タフ ォ ー マ ッ ト で も 、 符 号 ・ 指 数 ・ 仮 数 の 3 つの 部 分 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


b30 b22 b0 


8 ビッ ト 23 ビ ッ ト 
隊 中 往 |ywww 


仮数 部 符号 


仮数 部 符号 暗黙 の 小数 点 


符号 部 は 、 仮 数 部 の 符号 を 表す 1 ビッ ト の デー タ で 、 0 で あれ ば 正 を 、 1 で あれ ば 負 を 意味 
形 共 いま す 。 

指数 部 は 、 符 号 な し 2 進 整 数 で 表 さ れ ま す 。 実際 の 指数 値 は 、 正 負 の 両方 の 値 を と り ま す 
が 、 こ の 値 に 単 精度 ・ 倍 精度 ・ 拡 張 精度 で 、 そ れ ぞ れ 127・1023・16383 の バイ アス 値 が 加算 
され た 値 が 、 指 数 部 に は 格納 され て いま す 。 こ の 形式 に より 、68K フ ァ ミ リ の 整数 比較 命令 
CMP を 用 いて メモ リ 内 の 浮動 小数 点 を 比較 で きま す 。 し た が っ て 、 格 納 さ れ て いる 指数 部 の 
値 か ら 、 そ れ ぞ れ の バイ アス 値 を 減算 し た 、2 の 補 数 表現 に よる 符号 付き 指数 値 が 、 実 際 の 
指数 値 と な り ま す 。 

仮数 部 は 、 符 号 な し 2 進 整数 で 表 さ きれ ま す が 、 拡 張 精度 実数 と 、 単 精度 ・ 倍 精度 実数 で は 若 
干 格納 形式 が 異な っ て いま す 。 仮数 は 2 進 形式 で は 、1.001101 (2) の よう に 1.0 (2) 以上 
2.0 (2) 未満 の 数 で 表現 きれ ます が 、 こ の 例 の 場合 以下 の よう に 格納 され ます 。 


単 精度 仮数 00110100000000000000000 
倍 精 度 仮数 0011010000000000000000000000000000000000000000000000 
拡張 精度 仮数 1001101000000000000000000000000000000000000000000000000000000000 


つま り 、 単 精度 ・ 倍 精度 フォ ー マ ッ ト で は 、 仮 数 の 整数 部 が 暗黙 に 1 で ある と の 前 提 で 、 実 
際 に は 格納 され て いま せん 。 拡張 精度 フォ オー マッ ト で は 、 整 数 部 を 含め て 格納 され て いま 
すず 。 


な お FPCP の 内 部 演算 は 、 す べ て 拡張 精度 実数 に 変換 され た 後に 行わ れ ま す 。 
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パッ ク ド デ シマ ル 浮 動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト 


FPCP で サポ ー ト され て いる パッ ク ド デ シマ ル 浮 動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト は 、 以 下 の 96 ビ ッ ト 
の デー タ 形 式 で 表現 され ます 。 


パッ ク ド デ シマ ル 実 数 


暗黙 の 小数 点 
主 無 限 大 、 非 数 、0 な どの た め だ け に 使用 され る 2 ビッ ト 
指数 部 符号 
仮数 部 符号 


最上 位 の 1 ビッ ト は 、 仮 数 の 符号 を 意味 し て いま す 。 

次 の 1 ビッ ト は 、 指 数 の 符号 を 意味 し て いま す 。 

次 の 2 ビッ ト は 、 和 無限 大 や 非 数 な どの 数 を 表現 する た め に 用 意 さ きれ て いま す 。 

次 の 12 ビ ッ ト は 、 指 数 が 符号 な し 10 進 形式 で 3 桁 分 ( 各 桁 4 ビッ ト ) 格納 され て いま す 。 
次 の 12 ビ ッ ト は 、 通 常 0 です が 、 最 上 位 4 ビッ ト は オペ ラン ド 指 数 が 3 桁 の 絶対 値 よ り も 大 
きい 場合 に 出力 中 の み 生 成 さ れ ま す 。 

最後 の 68 ビ ッ ト は 、 仮 数 が 符号 な し 10 進 形式 (1.0 以 上 10.0 未 満 ) で 17 桁 分 ( 各 桁 4 ビッ ト ) 
格納 され て いま す 。 

パッ ク ド デ シマ ル 浮 動 小 数 点 フ ォ ー マ ッ ト は 、 拡 張 精度 フォ ー マ ッ ト と 同様 に 仮数 の 整数 部 
は 省略 され ず に 格納 され て いま す 。 

な お FPCP の 内 部 演算 は 、 す べ て 拡張 精度 実数 に 変換 され た 後に 行わ れ ま す 。 


2。 2 FFPOP プ ログ ラミ ンダ 墓 デ ル 


表現 で きる 実数 の 種類 


浮動 小数 点 フ ォ ー マ ッ ト で は 、 以 下 の 5 種 類 の 実数 を 表現 する こと が で きま す 。 


| 表現 で きる 数 の タイ プ 
正規 化 数 
非 正規 化 数 
0 
無限 大 
非 数 


正規 化 数 は 、 オ ー バ ー フ ロー 限界 お よび アン ダー フロ ー 限 界 の 間 の すべ て の 
表示 可能 実数 値 を 意味 し て いま す 。 オ ー バ ー フ ロー と は 、 指 数 値 が 最大 指数 
値 よ り も 大 きい こと を 意味 し ます 。 同様 に アン ダー フロ ー と は 指数 値 が 最小 
指数 値 よ り も 小さ いこ と を 意味 し ます 。 


cfmce 仮数 部 ニ = さま ざま な ビッ トバ パ バターン 


仮数 部 の 符号 、0 or 1 
非 正 規 化 数 


非 正規 化 数 は 、 ア ンダ ー フ ロー 限界 未満 の 実数 値 を 意味 し て いま す 。FPCP の 
場合 、 指 数 部 が 0 と な り 、 仮 数 部 が 0 で な い 数 を 非 正規 化 数 と 呼び ます 。 正 
規 化 数 は 、 正 負 の どちら の 値 も と る こと が で きま す 。 ま た 単 精度 ・ 倍 精度 
フォ ー マ ッ ト で 省略 され て いる 仮数 の 整数 部 は 0 と な り ま す 。 


| mw | 仮数 部 =0 で な いさ ま ざ ま な ビッ トバ パターン 


仮数 部 の 符号 、0 or 1 


通常 の シス テム で は 、 オ ー バ ー フ ロー が 発生 する と 、 綴 制 的 に 0 に な り ま す 
が 、 非 正規 化 数 表現 を と れ ば 、 オ ー バ ー フ ロー 限界 未満 と 0 の 間 の 数 を 表現 
で きる た め 、 最 小 限 の 誤差 で 演算 を 行う こと が で きま す 。 

な お 拡張 精度 フォ ー マ ッ ト で は 、 明 示 整 数 部 ビッ ト を も っ て いる た め 、 こ と の 
よう な 値 ( 未 正規 化 数 ) を その 形式 の まま で 表現 する こと が で きま す が 、 
FPCP は どの よう な 演算 を 行っ て も 、 未 正規 化 数 は 生成 し ませ ん 。 拡張 精度 
フォ ー マ ッ ト に お いて も 、 必 ず 非 正規 化 数 も し く は 0 に 変換 し ます 。 
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| 0 | 0 は 、 符 号 付き で 、 実 数 値 +00 も し く は 一 0.0 を 表現 で きま す 。 


Les 1 


仮数 部 の 符号 、0 or 1 


無限 大 | 無限 大 は 、 符 号 付 き で 、 オ ー バ パー フロ ー 限 界 を 超え た 実数 値 を 意味 し て いま 


| 非 数 | 
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結果 の 指数 が 、 最 大 指数 値 以 上 の と き に 、 オ ー バ ー フ ロー と な り 、 以 下 の 形 
式 の デー タ の な り ます 。 


指数 値 = 最大 値 仮数 部 0 
仮数 部 の 符号 、0 or1 


な お 仮数 部 は 、 拡 張 精度 フォ オー マ ッ ト で も すべ て 0 と な り ま す 。 


数 学 的 に 解釈 する こと の で き な い 演算 (無限 大 と 無限 大 の 除算 な ど ) が 行わ 
れ た と き 、 以 下 の 非 数 (NAN) 形式 で 表現 され ます 。 


指数 値 = 最大 値 仮数 部 三 0 で な いさ ま ざ ま な ビッ トバ パタ ー ン 
仮数 部 の 符号 、0 or 1 


NAN オ ペラ ンド が 入力 値 と し て 行わ れ た 演算 で は 、 結 果 は すべ て NAN と な り 
ます 。 ユ ー ザ ー は 、NAN を 未 初期 化 の 変数 も し く は 配列 に 対す る 不用 意 な ア 
クセ ス を 防い だ り 、 ユ ー ザ ー 定 義 の 特殊 デー タタ イプ を 表現 する た め に 使用 
する こと が で きま す 。 

な お 拡張 精度 フォ ー マ ッ ト の 場合 、 仮 数 の 最上 位 ビ ッ ト (整数 部 ) は 、 意 味 
が あり ませ ん 。 

仮数 の 小数 部 の 最上 位 ビ ッ ト が 1 の と き は 非 シ グ ナ リ ング NAN を 、 0 の と き 
は シグ ナリ ング NAN (SNAN) を 意味 し て いま す 。SNAN は 、 ユ ー ザ ー が 定義 
し た 非 IEEE デ ー タ タイ プ の 拡張 と し て 使用 する こと が で きま す 。 

IEEE 規 格 で は 、NAN を ある 演算 へ の 入力 と し て 使用 し た 場合 の 処理 方 法 が 定 
義 き れ て いま す 。 

SNAN を 入力 と し て 使用 し 、SNAN ト ラッ プ が ディ セー プ ブル の 場合 は 、NAN を 
粘 果 と し て 返し ます 。 

FPCP に よっ て 、NAN が 生成 され た と き は 、 仮 数 部 は すべ て 1 と な っ て いま 
k 

ユー ザー が NAN を 作成 し た と き は 、0 以外 の すべ て の ビッ ト パ タ ー ン を 定義 
する こと が で きま す 。 


2. 2 FPCP プ ログ ラミ ング モデ ル 
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FPCP 命 令 


こ で は 、FPCP で 使用 で き る FPCP 命 令 を 説明 し ます 。 FPCP で 使用 で きる 命令 は "F" で 始 
ま り 、 例 えば cpSAVE 命 令 は 、FPCP で は FSAVE 命 令 と 表記 され ます 。 
な お 詳し い 操作 説明 は 、「 3 .2 EPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 ] を ご 参照 くだ さい 。 


の K 到 時 cpBcc (FBcc) 


FPCP で は 、FEBcc 命 令 と し て 記述 され ます 。 cc と は 、 浮 動 小 数 点 ス テー タス レジ スタ 
FPSR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 意味 し て いま す 。 

浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 値 と 指定 され た 条件 が 一 致し た 場合 、 指 定 さ れ た 
ラベ ル へ 分 岐 し ます 。 

詳し く は 、248 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


FBcc 。 < ラベ ル > 


II cpBcc 命 令 ニ ー モ ニッ ク 
FBF | FBEO FBOGT | FBOGE 
FBOLT FBOLE FBOGL FBOR 
FBUN FBUEO FBUGT FBUGE 
FBULT FBULE FBNE FBRA 
FBT FBSF FBSEO | EFBGT 
FBGE FBLT FBLE FBGL 


FBGLE FBNGLE FBNGL FBNLE 
FBNLT FBNGE FBNGT FBSNE 
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レー ニン 
HH ~ つ 


だ 。 が PP 相 全 


の まま を 久 CDDBcc (FDBcc) 


FPCP で は 、FDBcc 命 令 と し て 記述 され ます 。cc と は 、 浮 動 小数 点 ス テー タス レジ スタ 
FPSR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 意味 し て いま す 。 

浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 値 と 指定 され た 条件 が 一 致し た 場合 、 次 の 命令 の 
実行 に 移り ます 。 そ れ 以 外 の 場合 は 、 指 定 さ れん た デー タレ ジス タ の 下位 ワー ド が 1 だ け 
減算 され 、 そ の 結果 が 一 1 に 等 しい 場 合 は 、 次 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 等 し く な いり 場合 
は 、 指 定 さ れん た ラベ ル へ ジャ ンプ し ます 。 

詳し く は 、255 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


書 式 | FDBcc Dn, く ラベ ル > 
cpDBcc 命 令 ニ ー モ ニッ ク 

FDBRA | FDBEF FDBEO | FDBOGT 
FDBOGE | FDBOLT | FDBOLE | FDBOGL 
FDBOR | FDBUN | FDBUEQO | FDBUGT 
FDBUGE | FDBULT | FDBULE | FDBNE 
FDBT FDBSF FDBSEO | FDBGT 
FDBGE | FDBLT FDBLE FDBGL 
FDBGLE | FDBNGLE| FDBNGL | FDBNLE 
FDBNLT | FDBNGE | FDBNGT | FDBSNE 
FDBST 
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第 2 章 コ プ ロ セッ サン /FPCP 命 令 


宮 可 還 cpGEN oo6 646《〔〈《〈《#%| 


コ プ ロ セッ サ の 一 般 命令 で す 。 FPCP で は 、cpGEN 命 令 は 、 デ ー タ 転送 命令 ・ 単 項 演算 命 
令 ・ 二 項 演算 命令 ・ プ ログ ラム 制御 命令 の 4 種類 に 分 類 さ れ ま す 。 

書式 は 各 命 令 ご と に 異な っ て いま す の で 、 詳 し い 使 用 法 は 「3.2 FPCP 命 令 セ ッ ト ー 
覧 ] を ご 参照 くだ さい 。 


デー タ 転 送 人 令 

ニー モニ ッ ク 内 容 パージ 

FMOVE 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 転送 | 280 

FMOVECR 定数 ROM 内 容 の 転送 287 

FMOVEM 覆 数 デー タレ ジス タ の 転送 288 
四 命 

ニー モニ ッ ク 内 容 

FABS 絶対 値 

FACOS 逆 余弦 

FASIN 逆 正 弦 

FATAN 逆 正 接 

FATANH 双曲線 逆 正 接 

FCOS 余弦 

FCOSH 双曲線 余弦 

FETOX @ 

FETOXM1 eー1 260 

FGETEXP 指数 部 取り だ し 262 

FGETMAN 仮数 部 取り だ し 264 

FINT 整数 化 266 

FINTRZ 弟 数 化 (0 へ の 丸め ) | 268 

FLOG10 log 。 zo | 

FLOG2 log。 272 

FLOGN log. 274 

FLOGNP1 log. 十 1) 276 

FNEG 否定 295 

| 栖 記 

FSIN 正弦 312 

FSINCOS 正弦 ・ 余 弦 同 時 計算 | 314 

FSINH 双曲線 正弦 316 

ESQRT 平方 根 318 

FTAN 正 接 322 

FTANH 双曲線 正 接 324 

FTENTOX 10* 326 

FTWOTOX 2* 331 
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二 項 演算 命令 
ニー モニ ウッ ゥ ク 
加算 
FCMP 比較 
FDIV 除算 
FMOD モジ ュ ロ 剰余 
FMUL 乗算 
FREM IEEE 剰 余 
FSCALE 指数 部 スケ ー リ ング 
FSGLDIV 単 精度 除算 
FSGLMUL 単 精度 乗算 
FSUB 減算 
ログ ラム 制 御 命令 


内 容 


グー オペ レー ショ シン 
オペ ラシン シド テス ト 


2 


3 FPCP 命 令 
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第 2 章 コ プ ロ セッ サン FPCP 命 令 


の ま k 富 題 cpDRESTORE (FRESTORE) 


コ プ ロ セッ サ の 内 部 状態 を 復帰 し ます 。cpSAVE 命 令 の 実行 後に 行っ て くだ さい 。 

な お FSAVE に 続け て FMOVEM 命 令 を 使用 し て いた 場合 は 、 ま ず FMOVEM 命 令 で 各種 レ 
ジス タ の 値 を 復帰 し た あと 、FRESTORE 命 令 を 実行 し て くだ さい 。 

な お この 命令 は 、 特 権 命 令 で す の で 、 ユ ー ザ ー モ ー ド で 使用 する と 特権 命令 例外 が 発生 
し ます 。 

詳し く は 、300 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


書 式 | EREsTORE < 実効 アド レス > 


cpRESTORE 命 令 ニ ー モ ニッ ク 
FRESTORE 
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2. 3 FPCP 命 令 


まだ に 信 CDSAVE (FSAVE) 


コ プ ロ セッ サ の 内 部 状態 を 保存 し ます 。cpSAVE 命 令 を 実行 後 、cpRESTORE 命 令 で 内 部 
状態 の 復帰 を 行う こと が で きま す 。 な お この 命令 は 、FP0 一 FP7FPCR,FPSR,FPIAR は 保 
存 し ませ ん の で 、 こ れ ら の レジ スタ の 値 も 保存 し た い 場 合 は 、FSAVE に 続け て FMOVEM 
命令 を 使用 し て くだ さい 。 

な お この 命令 は 、 特 権 命令 で す の で 、 ユ ー ザ ー モ ー ド で 使用 する と 特権 命令 例外 が 発生 


し ます 。 
詳し く は 、302 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


FSAVE ぐ 実 効 ア ドレ ス > 


cpDSAVE 命 令 ニ ー モ ニッ ク 
FSAVE 
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第 2 章 コ プ ロ セッ サン FPCP 命 令 


還 呈 四 pscc(Feeo 


FPCP で は 、FScc 命 令 と し て 記述 され ます 。cc と は 、 浮 動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR 
か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 意味 し て いま す 。 

指定 きん た コ プ ロ セッ サ の コン ディ ショ ンコ ー ド を テス ト し ます 。 そ の 条件 が 真 で あれ 
ば 、 実 効 ア ドレ ス で 指定 され る バイ ト が TRUE ( 全 ビ ッ ト 1 ) に 設定 され 、 条 件 が 偽 で 
あっ た 場合 は 、 そ の バイ ト が FALSE ( 全 ビ ッ ト 0) に 設定 され ます 。 

詳し く は 、306 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


FScc < 実効 アド レス > 


cpScc 命 令 ニ ー モ ニッ ク 

FSF FSEO FSOGT FSOGE 
FSOLT FSOLE FSOGL FSOR 
FSUN FSUEO FSUGT FSUOE 
FSULT FSULE FSNE FST 
FSSE FSSEO FSGT FSGE 
FSLT FSLE FSGL FSGLE 
FSNGLE FSNGL FSNLE FSNLT 


FSNGE FSNGT FSSNE FSST 
| 叶 | 屋 8 画 
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2. 3 FPCP 命 令 


と まま を 個 CDIRAPcc (FTRAPcc) 


FPCP で は 、FTRAPcc 命 令 と し て 記述 され ます 。 cc と は 、 浮 動 小数 点 ス テー タス レジ スタ 
FPSR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド を 意味 し て いま す 。 

指定 され ん た コ プ ロ セッ サ の 条件 コー ド を テス ト し ます 。 選択 され た コ プ ロ セッ サ 条 件 が 
真 の 場合 、 プ ロ セ モッ サ は ベク タ 番 号 7 の cpTRAPcc 例 外 処理 を 開始 し ます 。 ス タッ ク に 置 
か れる プロ グラ ムカ ウン タ 値 は 、 次 の 命令 の アド レス で す 。 選択 され た 条件 が 偽 で あっ 
た 場合 は 、 何 も 実行 せ すず 、 次 の 命令 に 移り ます 。 


詳し く は 、328 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


FTRAPcc 
FTRAPcc _ # く デー タク 
cpTRAPcc 命 令 ニ ー モ ニッ ク 

FTRAPF FTRAPEO ] FTRAPOGT FTRAPOGE 
FTRAPOLT FTRAPOLE FTRAPOGL FTRAPOR 
FTRAPUN FTRAPUEO FTRAPUGT FTRAPUGE 
FTRAPULT FTRAPULE FTRAPNE FTRAPT 
FTRAPSF FTRAPSEO FTRAPGT FTRAPGE 
FTRAPLT FTRAPLE FTRAPGL FTRAPGLE 
FTRAPNGLE FTRAPNGL FTRAPNLE FTRAPNLT 
FTRAPNOE FTRAPNGT FTRAPSNE FTRAPST 
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FPCP 例 外 処 理 に つい て 
2-4-1 


FPCP で 発生 する 例外 は 、 プ ログ ラマ か ら 見 た 場合 、MPU68030 の 例外 の 拡張 と し て 処理 
する こと が で きま す 。 


ベク タ 値 | ベク タオ フ セ ッ ト 割り 当て 
(10 進 ) (16 進 ) | 
| 7 | $01C FTRAPcc 命 令 
11 $02C F 系 列 エ ミュ レー ター 
13 $034 コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 
48 $OCO 比較 不能 状態 で の 分 岐 ア セッ ト 
49 $0C4 不正 確 結果 
50 $O0CS8 0 除算 
51 $OCC アン ダー フロ ー 
2 $OD0 オペ ラン ド エ ラ ー 
53 $OD4 オー バー フロ ー 
54 $OD8 | シグ ナリ ング 非 数 


以上 の よう に 、 FPCP で 発生 する 例外 は 合計 10 種 類 あ り ま す が 、FPCP 命 令 の み を 使用 し て 
いる 場合 は 、F 系 列 エ ミュ レー ショ ン 例 外 や コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 例 外 は 発生 し な 
いた め 、 こ こ で は 詳し い 説 明 は 行い ませ ん 。 


例外 は 、 い つ 例 外 が 発生 する か と いう 区 別に よっ て 、 命令 実行 前 例外 ・ 命 令 実行 中 例 
外 ・ 実 行 実行 後 例外 の 3 種類 に 分 類する こと が で きま す が 、FPCP で 発生 する 例外 は 命令 
実行 前 例外 が ほとん ど で す 。 こ れ は MPU と FPCP が 並行 に 動作 する こと が で きる た めで 
5 
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2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


/ ま 久作 FPCP 例 外 処理 


FPCP 命 令 の 実行 に よっ て 発生 する 例外 は 合計 8 種類 あり ます が 、 こ とこ こ で は その うち 
FTRAPcc 命 令 以 外 の 、 浮 動 小数 点 制御 レジ スタ FPCR の EXC バ イト で 登録 され て いる 
FPCP 固 有 の 例外 処理 に つい て 説明 し ます 。 


BSUN 比較 不能 状態 で の 分 岐 プ セット 


BSUN 例 外 は 、FBcc,FDBcc,FScc,FTR APcc 命 令 で の 以下 の 条件 選択 子 を 含む 命令 を 実行 時 
に 、 浮 動 小数 点 ス テー タス レジ スタ EPSR 内 の 条件 コー ドバイ ト の NAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ 
て いる 場合 に 発生 し ます 。 


GT 
NGT 
GE 
NOE 
LT 
NLT 
LE 
NLE 


て より 大 きい GL ーー よ り 大 きい また は 未満 

て より 大 きく な い | NG ーー より 大 きく な く 、 か つ 未 満 で な い 

て 以上 GLE ーー より 大 きい また は 未満 また は 等 し い 

< 以 上 で な い NGLE | より 大 きく な く 、 未 満 で な く 、 か つ 等 し く な い 
ー 未 満 SF 常に 偽 (シセ シグナリング) 

ー 未 満 で な い ST 常に 真 (シセ シグナリング) 

を 以下 SEQ 等 し い (シグ ナリ ング ) 

ー 以 下 で な い SNE 等 し く て な い (シグ ナリ ング ) 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の BSUN ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


BSUN が 0 の と き 


浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 例外 ステ ー タ スバ イト EXC 内 の BUN 
ビッ ト が セッ ト さ れ ま す が 、BSUN 例 外 は 発生 し ませ ん 。 


BSUN が 1 の と き 


BSUN 例 外 が 発生 し ます 。 

BSUN 例 外 は 、 要 求 さ れ た 条件 選択 子 の 評価 前 に トラ ッ プ が 行わ れ 、BSUN 例 
外 の 原因 と な っ た 命令 が BSUN 例 外 ハ ンド ラ か ら の リタ ー ン 時 に 再 実行 され ま 
す 。 し た が っ て 、 例 外 ハ ンド ラ 終 了 時 に 条件 付き 命令 が BSUN 例 外 を 再発 し な 
いよ うに 、 浮 動 小 数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 条件 コー ドバイ ト 内 の NAN 
ビッ ト か 、 浮 動 小数 点 制 御 レ ジス タ FPCR の 例外 イネ ー プ ブル バイ ト 内 の BSUN 
ビッ ト を リセ ッ ト す る 必要 が あり ます 。 
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第 2 章 コ プ ロ セッ サン FPCP 命 令 


SNAN シグ ナリ ング 非 数 


FPCP は 、 演 算 結果 と し て SNAN を 生成 する こと は あり ませ ん 。 オ ペラ ンド エラ ー に よっ て 作 
成 さ きれ た NAN は 、 常 に 非 シ グ ナ リ ング 非 数 で す 。 

SNAN 例 外 は 、 算 術 命令 に 関係 する オペ ラン ド が SNAN で あっ た 場合 に 発生 し ます 。 な お 
FMOVE FPcc・FMOVEM お よび FSAVE 命 令 で は 、 ス テー タス ビッ ト を 変更 し な いた め 、 例 
外 は 発生 し ませ ん 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 命令 を 使用 し て SNAN を 処理 する こと が で きま 


す 。 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の SNAN ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


SNAN が 0 の と き 


有意 数 と は ? 
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デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト が 、 単 精度 (S) ・ 倍 精度 (D) ・ 拡 
張 精 度 (X) ・ パ ッ ク ド デシ マル (P) の 場合 は 、NAN の 小数 部 の 最上 位 ビ ッ 
ト が 1 に セッ ト さ れ 、SNAN と し て デス ティ ネー ショ ンド に 格納 され ます 。 そ れ 
以外 の ビッ ト は 変更 きれ ませ ん が 、 必 要 な 場合 は 入力 NAN は 切り 捨て られ ま 
す 。 

また デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト が 、 バ イト 整数 (B) ・ ワ ー ド 整 
数 (W) ・ ロ ング ワー ド 整 数 (L) の 場合 は 、SNAN 有 意 数 の 上 位 8 ・16・32 
ビッ ト が デス ティ ネー ショ ン に 格納 され ます 。 


拡張 精度 フォ ー マ ッ ト と 、 単 ・ 倍 精度 フォ ー マ ッ ト で は 、 仮 数 の 整数 部 を 保 
持 し て いる か いな いか の 相違 が あり ます の で 、 有 意 数 と いう 言葉 を 以下 の よ 
うに 定義 する こと に より 、 ど の フォ ー マ ッ ト で も 同様 の 概念 を 志す こと が で 
きま す 。 し た が っ て 、 有 意 数 と は フォ ー マ ッ ト の 中 に 保持 され て いる 仮数 部 
の こと で は な く 、 実 際 の 仮数 を 意味 し て いま す 。 


単 精度 有意 数 ニ 1.023 ビ ッ ト 小 数 部 ) 
倍 精度 有意 数 1.(?2 ビ ッ ト 小 数 部 ) 
拡張 精度 有意 数 (64 ビ ッ ト 小 数 部 ) 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


SNAN が 1 の と き 


デス ティ ネー ショ ン が メモ リ も し く は MPU68030 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 
"SNAN が 0 の と き " と 同様 に 結果 が 書き 込ま れ ま す 。 例外 ハ ンド ラ の 中 で 、 そ 
の 結果 を 変更 する こと も で きま す 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 命 令 実行 が 中 止 
され 、 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 値 は 変更 され ませ ん 。 こ の 場合 は 、 例 外 
ハン ドラ の 中 で 、 結 果 を 書き 込む こと が 必要 で す 。 

例外 ハン ドラ 内 で 結果 を 戻す た め に 、 以 下 の 3 種類 の 情報 を 得る こと が で き 
家 ま 。 


信 エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FPIAR を 参照 する こと に より 、 実 行 中 で 
あっ た 演算 ・ 第 2 オペ ラン ド 値 ・ デ ステ ィ ネ ーション な ど を 得る こと が で き 
まず 。 


人 @W デス ティ ネー ショ ン の メモ リア ドレ ス 
命令 実行 中 の スタ ッ ク フ レー ム の オフ セッ ト 十 $10 を 参照 する こと に より 、 デ 
ステ ィ ネ ーション の メモ リア ドレ ス を 得る こと が で きま す 。 


今 例外 オペ ラン ド 
FSAVE 命 令 を 使用 する こと に より 、 例 外 オ ペラ ンド を スタ ッ ク フ レー ム に 入 
れる こと が で きま す 。 
な お 例外 オペ ラン ド は 、 拡 張 精 度 に 変換 され た ソー ス オ ペ ラン ド を 意味 し ま 
す 。 
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OPERR オペ ラン ド エ ラ ー 
OPERR 例 外 は 、 所 定 の オペ ラン ド に 対し て 数 学 的 解釈 が な い 場 合 な ど に 発生 し ます 。 以下 
の 場合 に OPERR 例 外 が 発生 し ます 。 


オペ ラン ド エ ラ ー 発 状態 

ソー ス が 土 無限 大 か 1 より 大 きい か ー 1 より 小さ い 

十 無限 大 と 一 無限 大 の 和 

ソー ス が 土 無限 大 か 1 より 大 きい か ー 1 より 小さ い 

ソー ス が 1 以上 か ー 1 以下 

ソー ス が 土 無限 大 

0 ノ 0 か 無限 大 無限 大 

ソー ス が 土 無限 大 

ソー ス が 土 無限 大 

ソー ス が 負 

ソー ス が 負 

ソー ス が 負 

ソー ス が ーー 1 以下 

浮動 小数 点 デ アー タ レジ スタ が 土 無限 大 か 、 ソ ー ス が 0 で 片方 の オペ ラン ド が 非 数 で な い 
整数 オー バー フロ ー ノ アン ダー フロ ー か 、 ソ ー ス が 非 数 か 土 無 限 大 


FMOVE to 
B,W,orL 
FMOVE to P 


ソー ス の 指数 部 が 999 (10) より 大 きい か 、 仮 数 が 17 桁 より 大 きい 
片方 の オペ ラン ド が 0 で 、 も う 片 方 が 土 無 限 大 

浮動 小数 点 デ アー タ レジ スタ が 土 無限 大 か 、 ソ ー ス が 0 で 片方 の オペ ラン ド が 非 数 で な い 
ソー ス が 土 無限 大 

0 ノ 0 か 無限 大 無限 大 

片方 の オペ ラン ド が 0 で 、 も う 片 方 が 無限 大 

ソー ス が 土 無限 大 

ソー ス が 土 無限 大 

ソー ス が 負 

ソー ス と 浮動 小数 点 デ ー タ レジスタ の 両方 が 十 無 限 大 か 一 無 限 大 
ソー ス が 土 無限 大 


FSGLDIV 
FSGLMUL 


な お OPERR 例 外 は 、 デ ステ ィ ネ ーション が メモ リ か MPU68030 の デー タレ ジス タ で 、 フ ォ ー 
マッ ト が 単 精度 (S) ・ 倍 精度 (D) ・ 拡 張 精度 実数 (X) の と き に は 発生 し ませ ん 。 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー ブ ル バイ ト の OPERR ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 
動作 と な り ま す 。 
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2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


OPERR が 0 の と き 


演算 に よっ て 整数 オー バー フロ ー が 発生 し た か 、 ソ ー ス の 浮動 小数 点 デ ー タ 
レジ スタ が 無限 大 の と き は 、 デ ステ ィ ネ ーション の フォ ー マ ッ ト サ イ ズ に 適 
合 す る こと が で きる 最大 も ふし く は 最小 の 整数 が デス ティ ネー ショ ン に 格納 さ 
まま 

デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト が 、 バ イト 整数 (B) ・ ワ ー ド 整数 
(W) ・ ロ ング ワー ド 芝 数 (L) で 、 ソ ー ス の 浮動 小数 点 デ ー タ が NAN で ある 
場合 は 、NAN 有 意 数 の 上 位 8 ・16・32 ビ ッ ト が デス ティ ネー ショ ン に 格納 さ 
れ ま す 。 

デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト が パッ ク ド デ シマ ル 実 数 (P) で 、 仮 
数 の 桁 数 が 17 桁 を 超え て いる 場合 は 、17 桁 の 結果 が デス ティ ネー ショ ンド に 格 
納 さ れ ま す 。 指 数 の 絶対 値 が 999 を 超え て いる 場合 は 、4 桁 目 が ビッ ト 79 一 76 
に 格納 され ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 拡 張 精度 非 シ グ 
ナリ ング NAN が 格納 され ます 。 


OPERR が 1 の と き 


OPERR 例 外 が 発生 し ます 。 

デス ティ イネ ーション が メモ リ か MPU68030 の デー タレ ジス タ の 場合 は 、 
"OPERR が 0 の と き " と 同様 に 処理 され ます 。 な お この 例外 が 発生 する の は 、 

FMOVE FPn, ぐ ea> 命 令 を 実行 し た 場合 の み で す 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 、 命 令 実 行 が 中 止 さ 
れ 、 涯 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 値 は 変更 され ませ ん 。 こ の 場合 は 、 例 外 ハ 
ンド ラ の 中 で 、 結 果 を 書き 込む こと が 必要 で す 。 

例外 ハン ドラ 内 で 結果 を 戻す た め に 、 以 下 の 3 種 類 の 情報 を 得る こと が で き 

に 二 


信 エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FPIAR を 参照 する こと に より 、 実 行 中 で 
あっ た 演算 ・ 第 2 オペ ラン ド 値 ・ デ ステ ィ ネ ーション な ど を 得る こと が で き 
ます 。 


人 @ デス ティ ネー ショ ン の メモ リア ドレ ス 
命令 実行 中 の スタ ッ ク フ レー ム の オフ セッ ト 十 $10 を 参照 する こと に より 、 デ 
ステ ィ ネ ーション の メモ リア ドレ ス を 得る こと が で きま す 。 


念 例外 オペ ラン ド 
FSAVE 命 令 を 使用 する こと に より 、 例 外 オ ペラ ンド を スタ ッ ク フ レー ム に 入 
示 ゐ で と が でき ます 。 
な お 例外 オペ ラン ド は 、 拡 張 精度 に 変換 され た ソー ス オ ペ ラン ド を 意味 し ま 
す 。 
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OVFL ーー プロー 


OVEFL 例 外 は 、 浮 動 小 数 点 デ ー タ レジ スタ で 表現 する こと が で き な い 大 き な 算 術 演算 結果 が 
発生 し た 場合 も し く は メモ リ へ 格納 する 際 に ソー ス の 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 値 が 大 
きす ぎ て デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト で は 表現 で き な い 場合 に 発生 し ます 。 

な お OVFL 例 外 は 、 デ ステ ィ ネ ーション デー タフ ォ ー マ ッ ト が 単 精度 ($) ・ 倍 精度 (D) ・ 
拡張 精度 実数 (X) の と きのみ 発生 し ます 。 


演算 結果 が 拡張 精度 実数 と し て 表現 する こと が で きる よう な 十分 小さ い 値 の 


場合 で も 、 デ ステ ィ ネ ーション が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ で ある 場合 、 
OVFL 例 外 が 発生 する こと が あり ます 。 

これ は 丸め 精度 を 単 ・ 倍 精度 に 設定 し て いた 場合 で 、 演 算 結 果 は 一 旦 そ の 精 
度 ま で 丸め られ 、 丸 め ら れ た 結果 が 拡張 精度 フォ ー マ ッ ト に 変換 され る た め 
3 1 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー プ ブル バ イ ト の OVFL ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


OVFL が 0 の と き 
設定 され て いる 丸め モー ド に し た が っ て 、 以 下 の 値 が デス ティ イネ ーション に 
格納 され ます 。 
丸め モー ド 結果 


RN 無限 大 。 符 号 は 中 間 結 果 の 符号 

RZ 最大 絶対 値 数 。 符号 は 中 間 結 果 の 符号 

RM 正 の オー バー フロ ー の 場合 は 、 正 の 最大 数 
負 の オー バー フロ ー の 場合 は 、 負 の 無限 大 

RP 正 の オー バー フロ ー の 場合 は 、 正 の 無限 大 
負 の オー バー フロ ー の 場合 は 、 負 の 最小 数 


OVFL が 1 の と き 
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OVFL 例 外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン に 格納 され る 結果 は 、"OVEFL が 0 の と き " と 同様 で す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リ も し く は MPU68030 レ ジス タ の 場合 は 、 結 果 が 格 
納 さ れ て 命令 実行 中 例外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 次 の FPCP 命 令 を 
実行 し よう と し た と き に 、 命令 実 行 前 例外 が 発生 し ます 。 


例外 ハン ドラ 内 で は 、 次 の 2 種類 の 情報 を 得る こと が で きま す 。 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


@ エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FEFPIAR を 参照 する こと に より 、 演 算 の 種 
類 ・ オ ペラ ンド 位置 を 得る こと が で きま す 。 


人 @ 例外 オペ ラン ド 
FSAVE 命 令 を 使用 する こと に より 、 例 外 オ ペラ ンド を スタ ッ ク フ レー ム に 入 
れる こと が で きま す 。 
な お ここ で の 例外 オペ ラン ド と は 、 以 下 を 意味 し ます 。 


(① デス ティ ネー ショ ン が メモ リ も し く は MPU68030 レ ジス タ の と き 
例外 オペ ラン ド の 値 は せ 、 デ ステ ィ ネ ーション 精度 に 丸め られ た 中 間 結 果 の 
仮数 で あり 、15 ビ ッ ト の 指数 が 正規 拡張 精度 数 と し て バイ アス され て いま 
す 。 デ ステ ィ イネ ーション が メモ リ の 場合 は 、 オ ペラ ンド の 評価 済み 実効 ア 
ドレ ス が MPU68030 命 令 実 行 中 スタ ッ ク フ レー ム の オフ セッ ト $10 に 入っ て 
いま す 。 


(② デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の と き 

例外 オペ ラン ド の 値 は 、 拡 張 精度 に 丸め られ た 中 間 結 果 で あり 、 指 数 バイ 
アス は $3FFF で は な く 、$3FFF 一 $6000 で す 。 一 $6000 の 追加 バイ アス を 使用 
し て 、17 ビ ッ ト の 中 間 値 を 15 ビ ッ ト で 表示 する こと の で きる 値 に し ます 。 
中 間 結 果 の 17 ビ ッ ト の 2 の 補 数 表現 を 復元 する に は 、 例 外 オ ペラ ンド の 15 
ビッ ト 指 数 を 最低 17 ビ ッ ト ま で 符号 拡張 させ 、$3FFF 一 $6000 の バイ アス を 
その 数 か ら 減じ ます 。 ほ と ん どの 演算 の 場合 は 中 間 指 数 値 が 32.767 を 超え な 
いた め 、16 ビ ッ ト 整 数 の 範囲 内 に 入れ る こと が で きま す 。 た だ し 完全 汎用 
例外 ハン ドラ は 、17 ビ ッ ト 指 数 値 を 計算 する よう に すべ き で す 。 

通常 の 9 オーバーフロー の 他 に 、 指 数 命令 (e,10*,2*、 お よび 双曲線 正弦 、 余 
弦 ) は 、 中 間 結 果 用 17 ビ ッ ト 指 数 値 を オー バー させ る こと が あり ます 。 こ 
の よう な オー バー フロ ー が 発生 し た 場合 (指数 値 が 8A000 を オー バー し た と 
き ) 、 例 外 オ ペラ ンド 指数 値 は $0000 に セッ ト さ れ ま す 。 な お 通常 の オー 

バー フロ ー に よっ て 作成 され る 指数 値 の 範囲 は 以下 の 通り で す 。 


最小 指数 値 S$04000 十 $3FFF 一 $6000 の 下位 15 ビ ッ ト ニ ニ $1FFF 
最大 指数 値 ニ S$0A000 十 $3FFF 一 $6000 の 下位 15? ビ ッ ト ニ 3$7FFF 
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UNFL アン ダー フロ ー 


UNFL 例 外 は 、 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ で 表現 する こと が で き な い 小さ な 算術 演算 結果 が 
発生 し た 場合 、 も る し く は メモ リ へ 格納 する 際 に ソー ス の 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 値 が 小 
さき すぎ て 正規 化 の 結果 と し て デス ティ ネー ショ ン デ ー タ フォ ー マ ッ ト で は 表現 で き な い 場合 
に 発生 し ます 。 

な お UNFL 例 外 は 、 デ ステ ィ ネ ーション デー タフ ォ ー マ ッ ト が 単 精度 ($) ・ 倍 精度 (D) ・ 
拡張 精度 実数 (X) の と きのみ 発生 し ます 。 


演算 結果 が 拡張 精度 実数 と し て 表現 する こと が で きる よう な 十分 大 きい 値 の 


場合 で も 、 デ ステ ィ ネ ーション が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ で ある 場合 、 
UNFL 例 外 が 発生 する こと が あり ます 。 

これ は 丸め 精度 を 単 ・ 倍 精度 に 設定 し て いた 場合 で 、 演 算 結 果 は 一 旦 そ の 精 
度 ま で 丸め られ 、 丸 め ら れ た 結果 が 拡張 精度 フォ ー マ ッ ト に 変換 され る た め 
で す 。 


浮動 小数 点 制御 レジ スタ 内 の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の UNFL ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


UNFL が 0 の と き 
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デス ティ ネー ショ ンド に 格納 され る 結果 は 、 非 正規 化 数 また は 0 で す 。 非 正規 
化 は 、 次 の 手順 で 行わ れ ま す 。 中 間 結 果 を 取り だ し 、 指 数 が デス ティ ネー 
ショ ン フ ォ ー マ ッ ト 用 の 非 正規 化 指数 値 と 等 し く な る まで 増加 させ な が ら 、 
仮数 を 右 へ シフ ト さ せま す 。 非 正規 化 中 に 仮数 の すべ て の 有効 ビッ ト が 右 に 
シフ ト さ れ た 場合 は 、 設 定 さ れ て いる 丸め モー ド に し た が っ て 、 以 下 の 値 が 
デス ティ ネー ショ ン に 格納 され ます 。 


丸め モー ド 結果 
RN 中 間 結 果 の 符号 の 0 
RZ 中 間 結 果 の 符号 の 0 
RM 正 の アン ダー フロ ー の 場合 は 、 十 0 
負 の アン ダー フロ ー の 場合 は 、 負 の 最小 非 正規 化 数 
RP 正 の アン ダー フロ ー の 場合 は 、 正 の 最大 非 正 規 化 数 
負 の アン ダー フロ ー の 場合 は 、 一 0 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


UNFL が 1 の と き 


UNFL 例 外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン に 格納 され る 結果 は 、"UNFL が 0 の と き " と 同様 で す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リ も し く は MPU68030 レ ジス タ の 場合 は 、 結 果 が 格 
納 さ れ て 命令 実行 中 例外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 次 の FPCP 命 令 を 
実行 し よう と し た と き に 、、 命 令 実 行 前 例外 が 発生 し ます 。 


例外 ハン ドラ 内 で は 、 以 下 の 2 種類 の 情報 を 得る こと が で きま す 。 


⑱ エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FPIAR を 参照 する こと に より 、 演 算 の 種 
類 ・ オ ペラ ンド 位置 を 得る こと が で きま す 。 


候 例外 オペ ラン ド 
FSAVE 命 令 を 使用 する こと に より 、 例 外 オ ペラ ンド を スタ ッ ク フ レー ム に 入 
れる こと が で きま す 。 
な お ここ で の 例外 オペ ラン ド と は 、 以 下 を 意味 し ます 。 


(① デ ステ ィ ネ ーション が メモ リ も し く は MPU68030 レ ジス タ の と き 
例外 オペ ラン ド の 値 は せ 、 デ ステ ィ ネ ーション 精度 に 丸め られ た 中 間 結 果 の 
仮数 で あり 、15 ビ ッ ト の 指数 が 正規 拡張 精度 数 と し て バイ アス され て いま 
す 。 デス ティ ネー ショ ン が メモ リ の 場合 は 、 オ ペラ ンド の 評価 済み 実効 ア 
ドレ ス が MPU68030 命 令 実 行 中 スタ ッ ク フ レー ム の オフ セッ ト $10 に 入っ て 
ます 。 


(②' デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の と き 

例外 オペ ラン ド の 値 は 、 拡 張 精度 に 丸め ゆら れ た 中 間 結 果 で あり 、 指 数 バイ 
アス は $3FFF で は な く 、3$3FFF 十 $6000 で す 。3$6000 の 追加 バイ アス を 使用 し 
て 、17 ビ ッ ト の 中 間 値 を 15 ビ ッ ト で 表示 する こと の で きる 値 に し ます 。 中 
間 結 果 の 17 ビ ッ ト の 2 の 補 数 表現 を 復元 する に は 、 例 外 オ ペラ ンド の 15 
ビッ ト 指 数 を 最低 17 ビ ッ ト ま で 符号 拡張 させ 、$3FFF 十 $6000 の バイ アス を 
その 数 か ら 減 じ ま す 。 ほ と ん どの 演算 の 場合 は 中 間 指 数 値 が 一 32,768 未 満 に 
な ら な いた め 、16 ビ ッ ト 整 数 の 範囲 内 に 入れ る こと が で きま す 。 た だ し 完 
全 汎用 例外 ハン ドラ は 、17 ビ ッ ト 指 数 値 を 計算 する よう に し て くだ さい 。 
通常 の アン ダー フロ ー の 他 に 、 指 数 命令 (e,10*,2*、 お よび 双曲線 正弦 、 余 
弦 ) は 、 中 間 結 果 用 17 ビ ッ ト 指 数 値 を アン ダー フロ ー さ せる こと が あり ま 
す 。 こ の よう な アン ダー フロ ー が 発生 し た 場合 (指数 値 が $16001 以 下 に な 
る と き ) 、 例 外 オ ペラ ンド 指数 値 は $0000 に セッ ト さ れ ま す 。 な お 通常 の ア 
ンダ ー フ ロー に よっ て 作成 され る 指数 値 の 範囲 は 以下 の 通り で す 。 


最小 指数 値 =$16001 十 $3FFF 十 $6000 の 下位 15 ビ ッ ト テ $0000 


最大 指数 値 $1C000 十 $3FFF 十 $6000 の 下位 15 ビ ッ ト ニ 3$SFFF 
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DZ 0 除算 


DZ 例 外 は 、 除 算命 令 で 0 で 除算 し た と き 、 ま た は 超越 関数 が 潤 近 線 と 無限 大 に 芋 近 で ある 
と き 発 生 し ます 。DZ 例 外 を 発生 きせ る 可能 性 の ある 命令 を 以下 に 示し ます 。 


オペ ラン ド 値 
ソー ス が 0 で 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ が 非 数 で な い 
ソー ス が 0 
ソー ス が 0 
ソー ス が 0 
ソー ス が キテ ァ グ 2 の 耕 数 倍 
ソー ス が 0 で 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ が 非 数 で な い 


FSGLDIV 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー ブ ル バイ ト の DZ ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動作 
と な り ま す 。 


デス ティ ネー ショ ン 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ に 、 次 の 結果 を 格納 し ます 。 


OFDIV 命 令 お よび FSGLDIV 命 令 の 場合 は 、 ソ ー ス オペ ラン ド の 符号 の 排他 的 
論理 和 が 符号 で ある 無限 大 と な り ま す 。 

〇 FTAN 命 令 の 場合 は 、 ソ ー ス オペ ラン ド の 符号 が 付い た 無限 大 と な り ま す 。 
〇 FLOGx 命 令 の 場合 は 、 負 の 無限 大 た と な り ま す 。 


DZ が 1 の と き 


DZ 例 外 が 発生 し ます 。 
デス ティ ネー ショ ン 浮 動 小数 点 レ ジス タ は 変更 され ず 、 次 の FPCP 命 令 を 開始 
する 前 に 命令 実行 前 例外 が 発生 し ます 。 し た が っ て 、 例 外 ハ ンド ラ の 中 で 、 


結果 を 書き 込む せこ と が 必要 で す 。 
例外 ハン ドラ 内 で 結果 を 戻す た め に 、 以 下 の 2 種類 の 情報 を 得る こと が で き 
各 . 記 


@ エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アドレス レジスタ FPIAR を 参照 する こと に より 、 実 行 中 で 
あっ た 演算 ・ ソ ー ス オペ ラン ド 値 ・ デ ステ ィ ネ ーション 浮動 小数 点 デ ー タ レ 
ジス タ 番 号 な ど を 得る こと が で きま す 。 


念 例外 オペ ラン ド 
FSAVE 命 令 を 使用 する こと に より 、 例 外 オ ペラ ンド を スタ ッ ク フ レー ム に 入 
れる こと が で きま す 。 
な お 例外 オペ ラン ド は 、 拡 張 精 度 に 変換 され た ソー ス オ ペ ラン ド を 意味 し ま 
す 。 
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2. 4 FPCP 例 外 処 理 に つい て 


INEX2 不正 確 結果 


INEX2 例 外 は 、 演 算 の 結果 仮数 の ビッ ト 数 が 多 す ぎ て 、 設 定 さ れ て いる 丸め 精度 また は デス 
ティ ネー ショ ン 精 度 で 表示 する こと が で き な い よう な 中 間 結果 が 生じ た と き な ど に 発生 し ま 
yk 


FPCP は 、 内 部 的 に は 以下 の よう な 85 ビ ッ ト の 中 間 結 果 フ ォ ー マ ッ ト で 演算 を 行い ます 。 


整数 ビッ ト 有効 仮数 最 下 位 ビ ピッ ト 
オー バー フロ ー ピ ッ ト 保護 ビッ ト 


丸め ビッ ト 
ステ ィ ッ キー ビ ピット 
中 間 結果 フォ ー マ ッ ト で は 、 指 数 部 は 17 ビ ッ ト で 仮数 部 は 68 ビ ッ ト で 構成 され ます 。 仮数 部 
は さら に 2 ビッ ト の 整数 部 と 66 ビ ッ ト の 小数 部 に 分 か れ ま す 。 整数 部 の 2 ビッ ト の うち 、 上 位 
1 ビッ ト を 特に オー バー フロ ー ビ ッ ト 、 下 位 1 ビッ ト を 整数 ビッ ト と 呼び ます 。 オ ー バ ー フ 
ロー ビッ ト が セッ ト さ れ た と き は オー バー フロ ー が 発生 し た こと を 意味 し ます 。 小数 部 の 最 
下位 3 ビット は 、 順 に 保護 ビッ ト ・ 丸 め ビ ッ ト ・ ス ティ ッ キ ー ビ ッ ト と 呼び 、 こ れ ら の 3 
ビッ ト の 位置 は 、 設 定 さ れ て いる 丸め 精度 に よっ て 異な り ま す 。 保護 ビッ ト ・ 丸 め ビ ッ ト の 
値 は 常に 正確 で す が 、 ス ティ ッ キ ー ビ ッ ト の 値 は 丸め ビッ ト 以 降 の すべ て の ビッ ト の 論理 和 
を 意味 し て いま す 。 し た が っ て 丸め ビッ ト の 右 の どれ か 1 ビッ ト で も 1 で あれ ば 、 ス ティ ッ 
キー ビッ ト は 1 と な り ま す 。 演算 の 結果 これ ら 3 ビッ ト の いずれ か が セッ ト さ れ て いた と き 
INEX2 も し く は INEX1 例 外 が 発生 し ます 。 


不正 確 結果 例外 が 発生 する と 、 設 定 さ れ て いる 丸め モー ド に よっ て 以下 の 演算 を 行い ます 。 


信 RM の と き 
中 間 結 果 が 負 で あれ ば 、 有 効 仮数 の 最 下 位 ビ ッ ト に 1 を 加え ます 。 


信 RN の と き 
保護 ビッ ト が 1 で 、 丸 め ビ ッ ト ・ ス ティ ッ キ ー ビ ッ ト が と も に 0 で 、 有 効 仮 
数 の 最 下位 ビッ ト が 1 の と き 、 有 効 仮数 の 最 下 位 ビ ッ ト に 1 を 加え ます 。 ま 
た 保護 ビッ ト が 1 で 、 丸 め ビ ッ ト ・ ス ティ ッ キ ー ビ ッ ト の どちら か が 1 の と 
き に 、 有 効 仮数 の 最 下 位 ビ ッ ト に 1 を 加え ます 。 


@ HP の と き 
中 間 結果 が 正 で あれ ば 、 有 効 仮数 の 最 下 位 ビ ッ ト に 1 を 加え ます 。 


人 @ RZ の と き 
保護 ビッ ト ・ 丸 め ビ ッ ト ・ ス ティ ッ キ ー ビ ッ ト と も に 切り 捨て られ ます 。 
その 後 オ ー バ ー フ ロー ビッ ト が 1 で あれ ば 、 指 数 値 に 1 を 加え 、 仮 数 部 を 1 
ビッ ト 右 へ シフ ト し ます 。 最後 に 保護 ビッ ト ・ 丸 め ビ ピット ・ ス ティ ッ キ ー 
ビッ ト と も に 0 に し 、 丸め を 落 了 し ます 。 
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IEEE 規 格 で は 、 オ ー バ ー フ ロー が 発生 し た 場合 に も 不正 確 結果 を 通知 する よ 


うに 規定 し て いま す 。 FPCP で は 、AEXC バ イト の INEX ビ ッ ト で この 規定 が 実 
現 き れ て いま す 。 

し か し オー バー フロ ー 例 外 が ディ セー プ ブル で 不正 確 例外 が イネ ー プ ブル で あっ 
た 場合 に オー バー フロ ー と な っ た と き 、IEEE 規 格 で は 不正 確 例外 を 通知 する 
よう に も 規定 さん て いる た め 、FPCP で は この よう な 場合 、AEXC バ イト 内 の 
OVEL と INEX ビ ッ ト が 、EXC バ イト 内 の OVFL が セッ ト さ れ ま す 。 


浮動 小数 点 制御 レジ スタ 内 の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の INEX2 ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


INEX2 が 0 の と き 


丸め られ た 結果 が 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 され ます 。 


INEX2 が 1 の と き 


86 


INEX2 例 外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン に 格納 され る 結果 は 、"TNEX2 が 0 の と き " と 同様 で す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リ も し く は MPU68030 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 格 
納 後に 命令 実行 中 例外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 場合 は 、 次 に FPCP 命 令 を 
実行 し よう と し た と き に 、 命令 実行 前 例外 が 発生 し ます 。 


例外 ハン ドラ 内 で は 、 以 下 の 2 種類 の 情報 を 得る こと が で きま す 。 


⑱ エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 


浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FPIAR を 参照 する こと に より 、 演 算 の 種 
類 ・ オ ペラ ンド 位置 を 得る こと が で きま す 。 


念 例外 オペ ラン ド 


他 の 例外 と は 異な り 、FSAVE 命 令 が 実行 され な けれ ば スタ ッ ク フ レー ム 内 の 
例外 オペ ラン ド の 値 は 定義 され ませ ん 。 命令 実行 中 に 発生 し た 例外 が 不正 確 
結果 状態 だ け で ある 場合 は 、 例 外 オ ペラ ンド の 値 は 無効 で す 。 

また 命令 実行 中 に 要 数 の 例外 が 発生 し て いた 場合 は 、 例 外 オ ペラ ンド の 値 は 
他方 の 優先 順位 の 高い 例外 に 関連 し て いま す 。 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


INEX1 10 進 数 入力 時 の 不正 確 結果 


INEX1 例 外 は 、 パ ッ ク ド デシ マル 命令 を 、 設 定 さ れ て いる 丸め モー ド で 正確 に 拡張 精度 に 変 
換 す る こと が で き な い と き な ど に 発生 し ます 。 例 外 発生 後 の 丸 め 方 法 は 、INEX2 例 外 と 同様 
の ずら 


浮動 小数 点 制 御 レ ジス タ 内 の 例外 イネ ー プ ル バ イ ト の INEX1 ビ ッ ト の 状態 に よっ て 以下 の 動 
作 と な り ま す 。 


INEX1 が 0 の と き 


例外 が 発生 し た 命令 が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ へ の FMOVE 命 令 で あっ た 場 
合 は 、 丸 め ら れ た 結果 が 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ に 格納 され ます 。 FMOVE 
命令 以外 の と き は 、 丸 め ら れ た 結果 が 計算 で 用 いら れ ま す 。 


INEX1 が 1 の と き 


INEX1 例 外 が 発生 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン に 格納 され る 結果 は 、"INEX1 が 0 の と き " と 同様 で す 。 
この 場合 は 、 次 に FPCP 命 令 を 実行 し よう と し た と き に 、 命令 実行 前 例外 が 発 
まあ 


例外 ハン ドラ 内 で は 、 以 下 の 2 種 類 の 情報 を 得る こと が で きま す 。 


信 エラ ー が 発生 し た 命令 の アド レス 
浮動 小数 点 命令 アド レス レジ スタ FPIAR を 参照 する こと に より 、10 進 スト リ 
ング の 位置 を 得る こと が で きま す 。 た だ し 、 こ の スト リン グ の 実効 アド レス 
は 、 可 能 場 合 は 例外 ハン ドラ が 再 計算 する 必要 が あり ます 。 


介 例外 オペ ラン ド 
他 の 例外 と は 異な り 、FSAVE 命 令 が 実行 され な けれ ば スタ ッ ク フ レー ム 内 の 
例外 オペ ラン ド の 値 は 定義 され ませ ん 。 命令 実行 中 に 発生 し た 例外 が 不正 確 
結果 状態 だ け で ある 場合 は 、 例 外 オ ペラ ンド の 値 は 無効 で す 。 
また 命令 実行 中 に 複数 の 例外 が 発生 し て いた 場合 は 、 例 外 オ ペラ ンド の 値 は 
他方 の 優先 順位 の 高い 例外 に 関連 し て いま す 。 
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だ まま 久 FPCP ス タッ ク フ レ ー ム 


マル チタ スク の シス テム で は 、 タ スク を 切り 替え る 際 に 、 そ の と き の 内 部 動作 状態 ( コ 
ン テ キ スト ) を 保存 し て 、 新 し く 切 り 奉 た を る タス ク の 内 部 動作 状態 を 読み 込む 必要 が あ 
り ま す 。 

この 内 部 動作 状態 に は 、 ユ ー ザ ー が プロ グラ ム か ら ア クセ ス で きる レジ スタ デー タ な ど 
の プロ グラ マモ デル と PFPCP の 内 部 フラ グ な どの 内 部 状態 の 2 種類 が あり ます 。 こ れ ら の 
内 部 動作 状態 の 保存 は 、 以 下 の 2 つの 命令 で 行わ れ ま す 。 


プロ グラ マモ デル FMOVEM 命 令 を 使用 し て 保存 する 
内 部 状態 FSAVE 命 令 を 使用 し て 保存 する 


FSAVE 命 令 は 、FPCP 内 部 の マイ クロ プロ グラ ムカ ウン タ 値 や 計算 中 の レジ スタ 値 、 例 外 
情報 な ど を 保存 し ます 。 FPCP は FSAVE 命 令 実 行 後に 、 ア イド ル 状 態 と な り 、 保 留 さ れ て 
いた 例外 等 は すべ て クリ ア さ れ ま す 。 し た が っ て 、 内 部 動作 状態 を 完全 に 保存 する た め 
に は 、FSAVE 命 令 実 行 後に FMOVEM 命 令 を 使用 する 必要 が あり ます 。 

内 部 動作 状態 の 読み 込み は 、 こ の 手順 の 逆 で 、 ま ず FMOVEM 命 令 で プロ グラ マモ デル を 
読み 込ん だ 後 、FRESTORE 命 令 を 使用 し て FSAVE 命 令 で 保存 し て いた 内 部 状態 を 読み 込 
み 、 タ スク 切り 共 え 前 の 状態 に 戻し ます 。 

FSAVE 命 令 で 、 メ モリ に 書き 込ま れる 内 部 状態 情報 の フォ ー マ ッ ト 形 式 は 、 そ の と き の 
FPCP の 動作 状態 に より 3 種類 の 形式 が あり ます 。 

以下 に 3 つの 状態 フ プレー ム フ ォ ー マ ッ ト を 示し ます 。 な お MC68881 と MC68882 で は 
フォ ー マ ッ ト が 異な っ て いま す 。 


コマ ンド プ コ ン デ ィ シ ョ ン レ ジス タ 


例外 オペ ラン ド 
(12 バ イト ) 


オペ ラン ドレ ジス タ 


内 痢 レ ジス タ 
(180 バ イト ) 


(68881) 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


アイ ドル 状態 フレ ー ム 
b31 b23 


b1 b7 bo 
| az | mm ば 
コマ ンド ノコ ン デ ィ シ ョ ン レ ジス タ (予約 ) 


内 部 レジ スタ 
(32 バ イト ) 


$28 

例外 オペ ラン ド 
0 Q①2 バ イト ) 
$30 


オペ ラン ドレ ジス タ 
BIU フ ラグ 


ビジ ー 状 態 フ レー ム 


内 部 レジ スタ 
(212 バ イト ) 


(68882) 


68882 の 状態 フレ ー ム は 、68881 と 比較 し て 、 ア イド ル 状 態 フ レー ム と ビジ ー 状 態 フ レー 
ム に お いて 、32 バ イト の 内 部 レジ スタ 領域 が 、 こ の 領域 の 先頭 部 に 追加 され て いま す 。 

し た が っ て 、68882 で の これ ら の スタ ッ ク フ レー ム へ の オフ セッ ト 値 は 、68881 に 比較 し 
て $20 だ け 余 分 に と る 必要 が あり ます 。 

な お ヌル 状態 フレ ー ム は 、68881/68882 と も 同じ 形式 で す 。 


68882 で の 例外 ハン ドラ 内 で は 、 次 の 内 容 を 実行 する 必要 が あり ます 。 
〇 例外 ハン ドラ の 一 番 最初 に FSAVE 命 令 を 実行 する 
〇 BSET 命 令 る しく は それ に 準じ た 命令 を 使用 し て 、 ア イド ル 状 態 フ レー ム の フラ グ の 


ビッ ト 27 を セッ ト す る 
〇 RTE 命 令 の 直前 で 、FRESTORE 命 令 を 実行 する 
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な お 割り 込み に よる ハン ドラ で ある 、F 系 列 エ ミュ レー ショ ン 例 外 ・FTRAPcc 例 外 な ど で 
は 、 ア イド ル 状 態 フ レー ム の フラ グ の ビッ ト 27 を セッ ト し て は いけ ませ ん が 、 1 つ 以 上 の 
FPCP 命 令 を 含む 例外 ハン ドラ で は 、 先 頭 で FSAVE 命 令 を 、RTE 命 令 の 直前 に FRESTORE 合 
令 を 実行 する 必要 が あり ます 。 な お コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 例外 ハン ドラ で は 、 こ れ ら 
を する 必要 は あり ませ ん 。 そ れ は コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 例 外 が 、 シ ステ ム の 回 復 が 不 
可能 な 例外 で ある た めで す 。 


これ ら の 処理 を 実行 し な い 場合 、 無 限 ル ー プ や コ プ ロ セッ サ プ ロ トコ ル 違 反 例 外 な ど が 発生 
し ます 。 以下 に MC68882 で の 例外 ハン ドラ の サン プル を 示し ます 。 


EXCEPHANDLER:  FSAVE ー(SP) * 内 部 状態 の 保存 
MOVE.B  (SP)DO  ※* 状 態 フ レー ム の 最初 の バイ ト 
BEQ NULL * ヌ ル 状 態 フ レー ム な ら 分 岐 
CLR.LDO * ま デー タレ ジス タ の クリ ア 
MOVE.B 状態 フレ ー ム サイ ズ の 読み 込み 
BSET #3.(SP,DO) ネフ ラグ の ビッ ト 27 を セッ ト 
NULL: FRESTORE (SP) 十 *※* 内 部 状態 の 復帰 
RTE *※ 例 外 ハ ンド ラ の 終了 


ヌル 状態 フレ ー ム に は 、 内 部 状態 は 保存 き れず 、 コ プロ セッ サ 番 号 お よび 状態 フレ ー ム サイ 
ズ の み が 保 在 き まれ ます 。 バー ジョ ン 番 号 0 を も つ 状 態 フ プレ ー ム は 、 す べ て の バー ジョ ン の コ 
プロ セッ サ で 復帰 する こと が で きま す 。 ヌル 状態 フ プレー ム の サイ ズ 値 は 、 保 存 動作 中 は 意味 
を も た ず 、EFPCP に よっ て 無視 され ます 。 

ヌル 状態 を 復帰 する と 、 リ セッ ト 機 能 が 実行 され 、 す べ て の 浮動 小数 点 ア デー タレ ジス タ に 
NAN が セッ ト さ きれ 、FPCR が 0 に リセ ッ ト さ れ ま す 。 ま た 最後 の ヌル 状態 復帰 また は ハー ド 
ウェ アリ セッ ト 機 能 以 後 FPCP 命 令 が 実行 さて ん て いな いと き は 、 ヌ ル 状 態 の 保存 が 行わ れ ま 
す 。 な お ヌル 状態 が 保存 き れる と いう こと は 、FPCP プ ログ ラマ モデ ル が 空 で あり 、 

FMOVEM 命 令 に よっ て 保存 する 必要 が な いと いう こと で す 。 
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2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


アイ ドル 状態 フレ ー ム 


FPCP 命 令 が 実行 され て いな いと き 、 現 在 実行 中 の 命令 が 終了 し た と き に FSAVE 命 令 が 実行 
され た と き に アイ ドル 状態 と な り ま す 。 通常 、 例 外 ハ ンド ラ 内 で FSAVE 命 令 を 実行 し た と き 
に 作成 され る フレ ー ム は アイ ドル 状態 フレ ー ム で す 。 

アイ ドル 状態 フレ ー ム 内 に は 、 コ マン ド プ コン ディ ショ ン レ ジス タ ・ 例 外 オ ペラ ンド ・ オ ペ 
ラン ドレ ジス タ ・BIU フ ラグ ・ 内 部 レジ スタ (MC68882 の み ) が 含ま れ て お り 、 こ こ か ら さ 
ま ざ ま な 情報 を 得る こと が で きま す 。 


BIU フ ラグ の フォ ー マ ッ ト は 以下 の 通り で す 。 
内 部 状態 情報 


オペ ラン ドレ ジス タビ ッ ト 24-31 有 効 
オペ ラン ドレ ジス タビ ッ ト 16-23 有効 
オペ ラン ドレ ジス タビ ッ ト 8-15 有 効 
オペ ラン ドレ ジス タ 0-7 有効 

オペ ラン ド 転 送 保留 
浮動 小数 点 例 外 保留 

オペ ラン ドレ ジス タ へ の アク セス 期待 
命令 ふる し く は アク セス タイ プ 保 留 
命令 保留 

プロ トコ ル 違 反 保留 


未定 義 、 予 約 (読み 込み 時 1) 


ユー ザー が 変更 で きる BIU フ ラグ は 、 ビ ッ ト 27 だ け で す 。 こ の ビッ ト が 0 の 場合 は 、 例 外 が 
保留 中 で あり 、 1 に 変更 する こと に よっ て 保留 を クリ ア す る こと が で きま す 。 


ビッ ト 16-19 


これ ら の ビッ ト は 、MC68882 で の み 有 効 で あり 、 内 部 レジ スタ の 内 部 状態 情 
報 を 含み ます 。 


ビッ ト 20^23 


状態 フレ ー ム の オペ ラン ドレ ジス タイ メー ジ に 有効 を な データ が 入っ て いる と 
き に セッ ト さ れ ま す 。 
32 ビ ッ ト オ ペラ ンド レジ スタ イメ ー ジ 内 の 各 バ イト に 対し て 1 個 の フラ グ 
ビッ ト が 用 意 さ きれ て いま す 。 フ ラグ の ビッ ト が 0 の 場合 は 、 対 応 す る バイ ト 
内 の デー タ が 無効 で も る こと を 示し ます 。 
これ ら の ビッ ト は 、 オ ペラ ンド レジ スタ の イメ ー ジ を 修飾 する た め に 使用 す 
の の ちの きまま 
な お これ ら の ビッ ト は 、 変 更 し な いで くだ さい 。 
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ビッ ト 24^25 


[ ビット 26 | 


[ビッ ト 27 | 涯 


[ビット 28 | 
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これ ら の ビッ ト は 、MC68882 で の み 有 効 で あり 、 内 部 レジ スタ の 内 部 状態 情 
報 を 含み ます 。 


FPCP が 必要 な オペ ラン ド 変 換 を 完了 済み で あり 、 メ モリ に オペ ラン ド を 書き 
込む こと が で きる こと を 示し ます 。 

この ビッ ト が 0 の 場合 は 、 メ モリ へ の オペ ラン ド 転 送 が 保留 さん て いま す 。 
この ビッ ト は 、 変 更 し な いで くだ さい 。 


浮動 小数 点 例外 が 保留 され て お り 、MPU が この 状態 フレ ー ム の FRESTORE 後 
に 、 次 の FPCP 命 令 を 開始 し ょ うと し た と き に 報告 され る こと を 示し て いま 
まぁ 
この ビッ ト が 0 の 場合 は 、 例 外 が 保留 さん て お り 、 浮 動 小数 点 ス テー タス レ 
ジス タ FPSR の EXC バ イト お よび 浮動 小数 点 制御 レジ スタ の 例外 イネ ー プ ル バ 
イト の 論理 積 が 保留 中 の 例外 の 型 を 示し ます 。 
こと の ビッ ト は 、 ト レー ス 処 理 ル ー チ ン な どの 例外 ハン ドラ が 読み 取っ て 、 
FPCP の 例外 状態 を 判断 する こと が で きま す 。 ユ ー ザ ー プ ログ ラム は 、 こ の 
ビッ ト ・EXC バ イト ・ 例 外 イ ネー プル バイ ト を 変更 し て 、 ソ フト ウェ ア に 
よっ て 例外 保留 状態 を 作成 する こと が で きま す 。 


次 の コ プ ロ セッ サイ ンタ ー フ ェ イ スレ ジス タ (CIR) アク セス が 、 オ ペラ ンド 
CIR へ の アク セス で ある と FPCP が 期待 し て いる こと を 示し て いま す 。 

この ビッ ト が 0 の 場合 は 、 オ ペラ ンド CIR へ の アク セス が 保留 され て お り 、 
ビッ ト 29 の 状態 に よっ て 、 そ の アク セス が リー ド あ る い は ライ ト サ イ クル で 
ある か が 決定 され ます 。 

ビッ ト 28 一 30 ま で の 定義 を 以下 に 示し ます 。 


| 30 | | 2s 軒 定義 」 


0 9 | (未定 義 、 予約) 
sl ee 
人 当 (未定 義 、 予 約 ) 」 
一 般 命令 保留 
還 臣 E オペ ラン ド CIR へ の 書き 込み 保留 | 
(未定 義 、 予約) 
上 M 軍 0 | オペ ラン ド CIR へ の 読み 込み 保留 


に! 1 1! 古 命令 $ し く は オペ ラン ド CIR の 非 保留 


この ビッ ト は 、BIU が プロ トコ ル 違 反 検 査 ハ ー ド ウェ ア の 一 部 と し て 使用 する 
こめ 変更 し な いで くだ さい 。 


2. 4 FPCP 例 外 処理 に つい て 


| ビッ ト 29 | 期待 され る 保 劉 中 オペ ラン ドア クセ ス の 型 ま た は コマ ンド ノン コンディション 
レジ スタ イメ ー ジ に 保存 きれ て いる 保留 中 の 動作 の 型 を 定義 し ます 。 こ の 
ビッ ト は 変更 し な いで くだ さい 。 


FPCP が 新しい コマ ンド ワー ド ま た は 条件 選択 子 を MPU か ら 受 け 取 っ て いる 
が 、 そ の オペ レー ショ ン の 実行 を 開始 する こと が で き な い こと を 示し ます 。 
この ビッ ト が 0 の 場合 は 、 受 け 取 られ た コマ ンド ワー ド ま た は 条件 選択 子 が 
状態 フレ ー ム の コマ ンド ノコ ン デ ィ シ ョ ン レ ジス タイ メー ジ 内 に 含ま れ て い 
ます おら 
この ビッ ト は 変更 し な いで くだ さい 。 


プロ ト コル 違反 が FPCP に よっ て 検出 され て お り 、MPU が 例外 アク ノレ ッ ジ ま 
た は 打ち 切り 動作 に よっ て 応答 し て いな いこ と を 示し て いま す 。 こ の ビッ ト 
が 1 の 場合 は 、 プ ロト コル 違反 が 保留 中 で す 。 
この ビッ ト は 変更 し な いで くだ さい 。 


ビジ ー 状 態 フ レー ム 


FPCP 命 令 が 初期 段階 また は 中 間 段 階 の と き に 、FSAVE 命 令 を 実行 し た と き に ビジ ー 状 態 フ 
レー ム で 保存 され ます 。 

FPCP の 内 部 状態 の み が 保 存 き さき れ ま す が 、 こ れ は FPCP が 利用 する 一 時 的 な 情報 で も る た め 、 
ユー ザー プロ グラ ム に と っ て 役立つ 情報 は 含ま れ て いま せん 。 

この 状態 フレ ー ム の 内 容 は 変更 し な いで くだ さい 。 
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第 3 章 


命令 セッ ト 一 覧 


本 章 で は 、 説 明 に あたっ て 、 以 下 の 表記 法 を 使用 し ます 。 
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らら 8SPW の と きき 


テ ドレ スレ ジス タ (A0 一 A7) 


ソー ス オ ペ ラン ドア ドレ スレ ジス タ (40 一 A7) 

デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド アド レス レジ スタ (A0 一 A7) 
デー タレ ジス タ (DO0~-D7) 

ソー ス オ ペ ラン ドア デー タレ ジス タ (DO0~D7) 

デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド デー タレ ジス タ (D0 一 D7) 

の RI 必 レジ スク まん た は の ュー タレ ジス タ 

イン デック スレ ジス タ (アド レス レジ スタ また は デー タレ ジス タ ) 
ソー ス オ ペ ラン ドレ ジス タ 

デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド レジ スタ 

制御 レジ スタ (VBR・SFC・DFC・CACR・CAAR) 

ACU レ ジス タ (ACO,AC1,ACUSR) 

アク ティ プス タッ ク ポ イン タ 

浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ (FP0 一 FP7) 

ソー ス オ ペ ベラ ンド 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ (FP0 一 FP7) 

デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ (FPO 一 FP7) 
浮動 小数 点 シ ステ ム 制 御 レ ジス タ (FPCR,FPSR,FPIAR) 
ソー ス オ ペ ラン ド 

デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド 

比較 に 使用 きれ る デー タレ ジス タ (D0~D7) 

更新 に 使用 きれ る デー タレ ジス タ (D0~-D7) 

デー タレ ジス タ (除算 の 余り お よび 商 ) 

デー タレ ジス タ (乗算 結果 の 上 位 32 ビ ッ ト お よび 下位 32 ビ ッ ト ) 
ディ スプ レー スメント (例え ば d8 は 8 ビッ ト の ディ スプ レー スメント ) 


(10) 
ぐ ea > 
Hist 


10 進 数 表記 
実効 アド レス 
レジ スタ リス ト 


# ぐ data イミ ゲイ イト ド ト デ ー ク 
{offset:width} ビッ ト フ ィ ー ル ド 選 択 
(.B/W/L/S/D/.X/P] | 使用 可能 サイ ズ 指 定子 

]abel アセ ンプ リプ ログ ラム の ラベ ル 

Cc CCR か ら の コン ディ ショ ンコ ー ド 
CcPCc コゲ プロ セッ サコ ヨン シンディ ジョ ジョ コー ド 
FC フウ アァ アジ ク ジョ ンコ ヨー ド 

[7] オォ オペランド の ビ ピット 7 

[31:24] オペ ラン ド の ビッ ト 31-24 

X CCR の 拡張 (X) ビッ ト 

N CCR の 負 (N) ビッ ト 

Z CCR の ゼロ (Z) ビッ ト 

V CCR の オー バー フロ ー (V) ビッ ト 
C CCR の キャ リー (C) ビッ ト 

MSW 最上 位 ワ ー ド 

LSW 最 下位 ワー ド 

MSB 最上 位 ビ ッ ト 

LSB 最 下位 ビッ ト 

正 算術 加算 まほ た は ポス トイ ンク リ メ ン ト 指 示 子 
三 算術 減算 まほ た は プレ デ ク リ メン ト 指 示 子 
キネ 算術 乗算 


算術 除算 ま た は 結合 記号 


ォ ーー と 


(RW] 
[An] 


く オ ペラ ンド > の く ビ ッ ト >| オペ ラン ド の 1 つの ビッ ト を 選択 する 
ぐ ea> シ (オフ セッ ト :: 幅 ] ビッ ト フ ィ ー ル ド を 選択 する 


(< オペ ラン ド ツ ) 
く オ ペラ ンド >10 


論理 積 

論理 和 

排他 的 論理 和 

イン バー ト (オペ ラン ド が 論理 的 に 補 数 化 さ きれ る こと を 示す ) 
格納 する 

交換 

リー ド ま た は ライ ト 指 示 子 

アド レス 拡張 


参照 し た アド レス の 内 容 
オペ ラン ド は 2 進化 10 進 数 で あり 、 演 算 は 10 進 で 実行 する 


(< く オ ペラ ンド >) 
ー( ア ドレ スレ ジス タ ) 
(アド レス レジ スタ )+ 


レジ スタ 間接 オペ レー タ で 、 オ ペラ ンド レジ スタ が 命令 オペ 
ラン ド の メモ リロ ケー ショ ン を 指す こと を 示す 。 オ プシ ョ ン の 
モー ド 修 飾 子 は 、 一 , 十 ,(d) お よび が (d.Rn) で ある 


な お 命令 セッ ト 説 明 中 、 次 の 記号 を 使用 し て いま す 。 


[特権 ] 
[30] 
[特権 /30] 


特権 命令 で も る こと を 示し ます 。 
MPU68030 で の み 使 用 で きる 命令 で ある こと を 示し ます 。 
MPU68030 で の み 使 用 で き 、 か つ 特 権 命令 で ある こと を 示し ます 。 


また 使用 で きる アド レッ シン グ の 説明 の 際 、 以 下 の 記号 を 使用 し て いま す 。 


ー | 使用 で きま せん 
〇 | MPU68000 で も MPU68030 で も 使用 で きま す 
30 | MPU68030 で の み 使 用 で きま す 
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MPU 命 令 


宮 ツ か ーー 


ここ で は 、MPU68030/68000 で 使用 で きる 命令 一 覧 を 説明 し ます 。 な お コ プ ロ セッ サ 命 令 


は 、 


[ 3 .2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 ] を ご 参照 くだ さい 。 


命令 中 の cc は 、 次 の コン ディ ショ ンコ ー ド の 1 つ を テス ト し ます 。 


CC | キャ リー クリ ア LE 
CS | キャ リー セッ ト LS 
EQ | 等 し い 記 
F * 真 で な い MI 
GE | 大 きい か 等 し い NE 
GT | より 大 きい PL 
HI | ハイ 由 
VC | オー バー フロ ー ク リア | VS 


小さ いか 等 し い 

ロー か 同じ 

より 小さ い 

マイ ナス 

等 し く な い 

プア ウ ケス 

* 常 に 真 

オー バー フロ ー セ ッ ト 


な お * は 、Bcc 命 令 に は 適用 され ませ ん 。 
MPU 命 令 は 、 次 の 11 種 類 に 分 類 で きま す 。 


る s テ デー タ 転送 命令 
れ が 2 ルド ルツ 292 れれ 27 ト ' す 7 ア 操 作 
Rn.Rn 32 Rn 一 Rn 
ぐ ea >,An 32 ぐ ea>ー An 
AN# ぐ d> 16,32 Sp 一 4…SP:(SP) 一 An:SP 十 d 一 SP 
ぐ ea>, ぐ ea> 8.16,32 ソー スー アス ティ ネー ショ ン 
ぐ ea>,An 16,32 一 32 
jist, く ea ン 16,32 リス ト さ れ た レジ スタ ー デ ステ ィ ネ ーション 
ぐ ea>』ist 16,32 一 32 ソー スー リス ト さ れ た レジ スタ 
Dn,(d An) 16,32 Dn [31:24] 一 (An 十 d):Dn [23:26] 一 (An 十 d 十 2), | 183 
Dn [15:8] 一 (An 十 d 寺 2:Dn [7:0] 一 (An 十 d 十 6) 
(d,。An),Dn (An 二 @) 一 Dn [31:24] (An 十 d 十 2) 一 Dn [23:16] : 
(An 十 d 二 ④ 一 Dn [15:8] :(An 十 d 二 6 一 Dn [7:0] 
# ぐ dara>.Dn 8 一 32 イミ ア ィ エイ ト デ アー ター デス ティ ネー ショ ン | 184 
<ea> 32 Sp 一 4…SP: ぐ ea>ー(SP) | 203 
An 32 An 一 SP:(SP) An:SP 十 4…SP | 231 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


信 整 数 算術 演算 命令 
が 2 ルト 92922 1 4 2 ルト アダ 操 作 ペー ゲ 
Dn, ぐ ea > 8,16,32 ソー ス 十 デス ティ ネー ショ ンー デス ティ ネー ショ ン 107 
ぐ ea>,Dn 8.16,32 
ぐ ea>,An 16.32 109 
# ぐ data ン , ぐ ea 8,16,32 イミ ディ イエ イト デー タキ デス ティ ネー ショ ンー デス 110 
# ぐ data>, ぐ ea>| 8.16.32 ティ ネー ショ ン 111 
Dn,Dn 8,16,32 ソー ス 二 デス ティ ネー ショ ン 十 ター デス ティ ネー ショ 
ー(An), 一 (An) 8,16,32 シ 編 
CLR ぐ ea > 8,16.32 | 0 て デス ティ ネー ショ ン 147 
CMP ぐ ea>,Dn 8.16.32 デス ティ ネー ショ ンー ソー ス 148 
CMPA ぐ ea>,An 16,32 149 
|cMm # ぐ datta ン , ぐ ea ン 8,16,32 デス ティ ネー ショ ンー イミ ディ エイ ト ジ デー タ 150 
CMPM (An) 十 ,(An) 十 8,16.32 デス ティ ネー ショ ンー ソー ス 131 
CMP2 ぐ く ea>.Rn 8.16.32 | 下限 く =Rn く = 上 限 132 
|prvs/prvu ぐ く ea>,Dn 32/16…16:16 | デス ティ ネー ショ ン ノ ソー スー デス ティ ネー ショ ン | 135 
く ea>,Dr:Dqg | 64732 一 32:32 (符号 付き また は 符号 な し ) | 137 
く ea>,Dq 32/32 一 32 
DIVSL/DIVUL| < く ea>,Dr:Dq | 32732 一 32:32 
EXT Dn 8 一 16 符号 拡張 アス ティ ネー ショ ンー デス ティ ネー ショ ン 164 
Dn 1632 
EXTB Dn 8 一 32 
MULS/MULU く ea>,Dn 16X16 一 32 | ソー ス デ ステ ィ ネ ーション … デ ステ イィ ネ ーション 187 
く ea>,DI 32X32 一 32 (符号 付き また は 符号 な し ) | 189 
く ea>,Dh:DI | 32X32 一 64 
|NEo く ea> | 8632 | 0- ア ステ ィ ネー ショ ンー デス ティ ネー ショ ン 192 
NEGX ぐ ea> 8.16.32 | 0 アス ティ ネー ショ ンーXー デ ステ ィ ネ ーション | 193 | 
lsum_ <em>JDn 8.16.32 | アス ティ ネー ショ ンー ソー スー アス ティ ネー ショ ン | 219 
Dn, く ea > 8.16,32 
SUBA ぐ く ea>,An 16,32 221 
SUBI # ぐ data>, ぐ ea>| 8.16.32 デス ティ ネー ショ ンー イミ ディ エイ ト デ アデ ー タ ー デ ス | 222 
SUBQ # ぐ data>, く ea>| 8.16,32 ティ ネー ショ ン 223 
SUBX Dn,Dn 8,16,32 デス ティ ネー ショ ン ソ ー ス ーXー デ ステ ィ ネ ーション | 224 
ー(An), 一 (An) 8,16,32 
し ーー 
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れ ' 2 ルト す 7 ア 操 作 
8,16,32 ソー ス and デ ステ ィ ネ ーション デス ティ ネー: 
5.16.32 
8.16.32 イミ アデ ア ィ エイ ト デ ー タ and デ ステ ィ ネ ーション デス 


テイ ィ ネーション 


8,.16,32 
ぐ ea>,Dn 8.16,32 
Dn, く ea > 8,16,32 


# ぐ data, く ea イミ ディ エイ ト デ ー タ or デス ティ ネー ショ ン … デ ス 
テ . ネ ネ ーション 


8.16,32 ジェ メー 0' で コン ディ ショ ンコ ー ド を セグ トド 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


@ シ フト お よび ロー テイ ト 命 令 


命令 が 27 ト シッ 277 れ 37 ト サイ アド 操 作 
ASL Dn,Dn 8.16.32 
# ぐ data>,Dn 8.16.32 0 
ぐ ea 16 
ASR Dn,Dn 8.16,32 
# ぐ data>,Dn 8.16,32 
ぐ ea 16 
TS も Dn,Dn 8.16,32 
# ぐ dm.Dn 8.16.32 [xyc ドーー|*ーーーーー ド ーー0 
ぐ ea 16 
rsR | pnpn 8.16.32 
# ぐ dara ン .Dn 8.16.32 0 X/C 
ぐ ea 16 
ROL Dn.Dn 8.16.32 
# ぐ data ジ ,Dn 8,16,32 
く ea 16 
ROR Dn,Dn 8,16.32 
# ぐ data,Dn 8.16.32 
ぐ く ea 16 
ROXL Dn,Dn 8.16.32 
# ぐ dam>JDn 8.16.32 
ぐ ea 16 
ROXR Dn.Dn 8.16.32 
# ぐ data ン ,Dn 8.16.32 
ぐ ea ン 16 
SWAP Dn 32 8 
に 
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念 ビ ッ ト 操 作 命令 


れ トド 97 
Dn, ぐ ea 
# ぐ data ン , ぐ ea 
Dn, ぐ ea 
# ぐ data, く ea 
Dn, く ea> 
# ぐ data, く ea 


れ ルト 7 ア 
8.32 
8.32 
8.32 
8.32 
8.32 


ー (デス ティ ネー ショ ン の く ビ ッ ト 番 号 >) 一 Z… 


デス ティ ネー ショ ン の ビッ ト 


ー (デス ティ ネー ショ ン の < ビッ ト 番 号 >) 一 Z: 
0 デス ティ ネー ショ ン の ビッ ト 
ー (アス ティ ネー ショ ン の < く ビ ッ ト 番 号 >) 一 Z 
1… デ ステ ィ ネ ーション の ビッ ト 


@ ビ ッ ト フ ィ ー ル ドド 操作 命令 


が 2 ド 2272 | が 2 ドア 
BFCHG ぐ ea ン > {offset:width ] | 1-32 | ーー フィー ルド ー フ フィールド | 26 | 
ーー PO の 


BFEXTS | ぐ ea> (offsetwidth],Dn | に 要 --| フィ ー ル ドーDn: 符 号 付き 拡張 | 12s | 
BFEXTU | <ea> {offsetwidth)Dn | 1-32 | フィ ー ル ドーDn: せ ゼロ 拡 張 | jo9 | 


ぐ ea [offsetwidth],Dn 


フィ ー ル ド で セッ ト さ れ て いる 最初 の ビッ ト を ス 
キャ ン : オ フ セ ッ ト 一 Dn 


Dn, ぐ ea> [offset:width} 


Dn 一 フィ ー ル ド 


ぐ ea> [offset:width } 
ぐ ea> [offset:width ] 


1s…ー フ フィー ルド 
フィ ー ル ド MSB 一 N: 一 (フィ ー ル ド 内 の 全 ビ ッ ト の 
OR) 一 Z 


念 2 進化 10 進 演算 命令 


4 27 ト ' 977 


27 ト ' す 人 7 


操作 


Dn,Dn 
ー(An), 一 (An) 


ソー ス ,+ デ アス ティ ネー ショ ン XX… ア ステ ィ ネ ー 


和 シ 


ぐ ea 
ー(An), 一 (An) 
# ぐ data 
Dn,Dn# く data > 


0 一 デス ティ ネー 
アン パッ クソ ー ス サイ ミディ エイ ト デ ー タ ー パ ッ ク デ 


2 ジュ ーー コ デ ス テイ ネー ショ ン 


災 テ ディ イネ ーション 


Dn,Dn 
ー(An), 一 (An) 


デス ディ ネー 


ショ ン 


ショ シン 。ー ツ ソース, 一 X ッ デス ティ ネー 


ー(An), 一 (An) 
# ぐ data ン 
Dn,Dn# く data > 
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フッ ツク ソー スズ ェ アン パッ クツ ジー ス 
ゲン パッ クソ ツー スキ イミ ディ デイ トド デー ター 
アシ パッ クア デスティ ネー ショ シン 


信 プ ログ ラム 制御 命令 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


れれ "27 ツ ト ' す イ ア 採 作 


条件 付き 分 岐 命令 


8,16,32 条件 が 真 の 場合 、PC 二 dPC 
16 条件 が 偽 の 場合 、Dnー1 一 Dn 
Dn チ ー1 の 場合 、PC 二 d 一 PC 

8 条件 が 真 の 場合 、1sー デ ステ ィ ネ ーション 


それ 以外 は 、0sー デ ステ ィ ネ ーション 


無 条 件 分 岐 命令 


ぐ label 


8.16.32 


ぐ label> 


8.16,32 SP 一 4-SP:PC 一 (SP):PC 十 d*PC 


ぐ ea シ 


none デス ティ ネー ショ ン -*PC 


none SP 一 4 一 SP:PC 一 (SP): デ ステ ィ ネ ーション PC 


IO 


リタ ー ン 命令 

(SP) "PC:SP 十 4 十 d…SP 
(⑮P) 一 CCR:SP 十 2 一 SP:(SP) 一 PC:SP 十 4 一 SP 
(SP) PC:SP 十 4…SP 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


10 


信 シ ステ ム 制 御 命 令 


4 22 ト 972 メ が 27 ト 7 操 作 パージ 


# く data >,SR 
ツー ズ ーSER 
SR 一 デス ティ イネ ーション 178 


OVE ぐ ea >,SR 
OVE すす の 


四 
3 


受 


に 3 
o) 
マ 
8 


Rn 一 DFC で 指定 され る デス テ エ イィ ネー シ 
SFC で 指定 され る ソー ス 一 Rn 


# ぐ data ジ ,SR 


(SP)-SP:SP 二 2 一 SP:(SP)…PC:SP 十 4 一 *SP: 
フォ ー マ ッ ト に 従っ て スタ ッ ク を リス ト ア 


# ぐ data ン イミ ディ エイ ト デ ー タ ーSR:STOP 
トラ ッ プ 発生 
# ぐ data ン none プレ ー ク ボイン ト サ イ クル が 承認 され た 場合 は 、 返 


され た オペ レー ショ ン ワ ー ド を 実行 し 、 そ れ 以 外 は 
不当 命令 た し て トラ ッ プ する 。 
Dn く 0 また は Dn>(ea) の 場合 、CHK 例 外 を 発生 する 


E| 是 串 き 引 蟹 選 | る 8 
| II 関 邊 1 
| 誠 


PT 8.16,32 Rn く 下 限 ま た は Rn> 上 限 の 場合 、CHK 例 外 を 発生 す 
る 
none SSP 一 2SSP: ペ クタ オフ セッ トーQ⑮SP): 

SSP 一 4…SSP:PC 一 (SSP): 

SSP 一 2 一 SSP:SR 一 (SSP): 

遵法 命令 さ ク タ ア ドレ ス 一 PC 
TRAP # ぐ data ン none SSP 一 2-SSP: フ ォ ー マ ッ ト お よび ベク タオ フ セ ッ ト | 227 

ー(SSP) 

SSP 一 4 一 SSP:PC 一 (SSP): 

SSP 一 2 一 SSP:SR 一 (SSP): 

ベク タ ア ドレ ス -->PC 
TRAPcc none none cc が 真 の 場合 、TRAP 例 外 を 発生 する 228 
NR # ぐ data 16,32 隊 
TRAPV none none v が セッ ト さ れ て いる 場合 、 オー バー フロ ーTRAP 例 織 

外 を 発生 する トー 
IANDT | #<dam>.CCR 8 イミ ディ エイ ト デ ー タ and CCR 一 CCR 117 
IEORI | #< く dmm>.CCR 8 イミ ディ エイ ト デ ー タ xorCCR 一 CCR | 1el | 
MOVE 16 ソー スーCCR 175 

16 CCRー デ アス ティ ネー ショ ン 

loRh | #<qam>CCR 8 イミ ア ィ エイ ト デ ー タ orCCR 一 CCR | 199 | 
4 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


倫 ACU (アク セス 制御 ユニ ッ ト ) 命令 


ね" 2 ツ ト ' す イ 7 ア 操 作 
レジ スタ nー デ ステ ィ ネ ーション 
ソー スー レジ スタ n 


人 @ マ ル チ プ プロセッサ 通信 命令 


令 1 が トド が" 2 ツ ト ' 7 操 作 


リー ドモ ディ ファ イラ イト 


Dc,Du, く ea> 8,16,32 デス ティ ネー ショ ン Dc 一 CC:Z が セッ ト さ れ て 
いる 場合 、Dnー デ ステ ィ ネ ーション 


そう で な い 場 合 、 デ ステ ィ ネ ーション 一 Dc 


Dc1:Dc2,Du1:Du2 16,32 デュ アル オペ ラン ド CAS 
(Rn):(Rn) | 

TAS ぐ ea シ > 8 デス ティ ネー ショ ン 0: コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド 
を セッ ト :1 一 デス テイ ネー ショ ン [7] 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


ABCD [Add Decimal with Exteng] 拡張 付き 10 進 加算 
ABCD[.B] Ds,Dd 


ABCD[.B) 一 (4A$),(A9 
SO(10) 二 DO(10)+XーDO(10) 
X:C ビ ッ ト と 同じ 


N : 不定 
Z : 演算 結果 が 0 で な けれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と き は 変化 し な い 
V : 不定 
C: 10 進 キャ リー が 発生 し た ら セ モッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 


に 4 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 ビッ ト 双 と と も に 、 デ ステ イィ ネ ーション オペ ラン ド に 
加算 し 、 結果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 加算 は 2 進 
化 10 進 数 で 行い ます 。 

この 演算 は バイ ト 操 作 に 限定 され ます 。 

な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の Z ビ ッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 
で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精度 演算 を 終了 し た と き 演 
算 結 果 が 0 か どう か を 確か め る こと が で きま す 。 
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3。 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ADD had 名 
ADD(.B/W/L) <ea>.Dn 


ADDT{.B/.W/L) Dn, ぐ ea 
SO+DO-DO 
X:C ビ ッ ト と 同じ 


N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ 結 果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V: オーバ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C: キャ リー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


N 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド を デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド に 2 進 加算 し 、 結 果 を デ 
ステ ィ ネ ーション ロケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 7 ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ADD(.B/.W/L) ぐ ea>,Dn の 場合 


Dn 

玉 An 
(An) | 
(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 


(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 


OO 


⑯ 
(d8,An,Xn) 〇 
〇 
O 
(XXX).W 〇 
(XXX) 工 〇 
# ぐ data ン 〇 
(bd,An,Xn) 30 


([bd,An.Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC.Xn) 30 
([bdPC,Xnl],od) | 30 
([bd,PC].Xnod) | 30 


来 は ワー ド お よび ロン グ ワ ー ド の サイ ズ 指 定子 の み 可 能 で す 。 
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レー 
HHR 


令 セ ッ ト 一 覧 


ADD{.B/.W/L)  Dn, く ea> の 場合 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX) エ 

# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],.Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


デス ティ ネー ショ ン レ ジス タ が デー タレ ジス タ の 場合 、Dn モ ー ド を 使用 し ま 
す 。 

また デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の と き に は ADDA を 、 ソ ー ス が 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の と き に は 、ADDI と ADDQ を 使用 し ます 。 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ADDA [Add Addressj 一 ーーーーーーー テ ドレ ス 証 邊 | 
ADDA{.W/L) ぐ ea>.An 
| 機 能 | SO+poDOo 
影響 を 受け ませ ん 。 
解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド を デス ティ ネー ショ ン の アド レス レジ スタ に 加算 し 、 結 果 
を アド レス レジ スタ に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 ワ ー ド また は ロン グ ワ ー ド が 指定 で きま す 。 


な お 操作 サイ ズ に 関係 な く 、 デ ステ ィ ネ ーション の アド レス レジ スタ 全体 を 
使用 し ます 。 


7 トド 功 光 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXXX) 工 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


QOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIO 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


ADD| [Aag mmedate」 イミ ディ エイ ト 加 算 
ADDI[.B/.W/L) # く data>, ぐ ea> 


イミ ディ エイ ト デ ー タ +DO 一 DO 


まみ トド と 同 選 

・ 結 果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


・ キ ャ リー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


OO <N 選 


解 説 | イミ ディ エイ ト デ ー タ を デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド に 加算 し 、 結 果 を デ 
ステ ィ ネ ーション ロケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の サイ ズ は 操作 サイ ズ と 同じ で す 。 


7 ルル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

An 

(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
(bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC],Xn,od) 


lolol | ololololol lo 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ADDQ kaouedーーーーーーーー タ イッ タ gW 」 


書 式 | ADDO[.B/W/L) # く data>, く ea> 
イミ ディ エイ ト デ ー タ DO 一 DO 
:C ビ ッ ト と 同じ 
・ 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 結 果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ キ ャ リー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


0 く N ズ 


な お デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の 場合 に は 、 コ ン デ ィ シ ョ ン 
コー ド は 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | 1 か ら 8 の イミ ディ エイ ト 値 を デス テイ ィ イネ ーション ロケ ーション の オペ ラン 
ド に 加算 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の 場合 に は 、 ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド 
の 指定 が 可能 で す 。 
アド レス レジ スタ へ 加算 する 場合 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド は 変化 せ ず 、 ま た 
操作 サイ ズ に 関係 なく デス ティ ネー ショ ン の アド レス レジ スタ 全体 が 使用 さ 
れ ま す 。 
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7 ウツ 7 | <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 
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Dn 
玉 An 
(An) 


(d16,An) 

(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 

(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 
# ぐ data 
(bd,An,.Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


lolo| | lolololololo 


(fbd.PCXnlod) 
| bdjPCjXnod) 


※ ま は ワー ド お よび ロン グ ワ ー ド の サイ ズ 指 定子 の み 可 能 で す 。 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ADDX [Add Extendeg] 拡張 加算 
ADDX{.B/W/L) Ds,Dd 


ADDX{.B/.W/L] 一 (As), 一 (Ad) 
SO+DO+X 一 DO 


*C ゼ セット と 回 じ 

N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V: オーバーフロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C 


・ キ ャ リー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 


惜 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 ビッ ト X と と も に デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド に 加 
算 し 、 結果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション ド に 格納 し ます 。 

操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 

な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の Z ビ ッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 
で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精度 演算 を 終了 し た と き 演 
算 結 果 が 0 か どう か を 確か め る こと が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


AND [ANp Logca 論理 積 
AND[.B/W/L) < ぐ く ea>,Dn 


AND(.B/.W/L)  Dn, ぐ ea 


SO and DO*DO 


X : 影響 を 受け な い 
N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C: 常に クリ ア 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 論理 積 を と り 、 結 果 を 
デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
な お アド レス レジ スタ の 内 容 を オペ ラン ド と し て 使用 する こと は で きま せ 
ん 。 


ルル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


AND(.B/.W/.L} ぐ ea>,Dn の 場合 


Dn 

An 

(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8.An,.Xn) 
| (@6PO 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl.od) 
(lbd,An],Xnod) 
(bd,PC.Xn) 

| bd,PC.Xn].od) 
| (bd,PC].Xmod) | 30 


る |OIOIOIOIOIOIOIOIOIO[ 1 O 


114 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


AND{.B/.W/L)  Dn, く ea> の 場合 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 


([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、Dn モ ー ド を 使用 し ます 。 
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ANDI| [ANp inmeaaie] イミ ディ エイ ト 論 理 積 
ANDI[.B/.W/L) # く data>, ぐ ea> 


イミ ディ エイ ト デ ー タ and DO 一 DO 
X : 影響 を 受け な い 


N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
ア 

Z : 結果 が 0 で あれ ば セット 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V : 常に クリ ア 

C : 常に クリ ア 


解 イミ ディ エイ ト デ ー タ と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 論理 積 を と り 、 結 
果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ あ HH、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の サイ ズ は 、 操 作 サ イズ と 同じ で す 。 


7 ルル 7 ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],.Xn,od) 
(bdPC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 
AND| to CCR [AND mmediate to Condiion Codes] 


コン ディ ショ ンコ ー ド と の イ ミディ エイ ト 論 理 積 


書 式 | ANDI[.B) #<data>.,CCR 


イミ ディ エイ ト デ ー タ andCCR 一 CCR 


X : イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
N : イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
Z: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
V : イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
C: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 


解 説 | イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド と コン ディ ショ ンコ ー ド の 論理 積 を と り 、 結 果 を 
ステ ー タ スレ ジス タ の 下位 バイ ト に 格納 し ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 

AND| to SR [AND Immediate to ne Status Register] 
ステ ー タ スレ ジス タ と の イミ ディ エイ ト 論 理 積 [特権] 
| 書 式 | ANpr.W) #<qaa>.SR 

スー パー バイ ザー モー ド 


イミ ディ エイ ト デ ー タ and SR 一 SR 


ユー ザー 到 テ まま 
例外 
CCR X: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
N : イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
Z: イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ ね れ 以外 の と 
き は 変化 し な い 
V : イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
C: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
解 説 | イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド と ステ ー タ スレ ジス タ の 内 容 の 論理 積 を と り 、 結 


果 を ステ ー タ スレ ジス タ に 格納 し ます 。 ス テー タス レジ スタ に 実装 きれ て い 
る 全 ビ ッ ト が 影響 を 受け ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ASL.ASR [Arinmetc shif 定 打 と や 
ASd(.B/W/L]) DsDd 


ASd[.B/.W/.L} # ぐ data ン ,Dd 
ASd{(.W} ぐ ea 


ここ と で の d は シフ ト 方 向 で 、L ( 左 ) また は R ( 右 ) 


く カ ウン ト > 回 DO を シフ トーDO 


CCR | X: オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 シ フト 回 
数 が 0 の と き は 変化 し な い 
N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V: シ フト 操作 中 に 最上 位 ビ ッ ト が 1 回 で も 変化 すれ ば セ モット 、 そ れ 以 外 の と 
き は クリ ア 
C: オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 シ フト 回 
数 が 0 の と き は 変化 し な い 
解 オペ ラン ド の ビッ ト を 指定 方 向 ( ま た は R) に 算術 シフ ト し ます 。 キ ャ リー 
ビッ ト は 、 オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト を 受け 取り ます 。 レ ジ 
スタ を シフ ト す る 場合 の シフ ト 回 数 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


民 


@ イミ ディ エイ ト 
シフ ト 回 数 は 命令 で 指定 する (1 一 8) 


⑯ レジ スタ 
シフ ト 回 数 は 命令 で 指定 する デー タレ ジス タ に ある (モジ ュ ロ 64) 


操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 た だ し メモ 
リ 内 の オペ ラン ド は 1 ビッ ト し か シフ ト で きず 、 操 作 サ イズ も ワー ド に 由 定 
され ます 。 


ASL で は 、 オ ペラ ンド は 左 に シフ ト さ れ 、 シ フト され た 位置 数 が シフ ト 回 数 
に な り ま す 。 最 上位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー と 拡張 の 両方 の ビッ 
ト に 入り 、 最 下位 ビッ ト に は 0 が 入り ます 。 シ フト 中 に 符号 が 変化 し た 場合 
は 、 オ ー バ ー フ ロー ビッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 
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ASR で は 、 オ ペラ ンド は 右 に シフ ト さ れ 、 シ フト され た 位置 数 が シフ ト 回 数 
に な り ま す 。 最 下位 か ら 送 り 出さ れ た ビッ ト は キャ リー と 拡張 の 両方 の ビッ 
ト に 入り 、 符 号 ビ ッ ト は 再び 最上 位 ビ ッ ト に 入り ます 。 


7 ルル 7 | <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXXX).W 
# ぐ data ン 
(bd,An,.Xn) 


_awxme |3 
koco】E 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


BCC [Branch Conditionally] 条件 分 財 
Bcc(.B/W/L〕) <label> 


if (条件 が 真 ) hen PC 二 dーPC 
影響 を 受け ませ ん 。 


指定 され た 条件 が 真 の 場合 、 プ ログ ラム の 実行 は (PCO/ キ ディ スプ レー ス メ ン 
ト に 分 岐 し ます 。 PC は Bcc 命令 の 命令 ワー ド 十 2 の アド レス を 保持 し て いま 
す 。 デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 2 の 補 数 の 整数 で 、 現 在 の PC か ら デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン PC ま で の 相対 距離 を バイ ト で 表し ます 。 

ディ スプ レー スメント は 8・16・32 ビ ッ ト の 値 を 使用 で きま す が 、MPU68000 
で は 32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 指定 で きま せん 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


-BCHG [Test a Bit and Change] _ ビッ ト テ スト と 変更 | 


書 式 | BcHoi.B/L] Dn, ぐ ea> 
BCHG{.B/L] # ぐ data ン , く ea> 


DO の 一 (< ビッ ト 番 号 >)ーZ 

DO の 一 (< く ビット 番号 >) 一 DO の く ビ ッ ト 番 号 > 

CCR X : 影響 を 受け な い 
N : 影響 を 受け な い 
Z: テス トミ され た ビッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 影響 を 受け な い 
C : 影響 を 受け な い 

解 説 | デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 任意 の 1 ビッ ト を テス ト し 、 そ の 状態 を コ 


ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド Z に 反映 し ます 。 テ スト の 後 、 デ ステ イネ ーション の その 
ビッ ト の 状態 を 反転 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 32 ビ ッ 
ト 番 号 で 、32 ビ ッ ト の うち の 任意 の ビッ ト を 指定 する こと が で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リロ ケー ショ ン の 場合 、 操 作 は バイ ト 操 作 で あ 
り 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 8 で す 。 

いずれ の 場合 に も ビッ ト 0 が 最 下位 ビッ ト で す 。 

この 操作 の ビッ ト 番 号 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


@⑯ イミ ディ エイ ト 
ビッ ト 番 号 を 命令 の 第 2 ワー ド で 指定 し ます 。 


⑱@ レジ スタ 
ビッ ト 番 号 は 命令 で 指定 され る デー タレ ジス タ に あり ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ルリ メグ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 

(An) 二 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 
(XX 双 ) し 

# ぐ dala ン 
(bd,An.Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) デ 
([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC].Xn,od) | 一 


1OIOIOIOIOI 1 


1 〇 IO| 1! 


来 は ロン グ ワ ー ド の み 、 そ の 他 は すべ て バイ ト の サイ ズ 指 定子 を 指定 し ま 
す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


BCLR [Testa git and clear] ビッ ト テ スト と クリ ア 


書 式 | BcLR[.B/L) Dn. ぐ ea> 
BCLR(.B/L) # ぐ dala>, ぐ ea> 


(DO の く ビ ッ ト 番 号 >)…Z 
0 一 DO の く ビ ッ ト 番 号 > 
CCR ・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 
・ テ スト され た ビッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 


る NRR 尻 内 


解 


に 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 任意 の 1 ビッ ト を テス ト し 、 そ の 状態 を コ 
ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド Z に 反映 し ます 。 テ スト の 後 、 デ ステ イィ ネー ショ ン の その 
ビッ ト の 状態 を クリ ア し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 32 ビ ッ 
ト 番号 で 、32 ビ ッ ト の うち の 任意 の ビッ ト を 指定 する こと が で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リロ ケー ショ ン の 場合 、 操 作 は バイ ト 操 作 で あ 
り 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 8 で す 。 

いずれ の 場合 に も ビッ ト 0 が 最 下位 ビ ッ ト で す 。 

この 操作 の ビッ ト 番 号 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


介 イミディエイト 
ビッ ト 番 号 を 命令 の 第 2 ワー ド で 指定 し ます 。 


@ レジ スタ 
ビッ ト 番 号 は 命令 で 指定 きれ る デー タレ ジス タ に あり ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ルル リル メグ < ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) ⑥) 
(An) 十 O 
ー(An) O 
⑥) 
O 


(d16.An) 
(d8,An,Xn) 

| (dl6PO) 

(d8PC.Xn) 


(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC],Xn,od) 


* は ロン グ ワ ー ド の み 、 そ の 他 は すべ て バイ ト の サイ ズ 指 定子 を 指定 し ま 
ま 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


BFCHGQ [Test Bit Fielg and Change] 
| ビッ ト フ ィ ー ル ド の テス ト お よび 変更 [30] | 
BFCHG ぐ ea>{【 オ フ セ ッ ト : 幅 


機 能 | (DO の < ビット フィ ー ル ド >)ーDO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ > 


X : 影響 を 受け な い 

N : フィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 
・ フ ィ ー ル ド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 常 に クリ ア 
C* 人 に み リ ア 


<N 


解 説 | 指定 され た 実効 アド レス に ある ビッ ト フ ィ ー ル ド の 値 に し た が っ て 、 コ ン 
ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し 、 つ いで その フィ ー ル ド を 補 数 化し ます 。 
フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 ウル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


An 一 
(An) | 30 
(An) 十 = 
ー(An) 語ら 
| (q16.An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn ) 
(XXX).W 
(XXX) し 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],.Xn,od) 


(bdPCXnjod) | 
(tbd.PCIXnod) | 一 


T 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


BFCLR [Test Bit Fielg and clear] 
| ビッ ト フ ィ ー ル ド の テス ト と クリ ア [30] | 


書 式 | BFCLR ご ea> [オフ セッ ト : 幅 ] 
0 上 DO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ > 
X : 影響 を 受け な い 


N: フィ ー ル ド の 最上 位 ビ ピッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 

Z: フィー ルド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V : 常に クリ ア 

C: 常に み リ ア 


解 


惜 


指定 され た 実効 アド レス に ある ビッ ト フ ィ ー ル ド の 値 に し た が っ て 、 コ ン 
ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し 、 つ いで その フィ ー ル ド を クリ ア し ます 。 

フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビ ピット を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


四 ルリ ル 7 <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


| Dn 30 
An = 
(An) 30 
| (Am+ 上 
(d16,An) 30 
(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) ー 
(d8PC,Xn) ー 
(XXX).W 30 
(XXX) 上 8 
# ぐ data ン ー 
(bd.AnXn)30 | 
([bd,An,.Xn],od) | 30 
([bd,An].Xn.od) | 30 
(bd,PC,Xn) 飛 
([bd,PC.Xn],od) | 一 
([bd,PC],.Xn,od) | 一 


も ピ イ 』 


第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FEX1S [Eract Bit Fieg Signed] 
符号 付き ビッ ト フ ィ ー ル ド 抽 出 [30] 


書 式 | BFExTS <ea>{ オ フ セ ッ ト : 幅 ],Dn 
SO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ >ーDO 
X : 影響 を 受け な い 


N : フィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 

Z: フィー ルド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

: 情 選 あ みり ア 

> 自民 みり ア 


解 説 | 指定 され た 実効 アド レス の ロケ ーション か ら ビ ッ ト フ ィ ー ル ド を 抽出 し 、32 
ビッ ト に 符号 拡張 し た 後 、 そ の 結果 を デス ティ ネー ショ ン デ ー タ レジ スタ に 
書き 込み ます 。 
フィ ー ル ド オ フ セ モッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 7 | <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 
(An) 十 


ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) 30 
(d8.PC,Xn) 


(XX) 工 
| # ぐ data> ー 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC.Xn) 30 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) 
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3. 1 MPU 命 令 セッ ト 一 覧 


BFEXTU [Exract Bi Fieg Unsigned] 
| 符号 な し ビッ ト フ ィ ー ル ド 抽 出 [30] | 


BFEXTU ご ea>[ オ フ セ ッ ト : 幅 ].Dn 
SO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ > 一 DO 
X : 影響 を 受け な い 

N 


・ フ ィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 

・ フ ィ ー ル ド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ 常に クリ ア 

・ 常 に クリ ア 


の 〇 の マ < く N 


解 


に 


指定 され た 実効 アド レス の ロケ ーション か ら ビ ッ ト フ ィ ー ル ド を 抽出 し 、32 
ビッ ト に 符号 拡張 し た 後 、 そ の 結果 を デス ティ ネー ショ ン デ ー タ レジ スタ に 
書き 込み ます 。 

フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 ルルル < ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn | 30 
7 5 
(An) 30 
(An) 十 謗 
(d16,An) 回 
(d8,An,Xn) 30 
(d16.PC) 30 
(d8.PC.Xn) 30 
(XXX).W 30 
| XXXOL 30 
# ぐ data =] 
(bd,An,Xn) 30 


([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An].Xn,od) | 30 
(bd.PC.Xn) 30 | 
([bdPC,Xn].od) | 30 
([bd,PC].Xn.od) | 30 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FFFO [Find First one in Bit Fielg] 
ビッ ト フ ィ ー ル ド 内 の 最初 の 1 検出 [30] 


BFFFO < ぐ ea>【 オ フ セ ッ ト : 幅 ].Dn 
ソー ス ビ ッ ト 走 査 の ズ ビ ッ ト オ フ セ ッ ト >ーDO 
X : 影響 を 受け な い 

N 


・ フ ィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 

・ フ ィ ー ル ド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 常 に クリ ア 

・ 常 に クリ ア 


〇 の <N 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド の 中 で 、1 に セッ ト さ れ て いる 最上 位 ビ ッ ト の 位置 を 求め 
ます 。 そ の ビッ ト オ フ セッ ト (命令 で の ビッ ト オ フ セッ ト 十 最初 の セッ ト 
ビッ ト の オフ セッ ト ) が Dn に 入れ られ ます 。 そ の ビッ ト フ ィ ー ル ド で 、 ど の 
ビッ ト も 1 に セッ ト さ れ て いな い 場 合 は 、Dn の 値 が フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト 二 
フィ ー ル ド 幅 に な り ま す 。 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド 値 に し た が っ て 、 コ ン デ ィ シ ョ 
ンコ ー ド が セッ ト さ れ ま す 。 
フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 ドル 7 | <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 30 
(d8.PC,Xn) 30 
(XXX).W 
(XXX)L 0 | 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An.Xn],od) | 30 
([bd,An].Xn,od) | 30 
(bd,PC.Xn) 30 
([bd,PC.Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


BFINS [inser BiFieg] の ドラ イィ ー 下 精 久 "8 
BFINS Dn, く ea> [オフ セッ ト : 幅 】 


SODO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ > 
X : 影響 を 受け な い 


N : フィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 

Z: フィー ルド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V : 常に クリ ア 

C: 常に クリ ア 


解 説 | 指定 され た デー タレ ジス タ の 下位 ビッ ト か ら ビ ッ ト フ ィ ー ル ド を 取り 出し 
て 、 指 定 き され た 実効 アド レス ロケ ーション の ビッ ト フ ィ ー ル ド に 転送 し ま 
す 。 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド は 、 挿 入 さ れ た 値 に し た が っ て セッ ト さ れ ま す 。 
フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 ルル 7 ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 30 
An ce 
(An) 30 | 
(An) 十 3 
ー(An) 四 
(d16,An) 30 
(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) ご 
(d8.PC,Xn) ニー 
(XXX).W 30 
(XXX) エ | 30| 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
時 


([bdPC,Xn],od) | 一 
(【bd,PC].Xn,od) | 一 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 
LBFSE 1 [TesrBtFed and Se セッ トラ ィ ー ル ド セ ッ ト gl 」 
BFSET ” ご ea>( オ フ モ セット: 幅 】 
1s-DO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ド > 
X : 影響 を 受け な い 
N 


・ フ ィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 


は クリ ア 
Z: フィー ルド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C: 常に クリ ア 
解 説 | 指定 され た 実効 アド レス の ロケ ーション に ある ビッ ト フ ィ ー ル ド の 全 ビ ッ ト 


を セッ ト し ます 。 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド は 、 セ ッ ト さ れる 前 の 値 に し た が っ 
て セッ ト さ きれ ます 。 

フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ド オ フ セ ッ ト は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


ルル 7 く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 30 
An co 
(An) 30 


(An) 十 2 
| (An) = 
(d16,An) | 30 
(d8,An,Xn) 

(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 
| (XX%) エ 30 
# ぐ data = 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bdPCXn) | 一 
([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC],Xn,od) | 一 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


LBFTST Teset regl 一 ビ エラ ィ ー ル ド テ ネト tso] ] 
BFTST < ぐ ea>{【 オ フ セ ッ ト : 幅 ] 
DO の く ビ ッ ト フ ィ ー ル ドッ > 
X : 影響 を 受け な い 


N : フィ ー ル ド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き 


は クリ ア 
Z: フィ ー ル ド の 全 ビ ッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C : 常に クリ ア 
解 説 | 指定 され た 実効 アド レス の ロケ ーション に ある ビッ ト フ ィ ー ル ド の 値 に し た 


が っ て 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド を セッ ト し ます 。 

フィ ー ル ド オ フ セ ッ ト お よび フィ ー ル ド 幅 に よっ て フィ ー ル ド を 選択 し ま 
す 。 フ ィ ー ル ドド オフセット は 、 そ の フィ ー ル ド の 開始 ビッ ト を 指定 し ます 。 
フィ ー ル ド 幅 で その フィ ー ル ド の ビッ ト 数 を 決定 し ます 。 


7 ルル メグ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


| pn 30 


(d16,An) 


(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) 30 
(d8.PC,Xn) 30 
(XXX).W 30 
(XX 双 ) 工 30 
# ぐ data 三 


(bd,An,Xn) 30 
([bd,An.Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 


([bd,PC,Xn],od) | 30 


([bd,PC].Xn,od) | 30 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


BKPT [Breakpointl ブレ ー ク ポイ ント [30] 


書 式 | BkpT # ぐ data> 


プレ ー ク ポイ ント アク ノリ ッ ジ サイ クル を 実行 する 。 
アク ノリ ッ ジ され た 場合 は 、 返 され た オペ レー ショ ン ワ ー ド を 実行 し 、 そ う 
で な い 場 合 は 不当 命令 と し て トラ ッ プ する 。 


影響 を 受け ませ ん 。 


イミ ディ エイ ト デ ー タ は 、 プ レー ク ポ イン ト 番 号 (0 一 7) を 示し ます 。 
この 命令 は 、 デ バッ グモ ニタ や リア ル タ イ ム ハ ー ド ウェ ア エ ミ ュ レ ー タ の プ 
レー ク ポ イン ト 機 能 を サポ ー ト し ます 。 
正確 な 操作 は 、 イ ンプ リ メ ン ト に よっ て 異な り ま す 。 
通常 この 命令 は 、 プ ログ ラム 内 の 1 命令 を 置き 換え 、 そ の 命令 は プレ ー ク ポ 
イン ト ア クノ リッ ジ サ イク ル で 返さ れ ま す 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


BRA [Branch Aways] 無 条 件 分 岐 


書 式 | BRA(.B/.W/L) ぐ label> 
PC+d…PC 
影響 を 受け ませ ん 。 


プロ グラ ム は 、(PCO キ ディ スプ レー スメント に 分 岐 し ます 。 PC は BRA 命 令 の 
命令 ワー ド の アド レス 十 2 を 保持 し て いま す 。 こ の ディ スプ レー スメント は 
2 の 補 数 の 整数 で 、 現 在 の PC か ら デ ステ ィ ネ ーション の PC まで の 相対 距離 を 
バイ ト で 表し た も の で す 。 
ディ スプ レー スメント は 8・16・32 ビ ッ ト の 値 を 使用 で きま す が 、MPU68000 
で は 32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 指定 で きま せん 。 
な お 、 す ぐ 後 の 命令 へ の 分 岐 の 場合 は 、 自 動 的 に 16 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メ 
ント が 使用 され ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


BSE「 [Testa iand se ビッ ト テ スト と セリ ト 
BSET[.B/L) Dn, ぐ ea> 


BSET{.B/L} # ぐ data ン , ぐ ea 


能 ー(DO の く ビ ッ ト 番 号 >) 一 包 
1DO の く ビ ッ ト 番 号 > 


: 


・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 
・ テ スト され た ビッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 


CCR 


人 ⑮⑩) | Ri 過 只 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 任意 の 1 ビッ ト を テス ト し 、 そ の 状態 を コ 
ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド Z に 反映 し ます 。 テ スト の 後 、 ア デス ティ ネー ショ ン の その 
ビッ ト を セッ ト し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 32 ビ ッ 
ト 番 号 で 、32 ビ ッ ト の うち の 任意 の ビッ ト を 指定 する こと が で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リロ ケー ショ ン の 場合 、 操 作 は バイ ト 操 作 で あ 
り 、 ビ ッ ト 番 号 は モジ ュ ロ 8 で す 。 

いずれ の 場合 に も ビッ ト 0 が 最 下 位 ビ ッ ト で す 。 

この 操作 の ビッ ト 番 号 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


筑 
に 4 


@ イミ ディ エイ ト 
ビッ ト 番 号 を 命令 の 第 2 ワー ド で 指定 し ます 。 


@ レジ スタ 
ビッ ト 番 号 は 命令 で 指定 きれ る デー タレ ジス タ に あり ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


旭 ルル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


*Dn 

An 

(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 


(d8.PC.Xn) 
(XXX%).W 
(XX 双 ) 工 
# ぐ data 


(lbd,An.Xnl,od) 
(tbd.An].Xnod) 
(bd,PC,Xn) 
(tbd.PC.Xml.od) 


([bd,PC].Xn,od) 


* ま は ロン グ ワ ー ド の み 、 そ の 他 は すべ て バイ ト の サイ ズ 指 定子 を 指定 し ま 
So 


137 


第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


BS R [Branch to Subroutine] サブ ルー チン 分 岐 


書 式 | BSRI.B/W/L} ぐ label> 


機 能 | SP-4 一 SP 
PC 一 (SP) 
PC 二 d…PC 


も (に 失 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | BSR 命 令 の 直後 の 命令 の ロン グ ワ ー ド アド レス を シス テム スタ ッ ク に プッ 
シュ し ます 。 PC に は 命令 ワー ド の アド レス 十 2 が 入り ます 。 プ ログ ラム の 実 
行 は 、(PCO 十 ディ スプ レー スメント の ロケ ーション か ら 続 行 さ きれ ます 。 デ ィ 
スプ レー スメント は 2 の 補 数 の 整数 で 、 現 在 の PC か ら デ ステ ィ ネ ーション PC 
まで の 相対 距離 を バイ ト で 表し た も の で す 。 
ディ スプ レー スメント は 8・16・32 ビ ッ ト の 値 を 使用 で きま す が 、MPU68000 
で は 32 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 指定 で きま せん 。 
な お 、 す ぐ 後 の 命令 へ の 分 岐 の 場合 は 、 自 動 的 に 16 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メ 
ント が 使用 され ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


LBTST esgmーーーーーー セッ ネ テ ar ] 


書 式 | BTSTI.B/L) Dn, く ea> 
BTST{.B/L) # ぐ data>, ぐ ea> 


ー(DO の く ビ ピット 番 号 >)…Z 


・ 影 響 を 受け な い 
・ 影響 を 受け な い 
・ テ スト され た ビッ ト が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 


ぐ Q < 団 乙 央 


解 計 デス ティ イネ ーション オペ ラン ド の 任意 の 1 ビット を テス ト し 、 そ の 状態 を コ 
ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド Z に 反映 し ます 。 
デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、32 ビ ッ ト の うち の 任意 の ビッ 
ト を 指定 する こと が で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が メモ リロ ケー ショ ン の 場合 、 操 作 は バイ ト 操 作 で す 。 
いずれ の 場合 に も ビッ ト 0 が 最 下 位 ビ ッ ト で す 。 
この 操作 の ビッ ト 番 号 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


⑯ イミディエイト 
ビッ ト 番 号 を 命令 の 第 2 ワー ド で 指定 し ます 。 


⑯ レジ スタ 
ビッ ト 番 号 は 命令 で 指定 され る デー タレ ジス タ に あり ます 。 
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7 ルル ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


BTST[.B/ 上 L} Dn, く ea> の 場合 


(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 


([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


トー 


来 は ロン グ ワ ー ド の み 、 そ の 他 は すべ て バイ ト の サイ ズ 指 定子 を 指定 し ま 
。 
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BTST{.B/.L] # ぐ data, ぐ ea 


| *pn 


(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8.An,Xn) 
(d16,PC) 
(dS.JPC,Xn) 


([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bdPC.Xn) 

| (tbd,PC.Xn],od) | 30 
| (bdPClXn,od) | 30 


3 。 


1 


MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


率 は ロン グ ワ ー ド の み 、 そ の 他 は すべ て バイ ト の サイ ズ 指 定子 を 指定 し ま 


す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


CAS/CAS2 [Compare and swap wih Operand] 
和 2 オペ ラン NE 較 | 


CAS{.B/.W/L) DcDu, く ea> 


CAS2(.W/L) Dcl:Dc2.Du1:Du2.(Rn1):(Rn2) 
CAS 
オォ オペランド 北 較 (Dc.DO) 一 cc 
Z ニ 1 : Du…DO 
Z=0 : DO 一 Dc 


CAS2 
オペ ラン ド 比 較 (Rn1,Dc1) 一 cc 
Z= テ 1: オペ ラン ド 比 較 (Rn2,.Dc2) 一 cc 
Z ニ 1 : Du1 一 Rn1 
Du2 一 Rn2 
上 記 以 外 : Rn1 一 Dc1 
Rn2 一 Dc2 
も) 仙 ・ 影 響 を 受け な い 
・ 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 結 果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ キ ャ リー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


Q NRN 乙 内 


解 説 | CAS 命 令 は 、 実効 アド レス オペ ラン ド を 比較 オペ ラン ド Dc と 比較 し ます 。 両 
方 の オペ ラン ド の 値 が 等 し い 場 合 は 、 更 新 オ ペラ ンド Du を 実効 アド レス オペ 
ラン ド に 書き 込み ます 。 そ う で な い 場 合 は 、 実 効 ア ドレ ス オ ペ ラン ド を 比較 
オペ ラン ド Dc に 書き 込み ます 。 

CAS2 命 令 は 、 メ モリ オペ ラン ド 1 Rn1 を 比較 す オペラ ンド 1 Dc1 と 比較 し ま 
す 。 両方 の オペ ラン ド の 値 が 等 し い 場 合 は 、 メ モリ オペ ラン ド 2Rn2 を 比較 オ 
ペラ ンド 2Dc2 と 比較 し ます 。 両方 の オペ ラン ド が 等 し い 場合 は 、 更 新 オ ペラ 
ンド Du1l お よび Du2 を メモ リオ ペラ ンド Rn1 お よび Rn2 に 書き 込み ます 。 こ の 
いずれ か の 比較 が 一 致し な か っ た 場合 は 、 メ モリ オペ ラン ド Rn1 お よび Rn2 を 
比較 オペ ラン ド Dc1 お よび Dc2 に 書き 込み ます 。 

いずれ の 命令 と も リー ドモ ディ ファ イラ イト サイ クル を 使用 し て メモ リ に ア 
クセ ス し ます の で 、 こ れ ら の 命令 を 中 断 す る こと は で きま せん 。 し た が っ 
て 、 こ れ ら の 命令 を 使用 する こと に より 、 シ ステ ムカ ウン タ ・ 履 歴 情 報 ・ グ 
ロー バル 共有 ポイ ンタ な ど を 安全 に 更新 する こと が で きま す 。 

シン グル タス キン グ 環 境 で は 、 操 作 は 割り 込み ルー チン の 命令 か ら 保護 され 
で ゆま す 。 

マル チタ スキ ング 環境 で は 、 他 の どの タス ク も シス テム 変数 に 新しい 値 を 書 
き 込 むこ と を 妨害 する こと は で きま せん 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


また マル チ プ ロ セ ッ サ 環境 で は 、 他 の プロ セッ サ は CAS 命 令 が 完了 し な い 
と 、 グ ロー バル ポイ ンタ に アク セス する こと が で き な い た め 、 シ ステ ム 制 御 
デー タ 構 造 の 更新 操作 を 安全 に 実行 する こと が で きま す 。 


CAS 命 令 の 、<ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An,Xn) 


Im An,.Xnl],od) 


([bdPC],.Xn,od) 
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CHK(.W/L) く ea> Dn 
ifDO く 0 orDO>SO then TRAP 
X : 影響 を 受け な い 


・ DO く 0 で あれ ば セッ ト 、DO>SO で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と き は 不定 
・ 不定 
・ 不 定 
・ 不 定 


〇 < くい N ン 


解 説 | 命令 で 指定 する デー タレ ジス タ の 値 を 0 お よび 上 限 値 (実効 アド レス オペ ラ 
ンド ) と 比較 し ます 。 
上 限 値 は 2 の 補 数 の 整数 で す 。 レ ジス タ 値 が 0 より 小さ いか も し く は 上 限 値 
より 大 きい 場合 は 、 ベ クタ 番号 6 の CHK 命 令 例外 が 発生 し ます 。 
な お MPU68000 で は 、 サ イズ 指定 子 に 上 を 使用 する こと は で きま せん 。 


7 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 十 
「-eo |o 
(d16,An) 

人 s2m3 | の 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 
(XXXX%)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An],Xn,od) | 30 
| (bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 
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CHK2 レジ スタ 境界 チェ ッ ク [30] 
CHK2(.B/W/L)] ぐ ea> Rn 


i 放 Rnm く SO 下限 値 or Rn>SO 上 限 値 hcn TRAP 


X : 影響 を 受け な い 
N : 不定 
Z : Rn が いずれ か の 限界 値 に 等 し い 場合 セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 不定 
C : Rn が 限界 値 を 超え て いる 場合 セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | Rn の 値 を 上 限 お よび 下限 値 と 比較 し ます 。 
実効 アド レス に は 上 限 お よび 下限 値 の ペア が あり 、 下 限 値 の あと に 上 限 値 が 
続き ます 。 
符号 付き 比較 の 場合 は 、 算 術 的 に 小さ い 方 の 値 を 下限 値 と し て 使用 する 必要 
が あり ます 。 
符号 な し 比較 の 場合 は 、 論 理 的 に 小さ い 方 の 値 が 下限 値 で ある 必要 が あり ま 
す 。 
デー タ お よび 境界 の サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま 
す 。 
Rn が デー タレ ジス タ で 、 操 作 サ イズ が バイ ト ま た は ワー ド の 場合 は 、Rn で 該 
当 す る 下位 部 分 だ けが チェ ッ ク さ れ ま す 。 
Rn が アド レス レジ スタ で 、 操 作 サ イズ が バイ ト ま た は ワー ド の 場合 は 、 境 界 
オペ ラン ド は 32 ビ ッ ト に 符号 拡張 され 、 そ の 結果 の オペ ラン ド が An の 全 32 
ビッ ト と 比較 され ます 。 
上 限 値 と 下限 値 が 等 し い 場 合 、 有 効 範囲 は 単独 値 に な り ま す 。 レ ジス タ 値 が 
上 限 ま た は 下限 値 を 超え た 場合 、 ベ クタ 番号 6 の CHK 命 令 例 外 が 発生 しま 
す 。 
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(An) 十 
ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(d8.PC.Xn) 


(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xnod) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC,Xn],od) |30 
([bd,PC],Xn,od) |30 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


CLR clear an Operand] オペ デッド の グリ 
CLR(.B/W/L) ぐ ea> 


0-DO 
X : C 影 響 を 受け な い 
N・: 常に クリ ア 
Z: 常に セッ ト 
V: 常に クリ ア 
C ? 基 に みり ア 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド を 0 に クリ ア し ます 。 


操作 サイ ズ は 、 パ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 ルル ぐ ea> で 使用 で きる ア ドレ ッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XX 双 )L 

# ぐ data 
(bd,An.Xn) 


([bd,PC],Xn.od) 
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CMP [Compare] 。 
CMP(.B/W/L) <ea>JDn 

DOSOcc 


X : 影響 を 受け な い 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
解 説 | ソノ ー ス オペ ラン ド を デス ティ ネー ショ ン デ ー タ レジ スタ か ら 減 算 し 、 そ の 結 


果 に し た が っ て コン ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し ます 。 デ ー タ レジ スタ の 内 
容 は 変化 し ませ ん 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 ト ゆ 光 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 

# ぐ dala 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn].od) 
([bd,An],.Xn,od) 


([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


※ は ワー ド も し く は ロン グ ワ ー ド の み を 指定 し ます 。 


デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の と き は CMPA 命 令 を 、 ソ ー ス が イ 
ミディ エイ ト デ ー タ の と き は CMPI 命 令 を 、 メ モリ と メモ リ の 比較 に は 、 
CMPM 命 令 を 使用 し ます 。 
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CM (compae dgresi ーーーーー ァ Fx _」 
CMPA(.W/L) ぐ ea>,An 
| 機 能 | DO-So--cc 
X : 影響 を 受け な い 


N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V: オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | ノース オペ ラン ド を デス ティ ネー ショ ン ア ドレ スレ ジス タ か ら 減 算 し 、 そ の 
結果 に し た が っ て コン ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し ます 。 ア ドレ スレ ジス タ 
の 内 容 は 変化 し ませ ん 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
ワー ド 長 の ソー ス オ ペ ラン ド は 、 操 作 を 実行 する 前 に 、32 ビ ッ ト に 符号 拡張 
され ます 。 


7 リル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ー(An) 
| (d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 


(lbd.PC.Xn].od) 130 
| (bdPC].Xn,od) | 30 
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CMPI [Compare Immediate] イミ ディ エイ ト 比 較 
CMPI(.B/.W/L] # ぐ data>, ぐ ea> 


DO 一 イミ ディ エイ ト デ ー タ ーcc 
X: 影響 を 受け な い 


N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V: オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | イキ ディ エイ ト デ ー タ を デス ティ ネー ショ ン デ ー タ レジ スタ か ら 減 算 し 、 そ 
の 結果 に し た が っ て コン ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し ます 。 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン ロ ケ ーション の 内 容 は 変化 し ませ ん 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の サイ ズ は 、 操作 サイ ズ と 同じ で す 。 


7 ウル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 

(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX) し 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An].Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

| (0bdPC.Xn].od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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CMPM [Compare Memory ーーーー 
CMPM({.B/.W/.L) (As) 十 ,(Ad) 十 
DosOcc 


X : 影響 を 受け な い 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V: オーバ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C: ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | ソース オペ ラン ド を デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド か ら 減 算 し 、 そ の 結果 に 
し た だ が っ て コン デイ ショ ンコ ロー ド を セッ ト し ます 。 デス ティ ネー ショ ン ロ 
ケー ショ ン の 内 容 は 変化 し ませ ん 。 オ ペラ ンド は 、 命令 で 指定 され て いる ア 
ドレ スレ ジス タ を 使用 し て 、 常 に ポス トイ ンク リ メ ン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー 
ド で アド レス 指定 され ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
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MP2 [Compare Register Against Bounds] 
レジ スタ 境界 チェ ッ ク [30] 


CMP2(.B/.W/L) ぐ ea>.Rn 


iRn く SO 下限 値 them オペ ラン ド 比 較 (Rn,SO 下 限 値 )…cc 
else if Rn>SO 上 限 値 hecn オペ ラン ド 比 較 (Rn,SO 上 限 値 )-~cc 


・ 影 響 を 受け な い 

・ 不 定 

: Rn が いずれ か の 限界 値 に 等 し い 場 合 セ ッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 不 定 

・Rn が 限界 値 を 超え て いる 場合 セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


CCR 


(3。 る NN 必 - 内 


解 説 | Rn の 値 を 上 限 お よび 下限 値 と 比較 し ます 。 
実 郊 アド レス に は 上 限 お よび 下限 値 の ペア が あり 、 下 限 値 の あと に 上 限 値 が 


続き ます 。 

符号 付き 比較 の 場合 は 、 算 術 的 に 小さ い 方 の 値 を 下限 値 と し て 使用 する 必要 
が あり ます 。 

符号 な し 比較 の 場合 は 、 論 理 的 に 小さ い 方 の 値 が 下限 値 で ある 必要 が あり ま 
事 。 

デー タ お よび 境界 の サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま 


Rn が デー タレ ジス タ で 、 操 作 サ イズ が バイ ト ま た は ワー ド の 場合 は 、Rn で 該 
当 す る 下位 部 分 だ けが チェ ッ ク さ れ ま す 。 

Rn が アド レス レジ スタ で 、 操 作 サ イズ が バイ ト ま た は ワー ド の 場合 は 、 境 界 
オペ ラン ド は 32 ビ ッ ト に 符号 拡張 され 、 そ の 結果 の オペ ラン ド が An の 全 32 
ビッ ト と 比較 され ます 。 

上 限 値 と 下限 値 が 等 しい 場 合 、 有 効 秀 囲 は 単独 値 に な り ま す 。 

この 命令 は 、 境 界 値 を 超え を た と き に 例外 処理 を 行わ ず 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー 
ド を セッ ト す る 点 を 除い て CHK2 命 令 と 同じ で す 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 トル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 


(bdPC.Xmlod) 
([bd,PC].Xn,od) 
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条件 テス ト 、 デ クリ メン ト お よび 分 岐 
DBcc[.W) Dn. く label> 
if 条件 が 偽 then (Dnー1…Dn:if Dn キ ー1 then PC 二 dーPC) 
影響 を 受け ませ ん 。 
命令 の ルー プ を 制御 し ます 。 


パラ メー タ は 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド ・ デ ー タ レジ スタ (カウ ンタ ) ・ デ ィ 
スプ レー スメント 値 の 3 つ で す 。 

この 命令 は 最初 に 条件 (ルー プ 終 了 ) を テス ト し ます 。 そ れ が 真 の 場合 は 何 
も し ませ ん 。 終了 条件 が 真 で な い 場 合 、、 カ ウン タデ ー タ レジ スタ の 下位 16 
ビッ ト が 1 だ け 減 算 さ きれ ま す 。 そ の 結果 が 一 1 の 場合 は 、 次 の 命令 に 実行 が 移 
り ま す 。 結果 が 一 1 で な い 場 合 は 、 現 在 の PC の 値 に 符号 拡張 され た 16 ビ ッ ト 
ディ スプ レー スメント を 加え た ロケ ーション か ら 実 行 を 続行 し ます 。 PC の 値 
は 命令 ワー ド の アド レス 2 が 入り ます 。 デ ィ ス プレ ー ス メン ト は 現在 の PC 
か ら デ ステ ィ ネ ーション PC の 相対 距離 を 示す 2 の 補 数 の 整数 で す 。 
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DIVS{[.W) ぐ ea>,Dn 32/16 一 16r:16q 


DIVS[L}) ぐ ea>,Dq 32/32 一 32q 
DIVS[L) ぐ ea>,Dr:Dq 64732 一 32r:32q 
DIVSL{L}) ぐ ea>,Dr:Dq 32/32 一 32r:32q 


機 能 | posopo 


・ 影 響 を 受け な い 

N : 商 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ し オー バー フロ ー 
また は 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

Z : 商 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ し オー バー フロ ー 
また は 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

V : 除算 オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ 
し 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

C: 常に クリ ア 


CCR 


符号 付き デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド を 符号 付き ソー ス オ ペ ラン ド で 除算 
し 、 符号 付 き の 結 果 を デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 「 書 式 ]」 で 説明 さ 
れ て いる よう に 、4 つ の 構文 が 存在 し ます 。 
1 つ 目 の 書式 は 、 ロ ング ワー ド を ワー ド で 除算 し ます 。 結果 は 商 が 下位 ワー 
ド に 入り 、 余 り は 結果 の 上 位 ワ ー ド に 入り ます 。 余り の 符号 は 被 除 数 の 符号 
と 同 有 で す 。 
2 つ 目 の 書 式 は 、 ロ ング ワー ド を ロン グ ワ ー ド で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ 
ワー ド の 商 で 、 余 り は 捨て られ ます 。 
3 つ 目 の 書式 は 、 ク ワッ ド ワ ー ド (任意 の 2 個 の レジ スタ ) を ロン グ ワ ー ド 
で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ ワ ー ド の 商 と ロン グ ワ ー ド の 余り に な り ま す 。 
4 つ 目 の 書式 は 、 ロ ング ワー ド を ロン グ ワ ー ド で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ 
ワー ド の 商 と ロン グ ワ ー ド の 余り に な り ま す 。 
演算 中 に 次 の 2 つの 特殊 状態 が 発生 する こと が あり ます 。 


人 @ 0 で の 除算 に より 例外 が 発生 し ます 。 

介 命令 が 完了 する 前 に オー バー フロ ー が 検出 され 、 フ ラグ が セッ ト さ れ ま す 。 
命令 が オー バー フロ ー を 検出 し た 場合 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド の オー バー フ 
ロー を セッ ト す る が 、 オ ペラ ンド は 影響 を 受け ませ ん 。 


な お MPU68000 で は 、 こ れ ら 4 つの 書式 の うち 1 番目 の ワー ド フ ォ ー ム し か 、 
使用 する こと は で きま せん 。 
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([bd,An],.Xn,od) | 3 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 3 


1 番目 の 書式 で は 、 商 が 16 ビ ッ ト の 符号 付き 整数 より 大 きい と き は 、 オ ー 
バー フロ ー が 発生 し ます 。 
それ 以外 の 書式 で は 、 商 が 32 ビ ッ ト の 符号 付き 整数 より 大 きい 場合 に 、 オ ー 
バー フロ ー が 発生 し ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


DIVU/DIVUL Unsoneg pyae] - 二 誌 て W TbMOL の z30 
DIVU(.W) く ea>,Dn 32716 一 16r:16q 


DIVU{L) ぐ ea>,Dq 32/32 一 32q 
DIVU{[L) ぐ ea>,Dr:Dq 64/32 一 32r:32q 
DIVUL【L) ぐ ea,Dr:Dq 32/32 一 32r:32q 


DOSO*・DO 


CCR | X: 影 響 を 受け な い 

N : 商 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ し オー バー フロ ー 
また は 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

Z : 商 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ し オー バー フロ ー 
また は 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

V : 除算 オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 。 た だ 
し 0 で の 除算 が 発生 し た 場合 は 不定 

C: 韻 に クリ ア 


符号 な し デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド を 符号 な し ソー ス オ ペ ラン ド で 除算 
し 、 符 号 な し の 結果 を デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 「 書 式 ] で 説明 さ 
れ て いる よう に 、4 つ の 構文 が 存在 し ます 。 
1 つ 目 の 書式 は 、 ロ ング ワー ド を ワー ド で 除算 し ます 。 結果 は 商 が 下位 ワー 
ド に 入り 、 余 り は 結果 の 上 位 ワ ー ド に 入り ます 。 余り の 符号 は 被 除 数 の 符号 
と 同じ で す 。 
2 つ 目 の 書式 は 、 ロ ング ワー ド を ロン グ ワ ー ド で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ 
ワー ド の 商 で 、 余 り は 捨て られ ます 。 
3 つ 目 の 書式 は 、 ク ワッ ド ワ ー ド (任意 の 2 個 の レジ スタ ) を ロン グ ワ ー ド 
で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ ワ ー ド の 商 と ロン グ ワ ー ド の 余り に な り ま す 。 
4 つ 目 の 書式 は 、 ロ ング ワー ド を ロン グ ワ ー ド で 除算 し ます 。 結果 は ロン グ 
ワー ド の 商 と ロン グ ワ ー ド の 余り に な り ま す 。 
演算 中 に 次 の 2 つの 特殊 状態 が 発生 する こと が あり ます 。 


@ 0 で の 除算 に より 例外 が 発生 し ます 。 

人 命令 が 完了 する 前 に オー バー フロ ー が 検出 され 、 フ ラグ が セッ ト さ れ ま す 。 
命令 が オー バー フロ ー を 検出 し た 場合 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド の オー バー フ 
ロー を セッ ト す る が 、 オ ペラ ンド は 影響 を 受け ませ ん 。 


な お MPU68000 で は 、 こ れ ら 4 つの 書式 の うち 1 番目 の ワー ド フ ォ ー ム し か 、 
使用 する こと は で きま せん 。 
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(d8.PC,Xn) 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xnod) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
| ((bd.PC].Xn,od) 


1 番目 の 書式 で は 、 商 が 16 ビ ッ ト の 符号 な し 整数 より 大 きい と き は 、 オ ー 
パー フロ ー が 発生 し ます 。 
それ 以外 の 書式 で は 、 商 が 32 ビ ッ ト の 符号 な し 整数 より 大 きい 場合 に 、 オ ー 
パー フロ ー が 人 先生 し ます 。 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


EOR Excusive o Logical] 人 
EOR(.B/W/L) 。Dn, ぐ ea> 


SO xor PODO 


XX・ 影響 を 受け な い 

N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V・: 常 に クリ ア 

C* 稀 に ク リア 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド と の 排他 的 論理 和 を と 
り 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
この 操作 で は 、 ソ ー ス オペ ラン ド は 、 デ ー タ レジ スタ に 限定 され ます 。 


7 トド ルツ | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 

(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8.An,Xn) 
(d16,PO) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX 又 ).W 
(XX) 工 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xnod) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC],Xn,od) 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


EONRI [Exclusive OR Immediate] イミ ディ エイ ト 排 他 的 論理 和 
EORI[.B/.W/L) # ぐ data>, ぐ ea> 


イミ ディ エイ ト デ ー タ xor DO~DO 


影響 を 受け ない 


に 
N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V : 常に クリ ア 
C : 世に クリ ア 


解 説 イミ ディ エイ ト デ ー タ と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド と の 排他 的 論理 和 を 
と り 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 イ ミディ エ 
イト デー タ の サイ ズ は 、 操 作 サ イズ と 同じ で す 。 


7 ドウ | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(d8JPC.Xn) 


# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) | 30 
(bd,PC.Xn) ーー 
([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC].Xn,od) | 一 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


EORI[.B] # ぐ data>,CCR 
SO xor CCR 一 CCR 
X: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 1 で あれ ば 反転 、 


は 変化 し な い 

N : イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 1 で あれ ば 反転 、 
は 変化 し な い 

Z: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 1 で あれ ば 反転 、 
は 変化 し な い 

V: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 1 で あれ ば 反転 、 
は 変化 し な い 

C: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 1 で あれ ば 反転 、 
は 変化 し な い 


EORI to CCR [Euse OR Immediate to Condion Code] 


コン ディ ショ ンコ ー ド に 対す る イミ ディ エイ ト 排 f 


それ 以外 の と き 
それ 以外 の と き 
それ 以外 の と き 
それ 以外 の と き 


それ 以外 の と き 


解 説 | イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド と コン ディ ショ ンコ ー ド の 排他 的 論理 和 を と り 、 
結果 を コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ ド に 格納 し ます 。 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド 


レジ スタ の 実装 きれ て いる 全 ビ ッ ト が 影響 を 受け ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


EORI| to SR [Eousye OR Immediate to the Satus Register] 
ステ ー タ スレ ジス タ に 対す る イミ ディ エイ ト 排 他 的 論理 和 [特権 ] 


| 書 式 | EORI(.W) #<data>.SR 
スー パー バイ ザー モー ド 


SO xor SR 一 >SR 
キー 邊 ユギ ド 
トド ジッ プ ブ 


5 ル 。 XX : イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 1 で あれ ば 反転 、 そ れ 以 外 の と き 
は 変化 し な い 
N: イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 1 で あれ ば 反転 、 そ れ 以 外 の と き 
は 変化 し な い 
Z: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 1 で あれ ば 反転 、 そ れ 以 外 の と き 
は 変化 し な い 
V : イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 1 で あれ ば 反転 、 そ れ 以 外 の と き 
は 変化 し な い 
C: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 1 で あれ ば 反転 、 そ れ 以 外 の と き 
は 変化 し な い 


解 説 | イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド と ステ ー タ スレ ジス タ の 排他 的 論理 和 を と り 、 結 


果 を ステ ー タ スレ ジス タ に 格納 し ます 。 
ステ ー タ スレ ジス タ の 実装 きれ て いる 全 ビ ッ ト が 影響 を 受け ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


EX [Exchange Registers] レジ スタ の 交換 
EXG[L) Ds,Dd 
EXG(L) As,Ad 
EXGL) Ds,Ad 
EXGL) AsDd 


Rs 一 Rd 
有 才 を 受け ませ ん 。 


2 つの 32 ビ ッ ト レ ジス タ 内 容 を 交換 し ます 。 命令 は 次 の 3 種類 の 交換 を 実行 
し ます 。 


@⑱ デー タレ ジス タ 間 の 交換 


⑯ / ド レス レジ スタ 間 の 交換 
⑱ デー タレ ジス タ と アド レス レジ スタ 間 の 交換 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


EX「/EXTB [Sign Exteng] IE 所 1 
EXT{.W}) Dn バイ ト を ワー ド に 拡張 


EXT{L) Dn ワー ド を ロン グ ワ ー ド に 拡張 
EXTB{L}) Dn バイ ト を ロン グ ワ ー ド に 拡張 


DO 符号 一 DO 


X : 影響 を 受け な い 

N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 

C : 貸 だ タリ ア 


解 説 | 符号 ビッ ト を 左 に 複写 し な が ら 、 デ ー タ レジ スタ の バイ ト を ワー ド ま た は ロ 
ング ワー ド に 、 ま た は レジ スタ 内 の ワー ド を ロン グ ワ ー ド に 拡張 し ます 。 
操作 が バイ ト か ら ワ ー ド へ の 拡張 の 場合 、 指 定 さ れん れ た デー タレ ジス タ の ビッ 
ト [7] が 、 そ の レジ スタ の ビッ ト [15:8] に コピ ー さ れ ま す 。 
操作 が ワー ド か ら ロ ング ワー ド へ の 拡張 の 場合 、 指 定 さ れ た デー タレ ジス タ 
の ビッ ト [15] が 、 そ の レジ スタ の ビッ ト [31:16] に コピ ー さ れ ま す 。 
EXTB 命 令 の 場合 は 、 指 定 さ きれ た デー タレ ジス タ の ビッ ト [7] が 、 そ の レジ 
スタ の ゼット [31:8] に コピ ー き され ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ILLEGAL Take eog nsrucion Trap] 
| 不当 命 久 ト ラッ プ 処 理 要求 [30] | 


ILLEGAL 
SSP 一 2--SSP 


ベク タオ フ セ ッ ト 一 (SSP) 
SSP 一 4-SSP 

PC 一 (SSP) 

SSP 一 2->SSP 

SR 一 (SSP) 

不当 命令 ベク タ ア ドレ ス --PC 


影響 を 受け ませ ん 。 


ベクタ 番 号 4 の 不当 命令 例外 を 発生 し ます 。 他 の 不当 命令 ビッ トバ パタ ー ン は 
すべ て 、 将 来 の 命令 セッ ト 拡 張 の た め に 予約 され て いま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


MP Mumarrrorrnrears= ロ ー さ 7 サー 
| 書 式 | wp <ea> 

or 

影響 を 受け ませ ん 。 

プロ グラ ム の 実行 は 、 命 令 で 指定 きれ る アド レス か ら 続 行き され ます 。 


実効 アド レス の アド レッ シン グモ ー ド は 、 制 御 ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド で な け 
れ ば な り ま せん 。 


7 リル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

| An 

(An) 

| (Am) 二 
ー(An) 
(d16.An) 
(d8,An,Xn) 
(d16.PC) 
(d8.PC.Xn) 
XX).W 


| (XXX)L 記 
# ぐ data 


(bd,An,Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],.Xn,od) | 30 
(bd,PC.Xn) 30 
([bd,PC,Xn].od) | 30 
| (bdPCIXnod) | 30 


上 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


JSR [Jump to Subroutine] サブ ルー チン へ の ジャ ンプ 


mp-4ーo 
PC-*(SP) 
DO 一 PC 


影響 を 受け ませ ん 。 


JSR 命 令 の 直後 の 命令 の ロン グ ワ ー ド アド レス を シス テム スタ ッ ク に プッ シュ 
し ます 。 プロ グラ ム の 実行 は 、 命令 で 指定 し た アド レス か ら 続 行 さ れ ま す 。 


7 ドル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 

([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 30 
([bd,PC.Xn].od) 同 
([bd,PC].Xn,od) | 3 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


-LEA [Load Effective Address] _ 実効 アド レス の ロー ド | 
LEA(L) ぐ ea>.An 


SO 
影響 を 受け ませ ん 。 


指定 し た ア ドレ スレ ジス タ ド 実効 アド レス を 読み 込み ます 。 
アド レス レジ スタ の 32 ビ ッ ト 全 体 が 、 こ の 命令 の 影響 を 受け ます 。 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(Am 〇 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 


(d8,An,Xn) 
(d16.PC) 9 
PCXm | 


(XXX).W 
(XXX)L 

| # く data> 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 


(bd,PC.Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


LINK [uinkana Alocate] 1 に pps 
LINK{.W/ 葉 } An# ぐ displacement 


sp-4ーsp 
An- と (SP) 
SPAn 
SP 十 d->SP 


| CCH | 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | 指定 さき も れ た アド レス レジ スタ の 現在 の 内 容 を スタ ッ ク に プッ シュ し ます 。 そ 
の 後 、 そ の アド レス レジ スタ に 更新 され た スタ ッ ク ポ イン タ の 値 を 読み 込み 
ます 。 最後 に ディ スプ レー スメント を スタ ッ ク ポ イン タ に 加え ます 。 
ワー ド 操 作 の 場合 | ディスプレー スメント は 命令 ワー ド の 次 の 符号 拡張 され 


だ ウー ド で す 。 
ロン グ ワ ー ド 操作 の 場合 アディ スプ レー スメント は 命令 ワー ド の 次 の ロン グ 
/ 所 ド で す 。 


アド レス レジ スタ は スタ ッ ク 内 で 1 ロン グ ワ ー ド を 占有 し ます 。 

ユー ザー は スタ ッ ク 領 域 を 割り 付け る た め に 、 負 の ディ スプ レー スメント を 
指定 する 必要 が あり ます 。 

な お MPU68000 で は 、 こ の 命令 に は サイ ズ 指 定子 を 使用 する こと は で きず 、 常 
に 負 の 16 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス メン ト を 指定 する こと に な り ま す 。 
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LSL/LSR [Logical sh 5 理 シラ ト 


書 式 | LSd(.B/W/L) Ds,Dd 
LSdi.B/.W/L] # ぐ data>,Dd 
LSd{.W) ぐ ea> 


款 


ここ で の d は シフ ト 方 向 で 、L ( 左 ) また は R ( 右 ) 
DO Shifted by く カ ウン ト >ーDO 


・ オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ きれ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 シ フト 回 
数 が 0 の と き は 変化 し な い 

・ 結 果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ 常 に クリ ア 

・ オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 シ フト 回 
数 が 0 の と き は 変化 し な い 


史 


QO る ぐ Ng 


解 説 | オペ ラン ド の ビッ ト を 指定 方 向 (し また は R) に シフ ト し ます 。 キ ャ リー ビッ ト 
は 、 オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト を 受け 取り ます 。 レジ スタ を 
シフ ト す る 場合 の シフ ト 回 数 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


⑯ イミ ディ エイ ト 
シフ ト 回 数 は 命令 で 指定 する (1 一 8) 


⑱ レジ スタ 
シフ ト 回 数 は 命令 で 指定 する デー タレ ジス タ に ある (モジ ュ ロ 64) 


操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 た だ し メモ 
リ 内 の オペ ラン ド は 1 ビット し か シフ ト で きず 、 操 作 サ イズ も ワー ド に 限定 
され ます 。 


LSL で は 、 オ ペラ ンド は 左 に シフ ト さ れ 、 シ フト され た 位置 数 が シフ ト 回 数 に 
な り ま す 。 最 上位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー と 拡張 の 両方 の ビッ ト 
に 入り 、 最 下位 ビッ ト に は 0 が 入り ます a 
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LSR で は 、 オ ペラ ンド は 右 に シフ ト さ れ 、 シ フト され た 位置 数 が シフ ト 回 数 に 
な り ま す 。 最 下 位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー と 拡張 の 両方 の ビッ ト 
に 入り 、 符 号 ビ ッ ト は 再び 最上 位 ビ ッ ト に 入り ます 。 


7 ドル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ワ 
ら 
| 


き 

十 

Il 還 提 6 
OIOIO | | 


(d16.An) 
(d8,An Xn) 
(d8PCXn) 

XXxX.W 


11OIO | iolol 


# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 


([bd,An],Xn,od) 


o ら | OO| いう 
つの | の どら 


([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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〇 OVFE [Moxe Data from Source to Destination] 
ソー ス か ら デ ィ ス ティ ネー ショ ン へ の デー タ 転 送 


MOVE[.B/W/L] ea>, ぐ ea> 


so--po 
時 を 受け な い 


双 ・ 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C: 常に クリ ア 


ソー ス を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 転送 し 、 デ ー タ の 内 容 に し た 


が っ て コン ディ ショ ンコ ー ド を セッ ト し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 ルル グ ソー ス の ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 
An 


(An) 
Lew hl 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 


(XXXX) 工 
| # ぐ data 


(bd,An.Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC,Xn],od) | 30 
| bdPclXnod) 30 
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デス ティ ネー ショ ン の ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 


# ぐ data am 

[ (3AnXn) |30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],.Xn,od) | 30 

| dPCXn) | 一 
(bdPCXn].od) | 


| ⑯aPelXnod) 


デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の と き は 、MOVEA 命 令 を 使用 し ま 
0 

8 ビッ トイ ミディ エイ ト デ ー タ を デー タレ ジス タ ド に 転送 する と き は 、MOVEO 
命令 を 使用 し ます 。 
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MOVEA [Mo Address] アド レス 転送 


書 式 | MOVEA{.W/L] ぐ ea>,An 


SR 

影響 を 受け ませ ん 。 

ソー ス オ ペ ラン ド の 内 容 を アス ティ ネー ショ ン の アド レス レジ スタ に 転送 し 
ま 


操作 サイ ズ は 、 ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
ワー ドサ イズ の ソー ス オ ペ ラン ド は 32 ビ ッ ト に 符号 拡張 され ます 。 


7 旭 ' 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

An 

(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
| (8PC,Xn) 
(XXXX).W 
(X 双 双 ) 上 
# ぐ dala 
訂 い 1 で 
([bd,An,Xn],od) 
| (bd.AmiXno の 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC.Xn],od) | 30 
([bdPC].Xnod) | 30 


トー 
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MOVE from CCR [Move fomme condwon code Register] 
コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ か ら の 転送 [30] 
MOVE[{.W】 CCR, く ea> 

CCR 一 DO 

影響 を 受け ませ ん 。 

コン ディ ショ ンコ ー ド ビッ ト (ワー ドサ イズ に 0 拡張 され た も の ) を デス 


テイ ィ イネ ーション ロケ ーション に 転送 し ます 。 オ ペラ ンド の サイ ズ は 、 ワ ー ド 
で す 。 実装 きれ て いな い ビ ッ ト は 0 で 読み 出さ れ ま す 。 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC.Xn) 
([bd,PC.Xn],od) 
([bd,PC].Xnod) 


MOVE from CCR は ワー ド 操 作 で 、ANDI,ORI,EORI to CCR は バイ ト 操 作 で 
シン 
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当 ン ディ ショ ンコ ヨー ド へ の 団 送 
MOVE(.W] ぐ ea>,CCR 
SO 一 CCR 


又 : ソ ー ス オペ ラン ド の ビッ ト 4 と 同じ 値 に セッ ト さ れる 
N : ソー ス オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 と 同じ 値 に セッ ト さ れる 
Z: ソ ー ス オペ ラン ド の ビッ ト 2 と 同じ 値 に セッ ト さ れる 
V : ソ ー ス オペ ラン ド の ビッ ト 1 と 同じ 値 に セッ ト さ れる 
C: ソ ー ス オペ ラン ド の ビッ ト 0 と 同じ 値 に セッ ト さ れる 


解 説 ソー ス オ ペ ラン ド の 下位 バイ ト を コン ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ に 転送 し ま 
まぁ 。 
ソー ス オ ペ ラン ド の 上 位 バ イト は 無 要 され ます 。 
ステ ー タ スレ ジス タ の 上 位 バ イト は 変更 され ませ ん 。 


7 7 <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ワ 
〇 


(An) 

(An) 十 

ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,PO) 
(d8JPC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,.Xn],od) 130 
([bd,An],Xn,od) |30 
(bd,PC,Xn) 30 
([bd,PC,Xn],od) |30 
([bd,PC].Xn,od) |30 


| 


81OIOIOIOIOIOIOIOIOIO[ | 


MOVE to CCR は ワー ド 操 作 で 、ANDIORIEORI to CCR は バイ ト 操 作 で す 。 
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MOVE from SR [Moye fom the status Register] 
ステ ー タ スレ ジス タ か ら の 転送 [x 特 権 ] 
MOVEL.W] SR, く ea> 
スー パー バイ ザー モー ド 


SR~DO 

区 ニ ザ ー 一 ド 
MPU68000 SR-DO 
MPU68030 トラ ッ プ 


影響 を 受け ませ ん 。 


ステ ー タ スレ ジス タ 内 の デー タ を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 転送 し 
ます 。 デスティ ネー ショ ン は ワー ド 長 で す 。 実装 きれ て いな い ビ ッ ト は 0 で 
読み 出さ れ ま す 。 

な お この 命令 は 、MPU68000 で は 特権 命令 で は あり ませ ん で し た が 、 
MPU68010 以 降 は 特権 命令 と な っ て いま す 。 


7 ゆ 光 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
XXX) 上 上 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn].od) 
([bd,An],Xn.od) 
(bdPC,Xn) 

| tbdPC.Xn].od) 
| (tbdPClXn,od) | 
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MOVE to SR [Moye to nne status Register] 
| ステ ー タ スレ ジス タ へ の 転送 [特権 ] | 


書 式 MOVE{.W)} ぐ ea,SR 
yoriYtr ャ 
SO-+SR 
ユー ザー モー ド 
ドッ タグ 


CCR ツー ス オ ペ ラン ド 区 し た が っ て 。 セ ッ ト き 私 ます 。 


ソー ス オ ペ ラン ド 内 の デー タ を ステ ー タ スレ ジス タ に 転送 し ます 。 
ソー ス オ ペ ラン ド は ワー ド で 、 ス テー タス レジ スタ に 実装 きれ て いる 全 ビ ッ 


ト が 影響 を 受け ます 。 


罰 輝 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) し 

# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 

| (tbd,An.Xm],od) | 30 

([bd,An],Xn,od) | 30 

(bdPC.Xn) 30 

([bd,PC,Xn],od) | 30 
(bd,PC].Xn,od) | 30 


引 lolololololololololol io| 


178 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


MOVE USP [Move User stack Pointer 
| ユー ザー スタ ッ ク ポ イン タ の 転送 [特権 ] | 
MOVE[(L] USP,An 


MOVE[{.L} An,USP 


機 能 | スー パー バイ ザー モー ド 
USP 一 An また は An 一 USP 
ユー ザー モー ド 
ドラ ッ ジ グ 


玉 響 を 受け ませ ん 。 
ユー ザー スタ ッ ク ポ イン タ の 内 容 を 指定 され た アド レス レジ スタ へ 、 あ る い 


は 指定 され た アド レス レジ スタ の 内 容 を ユー ザー スタ ッ ク ポ イン タ へ 転送 し 
まま 。 
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MOVEC Moe conro Register] 一 条 伯 レジ スタ 転 半 「 特 権 /30] 
MOVEC{ エ ) ReRn 


MOVEC[{.L} Rn,Rc 


スー パー バイ ザー モー ド 


Rc-Rn また は Rn 一 Rc 


ーー 本 ー 当 ーー ド 
トド ゲッ プ 
虹 党 区 は ま せ ん 。 
解 説 | 指定 され た 制御 レジ スタ Rc の 内 容 を 指定 され た 汎用 レジ スタ に 、 あ る いけ は 指 


定 され た 汎用 レジ スタ の 内 容 を 指定 され た 制御 レジ スタ に コピ ー し ます 。 
この 操作 は 、 制 御 レ ジス タ に 実装 きれ て いる ビッ ト 数 に 関係 な く 、 常 に 32 
ビッ ト で 転送 を 行い ます 。 

実装 きれ て いな い ビ ッ ト は 0 で 読み 出さ れ ま す 。 
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MOVEM Moe Multiple Registers] 複数 レジ スタ 転送 
MOVEM[.W/L) list く ea> 


MOVEM{.W/L) ぐ ea>>,Hst 
機 能 | Hst-DO また は SO 一 list 


CCR | 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | 選択 され た レジ スタ 群 と 、 実 効 ア ドレ ス で 指定 され る アド レス か ら 始 まる 連 
続 し た メモ リロ ケー ショ ン と の 間 で デー タ 転 送 を 行い ます 。 命令 サイ ズ で 各 
レジ スタ の 16 ビ ッ ト を 転送 する か 、32 ビ ッ ト 全 体 を 転送 する か を 決め ます 。 
ワー ド を レジ スタ に 転送 する 場合 、 各 ワー ド は 32 ビ ッ ト に 符号 拡張 され 、 ロ 
ング ワー ド と し て レジ スタ に 読み 込ま れ ま す 。 
アド レッ シン グモ ー ド の 選択 に より 、 人 制御 モー ド ・ プ レデ クリ メン トモ ー 
ド ・ ポ スト イン クリ メン トモ ー ド の 3 つの 動作 モー ド が 選ば れ ま す 。 
実効 アド レス が 制御 モー ド の 1 つ で 選択 され た 場合 、 レ ジス タ 群 は 指定 され 
た アド レス か ら 転 送 さ れ 、 ア ドレ ス は 回 の 転送 が 終わ る た びに 、 オ ペラ ンド 
長 (2 また は 4 ) ずつ 増加 し て いき ます 。 転送 は デー タレ ジス タ 0 か ら デ ー 
タレ ジス タ 7 、 つ いで アド レス レジ スタ 0 か ら ア ドレ スレ ジス タ 7 の 順に 行 
われ ます 。 
実効 アド レス が プレ デ ク リ メン トモ ー ド で 指定 され た 場合 は 、 レ ジス タ か ら 
メ モリ へ の 操作 だ けが 可能 で す 。 レ ジス タ は 指定 され た アド レス ー オ ペラ ン 
ド 長 (2 また は 4 ) か ら 格 納 さ れ 、 ア ドレ ス は 回 の 転送 が 終わ る た ぴ びに 、 オ 
ペラ ンド 長 ず つ 減 少し て いき ます 。 格納 は アド レス レジ スタ 7 か ら ア ドレ ス 
レジ スタ 0 、 つ いで デー タレ ジス タ 7 か ら デ ー タ レジ スタ 0 の 順に 行わ れ ま 
す 。 命令 が 完了 する と 、 デ クリ メン ト さ れ た アド レス レジ スタ は 、 最 後に 格 
納 し た オペ ラン ド の アド レス を 保持 し て いま す 。MPU68030 で は 、 ア ドレ ッ シ 
ング レジ スタ も メモ リ に 転送 され る 場合 、 デ クリ メン ト さ れ た 値 が 書き 込ま 
桃 ま ます 。 
実効 アド レス が ポス トイ ンク リ メ ン トモ ー ド で 指定 され る 場合 は 、 メ モリ か 
ら レ ジス タ へ の 転送 の み 可 能 で す 。 レ ジス タ は 指定 され た アド レス か ら 読 み 
込ま れ 、 ア ドレ ス は 1 回 の 転送 が 終わ る た びに 、 オ ペラ ンド 長 (2 また は 
4 ) ずつ イン クリ メン ト さ れ て いき ます 。 読み 込ま れる 順序 は 、 制 御 モ ー ド 
アド レッ シン グ の 場合 と 同じ で す 。 命令 完了 後に は 、 イ ンク リ メ ン ト さ れ た 
アド レス レジ スタ は 、 最 後に 読み 込ま れ た オペ ラン ド の アド レス 十 オ ペラ ン 
ド 長 (2 また は 4 ) を 保持 し て いま す 。MPU68030 で は 、 ア ドレ ッ シ ン グレ ジ 
スタ も メモ リ か ら 読 み 込ま れる 場合 に は 、 読 み 込 まれ る 値 は フェ ッ チ され た 
値 キ オオ ペラ ンド 長 に な り ま す 。 
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7 ドウ 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


MOVEM[{.W/L) lisu く ea> の 場合 


An 
(An) 


Le+ |] ニー 
=wD IO 
Le |O 
GAm |O」 
LeiePo |-| 
〇 
] 


(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
) 上 


# ぐ data 呈 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 


([bd,An],Xn,od) | 30 
(bdPC,Xn) 0 
[bd,PC,Xn],od) 


([bdPC].Xn,od) | 一 
MOVEM[{.W/L) ぐ ea>,Hst の 場合 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 


([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],Xn.od) 


(bd,PC.Xn) 30 
([bd,PC.Xn],od) | 30 


([bd,PC],Xn,od) | 30 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


MOVEP [Moye Peripheral Data] 周辺 デー タ 転 送 
MOVEP{.W/L) Ds,(d16.AQ) 


MOVEP{.W/L} (d16,As),Dd 
sopo 
影 響 を 受け ませ ん 。 


デー タレ ジス タ と 指定 し た ロケ ーション か ら 開 始 し 2 ずつ アド レス が 増加 す 
る アド レス 空間 内 の オル タネ ー ト バイ ト と の 間 で デー タ 転 送 を 行い ます 。 こ 
の 命令 は 8 ビッ ト の 周辺 デバ イス を 16 ビ ッ ト の デー タバ ス に 接続 する た め の 
も の で す 。 
デー タレ ジス タ の 上 位 バ イト が 最初 に 転送 され 、 下 位 バ イト が 最後 に 転送 さ 
れ ま す 。 メ モリ アド レス は アド レス レジ スタ 間接 十 16 ビ ッ ト デ ィ ス プレ ー ス 
メン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド で 指定 され ます 。 ア ドレ ス が 偶数 の 場合 、 転 送 
は すべ て デー タバ ス の 上 位 半分 で 行わ れ 、 奇 数 の 場合 すべ て デー タバ ス の 
下位 半分 で 行わ れん ます 。 こ の 命令 は 、8 ビット また は 32 ビ ッ ト の バス 上 で 
も 、 1 バイ ト お き に アク セス を 行い ます 。 


( 偶数 アド レス と の 間 の ロン グ ワ ー ド 転送 ) 


レジ スタ の バイ ト 構 成 


b31 b24 b23 b16 b13 b8 b7 b0 


( 奇数 アド レス と の 間 の ロン グ ワ ー ド 転送 


レジ スタ の バイ ト 構 成 


b31 b24 b23 b16 b15 b8 b7 b0 
に 。R 1 TARO 
メモ リ の バイ ト 構 成 (先頭 が 下位 アドレス) 
b13 b8 b7 b0 
に 
= EE _ 1 1 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


MOVEQ) [Moye cuik クイ ッ ク 転 送 


書 式 MOVEO{L} # ご data>.JDn 
イベ ヴィ イエ テイ トド デー ターDO 
X : 影響 を 受け な い 


・ 結 果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 結 果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 影 響 を 受け な い 
・ 影 響 を 受け な い 


プ 


の 〇 の < N 


解 説 | イミ ディ エイ ト デ ー タ の 1 バイ ト を 32 ビ ッ ト の デー タレ ジス タ に 転送 し ま 
ず 。 
デー タ は ロン グ ワ ー ド に 符号 拡張 され て デー タレ ジス タ に 転送 され ます 。 
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3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


MOVES [Move Address Space] アド レス 空間 転送 [特権 ノ 30] 


MOVES{.B/.W/L] Rn, ぐ ea> 


MOVES{.B/.W/L} ぐ ea,Rn 


機 能 | スー パー バイ ザー モー ド 
RnDO [DFC] また は SO [SEFC] 一 Rn 


ユー ザー モー ド 
ドジ ラッ ヴ 
影響 を 受け ませ ん 。 
解 語 指定 され た 汎用 レジ スタ か ら デ ステ ィ ネ ーション ファ ンク ショ ンコ ー ド 


(DFC) レジ スタ で 指定 され る アド レス 空間 内 の ロケ ーション へ 、 バ イト ・ 
ワー ド ・ ロ ング ワー ド オ ペラ ンド を 転送 し ます 。 あ る い は 、 ソ ツー ス フ ァ ンク 
ショ ンコ ー ド (SFC) レジ スタ で 指定 され る アド レス 空間 内 の ロケ ーション か 
ら 指定 され た 汎用 レジ スタ へ 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド オ ペラ ンド を 
転送 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 、 ソ ー ス オペ ラン ド は 操作 サイ 
ズ に 応じ て 、 そ の デー タレ ジス タ に 対応 する 下位 ビッ ト を 交換 し ます 。 
デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の 場合 、 ソ ー ス オペ ラン ド は 32 ビ ッ 
ト に 符号 拡張 され て 、 そ の アド レス レジ スタ に 読み 込ま れ ま す 。 

な お 次 の 2 つの 例 は 、 ソ ー ス お よび デス ティ ネー ショ ン に 対し て 同じ アド レ 
スレ ジス タ を 使用 し て いる た め 、 格 納 さ れる 値 は 不定 と な り ま す 。 


MOVESL An,(An) 十 
MOVESL An, 一 (An) 


MPU68030 で は 、An を イン クリ メン ト ま た は デ ク リ メン ト し た 値 を 格納 し ま 
導 
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『 3 
(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 

# ぐ data シ 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bdJPC,Xn) 
([bd,PC,Xnl],od) 
([bd,PC],Xn,od) 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


MULS{.W] ぐ ea>,Dn 16X16 一 32 


MULS{L) ぐ ea>,DI 32X32 一 32 
MULS{L) ぐ く ea>,Dh:DI 32X32 一 64 
SOXDODO 
X : 影響 を 受け な い 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V: オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
CS 情 に クリ ア 


オー バー フロ ー は 、32 ビ ッ ト の オペ ラン ド を 乗算 し て 32 ビ ッ ト の 結果 を 生成 
する 場合 に の み 発 生 する 可能 性 が あり ます 。 

クワ ッ ド ワー ド 積 の 上 位 322 ビ ッ ト が 、 下 位 32 ビ ッ ト の 符号 拡張 で な い 場 合 に 
は 、 オ ー バ ー フ ロー が 発生 し ます 。 

し た が っ て MPU68000 で は 、V ビ ッ ト は 常に クリ ア さ れ ま す 。 


章 


2 つの 符号 付き オペ ラン ド を 乗算 し て 符号 付き の 結果 を 生成 し ます 。 

この 命令 に は ワー ド オ ペラ ンド 形式 と ロン グ ワ ー ド 形式 が あり ます 。 

ワー ド 形 式 で は 、 乗 数 と 被 乗数 が 両方 と も ワー ド オ ペラ ンド で 、 結 果 は ロン 
グ ワ ー ド オペ ラン ド に な り ま す 。 レ ジス タオ ペラ ンド は 、 そ の 下位 ワー ド 
で 、 上 位 ワ ー ド は 無視 され ます 。 全 32 ビ ッ ト の 積 が デス ティ ネー ショ ン デ ー 
タレ ジス タ に 格納 され ます 。 

ロン グ ワ ー ド 形式 で は 、 乗 数 と 被 乗数 が と も に ロン グ ワ ー ド オペ ラン ド で 、 
結果 は ロン グ ワ ー ド また は クワ ッ ド ワー ド の いずれ か に な り ま す 。 ロ ング 
ワー ド の 結果 は 、 ク ワッ ド ワ ー ド の 結果 の 下位 32 ビ ッ ト で す 。 積 の 上 位 は 32 
ビッ ト は 捨て られ ます 。 

な お MPU68000 で は 、 エ の サイ ズ 指 定子 を 使用 する こと は で きま せん 。 


解 


に 
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(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) エ 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


MULU [Unsigned Multiply] 待 号 な し 乗算 


MULU{.W) < ぐ ea>,Dn 16X16…32 
MULU{L) ぐ ea>,DI 32X32 一 32 
MULU{L) ぐ ea>,Dh:DI 32X32 一 64 
SOXDODO 
X : 影響 を 受け な い 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C 常に クリ ア 


オー バー フロ ー は 、32 ビ ッ ト の オペ ラン ド を 笹 算 し て 32 ビ ッ ト の 結果 を 生成 
する 場合 に の み 発生 する 可能 性 が あり ます 。 
クワ ッ ド ワー ド 積 の 上 位 32 ビ ッ ト が 、 下 位 32 ビ ッ ト の 符号 拡張 で な い 場 合 に 
は 、 オ ー バ ー フ ロー が 発生 し ます 。 
し た が っ て MPU68000 で は 、V ビ ッ ト は 常に クリ ア さ れ ま す 。 


2 つの 符号 な し オペ ラン ド を 乗算 し て 符号 な し の 結果 を 生成 し ます 。 こ の 命 
令 に は ワー ド オ ペラ ンド 形式 と ロン グ ワ ー ド 形式 が あり ます 。 

ワー ド 形 式 で は 、 乗 数 と 被 乗数 が 両方 と も ワー ド オ ペラ ンド で 、 結 果 は ロン 
グ ワ ー ド オペ ラン ド に な り ま す 。 レ ジス タオ ペラ ンド は 、 そ の 下位 ワー ド 
で 、 上 位 ワ ー ド は 無視 され ます 。 全 32 ビ ッ ト の 積 が デス ティ ネー ショ ン デ ー 
タレ ジス タ に 格納 され ます 。 

ロン グ ワ ー ド 形式 で は 、 乗 数 と 被 乗 数 が と も に ロン グ ワ ー ド オペ ラン ド で 、 
結果 は ロン グ ワ ー ド また は クワ ッ ド ワー ド の いずれ か に な り ま す 。 ロ ング 
ワー ド の 結果 は 、 ク ワッ ド ワ ー ド の 結果 の 下位 32 ビ ッ ト で す 。 積 の 上 位 は 32 
ビッ ト は 捨て られ ます 。 

な お MPU68000 で は 、.L の サイ ズ 指 定子 を 使用 する こと は で きま せん 。 


筑 
如 
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(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 


# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],.Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 
LN BCD [Negate Decimal with Extend] 1o 進 符号 反転 | 


NBCD{.B] ぐ ea> 
0 一 DO10) 一 XーDO(10) 


?C ビ ッ ト ょ 同じ 
N : 不定 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 不定 
C : 10 進 ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | デスティ ネ ーション オペ ラン ド と 拡張 ビッ ト を 0 か ら 減 算 し ます 。 操作 は 2 
進化 10 進 数 算術 演算 を 用 いて 行わ れ ま す 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト の み 可 能 で す 。 
デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に パッ ク BCD の 結果 が 入り ます 。 こ の 命令 
は 拡張 ビッ ト が 0 の 場合 に は 、 デ ステ ィ ネ ーション の 10 の 補 数 を 、 拡 張 ビッ 
ト が 1 の 場合 に は 、 9 の 補 数 を 生成 し ます 。 
な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の Z ビ ッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 
で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精度 演算 を 終了 し た と き 演 
算 結 果 が 0 か どう か テス ト す る こと が で きま す 。 


7 ト ' ゆ 汐 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Dn 

An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXXX).W 
(XXXX) 工 

# ぐ data 
(bd,An.Xn) 
([bd,An,Xnl].od) 
([bd,An],Xnod) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xnl],od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


NEG[.B/W/L] ぐ ea> 
| 機能 | 0-po-po 
X:C ビ ッ ト と 同じ 


N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V: オ ー バ ー フ ロー が 区 生 す れ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : 結果 が 0 で あれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と き は セッ ト 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド を 0 か ら 減 算 し 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン に 


格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) 


([bd,PC,Xnl],od) 
(bd,PC].Xnod) 


に 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


N FGX [Negate with Extend] 拡張 付き 2 進 符号 反転 


NEGX{.B/.W/L) ご ea> 
0-DO-xDO 

メ :C ビ ピット と 同じ 

N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

Z : 結果 が 0 で な けれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と き は 変化 し な い 
V: オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | アス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド と 拡張 ビッ ト を 0 から 減 算 し 、 結 果 を デス 
ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の Z ビ ッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 
で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精度 演算 を 終了 し た と き 演 
算 結 果 が 0 か どう か テス ト す る こと が で きま す 。 


7 トド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
| (d16.PO) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 上 
# ぐ data 
(bd,An.Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xnl],od) 
(lbd,PC],.Xn,od) 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


攻守 Ss 
| 書 式 | Nop 
な し 
影響 を 受け ませ ん 。 
何 も 実行 し ませ ん 。 


MPU の 状態 は 、 プ ログ ラム カウ ンタ を 除い て 影響 を 受け ませ ん 。 

プロ グラ ム の 実行 は 、NOP 命 令 の 次 の 命令 か ら 続 行 さ まれ ます 。 
NOP 命 令 の 実行 は 、 保 留 さ れ て いる バス サイ クル が すべ て 終了 する まで 完了 
し ませ ん 。 こ れ に よっ て MPU68030 は 、 パ イプ ライ ン の 同期 を と り 、 命 令 の 
オー バー ラッ プ を 防止 し ます 。 
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NOT [Logical Complement] 論理 否定 
NOT(.B/W/L] ぐ ea> 


ーDO-DO 
影響 を 受け な い 


及 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V・ 常 に クリ ア 
C: 常に クリ ア 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 1 の 補 数 を 計算 し 、 結 果 を デス ティ ネー 


ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド を 指定 で きま す 。 


7 ド ウル ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


解 


に 


(d16,An) 

(d8,An,Xn) 

(d16,PC) 

| (d8PC.Xn) 
(XX 双 ).W 


(bd,An,Xn) 
([bd,An,.Xnl],od) 
([bd,An],.Xnod) 
(bd,PC,Xn) デ 


(bd,PC,Xnl,od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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OR [ncusive oR Logical] 論理 和 
OR(B/W/L) <ea>JDn 


OR{.B/.W/ 葉 } Dn, ぐ ea 


SO or DO-DO 


も 具 X・ 影響 を 受け な い 
N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C: 常に クリ ア 


解 説 ソー ス オ ペ ラン ド と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 論理 和 を と り 、 結 果 を 
デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
な お アド レス レジ スタ の 内 容 を オペ ラン ド と し て 使用 する こと は で きま せ 
ん 。 


7 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


OR{.B/.W/ 葉 } ぐ ea>,Dn の 場合 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
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OR (.B/.W/LL} Dn, く ea> の 場合 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 


〇 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 


Luxy |-| 
| で dmmleg | - | 
HPCixme9 | | 


デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 は 、 デ ステ ィ ネ ーション ぐ ea> 
モー ド で は な く 、 デ ステ ィ ネ ーション Dn モ ー ド を 使用 し て 指定 する 必要 が あ 
り ます 。 

また ソー ス が イミ ディ エイ ト デ ー タ の と き は 、ORI 命 令 を 使用 し ます 。 
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ORI| [ineusive oR immedeiate] イミ ディ エイ ト 論 理 和 
ORI(.B/W/L]  #< ぐ data>, ぐ ea> 
イミ ディ エイ ト デ ー タ or DO 一 DO 


X : 影響 を 受け な い 


N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V : 代 区 ク リア 

G : 俺 近 み リア 


解 説 | イミ ディ エイ ト デ ー タ と デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド の 論理 和 を と り 、 粘 
果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の サイ ズ は 、 操 作 サ イズ と 同じ で す 。 


7 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An].Xn.od) 


([bdPC,Xn],od) 
([bd,PC],Xn,od) 
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ORI| to CCR [neuske OR Immedete to Condion Codes] 


コン ディ ショ ンコ ー ド と の イミ ディ エイ ト 論 理 


ORI[.B) # ぐ data>,CCR 


SO or CCR 一 CCR 
X: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 


解 


説 


N: 


の 


イ 


き は 変化 し な い 
イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ ね れ 以外 の と 
き は 変化 し な い 
イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ ね れ 以外 の と 
き は 変化 し な い 


・ イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 


き は 変化 し な い 


・ イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 


き は 変化 し な い 


ミディ エイ ト デ ー タ と コン ディ ショ ンコ ー ド の 論理 和 を と り 、 結 果 を コン 


ディ ショ ンコ ー ド レジ スタ に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト の み 指 定 で きま す 。 
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ORI to SR [lncusve OR Immediate to the Status Register] 
| ステ ー タ スレ ジス タ と の イミ ディ エイ ト 論 理 和 了 | 
ORI[.W〕 # ぐ data>.SR 
Aa 


SO or SR 一 SR 
ユー ザー モー ド 
ト ジ ラップ ブ 


CCR | X: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 4 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
N: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 3 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
Z: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 2 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
V: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 1 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 
C: イ ミディ エイ ト オ ペ ラン ド の ビッ ト 0 が 1 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と 
き は 変化 し な い 


解 説 | イミ ディ エイ ト デ ー タ と ステ ー タ スレ ジス タ の 論理 和 を と り 、 結 果 を ステ ー 
タス レジ スタ に 格納 し ます 。 
ステ ー タ スレ ジス タ ド に 実装 きれ て いる 全 ビ ッ ト が 影響 を 受け ます 。 
操作 サイ ズ は 、 ワ ー ド の み 指 定 で きま す 。 
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PACK [Pack] の な 05 
PACK (4). 一 (AO# く 調整 値 > 


PACK Ds,Dd# ぐ 調整 値 > 


SO( ア ン パ ッ ク BCD) 十 調整 値 DO( パ ッ ク BCD) 


機能 
影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | 各 2 バ イト の 下位 4 ビッ ト を 調整 し 、 1 バイト に パッ ク し ます 。 


オペ ラン ド が 両方 と も デー タレ ジス タ の 場合 、 ソ ー ス レジ スタ に ある 値 に 調 
整 値 が 加算 さき れ ま す 。 

中 間 結 果 の ビッ ト [11:8] と [3:0] が 連結 きれ て 、 デ ステ ィ ネ ーション レジ 
スタ の ビッ ト [7:0] に 置か れ ま す 。 

デス ティ ネー ショ ン レ ジス タ の 残り の 部 分 は 影響 を 受け ませ ん 。 


ソー ス (Ds) : 


b15 b11 b1O  b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 
f 


b14  b13  b12 
PaselmwlsalslwlslslslwslxwlxklslsLz)al 
調整 ワ ソー ド の 加算 : 
b15  b14 b13 b12 bl1 biO b9  b8  b7 bk6  b5  b4  b3 kt2 bl bo 
粘 果 : 
b15  b14 b13 b12 bll1 b1O  k9  b8  b7  b6  b5  b4 bk3  b2 bl bO 
ES Teglelwlelwlalwlwlaulel。lwlrlelwl 
デス ティ ネー ショ ン (Dd) : 


b11 b1O  b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 


b15  b14  b13 b12 
LlswleinkewlnlsJjmLelsgfalerfelrlelgl 


201 


202 


プレ デ ク リ メン ト の アド レッ シン グモ ー ド が 指定 きれ て いる と き は 、 ソ ー ス 
か ら 2 バイ ト が フェ ッ チ され て 連結 され ます 。 連結 され た バイ ト に 調整 ワー 
ド が 加算 きれ ます 。 各 バイ ト の ビッ ト [3:0] が 抽出 され ます 。 こ れ ら の 8 
ビッ ト が 連結 きれ 、 新 し い バ イト が 形成 され て 、 デ ステ ィ ネー ショ ン に 書き 


連結 きれ た ワー ド : 
b14  b13  b12 bl1 blO b9 b3 b2 b1 b0 


b15 bg b7 b6 b5 b4 
Lakeahrke Lih az tx la la laLk し L す に jk 」 


調整 ワー ド の 加算 : 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


語 時 上 人 [Push Effective Address] _ 実効 アド レス の プッ シュ | 
PEA[L) ぐ ea> 
SPー4…SP 


SO 一 (SP) 


影響 を 受け ませ ん 。 
実効 アド レス を 計算 し 、 ス タッ ク に プッ シュ し ます 。 


実効 ア / ド レス は ロン グ ワ ー ド アド レス で す 。 


7 ル リル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXXX).W 
(XXXX) 工 
# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bdPC,Xn) 30 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 
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回 MOVE [Moe orom AcU Registers] 2 
ACU レ ジス タ 転 送 [特権 プ 30] 


書 式 | PMOVE(.W/L) ARc, ぐ ea> 
PMOVE{(.W/L) ぐ ea>,ARc 


機 スー パー バイ ザー モー ド 
SO 一 ARc また は ARcDO 
hm 導電 ご ド 
ド の 2 ゲ 


影響 を 受け ませ ん 。 


ACUSR | デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド が ACUSR で な いか ぎり は 、 影 響 を 受け ませ 
ん 。 


解 説 | ソー ス 実 効 ア ドレ ス の 内 容 を アク セス 制御 用 レジ スタ に 、 ま た は アク セス 制 
御用 レジ スタ の 内 容 を デス ティ ネー ショ ン 実 効 ア ドレ ス に 転送 し ます 。 
この 命令 は 、 ア クセ ス 制 御 レ ジス タ 1 も し く は 2 に 対し て は ロン グ ワ ー ド 操 
作 を 行い ます 。 
また アク セス 制御 人 ステー タス レジ スタ に 対し て は 、 ワ ー ド 操作 を 行い ます 。 
書き 込ま れ た E ビ ッ ト に し た が っ て 、 ア クセ ス 制 御 レ ジス タ を イネ ー プ ル ま た 
は ディ セー プル に し ます 。 
E ビ ッ ト が 1 に セッ ト さ れ て いる 場合 は 、 ア クセ ス 制 御 レ ジス タ が イネ ー プ ル 
され ます 。 
E ビ ッ ト が 0 の 場合 は 、 ア クセ ス 制 御 レ ジス タ が デイ セー プル され ます 。 
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es3 8 [Test an Address] アド レス の テス ト [特権 ノ 30] 


書 式 | PTESTR 。< ぐ FC>,<ea> 
PTESTW ぐ FC>, ぐ ea> 


アド レス ステ ー タ ス --ACUSR 
ユー ザー モー ド 
トラジ ラップ 


CCR | 影響 を 受け ませ ん 。 


ACUSR | AC: ア クセ ス 制 御 レ ジス タ の いずれ か (また は 両方 ) で 一 致 が あっ た 場合 に 
セッ ト 、 そ れ 以 外 は リセ ッ ト 


| 書 式 
メー パー バイ ザー モー 
LCCR 


解 説 | この 命令 は 、 く ea> フ ィ ー ル ド に 対応 する アド レス ディ スク リプ タ を も つ ア 
クセ ス 制 御 レ ジス タ を サー チ し 、 デ ィ ス クリ プ タ の ステ ー タ ス に し た が っ て 
アク セス 制御 ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト を セッ ト し ます 。 


< く FC> オ ペラ ンド は 、 次 の いずれ か で 指定 し ます 。 
@ イミ ディ エイ ト 
人 @ デー タレ ジス タ 
人 @ ソー ス フ ァ ンク ショ ンコ ー ド レジ スタ 
介 デス ティ ネー ショ ン フ チン タク ジョ ンコ ー ド レジ スタ 


実効 アド レス は 、 テ スト を 行う アド レス で す 。 
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く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 
= 

Am _ |-| 

| em+ |- 

く < 


Leeeo | に 
eemexo に 


Lcam> | 
_eamcx |-| 
wapcxmeg |-| 
wapixneo |-| 


十 
) 
中 
4 ず ) 
LA す ) 
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RESET [Reset Extemal Devces」 一 外部 デバイス の リセ ッ ト [特種 


機 能 | スー パー バイ ザー モー ド 
リセ ッ ト ラ イン を アサ ー ト 
の つ 本 一 第 ご 民 
ト ダ ジップ 


昌 維 を 受け ませ ん 。 
MPU68030 は 512 タ ロッ ク 、MPU68000 は 124 ク ロッ ク の 間 、 リ セッ トラ イン を 
アサ ー ト し 、 す べ て の 外部 アバ イス を リセ ッ ト し ます 。 


MPU 状 態 は 、 プ ログ ラム カウ ンタ を 除い て 影響 を 受け る こと は な く 、 プ ログ 
ラ ム の 実行 は 次 の 命令 か ら 続 行き れ ま す 。 
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ROL/ROR [Rokate(winoutExeng)] 一 計 計 て ロー ティ ト 
| 書 式 | RodtB/W/L) pspd 


ROd{.B/.W/L} # ぐ data,Dd 
ROd{.W] ぐ ea ク 


ここ で の d は ロー テイ ト 方 向 で 、L ( 左 ) また は R ( 右 ) 
く カ ウン ト > 回 DO を ロー テイ トーDO 
・ 影響 を 受け な い 
・ 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 それ 以外 の と き は クリ ア 
・ 常 に クリ ア 
・ オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 ロ ー テ イ 
ト 回 数 が 0 の と き は 変化 し な い 


〇 くい ビビ 


解 説 | オペ ラン ド の ビッ ト を 指定 方 向 (( ま た は R) に ロー テイ ト し ます 。 ロ ー テ イト 
に 拡張 ビッ ト は 含ま れ ま せん 。 レジ スタ を ロー テイ ト す る 場合 の ロー テイ ト 
回 数 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


⑱ イミ ディ エイ ト 
ロー テイ ト 回 数 は 命令 で 指定 する (1 一 8) 


@ レジ スタ 
ロー テイ ト 回 数 は 命令 で 指定 する デー タレ ジス タ に ある 


操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 た だ し メモ 
リ 内 の オペ ラン ド は 1 ビッ ト し か ロー テイ ト で きず 、 操作 サイ ズ も ワー ド に 
限定 され ます 。 


ROL で は 、 オ ペラ ンド は 左 に ロー テイ ト さ れ 、 ロ ー テ イト され た 位置 数 が 


ロー テイ ト 回 数 に な り ま す 。 最 上位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー ビッ 
ト と 最 下 位 ビ ッ ト の 両方 に 入り ます 。 
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ROR で は 、 オ ペラ ンド は 右 に ロー テイ ト さ れ 、 ロ ー テ イト され た 位置 数 が 


ロー テイ ト 回 数 に な り ま す 。 最 下位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー と 拡 
張 の 両方 の ビッ ト に 入り ます 。 


ォ ラ ンド 
ルル メグ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


(bd,PC,Xn) 


([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC].Xn,od) | 一 
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ROXL/ROXR [Rotate(with Extend)] 拡張 付き ロー テイ ト 


書 式 | ROXd[.B/.W/L) Ds,Dd 
ROXd[.B/.W/L) # ぐ data>,Dd 
ROXd{.W] ご ea> 
ここ と で の d は ロー テイ ト 方 向 で 、L ( 左 ) また は R ( 右 ) 


カウ ント > 回 DO を 拡張 付き ロー テイ トーDO 


双 : オペ ラン ド か ら 最 後に 送り 出さ れ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 ロ ー テ イ 
ト 回 数 が 0 の と き は 影響 を 受け な い 
N : 結果 の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C: オ ペラ ンド か ら 最 後に 送り 出さ きれ た ビッ ト に し た が っ て セッ ト 、 ロ ー テ イ 


ト 回 数 が 0 の と き は 変化 し な い 


解 説 | オペ ラン ド の ビッ ト を 指定 方 向 (し また は R) に ロー テイ ト し ます 。 ローテ イト 
に 拡張 ビッ ト が 含ま れ ま す 。 レ ジス タ を ロー テイ ト す る 場合 の ロー テイ ト 回 
数 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 指定 で きま す 。 


@ イミ ディ エイ ト 
ロー テイ ト 回 数 は 命令 で 指定 する (1 一 8) 


人 @ レジ スタ 
ロー テイ ト 回 数 は 命令 で 指定 する デー タレ ジス タ に ある 


操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 た だ し メモ 
リ 内 の オペ ラン ド は 1 ビッ ト し か ロー テイ ト で きず 、 操 作 サ イズ も ワー ド に 
限定 され ます 。 


ROXL で は 、 オ ペラ ンド は 左 に ロー テイ ト さ れ 、 ロ ー テ イト され た 位置 数 が 
ロー テイ ト 回 数 に な り ま す 。 最 上 位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー ビッ 
ト と 最 下位 ビッ ト の 両方 に 入り 、 拡 張 ビ ッ ト 以 前 の 値 が 最 下 位 ビ ッ ト に 送り 
出さ きれ ま す 。 


ーー Se トー 
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ROXR で は 、 オ ペラ ンド は 右 に ロー テイ ト さ れ 、 ロ ー テ イト され た 位置 数 が 
ロー テイ ト 回 数 に な り ま す 。 最 下位 か ら 送 り 出 され た ビッ ト は キャ リー と 拡 
張 の 両方 の ビッ ト に 入り 、 拡 張 ビ ッ ト 以 前 の 値 が 最上 位 ビ ッ ト に 送り 出さ れ 
ます 。 


ais 
ルル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 


# ぐ data 
(bd,An.Xn) 
([bd,An,Xn],od 
([bd,An].Xn,od 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC.Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) | 一 


いう 


3 
3 
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RTD [Reum and Dealocate] 
リタ ー ン お よび パラ メー タ の 割り 当て 解除 [30] 


書 式 | RTD # く ディ スプ レー スメント > 


SPPC 


SP 十 4 十 d…SP 


影響 を 受け ませ ん 。 
プロ グラ ムカ ウン タ を スタ ッ ク か ら プ ルレ し 、 そ れ に 符号 拡張 され た 16 ビ ッ ト 


ディ スプ レー スメント 値 を 付加 し ます 。 
以前 の プロ グラ ムカ ウン タ の 値 は 失わ れ ま す 。 
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RTE [Return from Exception] 一 司 外 如 理 あか ら の リタ ー ン [特権 ] 
RTE 


スー パー パイ ザー モー ド 
(SP) 一 SR 
SP 十 2 一 SP 
(SP)…PC 
SP 十 4…SP 
状態 を 復帰 し 、(SP) に し た が っ て スタ ッ ク の 割り 当て を 解除 する 。 
ーー ザ ー や モード 
トラ ッ プ 


CC スタ ッ ク か ら の ステ ー タ スレ ジス タ 中 の コン ディ ショ ンコ ー ド の 内 容 に し た 
が っ て セッ ト さ れる 。 


解 説 | スタ ッ ク の 先頭 に ある 例外 スタ ッ ク フ レー ム に ある MPU 状 態 情報 を 読み 込み 
ます 。 
この 命令 は スタ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト フ ィ ー ル ド を 調べ 、 ど れ だ け の デー タ を 復 
帰す る か を 決定 し ます 。 
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RTR [Return and Restore Condition Codes] 
リタ ー ン お よび コン ディ ショ ンコ ー ド の リス ト ア 


| 書 式 | Rm 


(SP)…CCR 


SP 寺 2=ySP 
(SP)…PC 
SP 十 4->SP 


CC 過 スタ ッ ク か ら の ステ ー タ スレ ジス タ 中 の コン ディ ショ ンコ ー ド の 内 容 に し た 
が っ て セッ ト さ れる 。 


解 説 スタ ッ ク か ら コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド と プロ グラ ムカ ウン タ を プル し ます 。 


以前 の コン ディ ショ ンコ ー ド お よび プロ グラ ムカ ウン タ 値 は 失わ れ ま す 。 
な お ステ ー タ スレ ジス タ の スー パー バイ ザー 領域 は 影響 を 受け ませ ん 。 


214 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


RTS [Return rom subroutne] サブ ルー チン か ら の リタ ー ン 


書 式 | RTs 
(SPPC 
SP 十 4 一 SP 


虹 衝 を 受け ませ ん 。 
スタ ッ ク か ら プ ログ ラム カウ ンタ 値 を プル し ます 。 


以前 の プロ グラ ムカ ウン タ 値 は 失わ れ ま す 。 
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「 つ BCD [subtract Decimal with Extend] _ 拡張 付き 10 進 減算 | 


書 式 | sBcD(B) Ds,Dd 
SBCD{.B] 一 (As),ー(Ad) 


DOQ0O 一 SO10) 一 XーDO 


っ 全 - あ 導 っ 1 の 

・ 不 定 

・ 結果 が 0 で な けれ ば クリ ア 、 そ れ 以 外 の と き は 変化 し な い 
・ 不 定 

・10 進 ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


〇 くい N 選 〆 


解 説 | デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド か ら ソ ー ス オペ ラン ド を 拡張 ビッ ト と と も に 
減算 し 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
この 操作 は 、 バ イト 操作 の み 可 能 で す 。 
減算 は 、2 進化 10 進 算術 演算 を 用 いて 行わ れん ます 。 オ ペラ ンド は パッ ク BCD 
数 値 で す 。 
この 命令 に は 次 の 2 種類 の モー ド が あり ます 。 


@ デー タレ ジス タ と デー タレ ジス タ 
倫 メ モリ と メモ リ (プレ デ ク リ メン トト アドレッシング モー ド ) 


な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の Z ビ ッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 


で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精度 演算 を 終了 し た と き 演 
算 結 果 が 0 か どう か テス ト す る こと が で きま す 。 
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し つ CC [Set According to Condition] 一 条件 に よる セッ ト | 
Scc{.B] ぐ ea シ 


if 条件 が 真 hen 1s 一 DO 


else 0s 一 DO 


影響 を 受け ませ ん 。 
解 説 | 指定 し た コン ディ ショ ンコ ー ド を テス ト し て 、 条 件 が 真 な ら 実 効 ア ドレ ス で 


指定 され る バイ ト を TRUE (すべ て 1) に セッ ト し 、 そ う で な けれ ば FALSE 
( ま cST0) に し ます 。 


7 ルル リル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 


(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
| (bdPClXnod) 


Scc 命 令 に 続い て 同じ 実効 アド レス を も つ NEG.B 命 令 を 使用 し て 、Scc の 結果 
を TRUE また は FALSE か ら 、 そ れ と 同じ 意味 の 数 値 (TRUE= 1,FALSE=0) 
に 変更 する こと が で きま す 。 


に PA 
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機 能 
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ST1OP [Load status Register and Stop] 


ステ ー タ スレ ジス タ へ の ロー ド お よび スト ッ プ [特権] 
STOP # ぐ data ン 


スー パー バイ ザー モー ド 
イミ ディ エイ ト デ ー タ ーSR 
停止 

ーー 本 の. 電球 
も みみ ッ プ 


イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド に し た が っ て 、SR が セッ ト さ きれ ます 。 


イミ ディ エイ ト オ ペ ラン ド を ステ ー タ スレ ジス タ (ユー ザー お よび スー パー 
バイ ザー の 両 部 分 ) に 転送 し 、 プ ログ ラム カウ ンタ が 次 の 命令 を 指す よう に 
イン クリ メン ト し て 、 命令 の フェ ッ チ と 実行 を 停止 し ます 。 

トレ ー ス ・ 割 り 込 み ・ リ セッ ト 例 外 が 発生 する と 、MPU は 命令 の 実行 を 再開 
し まず 。 

STOP 命 令 の 実行 開始 時 点 で 、 命令 トレ ー ス が イネ ー プ ブル 状態 に な っ て いた 場 
合 は 、 ト レー ス 例 外 が 発生 し ます 。 

新しい ステ ー タ スレ ジス タ 値 に よっ て 設定 され た 割り 込み レベ ル よ りゃ 優先 
度 が 高い 割り 込み 要求 が が サート され る と 、 割 り 込 み 例外 が 発生 し ます 。 
それ 以外 の 場合 、 割 り 込 み 要求 は 無視 され ます 。 外部 リセ ッ ト が ある と 、 常 
に リセ ッ ト 例 外 処理 が 開始 され ます 。 


3. 1 MPU 命 令 セ ッ ト 一 覧 


SUB [subraci 江 邊 
SUB(.B/W/L) ぐ ea>.Dn 


SUB {【.B/.W/L] Dn, ぐ ea 


機 能 | Do-so-Do 


X:C ビ ッ ト と 同じ 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V: オー バー フロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ ね れ 以外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
解 説 | デス ティ ネ ーション オペ ラン ド か ら ソ ー ス オペ ラン ド を 減算 し 、 結 果 を デス 


ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 ド ツル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


SUB {.B/.W/L) ぐ ea>,Dn の 場合 


Dn | 〇 
玉 An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 

(区 XX)L 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC.Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 


([bd,PC],.Xn,od) 


* ま は バイ ト 操 作 す る こと は で きま せん 。 


る | る | 8| 81OIOIOIOIOIOIOIOIOIOIO 


いう 
〇 
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SUB[{.B/.W/.L} Dn, く ea> の 場合 


いう 


耳 
件 
1O | 
1O | 
19 | 
19 | 
1O 
際 
| に 
1O 
1O | 
| 
還 』 
了 
耳 


デス ティ ネー ショ ン が デー タレ ジス タ の 場合 は 、 デ ステ ィ ネ ーション ぐ ea> 
アド レス で は な く 、 デ ステ ィ ネ ーション Dn レ ジス タ を 使用 し ます 。 
デス ティ ネー ショ ン が アド レス レジ スタ の と き は SUBA 命 令 を 、 ソ ー ス が イミ 
ディ エイ ト デ ー タ の と き は 、SUBI も し く は SUBO 命 令 を 使用 し ます 。 
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SUBA [subesclAggressi ーーーーー テ ドレ z 」 
SUBA(.W/L) ぐ ea>.An 
DO-sSODO 
影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | アス ティ ネー ショ ン ア ドレ スレ ジス タ か ら ソ ー ス オペ ラン ド を 減算 し 、 結 果 
を アド レス レジ スタ ド に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 ワ ー ド サイ ズ オ ペラ 
ンド は 、 演 算 実行 前 に 32 ビ ッ ト に 符号 拡張 され ます 。 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 
「 副 〇 


An 

(An) 

(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An.Xn],od) | 30 
([bd,An],.Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 
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SUBI [Subtract Immediate SUBI] イミ ディ エイ ト 減 算 
SUBI(.B/W/L)  # ぐ data>, ぐ ea> 
機 能 | DOー イ ミディ エイ ト デ ー タ ーDO 


XS 区 y 下 まあ 同 珍 

N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

V: オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
C : ボロ ー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド か ら イ ミディ エイ ト デ ー タ を 減算 し 、 結 果 を 
デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ の サイ ズ は 、 操 作 サ イズ と 同じ で す 。 


7 ドル ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


1O」 
1O」 
(d16,An) 
- 
転記 
し 


(d8.PC,Xn) 


(XXX).W 


# ぐ data ン 
(bd,An.Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],.Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 


WPoxaeo | | 
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ら SU BQ) [Subtract Quick] クイ ッ ク 減 算 

SUBO[.B/W/L] # く data>, ぐ ea> 

DO イミ ディ エイ ト デ ー タ ーDO 

X:C ビ ッ ト と 同じ 
N : 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V 
o 


・ オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ ボ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


解 説 | デア ステ ィ ネ ーション オペ ラン ド か ら イ ミディ エイ ト デ ー タ (1 一 8) を 減算 
し 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 
アド レス レジ スタ で は 、 ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド の 操作 が で き 、 こ の 場合 は コ 
ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド の 値 は 変化 し ませ ん 。 
アド レス レジ スタ か ら の 減算 で は 、 操 作 サ イズ に 関係 な く デ ステ ィ ネ ー シ ョ 
ン ア ドレ スレ ジス タ 全 体 が 使用 きれ ます 。 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXXX) 工 

# ぐ data 王 
(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An].Xn,od) | 30 
(bd,PC.Xn) 
([bdPC,Xn],od) 
([bdPC].Xn,od) 


率 は ワー ド ・ ロ ング ワー ド 操 作 の み 指 定 で きま す 。 
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SU BXX [Subtract with Extend] 拡張 付き 減算 


書 式 | SUBX{.B/.W/L) Ds,Dd 
SUBX{.B/.W/L]) 一 (As), 一 (A9) 


DO 一 S0ーX-+DO 


・C ビ ッ ト と 同じ 

・ 結 果 が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ 結 果 が 0 で あれ ば モット 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・ オ ー バ ー フ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
・ ボ ロー が 発生 すれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


QRN 細 過 


解 説 | アス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド か ら ソ ー ス オペ ラン ド を 拡張 ビッ ト と と も に 
減算 し 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン ロ ケ ーション に 格納 し ます 。 
この 操作 は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド 操 作 が 指定 で きま す 。 
この 命令 に は 次 の 2 種類 の モー ド が あり ます 。 


⑱ デー タレ ジス タ と デー タレ ジス タ 
全 @ メ モリ と メモ リ (プレ デ ク リ メン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド ) 


な お 通常 コン ディ ショ ンコ ー ド の ZZ ビッ ト は 、 演 算 を 実行 する 前 に プロ グラ ム 


で セッ ト さ れる た め 、 こ の ビッ ト を 使用 し て 多 倍 精 度 演算 を 終了 し た と を き 演 
算 結 果 が 0 か どう か テス ト す る こと が で きま す 。 
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つ W 人 7 [Sep negleler aives] レッ スタ 9 | 
SWAP[.W) Dan 
レジ スタ [31:16] 一 レジ スタ [15:0] 


X : 影響 を 受け な い 

N : 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
Z : 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

W : 江 に みり リア 

C : 常に クリ ア 


解 説 | デー タレ ジス タ の 上 位 ワ ー ド と 下位 ワー ド の 内 容 を 入れ 禁 え ます 。 
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ー「AS [Test and Set an Operand] _ オ ペラ ンド の テス ト と セッ ト | 


書 式 | TAS[.B) < ぐ ea> 


機 能 | 0-DO-CCR 
1 一 DO [7] 


CCR X : 影響 を うけ な い 
N: オ ペラ ンド の 最上 位 ビ ッ ト が セッ ト さ れれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
リア 
ZZ: オ ペラ ンド が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C・ 常に クリ ア 


オペ ラン ド の バイ ト 内 容 の 確認 お よび セッ ト を 行い ます 。 

オペ ラン ド を 0 と 比較 し 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド の N と Z ビ ッ ト を セッ ト し ま 
す 。 ま た オペ ラン ド の 最上 位 ビ ッ ト (ビッ ト 7 ) も セッ ト し ます 。 

操作 は 完了 する まで 中 断 さ れ な い リ ー ド モデ イフ ァ イ ラ イト メモ リサ イク ル 
で 術 わ れ まず 。 

この 命令 に より 、 複 数 の プロ セッ サ の 同期 を と る た め の 、 フ ラグ お よび セ マ 
フォ を サポ ー ト で きま す 。 


7 ド ゆり 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


1 
に 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 


(bdPC.Xn) 
([bd,PC.Xn],od) 
([bd,PC],Xnod) 
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LTIRAP msg ニーーーーー バ ーーー ラテ 
TRAP # く ペク タ 番 号 > 


SSP 一 2--SSP 
フォ ー マ ッ ト / オ フ セ ッ ト -(SSP) 
SSP 一 4…SSP 
PC 一 (SSP) 
SSP2 一 SSP 
SR 一 (SSP) 
ベク タ ア ドレ ス 一 PC 


CCR | 影響 を 受け ませ ん 。 


TRAP ペク タ 例 外 を 発生 し ます 。 こ の 命令 は イミ ディ エイ ト デ ー タ に 32 を 加え 
た ベク タ 番 号 を 生成 し ます 。 ベ クタ 値 の 範囲 は 0 15 で 、 こ れ に より 16 個 の 
ベク タ を 提供 し ます 。 
以下 に ベク タ 値 と ベク タオ フ セ ッ ト の 対応 表 を 示し ます 。 


パラ ンド | ペク タ 番 号 | ベク タタ オフ セッ ト 
0 32 $80 
1 33 $84 
2 34 $88 
3 35 $8C 
4 36 $90 
5 37 $94 
6 38 $98 
7 39 $9C 
8 40 _ $AO 
9 41 $A4 
10 42 $A8 
ー 11 43 $AC 
1 44 $BO 
13 | 45 $B4 

14 46 $B8 

15 47 $BC | 
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TRAPcc [Trap on condion] 条件 トラ ッ プ [30] 


書 式 | TRAPcc 
TRAPcct.W) # ぐ data 
TRAPcc{.L] # ぐ data 


if 条件 が 真 hen トラ ッ プ 
影響 を 受け ませ ん 。 


指定 され た 条件 が 真 で あれ ば 、TRAPcc 例 外 が 発生 し ます 。 
ベク タ 番 号 は 7 で す 。 
MPU は 次 の 命令 ワー ド の アド レス を スタ ッ ク に プッ シュ し ます 。 
条件 が 偽 で ある 場合 は 、MPU は 何 も ゃ 行わ ず 、 次 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ は 、 例 外 ハ ンド ラ が 使用 する こと が で きま す 。 
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TRAPV [Trap on Overflow] オー バー フロ ー ト ラッ プ 
書 式 | TRAPV 
機 能 | ifV=1then ト ラッ プ 


CCR 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | オー バー フロ ー フ ラグ が セッ ト さ れ て いれ ば 、TRAPV 例 外 (ペク タ 番 号 7 ) 
が 発生 し ます 。 
セッ ト さ れ て いな けれ ば 、MPU は 何 も 行 わ ず 、 次 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 
イミ ディ エイ ト デ ー タ は 、 例 外 ハ ンド ラ が 使用 する こと が で きま す 。 
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TST [Test an Operand] ダン ド の まる ト 
TST(.B/W/L) ぐ ea> 


DO-0CCR 


X : 影響 を 受け な い 
N: オペ ラン ド が 負 で あれ ば セッ ト 、 そ ね れ 以外 の と き は クリ ア 
Z: オペ ラン ド が 0 で あれ ば セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
V : 常に クリ ア 
C : 常に クリ ア 


| 解 説 | オペ ラン ド を 0 と 比較 し 、 テ スト 結果 に 応じ し て コン ディ ショ ンコ ー ド を セッ 
ト し ます 。 
操作 サイ ズ は 、 バ イト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド が 指定 で きま す 。 


7 トド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(d16,PC) 
(XXX) エ 上 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xnl],od) 
([bd,An],.Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
| ((bd,PClXnod) 
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[生ま ]ork 


AmSP 


(SP) 一 An 
SP 十 4-SP 


影響 を 受け ませ ん 。 


指定 され た アド レス レジ スタ の 内 容 を スタ ッ ク ボ イン タ に 読み 込み 、 ア ドレ 
スレ ジス タ に スタ ッ ク の 先頭 か ら プ ル し た ロン グ ワ ー ド を 読み 込み ます 。 
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UNPK [Unpack BCD] アウ リク BCD "5 
UNPACK Ds.Dd# く 調整 値 > 


UNPACK 一 (As), 一 (Ad# ぐ 調整 値 > 
SO( パ ッ ク BCD) 調整 値 DO( ア ン パ ッ ク BCD) 
影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド (上 位 ワ ー ド は 0 ) の 下位 ワー ド に ある 2 桁 の BCD10 進 数 
値 を アン パッ ク 値 に し 、 調 整 値 を 加算 し ます 。 
この 命令 に より 、 コ ン デ ィ シ ョ ンコ ー ド は 変化 し ませ ん 。 


両方 / オ ペラ ンド が デー タレ ジス タ の 場合 に は 、 命 令 は ソー スレ ジス タ の 内 
容 を アン パッ ク し 、 拡 張 ワ ー ド を 加算 し て 、 結 果 を デス ティ ネー ショ ン レ ジ 
スタ に 格納 し ます 。 

デス ティ ネー ショ ン レ ジス タ の 上 位 ワ ー ド は 影響 を 受け ませ ん 。 


ソー ス (Ds) : 


b15 b12 bll b1O b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl b0 


b14  b13 
elwlrwleLlerlsIlamlxlelylsltlyt と lgzLA 1 
中 間 の 拡張 : 
b15  b14  b13  b12 bl1 b10O  b9  b8  b7 b6 b5 _ b4 b3 b2 _ bl b0 
[alLewlelel。lbl。jalelplelejlsHELgl ょ ki 
調整 人 ワー ド の 加算 : 
b15  b14  b13  b12  b1ll b10 kb9  b8  b7 b6 b5 _ b4 b3 b2 bl b0 
デス ティ ネー ショ ン (Dud) : 
b15 b10 b9 b8 b7 b6 bS b4 b3 b2 b1 b0 

『 


b14 _ b13 bl2 bll 
LSrLsylr ly14 | で 1 を IlwLetwlslwrrlLxiwi 
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指定 され た アド レッ シン グモ ー ド が プレ デ ク リ メン ト の 場合 、 命 令 は ソー ス 
オペ ラン ド に ある バイ ト か ら 2 桁 の BCD10 進 数 値 を 取り 出し ます 。 こ れ を ア 
ン パ ッ ク し て 、 調 整 ワ ー ド を 加算 し 、 デ アス ティ ネー ショ ン に 2 バイ ト を 書き 
込み ます 。 
ソー ス (As) : 


b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 


b15  b14  b13  b12 bl1 b1O  b9 


bs b7 b6 b5 b4 b3 b2 
Leapleilewle。lwlslsleoLleLelel<| li T* 


b15 bl14  b13  b12 bl1 b1O b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 bO 
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ここ で は 、 数 値 演算 コロ プロ セッ サ MC6888168882 の 命令 セット を 説明 し ます 。 


gcc 


FPCP 命 令 表記 中 、cc は 以下 の 内 容 を 示し ます 。 右側 の 表記 は 、 肖 動 小 数 点 ス テー タス レジ 
スタ FPSR の ビッ ト を 示し ます 。 


GT 1(NAN or Z or N) 
NGT 1 NAN orZorN 
GE Z or !(NAN or N) 
NGE | NANor(QNand! の 
l 移 N and !(NAN or の 
NLT NAN or (or !N) 
LE Z or (N and !NAN) 
NLE NAN or !(N or の 
GL 1(NAN or の 

NGL ] NAN orZ 

GLE INAN 

NGLE | NAN 


以上 の 条件 選択 子 で は 、 実行 時 に 浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の 条件 コー ドバイ ト 
内 の NAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ て いる と 、EXC バ イト 内 の BSUN ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 


2 」 


ル / 


1(NAN or Z or N) 


NANorZorN 


Z or !(NAN or N) 


NAN or (N and ! の ) 
N and !(NAN or 


NAN or Zoor !N 


Z or (N and !NAN) 


NAN or !(N or の 


| QANor の 


NAN or 乙 


」 INAN | 


NAN 


以上 の 条件 選択 子 で は いか な る 場合 で も 、 浮 動 小 数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の EXC バ イ 
ト 内 の BSUN ビ ッ ト を セッ ト し ませ ん 。 
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F 偽 

T 真 

SF 常に 偽 (セグ ナリ ング ) 
ST 常に 真 (セグ ナリ ング ) 
SEO 治 (タグ ナリ ング ) 
SNE | !Z (シグ ナリ ング ) 


以上 の 条件 選択 子 は 、 通 常 は 使用 され ませ ん 。 


な お FBcc.FDBcc 命 令 は 、FBF,FDBF 命 令 の 代わ り に 通常 FBRAJFDBRA 命 令 が 使用 きれ ま 
す 。 


久 純 囲 内 数 
各 命 令 説明 の 演算 表 に お いて 、「 範 囲 内 」 の 数 と は 次 の よう な 数 を 示し ます 。 


正規 化 数 
非 正規 化 数 
未 正規 化 数 
整数 


パッ ク ド デ シマ ル 数 


また NAN が オペ ラン ド の 場合 に つい て の 説明 を 記述 し て いま せん が 、 こ れ は どの 命令 に 
と っ て も 、 処 理 が 同じ で ある た めで す 。 こ の 場合 は 、 以 下 の よ うな 動作 と な り ま す 。 


但 オ ペラ ンド が 非 シ グ ナ リ ング NAN の と き 
その NAN が 結果 と し て 戻さ きれ ま す 。 2 つの オペ ラン ド が と も に NAN で ある 場合 は 、 デ 
ステ ィ イネ ーション オペ ラン ド の NAN が 結果 と し て 戻さ れ ま す 。 


信 オ ペラ ンド が シグ ナリ ング NAN (SNAN) の と き 
浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ FPSR の EXC バ イト 内 の SNAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま 
す 。 さらに 浮動 小数 点 制御 レジ スタ FPCR の 例外 イネ ー ブ ル バイ ト 内 の SNAN ビ ッ ト が 
セッ ト さ れ て いる と き は 例外 が 発生 し 、 デ ステ ィ ネ ーション は 変更 され ませ ん 。 
また セッ ト さ れ て いな いと き は 、SNAN を 非 シ グ ナ リ ング NAN に 変換 し 、 非 シグ ナリ 
ング NAN と 同様 に 演算 を 行い ます 。 
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FABS [Absolute Value] 絶対 値 


書 式 | FABS[L.B/.W/L/.S/.D/.X/P)} ぐ ea> FPn 
FABS{.X] FPs.FPd 
FABS{.X] FPn 


機 能 | SO の 絶対 値 一 DO 


範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン っ k 赴 半 や 2 モ 、 
絶対 値 絶対 値 絶対 値 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 
商 


バイ ト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL 呈 芝 に クリア 
UNFL ニニ ソー ス が 非 正 規 化 数 の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 志和 着 に タリ ア 
INEX1 ーー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 絶対 値 を アス テイ ネ ーション に 
格納 し ます 。 
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7 トル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,PC) 


(d8 PC.Xn) 


([bd,PC],Xn,od) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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FACOS [Arc cosine] 聞 玉 
FACOS(.B/.W/L/S/D/X/P] ぐ ea>FPn 


FACOS{. 双 } FPs,FPd 
FACOS{. 双 ] FPn 
AcosO)D0 


0 Me 
ー エキ | 一 


エ ァ / | NAN* 


*※*FPSR の OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 飼 に クリ ア 
SNAN ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ソース が 無限 大 も ふし く は 填 1 よ り 大 きい も し く は 一 1 よ 
り 小 さい と き セ ッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVFL 常に クリ ア 
UNFL 三 常に クリ ア 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
INEX1 ーー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 逆 余弦 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 
この 関数 は 、 一 1 以上 1 以下 の 範囲 外 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 され 
て いな いた め 、 こ れ 以 外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト 
され ます 。 
範囲 内 の ソー ス オ ペ ラン ド に 対し て は 、 結 果 は 0 以上 + ァ 以下 と な り ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セッ ト 一 覧 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


1 の ) 
〇 


| 6Am) 
(d8,An.Xn) 
(d16.PO) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 


(bd,PC,Xn) 
([bd,PC.Xn],od) 
([bd,PC],Xn,od) 


いっ 


が) ら @@| 選 | 選 | 選 || 選 || 避 |e」 
G ら | らら | らら | らら | らら | ら | ら | ら | ら | ら | ら | ら | ら | ら 


30 


つ ) 


※ ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FADD [Aaa] T 
FADD(.B/.W/L/.S/.D/X/P) ぐ ea>jFPn 


FADD[.X] FPsjFPd 
SO+DODO 
0 無限 大 
ー ー + 
加算 ー 無 限 大 十 無限 大 
00*1 十 00 
ー 無 限 大 十 無限 大 


ー0.0 0.0*1 
無限 大 


NAN*2 二 無 限 大 


ー 無 限 大 


* ネ 1 は 、 丸 め モ ー ド RN.RZJRP で は 十 0.0 を 、RM で は 一 0.0 を 返し ます 。 
※2 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト :「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


ー 無 限 大 NAN*2 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ー ニ ソー ス お よび デス ティ ネー ショ ン が 反対 符号 の 無限 大 で 


ある と き セ ッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 


OVFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ーー [2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 ー2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 加算 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セッ ト 一 覧 


7 ド ウル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 
(An) 十 

ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8PC.Xn) 
(XXX).W 
| XXX) エ 
| # ぐ data> 
(bd,An.Xn) 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
| (bd,PC].Xn,od) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FASIN [Ar sina] 逆 正 中 
FASIN{.B/.W/.L/.S/.D/.X/P) ぐ ea>」FPn 
FASIN{.X) FPs.FPd 
FASIN{.X) FPn 
ASINSO) DO 
演算 表 0 無限 大 


デス ティ ネー ショ ン 


*※ は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ー 常 に クリ ア 
SNAN = デー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス が 無限 大 も ふし く は 十 1 より 大 きい か も し く は 一 1 
より 小さ いと き セ ッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
UNFL 三 常 に クリ ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 = テニ 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ | 参照 


解 


に 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 逆 正弦 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 

この 関数 は 、 一 1 以上 二 1 以下 の 範囲 外 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 さ 
れ て いな いた め 、 こ れ 以 外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ 
ト きれ ます 。 

範囲 山 の ソ ー ス オペ ラン ド に 対 し て は 、 結 果 は ー ァ /2 以 上 ァ /2 以 下 と な り ま 
年 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セッ ト 一 覧 


7 の | < く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


素 Dn 


An 
(An) 十 
ー(An) 


(d8,An,Xn) 


(d8.PC,Xn) 3 
(XXX 双 ).W 
(X 双 双 )L 

# ぐ data ン 


(bd,An,Xn) 


([bd,An,Xn],od) 


([bd,An].Xmod) 


([bd,PC.Xn],od) | 30 
([bd,PC],.Xn,od) | 30 


の 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FATAN (Ac Tangent] 正 接 
FATAN{.B/B/.W/L/S/D/X/P) ぐ ea>FPn 
FATAN[{.X} FPs.FPd 
FATANIX] FPn 
ATAN(SO) 一 DO 


og 
生生 ー0.0 者 5 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR 三 常 に クリ ア 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・ ゴ 2.2.2 レジ スタ] 参 妥 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 逆 正 接 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 


ショ ン に 格納 し ます 。 
結果 は ーz/2 以 上 二 x/2 以 下 と な り ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XX 叉 )L 


# ぐ data ン 
eeese 
d) | 30 | 


([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 3 


ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FATANH [Hyperbolic Arc Tangent] 双曲線 逆 正 接 


書 式 | FATANHI.B/.W/L/.S/.D/.X/.P) ぐ ea>FPn 


FATANHT{.X] FPs.FPd 
FATANH.X) FPn 
ATANHSO) DO 
範囲 内 0 無限 大 
デア ステ イネ ーション 二 束 : Im 4 互 昌 
結果 双曲線 逆 正 接 | 一 0.0 十 0.00 NAN* 


** は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ニー ソース が + 1 より 大 きい か も し く は ーー 1 より 小さ いと き 
は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVEL 三 常 に クリ ア 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ ニー ニ ソ ー ス が 十 1 も し く は 一 1 の と き セ ッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 
の と き が クリ ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FEPCP 例 外 処 理 ] 参照 
INEX1 ニー サイズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 双曲線 逆 正 接 を 計算 し 、 ア デス 
ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
この 関数 は 、 一 1 以上 1 以下 の 範囲 外 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 さ 
れ て いな いた め 、 こ れ 以 外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ 


ト き 私 ます 。 

ソー ス が 十 1 の 場合 に は 結果 が 負 の 無限 大 に な り 、 一 1 の 場合 に は 正 の 無限 大 
と な り ま ます 。 

範囲 内 の ソー ス オ ペ ラン ド に 対し て は 、 結 果 は ー ァ / 以 上 ァ 必 以下 と な り ま 
す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 トド 27 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8.An.Xn) 
(d16,PC) 
(d8PC.Xn) 


(XXXX).W 
(XXX) 工 30 
# ぐ data 30 


(bd,An,.Xn) 

([bd,An,Xn],od) 

| (lbd,An].Xnod) 
(bdPC,Xn) 

| (【bdPC.Xn].od) 

([bd,PC],.Xn,od) 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FBCC [Branch condtionaly] 件 付き 分 由 
| 書 式 | FBcctWL) ぐ label> 


if 条件 が 真 then PC+d-*PC 
FPS 時 条件 コー ドバイ ト : 影響 を 受け な い 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ーNAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 特 定 の 比較 選択 子 cc の と き に 
セッ ト さ れる 
SNAN ー 影 響 を 受け な い 
OPERR 三 影響 を 受け な い 
OVFL = 影響 を 受け な い 
UNFL = 影響 を 受け な い 
DZ ーー 影響 を 受け な い 
INEX2 ー 影 響 を 受け な い 
INEX1 影響 を 受け な い 
発生 例外 バイ ト  :BSUN ビ ッ ト が セッ ト さ れる と 、IOP ビ ッ ト の み が セ ッ 
ト さ れる 
解 説 | 指定 し た 浮動 小数 点 条件 が 真 の 場合 は 、 こ の 命令 が 配置 され て いる アド レス 


填 2 に 2 の 補 数 の 整数 で ある ディ スプ レー スメント を 加え た アド レス か ら プ 
ログ ラム 実行 が 続行 され ます 。 

な お BSUN 例 外 が 発生 し た と き は 、 命令 実行 前 例外 と な り ま す 。 し た が っ て 、 
例外 ハン ドラ が PFBcc 命 令 の 次 の 命令 を 指す スタ ッ ク フ レー ム 上 の プロ グラ ム 
カウ ンタ の イメ ー ジ を 変更 せ すず に リタ ー ン し た 場合 は 、NAN ビ ッ ト を クリ ア 
する か BSUN 例 外 を ディ セー プル する こと に よっ て 例外 の 原因 を 除去 する 必要 
が あり ます 。 そ れ を 行わ な い 場 合 、 例 外 を 引き 起こ し た ルー チン へ 戻っ た と 
き に 、 再 びす ぐに 例外 が 発生 し て し まい ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FCMP [Compare] 比 
FABS{.B/.W/L/.S/D/X/P) ぐ ea>jFPn 


FABS{.X]} FPs.FPd 
DO-SOFPSR 
演算 表 ソー ス | 範囲 内 0 無限 大 
アス ティ イネ ーション 計 2 近 | 馬 Se に 中 
十 な | し {NZ] | な し な し が な: し N 
範囲 内 
ー (NZ) N N  N な も し 。 M 
二 な し  N 2 | な し KN 
0 
ー な し  N NZ NZ な し  N 
二 < な し | な し 人 ラ 6 し レ N 
無限 大 
ー | N NR N  N NZ N 
ビッ ト 名 を 表記 し て いる と ころ は 、 常 に セッ ト さ れる こと を 示し て いま す 。 
(} で 囲ん で いる ビッ ト 名 は 、 条 件 に よっ て 変化 する こと を 示し て いま す 。 
な し ある い は 表記 し て いな い ビ ッ ト 名 は 、 常 に クリ ア さ れる こと を 示し て い 
ます 。 
条件 コー ドバイ ト : 上 記 演 算 表 どおり 変化 する 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL 呈 情 紅 み リア 
UNFL 三 常に クリ ア 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 三 常に クリ ア 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 EPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 を デス ティ ネー ショ ン か ら 減 
算 し た 結果 の ステ ー タ ス を 浮動 小数 点 ス テー タス レジ スタ に 格納 し ます 。 
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(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 

# ぐ data 
(bd,An,.Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


([bd,PC.Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xnod) | 30 


に は サイ ズ 指 定子 は 、 .B/.W/L/.S の み 指定 が で きま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FCOS [cosine] 友 訪 
FCOS[.B/W/L/S/D/X/P] < ぐ ea>FPn 


FCOS[.X} FPs,FPd 
FCOS[.X} FPn 


COS(SO)-DO 


0 無限 大 
デス ティ イネ ーション ES 
結果 圭 1.0 NAN キ 


ネネ は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


筑 
に 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス が 土 無 限 大 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 
OVFL 呈 辿 に クリ ア 
UNFL 守 人 注記 み り ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
INEX1 ー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ll2.2.2 レジ スグ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 余弦 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 

この 関数 は 、 土 無限 大 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 され て いな いた め 、 
この 場合 NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 

ー ァ /2 以 上 +x/2 以 下 の 範囲 内 に な い ソ ー ス は 、 演 算 実 行 前 に この 範囲 に 収 ま 
る よう に 補正 され ます が 、 ソ ー ス が 大 きす ぎ た 場 合 に は 不正 確 な 結果 を 発生 
する こと が あり ます 。 

結果 は 一 1 以上 十 1 以下 と な り ま す 。 
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(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,.PC) 


# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


玉 に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


トド じ いら [Hyperbolic Cosine] 双 昌 株 玉 
FCOSH(.B/.W/L/.S/D/.X/P) べく ea>jFPn 


FCOSH(.X} FPs.FPd 
FCOSH[.X) FPn 


機 能 | CosH(soy-Do 


0 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 泡 に クリ ア 
OVFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL 三 常 に クリ ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FEFPCP 例 外 処 
理 ] 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 双曲線 余 蓄 を 計算 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 

(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xnod) | 30 


玉 に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 


254 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FDBcc [Test Condition,Decrementand Branch] 
| 条件 テス ト ・ デ クリ メン ト ・ 分 岐 | 


FDBcc Dn, ぐ label> 
条件 が 真 then 演算 な し 


else Dn 一 1 一 Dn 
if Dn チ 一 1 then PC 十 d 一 PC 


else 次 命令 の 実行 
条件 コー ドバイ ト : 影響 を 受け な い 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ーNAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 特 定 の 比較 選択 子 cc の と き に 
セッ ト さ れる 
SNAN 三 影響 を 受け な い 
OPERR 三 影響 を 受け な い 
OVFL 三 影響 を 受け な い 
UNFL 三 影響 を 受け な い 
DZ 影響 を 受け な い 
INEX2 三 影響 を 受け な い 
INEX1 三 影響 を 受け な い 
発生 例外 バイ ト ・ BSUN ビ ッ ト が セッ ト さ れる と 、IOP ビ ッ ト の み が セ ッ 
ト さ れる 


指定 し た 浮動 小数 点 条件 が 真 の 場合 は 、 何 も 実行 せ ず 次 の 命令 を 実行 し ま 
す 。 偽 の 場合 は い 、 カ ウン タデ ー タ レジ スタ か ら 1 を 減算 し 、 そ の 結果 が 一 1 で 
あれ ば 同様 に 次 の 命令 を 実行 し ます 。 一 1 で な いと き は 、 こ の 命令 が 配置 され 
て いる アド レス 十 2 に 2 の 補 数 の 整数 で ある ディ スプ レー スメント を 加え た 
アド レス か ら プ ログ ラム 実行 が 続行 され ます 。 

な お BSUN 例 外 が 発生 し た と き は 、 命 令 実行 前 例外 と な り ま す 。 し た が っ て 、 
例外 ハン ドラ が FDBcc 命 令 の 次 の 命令 を 指す スタ ッ ク フ レー ム 上 の プロ グラ 
ムカ ウン タ の イメ ー ジ を 変更 せ すず に リタ ー ン し た 場合 は 、NAN ビ ッ ト を クリ 
ア す る か BSUN 例 外 を ディ セー ブル する こと に よっ て 例外 の 原因 を 除去 する 必 
要 が あり ます 。 そ れ を 行わ な い 場合 、 例 外 を 引き 起こ し た ルー チン へ 戻っ た 
と き に 、 再 びす ぐに 例外 が 発生 し て し まい ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FDIV rpida] 
FDIV{.B/W/L/S/D/X/P]) 。 ぐ ea>FPn 


FDIV{.X} FPs,FPd 
DO/SODO 
・ 範囲 内 上 0 
7 77 ネー ツ ョ ッ ー 放 


ー 無 限 大 ※1 十 無限 大 *1 


十 無 限 大 1 一 無限 大 *1 


NAN※2 


十 無 限 大 *1 一 無限 大 *1| 無限 大 ※1 一 無限 大 1 


*※1 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 
2 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
商 


バイ ト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ー00 ま た は 無限 大 / 無 限 大 の 場合 に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 
の と き は クリ ア 
OVFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ ーー ソー ス が 0 で デス ティ ネー ショ ン が 範囲 内 で ある と き は 
セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト * 『 み 2.2 ダス え タ ] 疾 原 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション を ソー ス で 除算 
し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ド ゆ 光 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


いう 
〇 


(bd,An.Xn) 
人 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC],.Xn,od) 


いう 


| らら oO| の | の | の 


〇 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FETOX [er = 
FETOX(.B/.W/L/.S/D/X/P] ぐ く ea>FPn 


FETOX(.X] FPs.FPd 
FETOX(.X) FPn 
e “DO 


、 範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン デー 。 や に は 。 洲 = 圭 
e* 填 1.0 +0.0 十 無 限 大 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 管 に グリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVEFL =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 ] 参照 
UNFL =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
DZ ー 息 に みり ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、c を その 値 だ け 累 乗 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セッ ト 一 覧 


7 ルル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An,Xn) 
(d16.PO) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 
# ぐ dala 30 


([bd,PC].Xn,od) 


トー 


ネネ に は サイ ズ 指 定子 は 、 .B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FETOXM1 js- の 
FETOXM1(.B/.W/L/.S/D/X/P] く ea>」FPn 


FETOXM1[.X) FPs,FPd 
FETOXM1[.X】] FPn 
e や ー1ーDO 
演算 表 範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン キー 填 sJAa En 
粘 果 e* 一 1 | 一 00 +00| 一 10 無限 大 
FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR 三 管 に クリ ア 
OVFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 


UNFL | 2 .4 .2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常 に クリ ア 


INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ー サ イズ 指定 子 が .P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト と 2 が 2 レジ ダス タ 地 由 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、c を その 値 だ け 累 乗 し 、 そ の 結果 か ら 
1 を 減算 し て 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 
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> 記 


2 FPCP 命 令 セ ツ ト 一 覧 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


5 
(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) 

(d8.PC.Xn) 


([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 


([bd,PC,Xnl,od) 
([bdPC].Xnod) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FGETEXP [ea Exponentl 指数 部 取り だ し 
FGETEXP{.B/.W/L/.S/D/.X/P) ぐ ea>FPn 
FGOETEXP{ XX} FPs,FPd 
FGETEXP[ XX} FPn 
SO の 指数 部 …DO 


デス ティ イネ ーション 


od 
1 ー0.0 十 0.0| NAN* 


* 玉 は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN = テ 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス が 土 無限 大 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 
OVFL = 穫 に みり ア 
UNFL 呈 芝 に クリ ア 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 管 記 ク リア 
INEX1 ーー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「[ 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


解 


惜 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 2 進 指数 部 を 取り だ し 、 そ の 値 
を 拡張 精度 に 変換 し 、 指 数 部 の バイ アス を 除去 し て 、 デ ステ ィ ネ ーション に 
格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 


([bd,An.Xn],od) 


([bd,PC,Xnl],od) | 30 
| ([bd,PC].Xn,od) | 30 


*※* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FQ ETMAN [Get Mantissa] 仮数 部 取り だ し 
FGETMAN{.B/.W/L/S/D/X/P] ぐ ea> FPn 
FGETMAN[{ XX FPs,FPd 
FGETMAN[{.XX] FPn 
SO の 仮数 部 DO 


範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン ーー に っ に ルー か 
結果 仮数 部 |-00 十 0.0 NAN* 


ネネ は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 

商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 

例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ニニ ソー ス が 土 無限 大 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 

は クリ ア 

OVFL ー 管 に クリ ア 
UNFL 三 常 に クリ ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 三 常に クリ ア 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 


に 4 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 2 進 仮数 部 を 取り だ し 、 デ ス 
ティ ネー ショ ンド に 格納 し ます 。 

結果 は 、 2 進数 表記 で 一 2.0 よ り 大 きく 一 1.0 以 下 か 、 0 か 、1.0 以 上 で 2.0 未 満 
か 、 NAN で す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


四 ルッ ル 7 < く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 

(d8.PC.Xn) 
(XX 双 ).W 


(bd,An.Xn) 
([bd,An,.Xn],od) 
([bd,An],.Xn,od) 

(bd,PC,Xn) 


([bd,PC.Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FINT [integer pan] 整数 化 


書 式 | FINT(.B/.W/L/.S/D/.X/P] ぐ ea> JEFPn 


FINT{.X} FPs,FPd 
FINT{.X]} FPn 

SO の 整数 部 DO 

範囲 内 0 無限 大 
アス ティ ネー ショ ン ー. キト デキ ー 0 


結果 整数 部 | 一 0.0 十 0.0| 一 無限 大 十 無限 大 


条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL 二 乏 旋 グ リア 
DZ 常に クリ ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 
INEX1 ニー ニ サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


解 説 ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 整数 部 を 取り 出し て 拡張 精度 に 
変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション ド に 格納 し ます 。 
指数 部 を 0 に し た と き の 整 数 部 の 値 を 、 設 定 き され て いる 丸め モー ド に し た 
が っ て 変換 し ます 。 
な お この 演算 結果 は 浮動 小数 点 で す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セッ ト 一 覧 


7 ド 層 ル 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


* ネ Dn 
An 
(An) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(ba An,Xn],od) 


([bd,An],Xn.od) 
(bd,PC,Xn) 


([bd,PC,Xnl],od) | 30 


([bd,PC],Xn,od) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FINTRZ [Integer PartRound 一 lo 一 Zero] 束 炒 化 (0 へ の 丸め ) 
FINTRZ(.B/.W/L/S/D/X/P) ぐ ea>FPn 


FINTRZ{.X) FPs.FPd 
FINTRZ{(X] FPn 
SO の 整数 部 一 DO 
範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン ー 二 ー 十 ー 十 
結果 0 へ の 丸め 整数 部 | 一 0.0 十 0.0| 一 無限 大 十 無 限 大 
条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ]」 参照 
商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
UNFL = 坦 衣 グリ ア 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 [2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト |] 人 2.Z "ジジ スグ ] 参照 


解 説 ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 整数 部 を 取り 出し て 拡張 精度 に 
変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 
指数 部 を 0 に し た と き の 整 数 部 の 値 を 、 設定 され て いる 丸め モー ド に か か わ 
ら ず 、 0 へ の 丸め モー ド を 用 いて 変換 し ます 。 
な お この 演算 結果 は 浮動 小数 点 で す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ドウ 輝 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FLOG1 0 [Log,。j log, 


書 式 FLOG10{.B/.W/L/.S/.D/.X/.P) ぐ ea>,FPn 


FLOG10(.X) FPsFPd 
FLOG10[.X FPn 
log。S0*DO 


アス ティ ネー ショ ン 


範囲 内 0 無限 大 
ー + = (0w 捉 ー + 
NAN*1 log | 一 無限 大 *※2 | NAN*1 無限 大 


*1 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 
* ネ 2 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バイ ト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クタ リア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス が 負 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
が 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL 三 常に クリ ア 
DZ ソー ス が 土 0 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
リア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 底 が 10 の 対数 を 計算 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
この 関数 は 、 負 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 され て いな いた め 、 こ れ 以 
外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セ モット され ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ト 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 十 


| AD |30 
こう 


Pm ーー 
HGo+ | 
(d16,PC) 


([bd,An.Xn].od) 
([bd,An],Xn,od) 


([bd,PC].Xn,od) 


玉 に は サイ ズ 指 定子 は 、 .B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FLOG2 [LogJ 6. 
FLOG2{.B/W/L/.S/D/X/P) ぐ ea>jFPn 


FLOG2{X] FPsFPd 
FLOG2[{.X] FPn 
log。S0*DO 
範囲 内 0 
デス ティ ネー ショ ン ー ギ 一 5 ー 


粘 果 NAN 玉 1 log,。 


ー 無 限 大 \2 INAN*1 十 無限 大 


1 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 
2 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ソー ス が 負 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
UNFL 三 常に クリ ア 
DZ ソー ス が 土 0 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
リア 
INEX2 ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ーー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・ |2。 ま 2 レジスタ] 大 限 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 底 が 2 の 対数 を 計算 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 

この 関数 は 、 負 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 きれ て いな いた め 、 こ れ 以 
外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 


解 


に 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


GAnXn) 
(d16,PC) 


(d8.PC.Xn) 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


ネ に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FLOGN [Log。] 四 
FLOGN(.B/.W/L/S/D/X/P] ぐ ea>FPn 


FLOGN[.X} FPs,FPd 
FLOGN{.X} FPn 
log。SO 一 DO 
範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン ー 二 ー 填 ー 十 


NAN*1 log. | 一 無限 大 2INAN*1 十 無 限 


ネネ 1 は 、EFPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 
* ネ 2 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ソー ス が 負 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
天 
OVEFL 三 常 に クリ ア 
UNFL 己 典 に みり ア 
DZ ソー ス が 土 0 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
リア 
INEX2 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・[2.2.2 レジ スタ | 参照 


解 


民 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 底 が e の 対数 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 

この 関数 は 、 負 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 る 8 きれ て いな いた め 、 こ れ 以 
外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 リル く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Ps [ml 
[ma 
(An) 30 


de PC) 
(d8.PC,Xn) 


# ぐ dala ン 
(bd,An,Xn) 30 
(bd.AnXn] .od) 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bdPC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FLOGNP1 [Log.(x 十 1)] PPE 
FLOGNP1(.B/W/L/S/.D/.X/P] く ea> FPn 


FLOGNP1(.X] FPs.FPd 
FLOGNP1[.X] FPn 
log . (SO+1 一 DO 
範囲 内 0 無限 大 
mo キ | あ 。s 間 一 北 


InSO+1)*1 In(SO+1) | 一 00 十 00|INAN*2 十 無 限 大 


※1 は 、 ソ ー ス が ー- 1 の 場合 は 、 FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し て NAN を 返し ま 


k 
ソー ス が ー 1 未満 の 場合 は 、OPERR ビッ ト を セッ ト し て NAN を 返し ます 。 
※2 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN [2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ニニ ソ ー ス が ー- 1 未満 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ ソー ス が - 1 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
三 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が .P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 説 | ソノ ー ス オペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 に 1 を 加算 し た 値 の 、 底 が e の 
対数 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 
この 関数 は 、 一 1 未満 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 きれ て いな いた め 、 こ 
れ 以 外 の 範囲 外 の 数 値 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7【 リル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


** に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 


レイ プ 4 


第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FMOD [Modulo Remainder] モジ ュ ロ 剰 公 
FMOD{.B/.W/L/S/D/X/P) ぐ ea>jFPn 


FPs,FPd 


FMOD{.} 


DO/SO の モジ ュ ロ 剰余 DO 


0 無限 大 
ー 十 ー 二 
NAN*1 DO*2 
填 0.0 十 0.0 
NAN ネ *1 
ー0.0 ー0.0 
NAN※* 1 NAN*1 


玉 1 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 

*2 は 、 演 算 前 に デス ティ ネー ショ ン の 値 を 返し ます 。 た だ し 、 通 常 の 命令 終 
了 時 と 同様 に 、 必要 に 応じ て 丸め られ ます 。 し た が っ て 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン の 値 を 読み 込ん だ 後に 、 丸め 精度 が 小さ な サイ ズ に 変更 し て いる 場 
合 に は 、 ア ンダ ー フ ロー お よび 不正 確 結果 が 発生 する こと が あり ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト 


商 バ イト 


・「2.2.2 レジ スタ | 参 過 

・ DO/SO の 商 の 符号 お よび 最 下位 の 7 ビッ ト が 格納 され ま 
す 。 商 の 符号 は ソー ス お よび デス ティ ネー ショ ン の 符号 
ビッ ト の 排他 的 論理 和 と な り ま す 。 


例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 
SNAN 
OPERKR 


DZ 
INEXX2 
INEXX1 


発生 例外 バイ ト 
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本 紅 ダ リア 

=ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 

ソー ス が 0 また は デス ティ ネー ショ ン が 無限 大 の と き に 
セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
常に クリ ア 

テー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 

三 常 に クリ ア 

ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 

サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

・「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション を ソー ス で 除算 
し 、 そ の モジ ュ ロ 剰余 を アス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
また 商 の 下位 7 ビッ ト お よび 商 の 符号 を FPSR の 商 バ イト に 格納 し ます 。 
モジ ュ ロ 剰余 は 、 以 下 の 式 で 計算 きれ ます 。 


モジ ュ ロ 剰余 = DO 一 (SOXN) 
N= INT( DO / SO ) (INT は 0 へ の 丸め モー ド で の 整数 化 ) 


この 命令 は 、0 の ソー ス オ ペ ラン ド ま た は 無限 大 の デス ティ ネー ショ ンド に 関 
し て 定義 きれ て いな いた め 、 こ れ ら の 値 の 場合 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が 
セッ ト さ れ ま す 。 

な お IEEE 剰 余 を 求め る FREM 命 令 も 用 意 き れ て いま す 。 


7 ゆ 光 7 | < く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


*※Dn 

An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 
| (q1e,An) 
(d8.An.Xn) 
(d16,PC) 
(d8PC.Xn) 
(XXXX).W 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 

([bd,PC.Xn],od) | 30 
| ((bd.PC].Xnod) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FMOVE [Moe Floating 一 Point Data Register] 
メモ リ か ら 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ へ の 転送 


FMOVE[.B/.W/L/S/D/X/P] ぐ ea>jFPn 


SOpo 
条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR 三 常 に クリ ア 
OVEFL ー 常 に クリア 
UNFL ー ニ ソース が 非 正規 化 数 の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 サイ ズ 指 定子 が L/D/ 双 の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 
外 処理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
INEX1 ーー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド の 内 容 を 、 拡 張 精度 に 変換 し デス ティ ネー ショ ン に 転送 し 
ます 。 変換 の 際 、 設 定 さ れ て いる 丸め 精度 ・ 丸 め ゆめ モー ド に し た が っ て 丸め ら 
ます 。 
デー タフ ォ ー マ ッ ト が バイ ト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド ・ 単 精度 の 場合 は 、 
ソー ス オ ペ ラン ド と し て MPU の デー タレ ジス タ を 使用 する こと も で きま す 。 
な お 以下 の 表 で 、* の と ころ は 不正 確 結果 が 発生 する 場合 が あり ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト ー 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


Fwpn [al 
An ge 
(An) 十 30 


| 30 | 
([bd,PC.Xn],od) 
([bdJPC].Xn,od) 


* ネ に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FMOVE [Moe Floatng 一 Point Data Register] 
浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ か ら メ モリ へ の 転送 


FMOVE{.B/.W/L/S/D/X/P)  FPn, く ea> 


FMOVE{.P} FPn, ぐ ea { 裁 ) 
FMOVE[{P} FPn, ぐ ea> {[Dn]} 
SODO 
FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 影 響 を 受け な い 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 


発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


信 サ イズ 指定 子 が 、.B/.W/.L の 場合 
例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 三 常 に クリ ア 

SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 

OPERR ニー ソー ス が 無限 大 また は 変換 お よび デス ティ ネー ショ ン の 
大 き さ を 超え た と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は ク 
居 ア 

OVFL 穫 紀 み サ ア 

UNFL 三 常 に クリ ア 

DZ 三 常に クリ ア 

INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 

INEX1 常に クリ ア 


僅 サ イズ 指定 子 が 、 .S/.D/.X の 場合 
例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 常 に クリ ア 
OVFL =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 二 管 に クリ ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 = 人 に に み リ ア 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


信 サ イズ 指定 子 が 、.P の 場合 
例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 三 常に クリ ア 

SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 

OPERR =ーk> 十 17 の 場合 、 ま た は 10 進 指数 の 大 き さ が 3 桁 を 超え 
る 場合 に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 

OVFL 三 常に クリ ア 

UNFL 三 常に クリ ア 

DZ 三 常に クリ ア 

INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 

INEX1 常に クリ ア 


ソー ス オ ペ ラン ド の 内 容 を 、 拡 張 精度 に 変換 レデ ステ ィ ネ ーション に 転送 し 


ます 。 変換 の 際 、 設 定 さ れ て いる 丸め 精度 ・ 丸 め モ ー ド に し た が っ て 丸め ら 
れ ま す 。 

デー タフ フォー マット が パイ ト ・ ワ ー ド ・ ロ ング ワー ド ・ 単 精度 の 場合 は 、 

ソー ス オ ペ ラン ド と し て MPU の デー タレ ジス タ を 使用 する こと も で きま す 。 
デス ティ ネー ショ ン が パッ ク ド デ シマ ル の 場合 に は 、 仮 数 部 の 桁 数 な ど を 意 
味 す る k フ ァ ク タ 値 を 指定 する 必要 が あり ます 。 こ れ は 7 ビッ ト の 符号 付き 2 
の 補 数 の 整数 で ある イミ ディ エイ ト 値 も し く は デー タレ ジス タ で 指定 し ま 
す 。 デ ー タ レジ スタ を 指定 し た 場合 は 、 下 位 7 ビッ ト の み が 使 用 きれ 、 残 り 
の ビッ ト は 無視 され ます 。k フ ァ ク タ は 以下 の 意味 を も ち ま す 。 


ー64 ミ kS ミ 0 
指数 を 0 に し た と き の 10 進 小数 点 の 右側 の 有効 数 字数 (FORTRAN"F" 
形式 ) 
十 1S ミ K ミ 十 17 
仮数 内 有効 数 字数 (FORTRAN"E" 形 式 ) 
十 18S ミ k ミ 十 63 
K= 十 17 と し て 処理 され 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト す る 
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(Am) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 工 


([bd,An,Xn].od) 
([bd,An],Xn.od) 
(bd,PC.Xn) 

([bd,PC.Xnl,od) 
(bd,PC].Xn,od) 


ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FMOVE [Moys System Control Register] 
| シス テム 制御 レジ スタ の 転送 | 


FMOVE{ 工 } ぐ ea>,FPcr 


FMOVE{.L} FPcr, ぐ ea 
機 能 | so-po 


FPSR デス ティ ネー ショ ン が FPSR の 場合 の み に 変化 し ます 。 こ の 場合 ソー ス オ ペ ラ 


ンド の 値 に し た が っ て 、 す べ て の ビッ ト が 変更 され ます 。 


解 説 | ソース オペ ラン ド の 内 容 を 、 デ ステ ィ ネ ーション に 転送 し ます 。 
転送 は 常に 32 ビ ッ ト で 行わ れ ま す 。 制御 レジ スタ の 未 使用 ビッ ト は 0 と し て 
読み 取ら れ 、 書 き 込 み 中 は 無相 され ます 。 な お 未 使用 ビッ ト へ の 書き 込み 
は 、 将 来 の た め 0 を 書き 込む せよ うに し て くだ さい 。 
< く ea> と し て MPU の デー タレ ジス タ を 使用 する こと も で きま す 。 
この 命令 は 、 ど の 制御 レジ スタ (FPCR.FPSR,FPIAR) に 転送 し て も 、 例 外 を 
発生 させ ませ ん 。 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


FMOVE{L) ぐ ea> ,FPcr の 場合 


(d16,An) 30 


| (G8.AnXn) |30 
(d16.PC) 30 
(d8PCXn) | 30 
(XXX).W 


([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 


([bd,PC,Xn],od) | 30 
(bd,PC].Xn,od) | 30 


来 は デス ティ ネー ショ ン レ ジス タ が PFPIAR の と きのみ 指定 で きま す 。 
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FMOVE{L]} FPcr, く ea> の 場合 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 

(d8.PC,Xn) 


# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xnod) 


(bd,PC,Xn],od) 
(bd,PC].Xn_od) 


* ま は ソー スレ ジス タ が EPIAR の と きのみ 指定 で きま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FIMOUVEC IMove CorskantROMI 一 下 RoA き の | 
書 式 | FMOVECR(.X) #cccFPn 

ROM 定 数 一 DO 

条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ・ 営 に クリ ア 
SNAN 米代 み リア 
OPERR : 電 に クリ ア 
OVFL ・ 常に クリ ア 
UNFL ・ 常 に クリ ア 
DZ ・ 常 に クリ ア 
INEX2 ・「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ・ 起 に クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


解 説 | FPCP の オン チッ プ ROM か ら 拡 張 精度 定数 を 、 指 定 さ れ た 丸め 精度 まで 丸め 、 
デス ティ ネー ショ ン に 転送 し ます 。 
定数 値 #ccc は 、 以 下 の 通り で す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FMOVEM [Moye Muimpie Das Registers] 
| ーー こい | 


FMOVEM[.X〕) lisL く ea> 


FMOVEM[{.X} Dn, ぐ ea 
FMOVEM([. 双 ] ぐ ea > Hst 
FMOVEM[{. 又 } ぐ ea>,Dn 


| 機 能 | レジ スタ リス トーDO また は SO ユ レ ジス タリ スト 


| 機 能 | 
FPSR | 影響 を 受け ませ ん 。 


1 個 以上 の 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ を 、 メ モリ に 転送 し ます 。 ま た 同様 
に 、 連 続 し た メモ リエ リア に 格納 され て いる 拡張 精度 数 を 浮動 小数 点 デ ー タ 
レジ スタ に 転送 し ます 。 
転送 中 に 変換 また は 丸め は 行わ れず 、 ま た FPSR は 、 こ の 命令 に よる 影響 を 受 
け ま せん 。 な お この 命令 は 例外 を 発生 きせ ませ ん 。 

8 つの 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ は どの よう に 組み 合わ せ て も よく 、 レ ジス 
タリ スト の 代わ り に デー タレ ジス タ を 指定 する こと も で きま す 。 デ ー タ レジ 
スタ を 指定 し た 場合 、 下 位 8 ビッ ト の み が 動 的 レジ スタ リス ト と し て 処理 さ 
我 ま ず 。 
FMOVEM 命 令 で は 、 制 御 モ ー ド ・ プ レデ クリ メン トモ ー ド ・ ポ スト イン クリ 
メン トモ ー ド の 3 種類 の アド レッ シン グモ ー ド を 使用 する こと が で きま す 。 
制御 モー ドア ドレ ッ シ ン グ を 使用 し た 場合 は 、 指 定 の アド レス か ら 転 送 を 開 
始 し て 大 き な ア ドレ ス に 進み 、FP0~-FP7 の 順 で 転送 が 行わ れ ま す 。 
プレ デ ク リ メン ト ア ドレ ッ シ ン グ を 使用 し た 場合 は 、 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ 
スタ か ら メ モリ へ の 転送 の み 可 能 と な り ま す 。 各 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ 
は アド レス レジ スタ に 入っ て いる アド レス が 最初 に 格納 され て 、 下 位 の アド 
レス に 進み ます 。 各 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 格納 前 に アド レス レジ スタ 
が 12 (メモ リ 内 の 拡張 精度 数 の 大 き さ き ) だ け デ クリ メン ト さ れ 、 そ の 結果 得 
られ た アド レス に 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ が 格納 され ます 。 演算 完了 時 に 
は 、 ア ドレ スレ ジス タ は 最後 に 格納 され た 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の イ 
メー ジ を 指し て いま す 。 レ ジス タイ メー ジ の 最上 位 バ イト が 最小 アド レス に 
格納 され 、 最 下位 バイ ト が 最大 アド レス に 格納 され ます 。 な お FP7 一 FP0 の 順 
に 、 転 送 が 行わ れ ま す 。 
ポス トイ ンク リ メ ン ト ア ドレ ッ シ ン グ を 使用 し た 場合 は 、 メ モリ か ら 浮 動 小 
数 点 デ ー タ レジ スタ へ の 転送 の み 可 能 と な り ま す 。 各 浮動 小数 点 デ ー タ レジ 
スタ は 、 指 定 の アド レス の レジ スタ が 最初 に 読み 込ま れ 、 高 位 の アド レス に 
進み ます 。 各 レジ スタ の 格納 後に アド レス レジ スタ が 12 (メモ リ 内 の 拡張 精 
度数 の 大 きき さき) だ け イ ンク リ メ ン ト さ れ ま す 。 演算 完了 時 に は 、 ア ドレ スレ 
ジス タ は 最後 に 格納 され た 浮動 小数 点 デ ー タ レジ スタ の 直後 の バイ ト を 指し 
て いま す 。 転送 順 は 、 制 御 モ ー ド アド レッ シン グ と 同様 に FPO 一 FP7 の 順 で 転 
送 が 行わ れ ま す 。 
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さき 。 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 トド リル 7 | < く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


FMOVE{L) ぐ ea>,FPcr の 場合 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 30 


# ぐ data 陸 着 
(bd,An,Xn) 


FMOVE[{L] FPcr, く ea> の 場合 


Dn 

An 

(An) 

(An) 十 

ー(An) 

(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 

| (XXXOW 


(bd,An,Xn) 
([bd,An.Xn],od) 
([bd,An],Xn.od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC.Xn],od) 
| (bdPC1Xmod) | 一 


L 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FMOVEM [Me Mupie Conrol Registers] 
| 複数 制御 レジ スタ の 転送 | 


| 書 式 | FMOVEM(L) lisL く ea> 


FMOVEM(.L} ぐ ea グ list 


レジ スタ リス トーDO 


DO ユー レジ スタ リス ト 


FPSR | デス ティ ネー ショ ン が FPSR の 場合 の み に 変化 し ます 。 こ の 場合 ソー ス オ ペ ラ 
ンド の 値 に し た が っ て 、 す べ て の ビッ ト が 変更 され ます 。 


解 説 1 個 以 上 の 32 ビ ッ ト 値 を 指定 の シス テム 制御 レジ スタ に 転送 し ます 。 ま た 同 
様 に 、 シ ステ ム 制 御 レ ジス タ か ら メ モリ に 転送 し ます 。 
3 つの シス テム 制御 レジ スタ は 、 ど の よう に も 組み 合わ せる こと が で きま 
す 。 こ れ ら の レジ スタ は 使用 し た アド レッ シン グモ ー ド に か か わら ず 、 常 に 
FPCR,FPSR,FPIAR の 順に 転送 され ます 。 
1 つの シス テム 制御 レジ スタ を 指定 し た 場合 は 、 デ ー タ レジ スタ 直接 アド 
レッ シン グモ ー ド を 使用 する こと が で き 、 選 択 し た レジ スタ が FPIAR で ある 
場合 、 ア ドレ スレ ジス タ 直 接 ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド を 使用 する こと が で き 
ます 。 な お 1 つの レジ スタ を 選択 し た 場合 は 、 生 成 さ れ た コー ド は 単 一 の 
FMOVE シ ステ ム 制 御 レジ スタ 転送 命令 と 同様 に な り ま す 。 
2 っ 以上 の レジ スタ の 転送 時 は 、 プ レデ クリ メン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド も 
し く は ポス トイ ンク リン シン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド の 2 つう の アド レッ シン グ 
モー ド が 使用 可能 で す 。 
プレ デ ク リ メン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド の 場合 は 、 転 送 さ きせ る レジ スタ イ 
メー ジ の 合計 サイ ズ (レジ スタ 個数 の 4 倍 ) だ け ア ドレ スレ ジス タ が 最初 に 
デ ク リ メン ト さ れ 、 そ の 結果 の アド レス か ら レ ジス タ が 転送 され ます 。 
ポス トイ ンク リ メ ン ト ア ドレ ッ シ ン グモ ー ド の 場合 は 、 選 択 し た レジ スタ が 
指定 され た アド レス か ら 転 送 さ きれ 、 そ の 後 ア ドレ ス の レジ スタ が 転送 され た 
レジ スタ イメ ー ジ の 合計 サイ ズ だ け イ ンク リ メ ン ト さ れ ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト ー 


7 ド ウツ 7 | < く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


FMOVEM[L) lisu く ea> の 場合 


(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 


(tbd.An.Xn].od) 
(tbd,Anl Xnod) 


edx |-| 


([bd,PC.Xn],od) 
([bd,PC].Xn,od) 


* は 、 1 つの FPcr を 選択 し た 場合 の み 使 用 で きま す 。 
*※ 玉 は 、 選 択 し た 単 一 の ウレ ジス タ が FPIAR の と きのみ 使用 で きま す 。 


291 


292 


FMOVEM[{L] ぐ ea>,list の 場合 


(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 


([bd,PC,Xn],od) 


([bd,PC].Xn,od) | 30 


玉 は 、 1 つの FPcr を 選択 し た 場合 の み 使用 で きま す 。 
ネネ は 、 選 択 し た 単 一 ワレ ジス タ が FPIAR の と きのみ 使用 で きま す 。 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FMUL Muipi 
FMUL{.B/W/L/S/D/X/P) ぐ ea>rFPn 


FMUL{.} FPs,FPd 
SOXDO 一 DO 
範囲 内 0 
ー + | 一 ー 
ー0.0 十 0.0 
乗算 
十 0.0 一 0.0 


+0.0 一 00 | +00 -00 
舌 ー 無 限 大 十 無限 大 

無限 大 NAN ネ 
ー 十 無 限 大 一 無限 大 


*※ は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 辻 に クリ ア 
SNAN ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 0 無限 大 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
Pd 
OVFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
UNFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 展 記 み リサ ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト トク.。2.2 レジ スタ | 参 曲 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 数 に デス ティ ネー ショ ン の 値 を 
掛け た 結果 を 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


7 ルル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8.An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXXX).W 
(XXX%) 上 


(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


([bd,PC,Xnl,od) | 30 


([bd,PC],Xn,od) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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FNEG [Negate] 符号 反転 
FNEG(.B/W/L/S/D/X/P] ぐ ea>jFPn 


FNEG[{.X} FPs,FPd 
FNEG{.X} FPn 


機 能 | -SO 一 DO 


範囲 内 0 無限 大 
= 上 1 シャ 器 中 
符号 反転 +00 ー0.0| 十 無限 大 一 無限 大 


デス ティ ネーション 


結果 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ー 息 に グリア 
SNAN デー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ーーー 1 レン 人 ) 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL ニー ニ ソ ー ス が 非 正規 化 数 の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
DZ 三 購 に み リア 
INEX2 三 常に クリ ア 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「[ 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 仮 数 の 符号 を 逆 に し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 
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COL 
# ぐ data 0 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.$ の み 指 定 が で きま す 。 


トー】 
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FU Ne OpesNonl 一 ーーーーー フ = ョ ペレ ーション | 
FNOP 

機 能 | を な し 
影響 を 受け ませ ん 。 


この 命令 は 、 明示 的 な 演算 は 行い ませ ん が 、MPU と FPCP を 同期 させ る た め 、 
また は 未 解決 の 例外 を 処理 する た め に 役立ち ます 。 
FPCP の ほとん どの 命令 の 場合 、 MPU は FPCP が 演算 に 必要 な オペ ラン ド を 入 
手 す れ ば 、 次 の 命令 の 実行 を 続け る こと が で き 、 こ の た め MPU 命 令 と FPCP 命 
令 の 並行 実行 を サポ ー ト する こと が で きま す 。 た だ し 前 の 命令 が 完了 する 前 
に 、MPU が FPCP 命 令 の 実行 を 開始 し よう と し た 場合 は 、 前 の 命令 の 実行 が 完 
了 す る まで 新しい 命令 を 実行 し な いよ うに 強制 的 に 待機 状態 と な り ま す 。 な 
お FNOP 命 令 は 、 他 の 命令 と 同様 に 、 前 の FPCP 命 令 が 完了 する まで は 実行 す 
る こと が で きま せん 。 
また FNOP 命 令 は 、 前 の 命令 の 実行 か ら 生 じ た 未 解決 の 例外 を 処理 させ る た め 
に も 使用 する こと が で きま す 。 
FPCP が 算術 命令 用 の 入力 オペ ラン ド を 受け 取る と 、 ト レー ス が 原因 で 次 の 命 
令 用 の 並行 実行 が 防止 きれ て いる か どう か に か か わら ず 、MPU が 発生 し た 例 
外 に つい て 報告 せ すず に 次 の 命令 を 実行 する よう に 解放 し ます 。MPU が 次 の 
FPCP 命 令 を 実行 し よう と する と 、 前 の 命令 中 に 発生 し た 例外 に 関す る 例外 処 
理 を 開始 させ る 命令 実行 前 例外 が 報告 きれ ます 。 ユ ー ザ ー は FNOP 命 令 を 使用 
する こと に よっ て 、 その他 の 演算 を 実行 せ ず に 未 解決 の 例外 を 処理 させ る こ 
と が で きま す 。 
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FREM [iEEE Remainder] EEE 球 人 
FREM[.B/W/L/.S/D/X/P] 。 ぐ ea>jFPn 


FREM[{.X]} FPsJFPd 
DO/SO の IEEE 剰 余 一 DO 
演算 表 ソー ス | 範囲 内 0 無限 大 
# 7 人 た ショ ッ ー + | 一 ー ー 由 
範囲 内 IEEE 剰 余 NAN*1 DO キ *2 
二 | 十 0.0 填 0.0 
0 NAN* 1 
ー | -o09 し =99 | 
十 
無限 大 NAN* 1 | NAN*1 NAN*1 


*※\1 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 

*2 は 、 演 算 前 に デス ティ ネー ショ ン の 値 を 返し ます 。 た だ し 、 通 常 の 命令 終 
了 時 と 同様 に 、 必要 に 応じ て 丸め られ ます 。 し た が っ て 、 デ ステ ィ ネ ホー 
ショ ン の 値 を 読み 込ん だ 後に 、 丸 め 精 度 が 小さ な サイ ズ に 変更 し て いる 場 
合 に は 、 ア ンダ ー フ ロー お よび 不正 確 結果 が 発生 する こと が あり ます 。 


FE 々 只 | 条件 ゴー ドス オト ・ | 2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ DOSO の 商 の 符号 お よび 最 下位 の 7 ビッ ト が 格納 され ま 
す 。 商 の 符号 は ソー ス お よび デス ティ ネー ショ ン の 符号 
ビッ ト の 排他 的 論理 和 と な り ま す 。 

例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN =ー[「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 ] 参照 
OPERR ー ニ ソー ス が 0 また は デス ティ ネー ショ ン が 無限 大 の と き に 
セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
| UNFL =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
| DZ 三 常 に クリ ア 
| INEX2 三 常に クリ ア 
INEX1 ニ サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
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ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション を ソー ス で 除算 
8 て の IEPR 抽 を アス ティ ネ ワ ショ ンド に 格納 し ます 。 
また 商 の 下位 7 ビッ ト お よび 商 の 符号 を FPSR の 商 バ イト に 格納 し ます 。 
モジ ュ ロ 剰余 は 、 以 下 の 式 で 計算 され ます 。 


モジ ュ ロ 剰余 三 DO 一 (SOXN) 
N 三 INT( DO / SO ) (INT は 最寄り の 値 へ の 丸め モー ド で の 整数 化 ) 


この 命令 は 、0 の ソー ス オ ペ ラン ド ま た は 無限 大 の デス ティ ネー ショ ンド に 関 
し て 定義 され て いな いた め 、 こ れ ら の 値 の 場合 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が 
セッ ト さ れ ま す 。 

な お モジ ュ ロ 剰余 を 求め る FMOD 命 令 も 用 意 き され て いま す 。 


7 ドル 7 ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(G8.AnXn) 
(d16,PC) 


CO | いう CO | いう 


いう 
ee) 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) 


([bd,PC.Xn].od) | 30 
([bd,PC].Xn,od) 30 | 


ネネ に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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命令 セッ ト 一 覧 


FRESTORE [Resre intemal staus] 
| 内 部 状態 の リス ト ア [特権 ] | 


書 


区 


FRESTORE ぐ ea> 


メー パー バイ ザー キー ド 


解 


300 


説 


FPCP 状 態 フ レー ム … 内 部 状態 
ユー ザー モー ド 
例外 


状態 フレ ー ム が 、 ヌ ル 状 態 フ レーム の と き は 、 ク リア され ます 。 それ 以外 の 
と き は 影響 を 受け ませ ん 。 


FPCP は 、 実 行 し て いた 演算 の 実行 を 打ち 切り 、 実 効 ア ドレ ス に ある 状態 フ 
レー ム か ら 新 し い 内 部 状態 を 読み 込み ます 。 指定 アド レス の 最初 の ワー ド が 
状態 フレ ー ム の 大 きき さ お よ びそ の フレ ー ム を 作成 し た FPCP の バー ジョ ン 番 号 
を 指定 し ます 。 

MPU は 最初 の ワー ド を FPCP リ スト ア CIR に 書き 込ん で 、 リ スト ア を 開始 し 、 
レス ポン ス CIR を 読み 取っ て FPCP が フォ ー マ ッ トワ ー ド を 適当 と 認識 し て い 
る か どう か を 検証 し ます 。 

フォ ー マ ッ トワ ー ド が 、 現 在 の FPCP に 関し て 妥当 で な い 場 合 は 、 フ ォ ー マ ッ 
ト 例外 を 発生 する よう に MPU に 対し て 命令 し 、FPCP は アイ ドル 状態 と な り ま 
す 。 フ ォ ー マ ッ ト ワ ー ド が 適当 で ある 場合 は 、 該 当 す る 状態 フレ ー ム が 指定 
の 実効 アド レス か ら 読 み 込 まれ 高位 の アド レス に 進み ます 。 
FRESTORE 命 令 は 、 ヌ ル 状 態 フ レー ム の 場合 以外 は MPU の プロ グラ マモ デル 
レジ スタ に は 影響 を 与え ず 、 ユ ー ザ ー が 見 る こと の で き な い 内 部 状態 の 復帰 
の み に 使用 きれ ます 。 こ の FRESTORE 命 令 を FMOVEM 命 令 と と も に 使用 すれ 
ば 、 浮 動 小 数 点 デ ー タ レジ スタ お よび シス テム 制御 レジ スタ を 含む FPCP の 内 
部 状態 情報 を 完全 に 復帰 する こと が で きま す 。 こ の 復帰 を 実行 する た め に 
FMOVEM 命 令 を 最初 に 実行 し て 、 プ ログ ラマ モデ ル を 読み 込み 、 次 に 
FRESTORE 命 令 を 実行 し て 内 部 状態 を 読み 込み 、 以 前 に 中 断 さ れ て いた 演算 
を 続行 し ます 。 


信 ヌル 状態 フレ ー ム の 場合 


この 状態 フレ ー ム を 復帰 し た 場合 は 、 ハ ー ド ウェ ア に よる FPCP の リセ ッ ト と 
同一 を な り ま す 。 プ ログ ラマ モデ ル は リセ ッ ト 状 態 に セッ ト さ れ 、 浮 動 小 数 
点 デ ー タ レジ スタ に は 非 シ グ ナ リ ング NAN が セッ ト さ れ 、FPCR,FPSR.FPIAR 
に は 0 が セッ ト さ れ ま す 。 


代 アイ ドル 状態 フレ ー ム の 場合 


この 状態 フレ ー ム を 復帰 し た 場合 は 、FPCP が 自分 自身 を アイ ドル 状態 に し 
て 、 次 の 命令 の 開始 を 待ち ます 。 前 の FSAVE 命 令 実 行 時 に 保留 状態 で あっ た 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


例外 は 、FRESTORE 命 令 実 行 後 も 保留 状態 に な り ま す 。 プ ログ ラマ モデ ル は 
この 型 の 状態 フレ ー ム に よる 影響 を 受け ませ ん 。 な お 復帰 後に 中 断 さ れ て い 
た 命令 が 完了 する と 、 プ ログ ラマ モデ ル が 変更 され る こと が あり ます 。 


@ ビジ ー 状 態 フ レー ム の 場合 
この 状態 フレ ー ム を 復帰 し た 場合 は 、 FPCP が 自分 自身 を ビジ ー 状 態 に し て 、 
FSAVE 命 令 実行 時 に 中 断 され た 命令 を 続行 し ます 。 プ ログ ラマ モデ ル は この 
型 の 状態 フレーム に よる 影響 を 受け ませ ん 。 


7 ゆ 光 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 30 
ー(An) ー 


(XXX).W 
(XXX%)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,.Xn],od) 
([bd,An].Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bdPC,Xn],od) | 30 
([bd,PC],.Xn,od) | 30 
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FSAVE [Save Internal State] 内 部 状態 の セー ブ [特権 ] 


書 式 | FSAVE ぐ ea シ 


メー バー バイ ザー モー ド 
内 部 状態 FPCP 状 態 フ レー ム 
ユー ザー モー ド 
例外 


FPSR | 影響 を 受け ませ ん 。 


解 説 | FPCP は 、 実 行 し て いた 演算 の 実行 を 打ち 切り 、 実 効 ア ドレ ス に ある 状態 フ 
レー ム 内 に 内 部 状態 を 保存 し ます 。 保存 後 は アイ ドル 状態 と な り 、 次 の 命令 
の 実行 を 待ち ます 。 状態 フレ ー ム に 書き 込ま れ た 最初 の ワー ド が フォ ー マ ッ 
トワ ー ド で あり 、 状 態 フ レー ム の 大 き さ お よび その フレ ー ム を 作成 し た FPCP 
の バー ジョ ン 番 号 を 指定 し ます 。 
MPU は FPCP セ ー プ CIR を 読み 取る こと に よっ て 、FSAVE 命 令 の 実行 を 開始 し 
ます 。MPU が 行う べき 処理 を 示し た フォ ー マ ッ トワ ー ド が この と き 読 み 込 ま 
れ ま す 。 現在 の FPCP は 、 常 に セー プ CIR か ら 以 下 の 5 つの 応答 の うち の 1 つ 
を 返し ます 。 


$0018 ヌル 状態 フレ ー ム の 保存 
$0118 準備 未完 了 、 再 試行 

$0218 不正 、 フ ォ ー マ ッ ト 例 外 発 生 
$1F18 アイ ドル 状態 フレ ー ム の 保存 
$1FB4 ビジ ー 状 態 フ レー ム の 保存 


準備 未完 了 フ ォ ー マ ッ ト ワ ー ド は 、FPCP が 状態 保存 を 実行 可能 で は な いこ 
と 、 お よび MPU が 必要 な 場合 は 割り 込み を 処理 し て 、 セ ー プ 用 CIR を 再び 読 
み 取 る べき で ある こと を 示し て いま す 。 FPCP は 、 ビ ジー 状態 フレ ー ム で は な 
く ア イド ル 状 態 フ レー ム を 保存 する こと が で きる よう に する た め 、 こ の 
フォ ー マ ッ トワ ー ド を 使用 し て 内 部 命令 が 完了 する まで 、MPU を 待機 きせ ま 
す 。FPCP が すでに FSAVE 命 令 を 実行 し て いる 間 に 実 行 さ れ た FSAVE 命 令 の 
打ち 切り に は 、 不正 フォ ー マ ッ トワ ー ド を 使用 し ます 。 そ の 他 の フォ ー マ ッ 
トワ ー ド の 場合 は 、 す べ て MPU が 指示 され た 状態 フレ ー ム を 指定 の アド レス 
に 保存 させ ます 。 

FSAVE 命 令 は 、FPCP の プロ グラ マモ デル を 保存 せ ず 、 ユ ー ザ ー が 見 る こと が 
で き な い 内 部 状態 を 保存 する た め だ け に 使用 し ます 。 こ の FSAVE 命 令 を 
FMOVEM 命 令 と と も に 使用 すれ ば 、 浮 動 小 数 点 デ ー タ レジ スタ お よび シス テ 
ム 制 御 レ ジス タ を 含む FPCP の 内 部 状態 情報 全体 を 保存 する こと が で きま す 。 
この 保存 を 実行 する ため に FSAVE 命 令 を 最初 に 実行 し て 現在 の 動作 を 中 断 さ 
せ 、 次 に FMOVEM 命 令 を 実行 し て プロ グラ マモ デル を 保存 し ます 。 
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念 ヌル 状態 フレ ー ム の 場合 
この 状態 フレ ー ム の FESAVE 命 令 は 、 ヌ ル 状 態 フ レー ム に よる 最後 の 
FRESTORE 命 令 実 行 以 後 FPCP の 状態 が 変更 され て いな いこ と を 示し て お り 、 
プロ グラ マモ デル は リセ ッ ト 状 態 、 浮 動 小数 点 デ ー タ レジ スタ に は 非 シ グ ナ 
リン グ NAN、FPCR.FPSR.FPIAR に は 0 が セッ ト さ れ て いま す 。 


信 アイ ドル 状態 フレ ー ム の 場合 
この 状態 フレ ー ム の FSAVE 命 令 は 、FPCP が アイ ドル 状態 で あり 、 次 の 命令 の 
開始 を 待機 し て いる こと を 示し ます 。 保留 され て いた 例外 は 状態 フレ ー ム 内 
に 保存 され 、 内 部 で クリ ア さ れ ま す 。 こ の た め 保 留 さ きれ て いた 例外 は 状態 フ 
レー ム が 以後 復帰 され る まで 報告 され ませ ん 。 こ の 状態 フレ ー ム は 、 内 部 状 
態 情報 切り 替え に 使用 する ほか に 、 最 後 の 肖 動 小数 点 例外 の 原因 と な っ た オ 
ペラ ンド の 値 が 入っ て いる た め 、 例 外 ハ ンド ラ が 使用 する こと が で きま す 。 


@ ビジ ー 状 態 フ レー ム の 場合 
この 状態 フレ ー ム の FSAVE 命 令 は 、FPCP が 内 部 状態 を 保存 する 必要 が あっ た 
こと を 示し て いま す 。 な お この 状態 フレ ー ム は 転送 時 間 が 長く な る た め 、 必 
要 な と きのみ 使用 され ます 。 こ の 状態 フレ ー ム を 保存 時 の FPCP の 動作 は アイ 
ドル 状態 フレ ー ム の 場合 と 同じ で す 。 


7 ド 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 

# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xnl],od) | 一 
([bd,PC],Xn,od) | 一 
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FSCAL に [Scale Exponent] 指数 部 スケ ー リ ング 


書 式 | FSCALE[{.B/.W/L/.S/.D/.X/P} ぐ ea>,EPn 


FSCALE[{.X] FPs,JFPd 
poxuvreDo 
範囲 内 0 無限 大 
ー 十 ー 十 ー 十 
指数 部 47- リ ッ ゲ DO*1 NAN*2 
十 0.0 圭 0.0 
NAN*2 
ー0.0 ー0.0 
無限 大 填 無 限 大 
NAN 2 


ー 無 限 大 ー 無 限 大 


*1 は 、 デ ステ ィ ネ ーション の 値 を 返し ます 。 た だ し 、 通 常 の 命令 終了 時 と 同 
様 に 、 必要 に 応じ て 丸め られ ます 。 し た が っ て 、 デ ステ ィ ネ ーション の 値 
を 読み 込ん だ 後に 、 丸 め 精 度 が 小さ な サイ ズ に 変更 し て いる 場合 に は 、 ア 
ンダ ー フ ロー お よび 不正 確 結果 が 発生 する こと が あり ます 。 

玉 2 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
商 


バイ ト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR ソー ス が 圭 無 限 大 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 
ほ ク リア 
OVFL ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 三 飼 に クリ ア 
INEX1 ー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


304 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 結果 を 整数 化し て 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン の 指数 値 に 加算 し ます 。 
この 命令 は 、 デ ステ ィ ネ ーション に 2 % を 掛け る 効果 が あり ます が 、 ソ ー ス オ 
ペラ ンド が 整数 で ある 場合 は 、 デ ステ ィ ネ ーション に 2% を 掛け る より も ゃ 高速 
で す 。 
FPCP は 、 ソ ー ス オペ ラン ド が 演算 前 に 、 す で に 整数 値 で も ある と みな し て いま 
す 。 整 数値 で な い 場合 は 、 指 数 に 加え る 前 に 整数 に 0 へ の 丸め モー ド で 丸め 
られ ます 。 ソ ー ス オペ ラン ド の 値 が 2* 以 上 で ある と き は 、 常 に アン ダー フ 
ロー また は オー バー フロ ー と な り ま す 。 


7 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8PC.Xn) 
(XXX).W 


(tbd,An.Xn].od) 
(tbd,An].Xnod) 
30 
(bdPC.Xml.od) 
(tbd,PC].Xn.od) 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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隊 FSCC [sei According to Condition] 、 条件 に し た が っ て セッ ト | 


書 式 FBcc{.B]} ぐ ea 


機 能 | せ 条 件 が 真 hen 1s 一 DO 


else 0s-DO 
条件 コー ドバイ ト : 影響 を 受け な い 
商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 NAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 特 定 の 比較 選択 子 cc の と き に 
セッ ト さ れる 
SNAN 三 影響 を 受け な い 
OPERR ーー 影響 を 受け な い 
OVFL 三 影響 を 受け な い 
UNFL 影響 を 受け な い 
DZ 三 影響 を 受け な い 
INEX2 影響 を 受け な い 
INEX1 ーー 影響 を 受け な い 
発生 例外 バイ ト  :BSUN ビ ッ ト が セッ ト さ れる と 、IOP ビ ッ ト の み が セ ッ 
ト さ れる 


指定 し た 浮動 小数 点 条件 が 真 の 場合 は 、、 デ ステ イネ ーション の バイ ト 整 数 オ 
ペラ ンド を TRUE (すべ て 1 ) に セッ ト し 、 そ の 他 の 場合 は FASLE (すべ て 
0) に セッ ト し ます 。 
な お BSUN 例 外 が 発生 し た と き は 、 命令 実行 前 例外 と な り ま す 。 し た が っ て 、 
例外 ハン ドラ が FEScc 命 令 の 次 の 命令 を 指す ナス タッ ク フ レ ー ム 上 の プロ グラ ム 
カウ ンタ の イメ ー ジ を 変更 せ すず に リタ ー ン し た 場合 は 、NAN ビ ッ ト を クリ ア 
する か BSUN 例 外 を ディ セー プル する こと に よっ て 例外 の 原因 を 除去 する 必要 
が あり ます 。 そ れ を 行わ な い 場 合 、 例 外 を 引き 起こ し た ルー チン へ 戻っ た と 
き に 、 再 びす ぐに 例外 が 発生 し て し まい ます 。 
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7 トル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8,PC,Xn) 
(XXX).W 
(XX 双 ) 工 

# ぐ dala ン = 


(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An].Xn,od) | 30 
(bdJPC.Xn) 二 
([bd,PC,Xn],od) | 一 
([bd,PC],Xn,od) | 一 
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FSGLDIV [single Precision pivide] 単 精度 除算 


書 式 | FSGLDIV{.B/.W/L/.S/.D/ メ /P}) ぐ ea>FPn 
FSGLDIV{.X] FPs,FPd 


DOSO 一 DO 


十 無 限 大 一 無限 大 | 無限 大 *1 一 無限 大 *1 


ネネ 1 は 、FPSR の DZ ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 
**2 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ー00 ま た は 無限 大 / 無 限 大 の と き に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 
の と き は クリ 
OVFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
| DZ ニーソ ー ス が 0 で デス ティ ネー ショ ン が 範囲 内 に ある と き に 
| セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
| INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
| INEX1 ーー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4.2 PFPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・「[2.2.2 レジ スタ | 参照 
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ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション を その 値 で 除算 


し 、 そ の 結果 を 単 精度 に 丸め 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 


この 関数 は 、0 プ 0 お よび 無限 大 無限 大 に 関し て 定義 され て いな いた め 、 


この 場合 に は NAN が 返さ れ 、OPERR ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 


な お ソー ス オ ペ ラン ド お よび デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド は 両方 と も 単 精 
度 値 と し て 表示 可能 で ある こと を 前 提 に し て いる た め 、 い ずれ か の オペ ラン 
ド が 正確 に 表示 する た め に 25 ビ ッ ト 以 上 の 仮数 が 必要 な 場合 は 、 そ の 結果 の 


精度 は 保証 され ませ ん 。 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


An ーー 
| Ap 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XX 双 ).W 
(XXX)L 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) E 
([bd,PC,Xn],od) | 30 


| (bdPClXnod) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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FSGLMUL [Single Precision Multiply」 単 精度 乗算 
FSGLMUL[.B/.W/L/.S/D/X/P] く ea>FPn 


FSGLMUL{ XX} FPs,FPd 


sOxDO 一 DO 


範囲 内 0 無限 大 
ー 二 ー 寺 ー 圭 
ー0.0 十 0.0| 一 無限 大 無限 大 
単 精度 除算 
」 上 ー0.0| 無限 大 一 無限 大 
ー0.0  +00 | 一 00  +00 


NAN* 
0.0 00 |+0.0 = 夫 
ー ー 無 限 大 十 無 限 大 ー 無 限 大 十 無 限 大 
軸 


無限 大 


| 無限 大 ー 無 限 大 填 無 限 大 一 無限 大 


ネネ は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト :「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 呈 徐 に みり リア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 参照 
OPERR ーー 方 の オペ ラン ド が 0 で 他方 の オペ ラン ド が 無限 大 の 場 
合 に セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVFL = ニ 「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 ] 参照 
UNFL =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 
INEX1 ニ サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「2.4.2 EPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・ 2.2.2 レジ スタ ] 参 月 
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解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 デ ステ ィ ネ ーション に その 値 を 掛 
け 、 単 精度 に 丸め た 後 、 ア デス ティ ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
な お ソー ス オ ペ ラン ド お よび デス ティ ネー ショ ン オ ペラ ンド は 、 両 方 と ゃ 単 
精度 値 と し て 表示 可能 で ある こと を 前 提 に し て いる た め 、 両 オペ ラン ド は 乗 
算 前 に 24 ビ ッ ト の 仮数 に 丸め られ ます 。 


7 トウ 7 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 


(d16PC) | 30 


(d8JPC,Xn) 


E 
(3 JOd) 叶 
([bd,An],Xn,od) 


([bd, PCJXn 本 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、 .B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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FSIN rs ュー 
FSIN{.B/.W/L/.S/D/X/P) ぐ ea> FPn 


FSIN{[.X} FPs,FPd 
FSIN{.X] FPn 

機 能 | SINSO) 一 DO 

演算 表 


デス ティ ネー ショ ン 


粘 果 


au | 
ー0.0 0.0| NAN* 


玉 は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 PFPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ニニ ソー ス が 土 無限 大 で ある と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の 
と き は クリ ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
UNFL 三 正弦 アン ダー フロ ー が 発生 し た と き に セッ ト さ れ 、 こ の 
場合 の 余弦 結果 は 1 と な り 、 余 弦 は アン ダー フロ ー に な 
り ま せん 。 
DZ 呈 第 刻 ク リア 
INEX2 [2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 EPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


| 解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 正弦 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 

| この 関数 は 、 土 無限 大 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関 し 電導 まお だ いま た の 

| この 場合 NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 

ー ァ / 以 上 + ァ ヶ /2 以 下 の 範囲 内 に な い ソ ー ス は 、 演 算 実 行 前 に この 範囲 に 収 ま 

る よう に 補正 きれ ます が 、 ソ ー ス が 大 きす ぎ た 場 合 に は 不正 確 な 結果 を 発生 

する こと が あり ます 。 

粘 果 は 一 1 以上 1 以下 と な り ま す 。 
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7 リル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ネ Dn 30 
一 
9 ls 
(An) 十 30 


(d16,An) 30 
に 導 


(d8,An,Xn) 30 
| emo IE 


(d8PC.Xn) 30 
(XXxX).W |30 | 
XXX)L 30 
# ぐ data ン 30 


(bd,An,Xn) 30 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC,Xn) 30 


([bdPC,Xn],od) | 30 
([bdPC],Xn,od) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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計 FSINCOS [Simultaneous Sine and Cosine] 正弦 ・ 余 弦 同時 計算 | ・ 余弦 同時 計算 


書 式 FSINCOS({.B/.W/.L/.S/.D/.X/P〕) ぐ ea,FPnc:FPns 
FSINCOS{.} FPn,FPnc:FPns 


機 能 | SINSO) 一 FPns 


COS(SO) 一 FPnc 
演算 表 範囲 内 0 無限 大 
ー 十 | 一 填 | 一 十 


正弦 ー0.0 0.0| NAN* 
余弦 填 1.0 十 1.0| NAN ネ * 


** は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 (正弦 の 場合 ) 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 管 に クリ ア 
SNAN ニー ソー ス が 土 無限 大 の と き セ ッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は 
クリ ア 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FEFPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 
解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 正弦 お よび 余弦 を 同時 に 計算 


し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 

両方 の 関数 と も 同時 に 計算 する た め 、FSIN・FCOS 命 令 を 別個 に 実行 する より 
も 高速 と な り ま す 。 正弦 結果 は FPns に 、 余 弦 結 果 は FPnc に 格納 され ます 。 条 
件 コー ドバイ ト は 正六 結 果 に し た が っ て セッ ト さ れ ま す 。 

FPns と FPnc を 同じ レジ スタ と し て 指定 し た 場合 は 、 余 弦 結果 が 最初 に レジ ス 
タ に 格納 され 、 そ の 後 正弦 結果 に よっ て 上 書き され ます 。 

この 関数 は 、 圭 無限 大 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 きれ て いな いた め 、 
この 場合 NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ー2 ァ 以上 十 2 ァ 以下 の 範囲 内 に な い ソ ー ス は 、 演 算 実行 前 に この 範囲 に 収 ま 
る よう に 補正 され ます が 、 ソ ー ス が 大 きす ぎ た 場 合 に は 不正 確 な 結果 を 発生 
する こと が あり ます 。 

結果 は 一 1 以上 二 1 以下 と な り ま す 。 


外 ル ル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


*Dn 

An 

| (Am) 
(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8 PC,Xn) 
(XXX).W 
(XXX)L 
# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 | 
(bd,PC,Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 
(tbdPC].Xn,od) | 30 


* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FSINH [Hyperbolic Sine] 到 東 正 到 
書 式 | FSINHI.B/.W/L/.S/.D/.X/P) ぐ ea>,FPn 
FSINH(.X] FPs.FPd 
FSINHI.X] FPn 
sINHSO)*DO 
範囲 内 0 無限 大 


デス ティ ネー ショ ン ー キ | 一 二 ー 十 
結果 双曲線 正弦 | 一 0.0 十 0.0 一 無限 大 二 無 限 大 


| FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 

例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 字 飼 に クリ ア 
SNAN 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 」 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVEFL 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 還 Mt 4 .2 FPCP 例 外 処 理 ] 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 

- 理 | 参照 それ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 双曲線 正 蓄 を 計算 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


條 ルル グ <ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ネ Dn 
3 


(d16,An) 30 
(d16,PC) 
(d8JPC.Xn) 


5 
5 


(bd,PC,Xn) 


([bd,PC,Xn],od) 


※* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S$ の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FSQRT [Square Root] 平方 根 
書 式 | FSQRT[.B/W/L/.S/.D/.X/P] ぐ ea>.FPn 
FSORT[.X] FPs,JFPd 
FSORT[.X] FPn 
SO の 平方 根 -…DO 
範囲 内 0 無限 大 
デス ティ ネー ショ ン ー \ | 一 キキ ー 二 


| 結果 NAN* 平方 根 |-0.0 0.0INAN* 十 無限 大 


※ は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス が 負 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き は クリ 
グ デ 
OVEFL 三 常に クリ ア 
UNFL = 党 旋 リア 
DZ 二 和 信人 に 少 ア 
INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
INEX1 ーー サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4 .2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 


に 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 平方 根 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 

この 関数 は 、 負 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 さき れ て いな いた め 、 こ の 場 
合 に は NAN が 返さ れ 、OPERR が セッ ト さ れ ま す 。 


318 


(An) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 
(d8.PC,Xn) 
(XXX).W 
CXKXXOL 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
(bd,An Xn].od) | 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC.Xn) 
([bd,PC,Xn],od) | 30 


([bd,PC].Xn,od) 


に 


2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ルル ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FSUB [supracr 減算 
FSUB(.B/.W/L/.S/D/X/P) ぐ ea>FPn 


FSUB(.X】 FPsJFPd 
DO0-SO*DO 


十 0.0*1 一 0.0 


ネ ※1 は 、 丸 め モ ー ド RN.RZJRP で は 十 0.0 を 返し 、RM で は 一 0.0 を 返し ます 。 
ネネ 2 は 、FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト : 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ソー ス お よび デス ティ ネー ショ ン が 同じ 符号 の 無限 大 で 
ある と き は セッ ト 、 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
OVFL =「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
UNFL = テ 「2.4.2 PFPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ = 常に クリ ア 
INEX2 =「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト ・「2.2.2 レジ スタ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 を デス ティ ネー ショ ン か ら 注 
算 し 、 デ ステ ィ ネ ーション に 格納 し ます 。 


320 


3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ルル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(d8.An Xn) 
(d16,PC) 
(d8PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXXX) 工 
# ぐ data 
(bd,An.Xn) 還 ] 
([bd,An.Xn],od) | 30 
([bd,An].Xnod) 


| (bdPC.Xm) 30 
([bd,PC,Xn],od) | 30 


([bdjPC].Xn.od) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FTAN [Tanoen 正 接 


書 式 | FTANI.B/.W/L/.S/.D/.X/ 了 P} ぐ ea>,FPn 


FTAN{.X} FPs,FPd 
FTAN{.X] FPn 
TANSO)…Do 


範囲 内 0 無限 大 
アス ティ ネー ショ ン 計 キー ce 
結果 正 接 ー0.0 十 0.0| NAN* 


玉 は FPSR の OPERR ビ ッ ト を セッ ト し ます 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ ] 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR ニニ ソー ス が 土 無限 大 の と き は セッ ト さ れ 、 そ れ 以 外 の と き 
は クリ ア 
OVEL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 三 [2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 
INEX1 ニー サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


解 説 | ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 正 接 を 計算 し 、 デ ステ ィ ネ ー 
ショ ン に 格納 し ます 。 
この 関数 は 、 二 無限 大 の ソー ス オ ペ ラン ド に 関し て 定義 きれ て いな いた め 、 
この 場合 に は NAN が 返さ れ 、OPERR ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 
ー ァ /2 以 上 +/2 以 下 の 範囲 内 に な い ソ ー ス は 、 演 算 実行 前 に この 範囲 に 収 ま 
る よう に 補正 きれ ます が 、 ソ ー ス が 大 きす ぎ た 場 合 に は 不正 確 な 結果 を 発生 
する こと が あり ます 。 
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8 。 


2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


ネネ Dn 30 
An ] ー 
(An) 30 
(An)+ 調 30 
ー(An) 30 
(d16.An) 30 
(d8,An.Xn) 30 
(d16PO) | 30 
(d8.PC.Xn) 30 | 
(XXX).W 上 
(XXX%) 上 30 | 

# ぐ data> 30 
(bd,An.Xn) |] 
([bd,An,Xn],od) | 30 
([bd,An],Xn,od) | 30 
(bd,PC,Xn) 30 
([bd,PC,Xn],od) | 30 

| (bd.PCjXn,od) | 30 


** に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FTAN H [Hyperbolic Tangent] 双曲線 正 接 
FTANH(.B/W/L/.S/.D/X/P] ぐ ea>Pn 
FTANH(.X} FPsJFPd 
FTANH[.X} FPn 
TANH(SO)…DO 
演算 表 箇 囲 内 0 無限 大 
デス ティ イネ ーション ーー 十 ーー 十 5 有 


双曲線 正 接 | 一 00 十 0.0| 一 1.0 十 1.0 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ー「2.4.2 FPCP 例 外 処 理 | 参照 
OPERR 三 常 に クリ ア 
OVFL 三 常 に クリ ア 
UNFL 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 ニニ サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「 2.4.2 PFPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト > 『 全 る 。 め レザ スタ | 天 且 


解 説 | ノー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 双曲線 正 接 を 計算 し 、 デ アス ティ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


條 ウル グ ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 
(Am) 十 
ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 
(d16,PC) 


([bd,An.Xn].od) 
([bd,An].Xn,od) 
RS 
([bd,PC,Xn],od) 
([bd,PC],Xn,od) 


*※ に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


FTENTOX ho 1 


FTENTOX{.B/W/L/.S/.D/.X/.P) く ea>FPn 


FTENTOX{ ズ ] FPsJFPd 
FTENTOX{.X) FPn 
10? 一 DO 


演算 表 


デス ティ ネー ショ ン 
結果 


SR ou 
十 0.0 TP 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト :「2.2.2 レジ スタ ] 参照 
商 バ イ ・ 影 響 を 受け な い 


例外 ステ ー タ スバ イト 


BSUN 三 常に クリ ア 

SNAN ー「2.4.2 FEPCP 例 外 処 理 ] 参照 

OPERR 呈 填 に クリ ア 

OVEFL 三 「2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 参照 

UNFL [2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 

DZ ー 常 に クリ ア 

INEX2 ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 ] 参照 

INEX1 ニ サ イズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処 


理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  : [2.2.2 レジ スタ 」 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 だ け 10 を 累乗 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


7 ルル 7 ぐ ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 


(An) 
(An) 十 
B ー(An) 
(d16,An) 
(d8,An,Xn) 30 
(d16,PC) 
(d8.PC.Xn) 
(XXX).W 
(XXX) 上 
# ぐ data 
(bd,An,Xn) 
([bd,An,Xn],od) 


(tbd.PC.Xml.od) | 30 
| (baPclxno) | 30 


まま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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第 3 章 命令 セッ ト 一 覧 


Fl RAPcc [Trap Conditionally] 条件 判断 に よる トラ ッ プ 
FTRAPe 


FTRAPcc{.W} # ぐ data 
FTRAPcc{.L] # ぐ data 


if 条件 が 真 hen トラ ッ プ 
FPSR 条件 コー ドバイ ト : 影響 を 受け な い 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN ーーNAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ 、 特 定 の 比較 選択 子 cc の と き に 
セッ ト さ れる 
SNAN ーー 影響 を 受け な い 
OPERR 三 影響 を 受け な い 
OVEFL = 影響 を 受け な い 
UNFL 影響 を 受け な い 
DZ = 影響 を 受け な い 
INEX2 ー 影 響 を 受け な い 
INEX1 ーー 影響 を 受け な い 
発生 例外 バイ ト  :BSUN ビ ッ ト が セッ ト さ れる と 、IOP ビ ッ ト の み が セ ッ 
ト さ れる 


指定 し た 浮動 小数 点 条 件 が 真 の 場合 は 、、 MPU が ベク タ 番 号 7 の FTRAPcc 例 外 
を 発生 きせ ます 。 ス タッ ク さ れ た プロ グラ ムカ ウン タ は 次 の 命令 を 指し ま 
す 。 

偽 の 場合 は 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

な お イミ ディ エイ ト デ ー タ は 、 例 外 ハ ンド ラ 内 で 使用 する こと が で きま す 。 
な お BSUN 例 外 が 発生 し た と き は 、 命令 実 行 前 例外 と な り ま す 。 し た が っ て 、 
例外 ハン ドラ が PFBcc 命 令 の 次 の 命令 を 指す スタ ッ ク フ レー ム 上 の プロ グラ ム 
カウ ンタ の イメ ー ジ を 変更 せ ず に リタ ー ン し た 場合 は 、NAN ビ ッ ト を クリ ア 
する か BSUN 例 外 を ディ セー ブル する こと に よっ て 例外 の 原因 を 除去 する 必要 
が あり ます 。 そ れ を 行わ な い 場 合 、 例 外 を 引き 起こ し た ルー チン へ 戻っ た と 
き に 、 再 びす ぐに 例外 が 発生 し て し まい ます 。 


解 


民 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


FTST [Tea Operand] ペラ ウド な つか 
FTST(.B/W/L/S/D/X/P) 。 ぐ ea> 


FTST{.X] FPn 


SO 一 FPSR 


デス ティ イ ネ ーション 


ビッ ト 名 を 表記 し て いる と ころ は 、 常 に セッ ト さ れる こと を 示し て いま す 。 
な し ある い は 表記 し て いな い ビ ッ ト 名 は 、 常 に クリ ア さ れる こと を 示し て い 
ト の 

ソー ス オ ペ ラン ド が NAN の 場合 は 、NAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 

また ソー ス オ ペ ラン ド が SNAN の 場合 は 、SNAN ビ ッ ト が セッ ト さ れ ま す 。 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常 に クリ ア 
SNAN =ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL 三 常に クリ ア 
UNFL 三 常 に クリ ア 
DZ 三 常に クリ ア 
INEX2 三 常 に クリ ア 
INEX1 = サ ズ 指定 子 が P の と き は 、「 2.4.2 FPCP 例 外 処理 」 


参照 。 そ れ 以外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト 2.2:.2 形 ジ スタ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 に し た が っ て 、 浮 動 小数 点 ス 
テー タス レジ スク を セッ ト し ます 。 


解 


に 
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(An) 十 
ー(An) 
| de.Am 
(d8,An,Xn) 
| @6PO 
(d8.PC.Xn) 
| oooow 
| Cooor 
# ぐ data ン 
(bd,An,Xn) 
| baAnXmlod) 
([bd,An],Xn,od) 
(bd,PC,Xn) 
(lbdJPC.Xn].od) | 30 
(lbdJPC].Xnod) | 30 


* に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/L/.S の み 指 定 が で きま す 。 
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3. 2 FPCP 命 令 セ ッ ト 一 覧 


aa 


FTWOTOX{.B/W/L/S/D/X/P} く ea> FPn 


FTWOTOX{. 叉 } FPs,FPd 
FTWOTOX{. 玉 } FPn 


機 能 | 2“"^DO 


0 無限 大 
二 記 まま ー キ 
2* | +1.0 +0.0 二 無 限 大 


デス ティ ネー ショ ン 


粘 時 


FPSR | 条件 コー ドバイ ト : 「2.2.2 レジ スタ 」 参照 


商 バ イト ・ 影 響 を 受け な い 
例外 ステ ー タ スバ イト 
BSUN 三 常に クリ ア 
SNAN ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
OPERR 三 常に クリ ア 
OVFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
UNFL ー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
DZ 三 常 に クリ ア 
INEX2 ーー「2.4.2 FPCP 例 外 処理 | 参照 
INEX1 サイ ズ 指 定子 が P の と き は 、「2.4.2 FPCP 例 外 処 
理 | 参照 。 そ れ 以 外 の と き は クリ ア 
発生 例外 バイ ト  :「2.2.2 レジ スタ | 参照 


ソー ス オ ペ ラン ド を 拡張 精度 に 変換 し 、 そ の 値 だ け 2 を 累乗 し 、 デ ステ ィ 
ネー ショ ン に 格納 し ます 。 
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旭 | く ea> で 使用 で きる アド レッ シン グ は 以下 の 通り で す 。 
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玉 Dn 30 

An 計 2 

(An) 30 
ー(An) 30 
(d16,An) 30 
(d8,An.Xn) 
(d16,PC) 


(d8.PC.Xn) 


([bd,An,Xn],od) 
([bd,An],Xn,od) 


([bd,PC,Xn],od) | 30 
([bd,PC],Xn,od) | 30 


※* ま に は サイ ズ 指 定子 は 、.B/.W/.L/.S の み 指 定 が で きま す 。 


ARCD ーー… 106 
9 DB 25 だ 107 
DEPT 109 
の DB EC 110 
ADDO…0 ommm 111 
ANoa の teseieeees 113 
人 MD 4dnimmssszss 114 
ANUIDE ーーー…ー 116 
父 NEIGCERRL oo | 目 巴 / 
ANDI Seen 118 
AS の の 119 
1 いで PEPPYPT FE は で わこ FIT 119 
B 
Bi 121 
5 は PP 122 
BC 124 
BCDHGOEE2hioeooteusp 126 
1 5 5 仙骨 いつ 127 
1 伯 EE ん 128 
BRE 活 生 U に okayekssues 129 
1 5I EI EL は PE 130 
BBINSuuuisroieone 131 
RIRSE 132 
BETST………………… 133 
1 32 2 134 
務 民 人 135 
BS 136 
BSR Oo の の 138 
BTST… or 139 
C 
pc 142 
CAS2… ド ーー の 142 
| 8 1 も わい Cr 144 
8052 145 
GMR 人 oskepeeiedss 147 
OM 148 
CM 149 


CMPL の の im…o 150 
CMPM 7 1 5 1 
CMP2 上 7 の の ーー…ー 152 
D 
DBcc REP て 1 54 
DIVS (お SI の の の も 1 1 の 1 $5$ 
DIVSL NN ROW 1 $ $ 
DIVU ANY Se 1 57 
DIVUL …… ド トド バド バー ドー トド ボド 1 7 
E 
EOR に 1 59 
EORI にし めい 2 レス イト に キイ 人 1 60 
EORICCR 161 
EORI SR DEC 162 
EXG 計 260872Ya06GnWYRI3COTACieR3 163 
EXT DC 164 
EXTB TCP 1 64 
F 
1 0 1 の 236 
FACOS は PL こと 7 イヒ r い レロ 238 
ド ADD 電信 18 の 03 240 
下 AS IN 2 RE な na 242 
F AT AN が ESS7Saia 244 
1 上 二 ANH 763 246 
DSOr dtdhO2EZ2deR22ooi5 248 
FCMP……………… 249 
FCOS safere loo pi の S 1 
FCOSH 人 お ishai 253 
FDBcc -255 
FDIV つこ の $ 6 
1 5) 5 か PPP 258 
FETOXM1……… 260 
FGETEXP Ne EicW す すま る 於 Ds 262 
FGETM AN GR な 264 
FINT al お の な elentLSe 266 
FINTRZ 0 15 eg 268 
FLOG 10 2 と と ゃ の 270 
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51 6 Ge 972 
FLOGN 8 274 
REOGNPIL ご 276 
1 51 【9 1 お 用 は PC 278 
RMOODWB ーー 280 
FMOVECKR………… 287 
FMOVEM-…………… バ 288 
旧 MUUa edstSsoosy 293 
NB の 72 295 
FNOP 計 aaasicaie み eee 297 
RM の 298 
FRESTORE-………… 300 
旧 GAW 有 Bee eo 302 
FSC ALE 生ま 304 
7 306 
SHIDLW toOC200000 308 
本 ML 外 の … 310 
ee 312 
PSINCOS ………- 314 
GTNT 半 eee 316 
FSORT EEEPCPCPTPPPPPLPTCD 3 1 8 
FSUB rock2 ゃ ST 320 
FTAN COCOLLLELK に OU 322 
相 PANEEEii ei 324 
FTENTO et 326 
RFPRAPCCee in eo 328 
生 全 半 nos 329 
FTWOTO………… 331 
| 
ILLEG AL 0…0… 165 
J 
Meeuetu 166 
ee 167 
E 
LE A KC に ICO 168 
LINK………「 の の | 169 
LSL 語る ai な 170 


M 
MOVE oo の 172 
MOVE CEECEEEHHEEPEHH 174 
MOVBCO 180 
MOVE CCR……… 175 
MOVEM Me くる rmi を る 18 1 
MOVE nin は 183 
MOVEO ………… 184 
MOVES eS 185 
OOVESRL to 177 
MOVBUSP………… 179 
MUSE no 187 
MNOB 上 ーーー 189 
N 
NIRENe 191 
NT G 192 
NEGX COCO いつ エロ 193 
NOP 本 PCK TP いい CC 194 
NOT Pe で rr CC とい 19 】 
O 
4 196 
Newer さ 198 
攻 LCR os 199 
義人 隊 の … ト 200 
じ 
PACK 0 の 「 の |… ジ 201 
PE ECHOHECEHEEEEHEHEHGGD 203 
IPMIOVEB on 204 
1 Sm っ 205 
R 
RESET Sa Wa 207 
ROL に 208 
ROR ……「「o「o「oroioiim ジ 208 
RO 双 L SWG ea Pess Es se の 4 1 0 


RT ee 212 
RTE ar 2 ささ 213 
RTR た で すでに た た えす エト ンス イト イト っ 214 
RTS SS12Ai6sig 21S 
に 
(1 D 9 216 
(2752 217 
(NG ) ピコ 218 
SUB ai 219 
SUBA eZCRWaHREGa 221 
0015. ee の 222 
SUBO 人 26 小 ig 223 
SUBIDez ene 224 
7 en 225 
ず 
TAS Seidid2ie が SN な と の 3 226 
TRAP… 227 
和民 PCO ジジ wo 228 
RIAIDWS ee 229 
Seo 230 
U 
UNLK 822ORzio な die 231 
UNPK Si 232 
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人 MEMO 多 


人 MEMO 金 


信 す MEMO 金 


人 MEMO 金 


人 MEMO 殺 


還 記 且 5 語 の to e IN @ 5 ョ 
9 5 1 り 之 更 ョ Oi 語 人 
・3 
『 
人 
由 
@ 
の 
* 
6 
* 
ロ 
eS 舞 
還 
ー 4 
回 
店 
9 加 ・ 
w 
宮 
> 生 
誠 
bp we 
ュ 
| 
・ 
に 1 
4 
・ 
由 
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グ ャ ー 欠 杯 式 合 社 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 昧 区 長池 困 22 番 22 号 


電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 

AVC シ ステ ム 事業 推進 室 

〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 電話 (03)3260-1161( 大 代表 ) 
市 ケ 谷 ビル 内 電子 機器 事業 本 部 AVC シ ステ ム 事 業 推進 宝 ソフ トウ ェ ア 担 当 


ず 問 い 合 わせ 先 


